
は
じ
め
に

岡
倉
天
心
と
い
う
名
を
聞
い
た
時
に
、
読
者
は
何
を
思
い
浮
か
べ
る
で
あ
ろ
う

か
。
多
く
は
美
術
史
上
に
著
さ
れ
る
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
の
交
流
や
、
東
京
美
術
学
校
、

日
本
美
術
院
な
ど
に
お
け
る
教
育
、
そ
の
他
イ
ン
ド
や
欧
米
な
ど
広
域
的
な
活
動

を
通
じ
た
日
本
美
術
の
保
護
・
発
展
へ
の
貢
献
を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
彼
の
人
生
は
、
美
術
に
関
連
し
た
活
動
と
切
り
離
し
て
語
る
こ
と
は
出

来
な
い
だ
ろ
う
。

他
方
、
彼
は
、T
he

Ideals
ofthe

E
ast

の
冒
頭
で
記
し
た
「A

sia
is
one.

」
と

い
う
一
文
、
あ
る
い
は
、
生
前
に
は
書
籍
と
し
て
刊
行
さ
れ
ず
、
そ
の
没
後
に

『
東
洋
の
覚
醒
』
と
題
さ
れ
邦
訳
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
原
稿
に
登
場
す
る
「
ア

ジ
ア
の
兄
弟
姉
妹
た
ち
よ
！
」「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
栄
光
は
ア
ジ
ア
の
屈
辱
で
あ

る
！
」
な
ど
の
文
言
が
、
太
平
洋
戦
争
時
の
ア
ジ
ア
侵
略
の
正
当
化
に
用
い
ら
れ

た
人
物
で
も
あ
る
。
確
か
に
、
天
心
が
遺
し
た
そ
れ
ら
の
言
葉
は
、
非
常
に
強
力

な
語
勢
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
断
片
的
な
文
言
か
ら
受

け
る
印
象
に
引
き
ず
ら
れ
て
彼
の
思
想
を
俯
瞰
す
る
の
は
、
公
平
な
見
方
と
は
言

え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

堀
岡
弥
寿
子
に
よ
れ
ば
、
天
心
は
、
美
術
に
関
す
る
論
文
は
日
本
語
で
も
記
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、「
生
涯
日
本
語
の
本
を
出
さ
な
か
っ
た
」
と
い
う
（
１
）。
生

前
に
出
版
さ
れ
た
の
は
、「
初
め
か
ら
英
語
で
書
き
下
ろ
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
あ
る

い
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
出
版
さ
れ
た
」The

Idealsofthe
E

ast

、T
he

A
w

aken-

ing
ofJapan

、T
he

B
ook

ofTea

の
み
で
あ
る
と
い
う
（
２
）。
も
し
も
彼
が
英
文
著
作

に
見
ら
れ
る
一
部
の
強
力
な
文
言
か
ら
印
象
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
欧
化
主
義
に

強
い
反
感
を
持
つ
人
物
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
言
説
を
日
本
人
へ
向
け
て
説
く
こ
と

を
意
図
し
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
著
作
が
英
語
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
彼
の
没

後
ま
で
日
本
国
内
で
は
出
版
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
の
説
明
が
つ
か
な
い

だ
ろ
う
。
英
語
で
執
筆
さ
れ
た
以
上
は
、
彼
の
呼
び
掛
け
の
先
に
あ
っ
た
の
は
、

日
本
国
外
の
人
々
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
従
来
の
研
究
で

は
著
作
が
英
語
で
創
作
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
明
確
な
見
解
を
示
し
た
も
の
は
少

英
文
著
作
を
中
心
に
見
る
、
岡
倉
天
心
の
思
想
と
、

そ
れ
に
対
す
る
国
内
外
か
ら
の
評
価
、
ま
た
後
世
へ
の
影
響

山

越

紘

子

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
二
十
二
号

二
〇
一
八
年
三
月
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な
」
い
と
、
金
子
敏
也
は
述
べ
て
い
る
（
３
）。

森
田
義
之
の
言
葉
を
引
用
す
る
な
ら
ば
、「
多
く
の
論
者
が
異
口
同
音
に
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
近
代
日
本
の
知
識
人
の
な
か
で
岡
倉
天
心
ほ
ど
一
筋
縄
で
は

捉
え
に
く
く
、
分
類
・
定
義
・
評
価
の
難
し
い
人
物
も
め
ず
ら
し
い
」。「
西
洋
の

文
明
に
対
峙
し
た
挑
戦
的
な
ア
ジ
ア
主
義
者
・
国
粋
主
義
者
な
の
か
、
西
洋
の
文

化
と
言
語
に
精
通
し
た
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
文
化
人
な
の
か
、
頑
迷
な
伝
統
主
義

者
な
の
か
、
そ
れ
と
も
開
明
的
な
革
新
主
義
者
な
の
か
」、
天
心
と
い
う
人
物
は
、

見
る
人
に
よ
っ
て
姿
を
変
え
て
し
ま
う
が
如
く
、
多
様
な
面
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

る
（
４
）。
そ
の
よ
う
な
天
心
の
帯
び
て
い
る
多
面
性
が
、
太
平
洋
戦
争
へ
と
向
か
う
時

代
の
中
で
、
彼
の
著
作
が
都
合
の
良
い
形
で
読
ま
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
一
因
で

も
あ
ろ
う
。
故
に
、
竹
内
好
は
、
天
心
を
「
定
型
化
を
こ
ば
む
も
の
を
内
包
し
て

い
る
」「
あ
つ
か
い
に
く
い
思
想
家
」
で
あ
り
「
危
険
な
思
想
家
」
で
あ
る
と
評

し
て
い
る
（
５
）。

天
心
の
生
涯
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
の
著
述
か
ら
、
天
心
の
本
来
意
図
す
る
と
こ

ろ
は
何
で
あ
っ
た
の
か
を
探
る
試
み
は
、
多
く
為
さ
れ
て
き
た
。
本
論
文
の
目
的

は
、
そ
れ
ら
天
心
の
思
想
研
究
を
再
検
証
す
る
こ
と
で
、
天
心
像
が
折
々
に
都
合

よ
く
読
み
替
え
ら
れ
た
原
因
は
何
で
あ
っ
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一

章
に
お
い
て
は
、
天
心
の
生
涯
と
英
文
著
作
に
関
連
し
た
交
友
関
係
を
追
う
と
と

も
に
、
後
世
の
歴
史
に
影
響
を
受
け
た
先
入
観
無
し
に
天
心
の
著
作
を
受
け
止
め

て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、
恐
ら
く
最
も
素
直
な
印
象
と
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
、
英
文
著
作
出
版
当
時
の
海
外
で
の
評
価
を
見
て
、
そ
こ
か
ら
当
時
の

天
心
像
を
考
え
る
。
第
二
章
に
お
い
て
は
、
太
平
洋
戦
争
へ
と
向
か
う
一
九
三
〇

年
代
か
ら
の
天
心
研
究
で
、
何
が
見
落
と
さ
れ
た
の
か
を
再
検
証
す
る
。
第
三
章

に
お
い
て
は
、
戦
後
、
天
心
の
著
作
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
為
さ
れ
て

い
っ
た
の
か
、
先
行
研
究
を
追
い
、
筆
者
な
り
に
天
心
像
の
一
端
を
明
ら
か
に
し

た
い
。

以
降
、
本
論
文
に
お
い
て
は
、T

he
Ideals

of
the

E
ast

を
『
東
洋
の
理
想
』、

T
he

A
w

akening
ofJapan

を
『
日
本
の
目
覚
め
』、T

he
B

ook
ofTea

を
『
茶
の

本
』
と
い
う
邦
題
に
置
き
換
え
る
。
天
心
自
身
が
付
け
た
題
の
な
い
未
発
表
の
英

文
原
稿
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
最
も
流
布
し
て
い
る
邦
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

『
東
洋
の
覚
醒
』
を
採
用
す
る
。
ま
た
、
史
料
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
字
体
を

新
字
体
に
改
め
た
。

第
一
章

岡
倉
天
心
と
英
文
著
作

第
一
節

岡
倉
天
心
の
略
歴
と
英
文
著
作
の
執
筆
時
期

岡
倉
天
心
は
、
文
久
二
年
一
二
月
二
六
日
、
西
暦
に
直
す
と
一
八
六
三
年
二
月

一
四
日
に
生
ま
れ
た
と
い
う
（
６
）。
木
下
長
宏
に
拠
れ
ば
、
平
凡
社
版
『
岡
倉
天
心
全

集
』
の
年
譜
（
７
）を
は
じ
め
、
多
く
の
本
で
天
心
は
一
八
六
二
年
生
ま
れ
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
理
由
に
は
「
改
暦
以
前
に
生
を
享
け
た
人
物
」
に
つ
い
て
「
西
暦
と
ど

う
一
致
、
あ
る
い
は
対
応
さ
せ
る
か
」「
定
見
が
な
い
」
こ
と
が
あ
る
が
、
ア
メ

リ
カ
で
の
『
日
本
の
目
覚
め
』
の
出
版
に
際
し
て
、
天
心
自
身
が
「
一
八
六
三
年

に
生
ま
れ
」
た
と
手
紙
に
書
い
て
い
る
（
８
）こ
と
な
ど
か
ら
、
一
八
六
三
年
を
生
年
と

し
て
い
る
の
で
（
９
）、
本
論
文
も
そ
れ
に
準
拠
す
る
こ
と
と
し
た
。

天
心
の
生
誕
の
場
所
に
関
し
て
は
、
諸
説
あ
る
よ
う
で
、
木
下
の
研
究
に
拠
れ

ば
、
旧
福
井
藩
士
で
貿
易
商
石
川
屋
を
営
む
父
の
下
、
横
浜
で
生
誕
し
た
と
い
う

定
説
の
他
に
、
東
京
美
術
学
校
職
員
に
よ
っ
て
筆
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
東
京

美
術
学
校
校
長

岡
倉
覚
三
／
東
京
府
平
民

旧
福
井
藩
／
文
久
二
年
十
二
月
廿

六
日
江
戸
馬
喰
町
旧
郡
代
屋
敷
ニ
於
テ
生
ル
」
と
い
う
記
録
、
ま
た
天
心
の
知
人
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で
あ
る
高
橋
太
華
が
記
し
た
「
東
京
府
平
民

旧
越
前
藩
／
文
久
二
年
十
二
月
廿

六
日
東
京
常
盤
橋
内
ニ
於
テ
生
ル
」
と
い
う
記
録
な
ど
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
１０
）。
し

か
し
、
西
川
武
臣
は
、
一
八
六
六
年
の
横
浜
の
人
別
帳
に
お
い
て
「
生
国
御
当
所

倅

覚
蔵

同
五
歳
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
に
作
成
さ
れ
た
履
歴
書
よ
り
は
、

天
心
が
生
ま
れ
た
直
後
に
作
成
さ
れ
た
人
別
帳
を
よ
り
確
か
な
資
料
と
し
て
、
現

段
階
で
は
横
浜
を
天
心
の
出
生
地
と
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
１１
）。

た
だ
、
木
下
は
、
先
に
挙
げ
た
二
つ
の
履
歴
書
で
「
平
民
」
と
書
か
れ
、
天
心

自
身
も
自
筆
の
履
歴
書
で
「
茨
城
県
平
民

旧
福
井
藩
士
」
と
書
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
従
来
の
天
心
伝
で
強
調
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
、
下
級
で
も
武
士
で
あ

る
と
い
う
士
族
意
識
ば
か
り
で
な
く
、「
平
民
」
と
い
う
明
治
の
新
時
代
を
生
き

る
者
と
し
て
の
天
心
の
自
負
を
読
み
取
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
１２
）。

幼
名
は
覚
蔵
、
も
し
く
は
、
一
説
に
よ
れ
ば
角
蔵
で
あ
る
が
、
大
学
生
の
頃
か

ら
天
心
自
身
が
覚
三
と
し
、
終
生
こ
れ
を
用
い
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
「
天
心
」

は
彼
の
雅
号
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
生
前
に
は
あ
ま
り
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
一
般

に
「
天
心
」
の
名
が
流
布
す
る
の
は
、
天
心
の
没
後
に
全
集
等
が
出
さ
れ
て
か
ら

の
よ
う
で
あ
る
（
１３
）。
木
下
は
、「
天
心
」
と
呼
ぶ
こ
と
自
体
が
一
九
三
〇
年
代
に
虚

構
化
さ
れ
た
岡
倉
天
心
像
の
一
端
で
あ
る
と
し
て
、
自
著
内
で
は
終
始
「
岡
倉
」

や
「
岡
倉
覚
三
」
と
呼
ん
で
い
る
が
（
１４
）、
本
論
文
で
は
、
一
般
的
な
理
解
の
し
易
さ

と
い
う
便
宜
上
、「
天
心
」
と
い
う
呼
び
名
の
ま
ま
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

天
心
は
、
幼
少
期
か
ら
、
横
浜
で
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
の
バ
ラ
兄
弟
な
ど
か
ら

英
語
を
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
記
述
が

曖
昧
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
後
続
の
研
究
の
為
に
、
簡
単
に
情
報
を
整
理
し
て

お
き
た
い
。

ま
ず
、
バ
ラ
兄
弟
の
英
語
教
育
を
巡
る
活
動
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
纏
め
て
お
く
。

兄
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
バ
ラ
は
、
一
八
六
一
年
に
妻
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

と
共
に
来
日
し
た
（
１５
）。
そ
し
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
、
一
八
六
四
年
に
開
設
さ
れ
た
横

浜
英
学
所
の
教
師
と
な
っ
た
一
方
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
は
ヘ
ボ
ン
塾
で
、
ヘ
ボ
ン
夫

人
ク
ラ
ラ
の
代
講
を
勤
め
る
な
ど
し
て
い
た
と
い
う
（
１６
）。
ま
た
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、

高
島
嘉
右
衛
門
が
高
島
学
校
（
藍
榭
堂
）
を
開
く
と
、
そ
こ
で
教
鞭
を
執
る
と
と

も
に
、
自
身
で
も
一
八
七
一
年
か
ら
英
語
と
聖
書
を
学
ぶ
英
学
塾
（
バ
ラ
塾
）
を

開
き
、
バ
ラ
塾
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
を
慕
う
生
徒
が
大
勢
集
ま
っ
た
為
、
そ
ち
ら
に
専

念
す
る
こ
と
に
し
て
、
弟
の
ジ
ョ
ン
・
ク
レ
イ
グ
・
バ
ラ
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
呼
び

寄
せ
、
高
島
学
校
で
の
教
鞭
を
譲
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
１７
）。
そ
し
て
、
ジ
ョ
ン
は
、
高

島
学
校
で
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
譲
ら
れ
て
教
鞭
を
執
っ
た
ほ
か
、
ヘ
ボ
ン
夫
妻
か
ら
ヘ

ボ
ン
塾
を
委
ね
ら
れ
、
こ
ち
ら
は
バ
ラ
学
校
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後

合
併
や
移
転
を
経
て
、
現
在
の
明
治
学
院
と
な
っ
て
い
る
（
１８
）。

一
九
三
〇
年
代
の
研
究
を
見
る
と
、
清
見
陸
郎
は
、「〔
山
越
注：

明
治
〕
四
年

頃
に
」「
高
島
学
校
に
入
学
し
、
ジ
ョ
ン
・
バ
ラ
ー
に
就
い
て
英
語
を
学
ん
だ
」

「
一
書
に
ヘ
ボ
ン
の
開
い
た
学
校
に
学
ん
だ
や
う
に
書
い
て
あ
る
が
、
ジ
ョ
ン
・

バ
ラ
ー
の
教
鞭
を
取
つ
た
処
な
ら
高
島
学
校
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
お

り
（
１９
）、
天
心
の
子
息
で
あ
る
岡
倉
一
雄
氏
は
、
天
心
は
「
九
歳
、
十
歳
」
の
頃
に

「
ジ
ョ
ン
・
バ
ラ
ー
の
高
島
学
校
に
通
い
」「
英
学
の
初
歩
を
体
得
し
た
」
と
し
て

い
る
（
２０
）。

ま
た
、
戦
後
に
出
さ
れ
た
宮
川
寅
雄
の
著
書
で
は
、「
明
治
四
年
、
天
心
十
歳

に
あ
た
る
」
頃
、「
横
浜
の
米
人
ジ
ョ
ン
・
バ
ラ
ー
」
と
「
バ
ラ
ー
夫
人
に
よ
っ

て
」「
ヘ
ボ
ン
塾
」
で
英
語
を
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
宮
川
は
「
ジ
ョ
ン
・

バ
ラ
ー
は
、
一
八
六
一
年
十
一
月
に
、
日
本
に
来
た
宣
教
師
」
と
し
て
い
る
の
で
、

ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
ジ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
混
同
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
２１
）。

近
年
の
研
究
で
は
、
金
子
は
「
ジ
ョ
ン
・
バ
ラ
ー
に
七
歳
の
時
点
か
ら
英
語
を

習
っ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
（
２２
）、
天
心
の
曾
孫
に
当
た
る
岡
倉
登
志
氏
は
「
バ
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ラ
ー
塾
に
通
い
」「
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
ラ
ー
に
教
え
を
受
け
た
」
と
し
て
お
り
（
２３
）、

森
田
は
「
七
歳
の
と
き
か
ら
」「
ア
メ
リ
カ
人
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
バ
ラ
の
経
営
す
る

私
塾
な
ど
で
英
語
の
初
歩
を
習
得
」
し
た
と
し
て
い
る
（
２４
）。

こ
の
辺
り
に
関
し
て
、
最
も
諸
説
を
網
羅
し
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
、
平
凡
社

版
『
岡
倉
天
心
全
集
』
の
年
譜
（
２５
）と
、
そ
れ
に
新
暦
換
算
の
満
年
齢
の
記
載
を
加
え

た
小
泉
晋
弥
の
研
究
（
２６
）で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
拠
れ
ば
、
天
心
は
、
一
八
六
九
年
、
数

え
八
歳
、
満
六
歳
の
頃
か
ら
、「
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
バ
ラ
の
私
塾
に
通
っ
て
英
語
を

習
い
は
じ
め
た
と
い
わ
れ
る
が
」、
一
八
七
一
年
（
明
治
四
年
）、
数
え
十
歳
、
満

八
歳
の
頃
か
ら
、
伊
勢
山
下
に
開
設
さ
れ
た
高
島
学
校
に
通
い
、「
ジ
ェ
イ
ム
ズ

の
弟
ジ
ョ
ン
・
バ
ラ
（
明
治
五
年
来
日
）
に
も
習
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
」
と
い

う
。
先
に
挙
げ
た
研
究
の
う
ち
、
天
心
の
英
語
教
育
の
始
ま
り
を
七
歳
と
し
て
い

る
本
は
、
い
ず
れ
も
天
心
の
生
年
を
一
八
六
二
年
と
し
て
い
る
の
で
（
２７
）、
そ
れ
に

拠
っ
た
満
年
齢
で
の
記
述
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
記
述
を
見
る
限
り
、
天
心
の
受
け
た
英
語
教
育
に

関
す
る
詳
細
は
、
正
確
に
は
判
明
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

先
に
述
べ
た
通
り
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
バ
ラ
塾
を
開
い
た
の
は
一
八
七
一
年
で
あ

る
。
天
心
の
学
ん
だ
と
こ
ろ
が
「
バ
ラ
塾
」
で
は
な
く
「
バ
ラ
の
私
塾
」
と
書
か

れ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
は
、
正
式
に
バ
ラ
塾
を
立
ち
上
げ
る
以
前
か
ら
、
何
ら

か
の
形
で
ジ
ェ
イ
ム
ズ
か
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
か
ら
英
語
教
育
を
受
け
て
い
た
可
能
性

を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
高
島
学
校
の
開
校
は
一
八
七
一
年
で
、

ジ
ョ
ン
の
来
日
は
一
八
七
二
年
で
あ
る
か
ら
、
高
島
学
校
に
通
う
こ
と
が
即
ち

ジ
ョ
ン
に
教
わ
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
整
理
す
る
と
、
一
八
七
一

年
以
前
か
ら
天
心
が
何
ら
か
の
形
で
英
語
教
育
を
受
け
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、

高
島
学
校
も
し
く
は
バ
ラ
塾
に
通
学
し
た
と
す
る
の
は
一
八
七
一
年
以
降
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ジ
ョ
ン
か
ら
教
え
を
受
け
た
と
す
る
な
ら
一
八
七
二
年
以
降

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
も
あ
れ
、
天
心
の
英
語
の
堪
能
さ
は
、
こ
の
時
代
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
バ
ラ
兄
弟
は
教
派
こ
そ
異
な
る
が
共
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師

で
あ
っ
た
が
、
天
心
が
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
２８
）。
こ
の
点
に

関
し
て
、
登
志
氏
は
、
室
町
時
代
以
来
蓮
如
の
影
響
が
強
い
北
陸
福
井
の
土
地
柄
、

岡
倉
家
も
母
方
の
濃
畑
家
も
熱
心
な
浄
土
真
宗
の
門
徒
で
あ
っ
た
こ
と
、
天
心
が
、

母
の
没
し
た
翌
年
の
一
八
七
一
年
か
ら
、
横
浜
の
菩
提
寺
で
あ
る
浄
土
真
宗
長
延

寺
に
預
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
の
影
響
を
考
え
て
い
る
（
２９
）。

一
八
七
三
年
、
天
心
は
官
立
東
京
外
国
語
学
校
に
入
学
し
、
一
八
七
五
年
に
東

京
開
成
学
校
へ
入
学
、
一
八
七
七
年
の
東
京
開
成
学
校
の
合
併
改
称
に
よ
り
、
東

京
大
学
文
学
部
の
学
生
と
な
っ
た
（
３０
）。
学
生
時
代
の
天
心
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
の
出

会
い
に
よ
り
日
本
の
伝
統
美
術
へ
の
関
心
を
深
め
た
一
方
、
西
洋
文
学
に
も
親
し

ん
で
い
た
と
い
う
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。
高
田
早
苗
の
回
想
に
は
、「
我
々
は
当

時
の
大
学
生
中
自
分
達
の
み
が
西
洋
小
説
読
み
と
思
っ
て
居
る
と
、
或
日
小
川
町

辺
の
牛
肉
屋
に
登
つ
て
飯
を
食
っ
て
居
る
と
、
隣
席
に
岡
倉
覚
三
、
福
富
孝
季
の

両
君
が
居
た
。
此
の
二
人
は
我
々
よ
り
も
二
学
年
の
先
輩
で
あ
つ
て
、
談
偶
�
西

洋
小
説
の
事
に
及
ぶ
と
、
岡
倉
君
は
頻
り
に
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
の
『
レ
・

ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
話
を
す
る
。
又
福
富
君
は
ヂ
ュ
ー
マ
の
『
モ
ン
ト
・
ク
リ
ス

ト
』
の
話
を
し
出
し
た
」
と
西
洋
小
説
に
親
し
ん
で
い
た
ら
し
い
天
心
の
様
子
が

残
さ
れ
て
い
る
（
３１
）。
ま
た
、
も
っ
と
後
年
の
様
子
の
回
想
に
な
る
が
、
一
雄
氏
は
、

家
族
の
団
欒
時
に
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
の
探
偵
小
説
を
講
釈
し
て
い
た
天
心
を
記
憶

し
て
い
る
（
３２
）。

一
八
七
九
年
に
大
岡
基
子
と
結
婚
、
翌
年
に
東
京
大
学
文
学
部
を
第
一
期
生
と

し
て
卒
業
し
た
（
３３
）。
一
雄
氏
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
天
心
は
、
本
来
の
卒
業
論
文
は
英

文
で
書
い
た
「
国
家
論
」
で
あ
っ
た
が
、
妻
基
子
に
痴
話
喧
嘩
で
そ
れ
を
焼
か
れ
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て
し
ま
っ
た
為
、
急
遽
二
週
間
で
「
美
術
論
」
を
著
し
た
と
語
っ
た
と
い
う
（
３４
）。

卒
業
後
、
文
部
省
に
入
っ
た
天
心
は
、
初
め
は
音
楽
取
調
掛
に
配
属
さ
れ
た
が
、

上
司
の
伊
沢
修
二
と
折
り
合
い
が
悪
く
、
翌
年
に
は
専
門
学
務
局
に
移
る
こ
と
と

な
っ
た
（
３５
）。
竹
内
は
、
こ
の
二
者
の
分
離
に
は
、
奔
放
な
天
心
と
厳
格
で
合
理
主
義

な
伊
沢
で
は
性
状
が
合
わ
な
か
っ
た
と
い
う
問
題
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の

後
、
伊
沢
が
初
代
校
長
と
な
っ
た
東
京
音
楽
学
校
が
洋
楽
を
基
礎
と
し
、
天
心
が

実
質
初
代
校
長
と
な
っ
た
東
京
美
術
学
校
が
伝
統
尊
重
の
方
針
を
採
っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
こ
こ
に
日
本
芸
術
教
育
界
に
お
け
る
伝
統
と
開
化
の
対
立
の
ル
ー
ツ

が
見
ら
れ
、
後
の
天
心
と
洋
画
派
と
の
対
立
の
背
景
に
は
、
伊
沢
の
下
で
洋
楽
に

一
本
化
さ
れ
た
音
楽
学
校
の
存
在
、
引
い
て
は
そ
れ
を
支
え
る
文
部
省
と
官
僚
勢

力
の
存
在
が
あ
る
と
し
、
天
心
が
後
に
日
本
美
術
院
へ
と
独
立
す
る
こ
と
、
即
ち

反
開
化
・
反
官
僚
の
立
場
へ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
繋
が
る
遠
因
が
こ
の
時

点
で
既
に
生
ま
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
（
３６
）。

一
八
八
二
年
か
ら
、
天
心
は
、
九
鬼
隆
一
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
ビ
ゲ
ロ
ー
な
ど
と

共
に
古
社
寺
の
視
察
調
査
を
始
め
、
ま
た
一
八
八
六
年
に
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
共
に

欧
米
視
察
旅
行
に
赴
き
、
帰
国
し
た
一
八
八
七
年
、
東
京
美
術
学
校
設
立
の
幹
事

に
任
命
さ
れ
、
一
八
九
〇
年
に
校
長
兼
教
授
と
な
っ
た
（
３７
）。
ま
た
一
八
八
九
年
か
ら

は
内
閣
官
報
局
長
だ
っ
た
高
橋
健
三
と
組
み
月
刊
誌
『
国
華
』
の
発
行
を
始
め
た

ほ
か
（
３８
）、
帝
国
博
物
館
理
事
及
び
美
術
部
長
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
帝
国
博
物
館
か

ら
中
国
美
術
調
査
を
命
ぜ
ら
れ
、
日
清
戦
争
前
年
の
一
八
九
三
年
に
中
国
に
赴
い

て
い
る
（
３９
）。
順
調
に
美
術
官
僚
と
し
て
の
道
を
進
ん
で
い
た
天
心
で
あ
っ
た
が
、
九

鬼
隆
一
夫
人
波
津
子
と
の
恋
愛
事
件
、
そ
れ
に
伴
う
九
鬼
と
の
関
係
悪
化
、
怪
文

書
に
よ
る
そ
れ
ら
の
告
発
な
ど
も
あ
り
、
一
八
九
八
年
に
美
術
学
校
校
長
を
非
職

と
な
る
。
こ
れ
に
連
な
り
橋
本
雅
邦
ら
も
辞
職
し
た
こ
と
は
「
美
術
学
校
騒
動
」

と
し
て
世
間
を
騒
が
す
こ
と
に
な
っ
た
（
４０
）。
こ
の
騒
動
の
裏
に
は
天
心
を
筆
頭
と
す

る
伝
統
絵
画
派
の
支
配
に
対
す
る
洋
画
派
の
工
作
や
陰
謀
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
定
か
で
は
な
い
。
天
心
の
失
脚
を
企
図
し
て
怪
文
書
を
流
し
た
の
は
天
心
と

不
仲
で
あ
っ
た
福
地
復
一
ら
と
さ
れ
て
い
る
が
、
木
下
は
、
主
謀
者
と
さ
れ
る
者

達
が
天
心
の
抜
け
た
後
の
地
位
に
就
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
ん
な
に
組
織

立
っ
た
追
放
運
動
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
（
４１
）。
一
方
、
登
志
氏

は
、
一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
万
博
に
出
品
す
る
日
本
美
術
史
の
編
纂
主
任
か
ら
天
心

が
追
わ
れ
、
福
地
が
編
纂
活
動
を
続
け
ら
れ
た
の
は
、
陰
謀
の
目
的
達
成
の
一
つ

と
呼
ぶ
に
は
十
分
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
（
４２
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
天
心
と
そ
の
弟

子
と
も
言
う
べ
き
者
達
が
東
京
美
術
学
校
を
去
っ
た
こ
と
で
、
伝
統
絵
画
派
と
洋

画
派
の
争
い
も
一
つ
の
終
わ
り
を
迎
え
た
。
竹
内
は
、
こ
れ
は
文
明
開
化
の
方
針

を
採
る
明
治
政
府
の
体
制
の
安
定
に
よ
り
、
文
明
開
化
と
国
粋
の
争
い
も
終
止
符

を
打
た
れ
た
の
だ
と
し
て
い
る
（
４３
）。
た
だ
し
、
竹
内
は
、「
当
時
に
お
け
る
西
洋
画

と
日
本
画
の
対
立
は
、
時
勢
の
根
底
に
あ
る
文
明
開
化
対
国
粋
の
一
現
象
」
と
し

て
在
っ
た
が
、
天
心
に
と
っ
て
の
国
粋
と
は
、「
古
人
を
学
ん
で
古
人
を
越
え

よ
」
と
い
う
「
新
し
い
国
民
芸
術
の
創
造
に
関
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
天
心
は

「
西
洋
画
を
学
ぶ
こ
と
に
は
反
対
は
し
て
い
な
い
」
と
い
う
点
も
指
摘
し
て
い
る
（
４４
）。

美
術
学
校
非
職
に
先
立
ち
帝
国
博
物
館
に
も
辞
職
願
を
出
し
て
い
た
天
心
は
、

こ
れ
以
降
、
文
部
行
政
か
ら
遠
の
く
こ
と
に
な
る
（
４５
）。
そ
れ
か
ら
数
ヶ
月
後
に
は
日

本
美
術
院
を
創
設
す
る
が
、
順
調
で
あ
っ
た
の
は
当
初
の
二
年
間
で
、
財
政
逼
迫

や
構
成
員
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
も
あ
り
経
営
は
停
滞
し
て
ゆ
き
（
４６
）、
そ
の
影
響
も
あ
っ

て
か
天
心
は
家
出
を
企
て
る
な
ど
し
、
一
九
〇
一
年
、
逃
避
の
意
思
を
実
現
す
る

よ
う
に
イ
ン
ド
旅
行
へ
と
旅
立
つ
（
４７
）。
こ
の
イ
ン
ド
旅
行
の
目
的
は
、
逃
避
の
他
に
、

仏
教
者
と
し
て
の
イ
ン
ド
訪
問
と
日
本
で
の
宗
教
会
議
の
企
図
、
福
地
復
一
の
主

導
で
編
纂
さ
れ
た
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
に
対
抗
し
た
美
術
史
観
の
構
築

な
ど
に
あ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
（
４８
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
渡
印
が
、
最
初
の
英
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文
著
作
『
東
洋
の
理
想
』
の
出
版
へ
と
繋
が
る
こ
と
に
な
る
。

『
東
洋
の
理
想
』
は
、「T

he
Range

ofIdeals

（
理
想
の
範
囲
）」「T

he
Prim

i-
tive

A
rt
of
Japan

（
日
本
の
原
始
芸
術
）」「Confucianism

―
―N

orthern
China

（
儒
教
、
中
国
北
部
）」「Laoism

and
T
aoism

―
―Southern

China

（
老
子
の
教
え
と
道
教
、
中
国
南
部
）」「Buddhism

and
Indian

A
rt

（
仏
教
と

イ
ン
ド
芸
術
）」「T

he
A
suka

Period

（
飛
鳥
時
代
）」「T

he
N
ara

Period

（
奈
良
時
代
）」「T

he
H
eian

Period

（
平
安
時
代
）」「T

he
Fujiw

ara
Period

（
藤
原
時
代
）」「T

he
K
am
akura

Period

（
鎌
倉
時
代
）」「A

sikaga
Period

（
足
利
時
代
）」「T

oyotom
iand

Early
T
okugaw

a
Period

（
豊
臣
時
代
と
徳

川
時
代
初
期
）」「LaterT

okugaw
a
Period

（
徳
川
時
代
後
期
）」「T
he
M
eiji

Period

（
明
治
時
代
）」「T

he
V
ista

（
展
望
）」
の
十
五
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
著

作
で
あ
り
（
４９
）、
イ
ン
ド
、
中
国
、
日
本
の
風
土
や
信
仰
や
歴
史
な
ど
に
触
れ
つ
つ
、

主
に
芸
術
の
発
展
に
つ
い
て
綴
っ
て
い
る
。

天
心
が
『
東
洋
の
理
想
』
を
執
筆
開
始
し
た
時
期
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い

が
、
木
下
は
「
多
く
の
伝
記
や
研
究
書
が
こ
れ
は
日
本
で
書
か
れ
て
い
て
、
そ
れ

に
イ
ン
ド
で
加
筆
し
、
特
に
巻
頭
のT
he
Range

ofIdeals

と
巻
末
のT

he
V
ista

は
イ
ン
ド
で
新
た
に
書
き
下
ろ
し
た
と
推
測
し
て
い
る
」
と
、
現
在
ま
で
の
研
究

傾
向
を
纏
め
て
い
る
（
５０
）。

宮
川
は
、
天
心
が
イ
ン
ド
旅
行
前
か
ら
個
人
的
に
美
術
講
義
を
し
て
い
た
英
国

人
女
性
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
マ
ク
ラ
ウ
ド
の
存
在
を
踏
ま
え
、『
東
洋
の
理
想
』
は
、

「
イ
ン
ド
旅
行
の
ま
え
、〔
山
越
注：

明
治
〕
三
十
四
年
中
に
構
想
さ
れ
た
。
こ
の

年
こ
ろ
、
日
本
美
術
の
研
究
に
日
本
留
学
を
し
て
い
た
マ
ク
ラ
ー
ド
と
い
う
イ
ギ

リ
ス
婦
人
を
つ
う
じ
て
、
こ
の
本
の
依
頼
が
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
依

頼
の
具
体
的
な
典
拠
は
示
し
て
い
な
い
（
５１
）。
恐
ら
く
、
一
雄
氏
が
、「
過
去
一
ヵ
年

の
あ
い
だ
に
執
筆
し
た
英
文
『
東
洋
の
理
想
』
の
一
篇
を
、
ロ
ン
ド
ン
の
書
肆

ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
で
発
行
す
べ
き
下
交
渉
が
、
ミ
ス
・
マ
ク
ラ
ー
ド
の
手
を
通
じ

て
さ
れ
て
い
た
」
（
５２
）と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
の
推
測
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
一
雄
氏
は
、『
東
洋
の
理
想
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
天
心
が
イ
ン
ド
か

ら
帰
国
し
た
後
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
東
洋
の
理
想
』
は
「
彼
の
滞
印
中

に
刊
行
さ
れ
」「
第
一
回
の
印
税
が
、
心
ゆ
く
ま
で
イ
ン
ド
を
漫
遊
す
る
費
用
を
、

彼
の
懐
中
に
あ
た
え
た
も
の
で
あ
つ
た
」
と
書
く
な
ど
し
て
い
る
の
で
（
５３
）、『
東
洋

の
理
想
』
の
執
筆
に
関
す
る
記
述
は
、
か
な
り
推
測
が
入
っ
た
も
の
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
登
志
氏
は
、
天
心
が
マ
ク
ラ
ウ
ド
に
頼
ん

で
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
か
ら
印
税
を
前
借
り
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
解
釈
を
し

て
い
る
（
５４
）。

ま
た
、
天
心
が
何
処
か
ら
渡
印
費
用
を
得
た
か
に
関
し
て
、
登
志
氏
は
、
一
雄

氏
の
『
父
天
心
を
繞
る
人
々
』
の
「
当
局
へ
交
渉
の
結
果
、
遺
跡
調
査
の
名
目
で

数
百
千
金
を
支
出
し
て
も
ら
っ
た
ら
し
い
（
５５
）」
と
い
う
記
述
か
ら
「
当
局
﹇
文
部
省

を
さ
す
の
か
不
明
﹈」
と
し
て
い
る
が
（
５６
）、
一
雄
氏
の
『
父
天
心
』
で
は
、
ほ
ぼ
同

じ
文
面
な
が
ら
も
よ
り
詳
細
に
「
当
局
と
交
渉
の
結
果
、
古
社
寺
保
存
会
か
ら
、

遺
跡
保
存
調
査
の
名
目
で
数
百
千
金
を
支
出
し
て
も
ら
っ
て
い
た
ら
し
い
（
５７
）」
と
書

か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
場
合
の
「
当
局
」
と
は
、
天
心
の
立
場
が
微
妙
な
も
の

と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
文
部
省
で
は
な
く
、
古
社
寺
保
存
会
が
設
置
さ
れ
て
い

た
内
務
省
か
、
あ
る
い
は
、
内
務
省
系
の
人
脈
で
は
な
い
と
し
て
も
、
古
社
寺
保

存
会
内
の
人
脈
を
頼
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ソ
ー
ン
ト
ン
不
破
直
子
は
、
恐

ら
く
こ
の
一
雄
氏
の
記
述
を
受
け
て
、「
天
心
は
内
務
省
の
命
に
よ
っ
て
イ
ン
ド

旅
行
に
出
発
」
し
た
と
し
て
い
る
し
、
金
子
も
「
イ
ン
ド
渡
航
の
費
用
」
は
「
内

務
省
か
ら
支
援
を
受
け
た
」
と
し
て
い
る
（
５８
）。

天
心
が
理
事
及
び
美
術
部
長
を
務
め
た
帝
国
博
物
館
は
、
元
は
内
務
省
の
博
物

局
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
八
八
一
年
に
農
商
務
省
へ
移
り
、
一
八
八
六
年
に
再
び
移
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管
さ
れ
て
宮
内
省
博
物
館
と
な
り
、
一
八
八
九
年
に
帝
国
博
物
館
に
改
組
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
（
５９
）。
ま
た
、
天
心
は
、
農
商
務
省
か
ら
国
内
外
の
博
覧
会
の
鑑
査
官
に

任
じ
ら
れ
、
一
八
九
〇
年
開
催
の
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
や
一
八
九
三
年
開
催

の
シ
カ
ゴ
世
界
博
覧
会
等
へ
の
出
品
に
携
わ
っ
て
い
た
と
い
う
（
６０
）。
天
心
自
身
は
概

ね
文
部
官
僚
だ
っ
た
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
美
術
行
政
に
携
わ
っ
て
い

た
の
は
文
部
省
だ
け
で
は
な
い
。
美
術
行
政
で
得
た
人
脈
を
広
く
探
せ
ば
、
天
心

に
協
力
的
な
人
物
も
居
た
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
天
心
は
、
美
術
学
校
と
帝
国

博
物
館
を
退
い
た
後
も
晩
年
ま
で
古
社
寺
保
存
会
に
は
参
加
し
て
い
る
し
、
保
存

会
の
委
員
の
中
に
は
、
天
心
が
美
術
学
校
を
去
っ
た
後
に
高
嶺
秀
夫
と
共
に
事
態

の
収
拾
に
当
た
り
、
美
術
学
校
校
長
心
得
と
な
っ
た
久
保
田
鼎
が
居
る
と
い
う
。

鼎
は
、
文
部
省
・
宮
内
省
系
の
人
脈
に
属
す
る
が
、
天
心
と
共
に
九
鬼
の
下
で
働

い
て
来
た
経
歴
か
ら
親
交
が
あ
り
、
勢
力
と
し
て
は
伝
統
美
術
派
に
属
し
て
お
り
、

天
心
が
帝
国
博
物
館
に
辞
表
を
提
出
し
た
際
、
自
身
も
博
物
館
の
工
芸
部
長
の
辞

表
を
出
そ
う
と
し
て
天
心
に
止
め
ら
れ
た
と
も
い
う
（
６１
）。
史
料
的
な
裏
付
け
が
な
い

以
上
、
憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、
美
術
行
政
か
ら
距
離
を
お
い
て
も
、
完
全
に
孤

立
無
援
の
立
場
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

話
を
渡
印
費
用
の
調
達
か
ら
『
東
洋
の
理
想
』
の
執
筆
に
戻
す
と
、
マ
ク
ラ
ウ

ド
か
ら
執
筆
依
頼
が
あ
っ
た
か
は
と
も
か
く
、
マ
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
美
術
講
義
が

『
東
洋
の
理
想
』
の
骨
子
に
な
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
堀
岡
も
考
え
て
い
る

が
、
確
証
は
な
い
と
し
て
い
る
（
６２
）。
ま
た
、
一
雄
氏
も
、「
彼
〔
山
越
注：

天
心
〕

は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
来
朝
し
て
、
日
本
美
術
の
研
究
に
一
身
を
打
ち
こ
ん
で
い
た

英
国
の
老
嬢
ミ
ス
・
マ
ク
ラ
ー
ド
お
よ
び
米
国
人
ミ
ス
・
ハ
イ
ド
ら
を
一
週
一
回

の
割
合
で
、
自
宅
の
奥
の
間
に
迎
え
、
日
本
美
術
史
を
講
じ
て
い
た
。
そ
の
と
き

は
あ
ら
か
じ
め
原
稿
を
作
っ
て
や
っ
て
い
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
漫
然
、
古
今
の

巨
匠
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
も
の
か
、
今
に
分
明
し
て
い
な
い
が
、
残
さ
れ
た
稿

本
が
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
お
そ
ら
く
後
者
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
せ
ら
れ
る
」

と
述
べ
て
い
る
の
で
（
６３
）、
マ
ク
ラ
ウ
ド
ら
へ
の
講
義
が
、『
東
洋
の
理
想
』
を
構
想

す
る
上
で
の
下
地
に
な
っ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
具
体
的
に
そ
の
講
義
を
そ
の
ま

ま
『
東
洋
の
理
想
』
の
原
稿
と
為
し
た
と
思
わ
れ
る
文
書
類
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
詳
細
な
経
緯
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、『
東
洋
の
理
想
』

の
執
筆
に
、
こ
の
マ
ク
ラ
ウ
ド
が
大
き
く
影
響
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
マ
ク
ラ
ウ
ド
は
イ
ン
ド
旅
行
に
も
同
行
し
て
お
り
（
６４
）、
天
心
を
イ
ン
ド
で
高
名

な
ヒ
ン
ズ
ー
僧
の
ス
ワ
ミ＝

ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
に
引
き
合
わ
せ
た
の
も
彼
女

で
あ
る
と
い
う
。
マ
ク
ラ
ウ
ド
は
、
一
八
九
五
年
に
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
講

演
に
触
れ
て
以
来
、
彼
の
信
奉
者
と
な
り
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
が
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー

ナ
ン
ダ
や
ガ
ン
ジ
ー
に
つ
い
て
執
筆
す
る
よ
う
助
力
し
た
人
物
で
も
あ
る
（
６５
）。
堀
岡

は
、
一
九
〇
一
年
六
月
十
四
日
付
の
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
か
ら
東
京
に
い
る

マ
ク
ラ
ウ
ド
宛
の
手
紙
で
「
た
っ
た
今
、
岡
倉
か
ら
三
〇
〇
ル
ピ
ー
の
小
切
手
と

招
待
状
が
届
い
た
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
六
月
十
八
日
付
の
手
紙
で
は
、「
日
本

ま
で
往
復
に
一
ヵ
月
ず
つ
か
か
る
上
、
短
い
滞
在
で
は
何
も
で
き
な
い
。
そ
の
上
、

健
康
状
態
が
よ
く
な
い
し
、
現
在
法
的
問
題
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
し
、
予
定
通

り
の
期
日
に
は
行
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ

カ
ー
ナ
ン
ダ
か
ら
別
の
知
人
宛
の
、
七
月
五
日
付
の
手
紙
で
、「
日
本
行
き
は

断
っ
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
マ
ク
ラ
ウ
ド
か
ら
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
に
つ
い

て
聞
い
た
天
心
が
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
を
日
本
に
招
待
し
た
が
、
健
康
状
態

の
思
わ
し
く
な
い
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
が
そ
れ
を
断
っ
た
為
、
天
心
の
方
か
ら

イ
ン
ド
に
出
向
く
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
分
析
し
て
い
る
（
６６
）。

天
心
が
イ
ン
ド
に
赴
い
た
こ
と
に
よ
り
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
と
天
心
は
出

会
い
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
そ
の
出
会
い
は
、
感
動
を
以
て
綴
ら
れ
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る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
天
心
は
一
九
〇
二
年
一
月
付
の
手
紙
で
、「
過

般
来
当
地
に
参
り
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ナ
ン
ダ
師
に
面
会
致
候

師
は
気
魄
学
識
超
然

抜
群
一
代
の
名
士
と
相
見
え

五
天
到
る
処
師
を
敬
慕
せ
ざ
る
は
な
し
」
と
ヴ
ィ

ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
を
絶
賛
し
て
い
る
（
６７
）。
ま
た
、
森
本
達
雄
に
よ
れ
ば
、
マ
ク
ラ
ウ

ド
は
次
の
よ
う
な
回
想
を
残
し
て
い
る
と
い
う
。

私
の
生
涯
の
幸
福
の
時
間
の
一
つ
は
、
ベ
ル
ル
で
数
日
間
を
過
ご
し
た
あ
と
、

岡
倉
氏
が
か
な
り
興
奮
し
た
口
調
で
、「
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
は
わ
れ
わ
れ

の
人
間
で
す
、
彼
は
東
洋
人
で
す
、
彼
は
あ
な
た
た
ち
﹇
西
洋
人
﹈
に
は
属
し

て
い
な
い
」
と
言
っ
た
と
き
で
し
た
。
そ
の
と
き
私
は
、
二
人
の
あ
い
だ
に
真

の
理
解
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
、
二
日
後
に
、
ス
ワ

ミ
ー
﹇
導
師
﹈
が
私
に
言
い
ま
し
た
―
―
「
長
い
あ
い
だ
行
き
方
知
れ
ず
に

な
っ
て
い
た
兄
弟
が
帰
っ
て
き
た
か
の
よ
う
だ
」
と
。
そ
の
と
き
私
は
、
二
人

の
あ
い
だ
に
真
の
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ス
ワ

ミ
ー
が
岡
倉
氏
に
向
か
っ
て
、「
あ
な
た
も
私
た
ち
の
仲
間
に
お
入
り
に
な
り

ま
せ
ん
か
」
と
言
っ
た
と
き
、
岡
倉
氏
は
、「
い
や
、
私
は
ま
だ
俗
世
の
仕
事

を
終
え
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
」
と
答
え
た
が
、
そ
れ
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
賢
明
な

こ
と
で
し
た
（
６８
）。

ベ
ル
ル
と
い
う
の
は
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
が
活
動
し
て
い
た
僧
院
の
一
つ

で
あ
る
。
こ
の
マ
ク
ラ
ウ
ド
の
回
想
を
見
る
限
り
で
は
、
両
者
は
非
常
に
相
互
理

解
を
深
め
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
堀
岡
は
、
天
心
が
『
東
洋
の
覚
醒
』

の
冒
頭
に
著
し
た
「
ア
ジ
ア
の
兄
弟
姉
妹
よ
」
と
い
う
呼
び
掛
け
は
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ

カ
ー
ナ
ン
ダ
が
一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
の
宗
教
大
会
で
演
説
し
た
際

の
「
ア
メ
リ
カ
の
姉
妹
兄
弟
よ
」
と
い
う
冒
頭
の
呼
び
掛
け
か
ら
影
響
を
受
け
た

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
（
６９
）。

し
か
し
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
と
天
心
と
の
間
に
は
、
何
ら
か
の
行
き
違
い

が
生
じ
て
し
ま
っ
た
ら
し
き
様
子
も
、
堀
岡
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
堀
岡
に
拠

れ
ば
、
天
心
の
イ
ン
ド
旅
行
に
同
行
し
た
堀
至
徳
の
一
九
〇
二
年
六
月
十
日
の
日

記
で
、「
予
の
接
対
マ
ッ
ツ
に
お
い
て
変
せ
し
は
岡
倉
君
と
ス
ワ
ミ＝

ブ
ベ
カ
ナ

ン
ダ
氏
と
の
間
に
少
々
行
き
ち
が
い
あ
り
し
為
と
岡
倉
君
よ
り
話
あ
り
」
と
書
か

れ
て
い
る
と
い
う
（
７０
）。
マ
ッ
ツ
と
い
う
の
は
、
恐
ら
く
ベ
ル
ル
・
マ
ト
（
僧
団
）
の

マ
ト
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
つ
ま
り
ベ
ル
ル
の
こ
と
で
あ
る
（
７１
）。
ま
た
、
こ
れ

に
先
立
つ
、
四
月
二
十
一
日
付
の
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
か
ら
マ
ク
ラ
ウ
ド
宛

の
手
紙
で
、「
私
に
は
日
本
人
が
よ
く
解
せ
な
い
」
と
い
う
記
述
も
見
ら
れ
る
と

い
う
（
７２
）。
ま
た
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
は
、
マ
ク
ラ
ウ
ド
宛
の
日
付
な
し
の
手
紙

で
「
あ
な
た
の
日
本
人
の
お
友
達
は
大
変
親
切
だ
っ
た
が
、
私
の
健
康
状
態
は
思

わ
し
く
な
く
、
日
本
で
費
や
す
ひ
ま
な
ど
私
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
そ

れ
で
旅
費
と
し
て
あ
な
た
の
日
本
人
の
お
友
達
が
送
っ
て
く
れ
た
お
金
を
た
て
替

え
て
返
し
て
置
い
て
下
さ
い
。」
と
書
き
残
し
て
お
り
、
堀
岡
は
、
こ
れ
を
一
九

〇
二
年
五
月
頃
の
手
紙
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
（
７３
）。
こ
の
「
あ
な
た
の
日
本
人
の

お
友
達
」
と
い
う
呼
び
方
は
、
マ
ク
ラ
ウ
ド
の
回
想
に
あ
る
「
長
い
あ
い
だ
行
き

方
知
れ
ず
に
な
っ
て
い
た
兄
弟
」
と
い
う
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
言
葉
と
比
較

す
る
と
、
や
や
距
離
を
置
い
た
表
現
を
し
て
い
る
印
象
を
受
け
な
い
で
も
な
い
。

こ
の
行
き
違
い
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
森
本
は
、「
神
に
仕
え
る
敬
虔
な
宗

教
者
で
あ
り
」「
祈
り
と
瞑
想
に
明
け
暮
れ
る
厳
格
な
苦
行
者
」
の
ヴ
ィ
ヴ
ェ

カ
ー
ナ
ン
ダ
と
「
ミ
ュ
ー
ズ
に
仕
え
る
不
羈
放
縦
な
美
の
求
愛
者
」
の
天
心
で
は

生
活
が
続
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
（
７４
）。
あ
る
い
は
、
行
き
違
い
と
い

う
よ
り
は
、
互
い
の
目
指
す
道
の
相
違
を
認
識
し
た
結
果
と
し
て
、
穏
や
か
な
離

別
を
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
天
心
の
イ
ン
ド
滞
在
よ
り
二
十
年
以
上
も
後
の
こ
と
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に
な
る
が
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
、
一
九
二
六
年
十
月
四
日
付
の
イ
ン
ド
で
の
日

記
に
お
い
て
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
が
天
心
に
「
あ
な
た
は
こ
こ
で
私
を
相
手

に
何
も
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
諦
念
で
す
。
タ
ゴ
ー
ル
に
会
い

に
お
い
で
な
さ
い
。
彼
は
ま
だ
生
の
中
に
い
ま
す
か
ら
」
と
告
げ
た
と
伝
わ
っ
て

い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
７５
）。

両
者
の
間
で
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た

の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
天
心
が
ま
だ
イ
ン
ド
滞
在
中
で
あ
る
一
九
〇
二
年
七

月
四
日
に
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
は
病
没
し
て
し
ま
い
（
７６
）、
そ
れ
に
よ
り
両
者
の

関
係
は
終
わ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一
九
〇
二
年
七
月
十
日
付
の
天
心
か
ら
至

徳
に
宛
て
た
手
紙
で
は
、「
ヒ
ベ
カ
ナ
ン
タ
師
去
九
日
死
去
致
候
」
と
書
か
れ
て

い
る
（
７７
）。
こ
の
手
紙
に
お
い
て
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
死
去
し
た
日
付
が
誤
っ
て

い
る
理
由
は
、
判
明
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
天
心
は
滞
印
中
あ
ち
こ
ち
旅
行

も
し
て
い
る
が
、
概
ね
住
ま
い
と
し
て
い
た
の
は
カ
ル
カ
ッ
タ
の
よ
う
で
あ
る
（
７８
）。

ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
が
没
し
た
ベ
ル
ル
は
カ
ル
カ
ッ
タ
郊
外
、
ガ
ン
ジ
ス
支
流

を
挟
ん
で
対
岸
の
ハ
ウ
ラ
ー
に
あ
る
と
い
う
か
ら
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
死
去

の
報
に
、
遅
延
や
誤
報
が
生
じ
る
余
地
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
同
じ
手
紙
の
中
で
、

天
心
は
、
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
の
名
や
宛
先
の
地
名
を
誤
字
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
単
純
に
、
イ
ン
ド
の
名
前
や
地
名
に
不
慣
れ
で
あ
っ
た
為
の
誤

字
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
天
心
の
動
揺
の
現
れ
で
あ
る
可
能
性
も
、
無
き
に

し
も
非
ず
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
下
で
天
心
が
出
会
っ
た
の
が
、

『
東
洋
の
理
想
』
の
序
文
を
著
す
こ
と
に
な
る
「
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ＝

ヴ
ィ
ヴ

ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
を
通
じ
て

出
会
っ
た
の
が
、
詩
人
・
思
想
家
と
し
て
著
名
な
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー

ル
や
、
そ
の
甥
の
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
で
あ
る
（
７９
）。

堀
岡
に
よ
れ
ば
、
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
は
、
本
名
を
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ノ
ー
ブ
ル
と

い
い
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
女
性
で
、
彼
女
の
祖
父
も
父
も
、
北
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
独
立
の
為
の
政
治
運
動
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ヴ
ィ
ヴ
ェ

カ
ー
ナ
ン
ダ
が
ロ
ン
ド
ン
で
講
演
会
を
行
っ
た
折
に
彼
の
弟
子
と
な
り
、
シ
ス

タ
ー＝

ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
の
名
前
を
得
、
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
僧
院
の
見
習
い
修
道

女
と
な
り
、
イ
ン
ド
で
女
性
の
為
の
塾
を
開
く
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
た
（
８０
）。
イ
ン

ド
滞
在
中
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
『
東
洋
の
覚
醒
』
の
原
稿
ノ
ー
ト
に
は
、
ニ
ヴ

ェ
デ
ィ
タ
の
筆
跡
に
よ
る
英
語
表
現
の
添
削
が
残
っ
て
い
る
（
８１
）。
ま
た
堀
岡
は
、

『
東
洋
の
理
想
』
の
方
の
添
削
原
稿
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
東
洋
の
覚
醒
』

と
同
じ
程
度
に
『
東
洋
の
理
想
』
に
も
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
の
手
が
加
わ
っ
た
可
能
性

を
考
え
て
い
る
（
８２
）。

そ
し
て
、
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
を
介
し
て
交
流
が
深
ま
っ
た
タ
ゴ
ー
ル
家
で
は
、
ヴ

ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
時
の
よ
う
な
行
き
違
い
も
な
か
っ
た
の
か
、
天
心
は
後
年

ま
で
高
く
評
価
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
丹
羽
京
子
は
、
一
九
一
六
年
九
月
二
日
付

と
推
定
さ
れ
る
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
か
ら
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
に
宛
て
ら
れ
た
次

の
手
紙
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
（
８３
）

私
は
こ
の
間
、
岡
倉
の
家
に
行
っ
た
。（
中
略
）
私
は
日
本
の
人
々
が
岡
倉

の
真
価
を
全
然
理
解
し
て
い
な
い
の
に
驚
い
た
。
こ
の
事
実
は
、
彼
ら
の
浅
薄

さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
私
は
た
く
さ
ん
の
重
要
人
物
と
話
を
し
た
が
、
岡
倉

の
よ
う
な
天
賦
の
才
を
持
っ
た
者
は
ひ
と
り
も
い
な
か
っ
た
。

一
九
一
六
年
は
、
天
心
が
没
し
て
か
ら
三
年
後
で
あ
り
、
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト

が
初
め
て
訪
日
し
た
年
で
も
あ
る
。
こ
の
年
の
八
月
、
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
は
五

浦
を
訪
れ
、
天
心
を
偲
ん
で
哀
悼
の
詩
を
書
い
た
と
い
う
。
森
本
は
、
慌
た
だ
し
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い
日
程
の
中
で
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
が
五
浦
に
赴
い
た
こ
と
に
、
ラ
ビ
ン
ド
ラ

ナ
ー
ト
の
天
心
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
友
情
が
窺
え
る
と
し
て
い
る
（
８４
）。
ま
た
、
ラ
ビ
ン

ド
ラ
ナ
ー
ト
は
、
一
九
二
九
年
六
月
七
日
、『
東
洋
文
化
と
日
本
の
使
命
』
と
題

さ
れ
た
日
印
協
会
に
お
け
る
講
演
で
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
と
い
う
。

幾
年
か
前
の
こ
と
で
す
。
わ
た
し
は
日
本
の
国
か
ら
来
た
一
人
の
偉
大
な
独

創
的
な
人
物
に
接
し
た
と
き
に
、
真
の
日
本
に
出
会
い
ま
し
た
。
こ
の
人
は
長

い
間
わ
た
し
ど
も
の
客
と
な
り
、
そ
の
こ
ろ
の
ベ
ン
ガ
ル
の
若
い
世
代
に
測
り

知
れ
な
い
霊
感
を
与
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
わ
た
し
ど
も
の
国
で
、
国
民
の
自
覚

が
急
激
に
勃
興
し
た
一
時
期
の
直
前
の
日
で
あ
り
ま
し
た
。
東
方
の
声
が
こ
の

人
か
ら
、
わ
た
し
ど
も
の
国
の
若
い
人
々
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
意
義

深
い
事
件
で
あ
り
、
わ
た
し
自
身
の
生
涯
の
中
の
、
記
念
す
べ
き
出
来
事
で
あ

り
ま
し
た
。（
中
略
）
彼
が
わ
た
し
ど
も
の
中
で
、
わ
た
し
ど
も
と
共
に
過
ご

し
た
日
々
は
、
青
年
た
ち
に
と
っ
て
、
歓
喜
と
熱
情
に
あ
ふ
れ
た
、
素
晴
ら
し

い
日
々
で
あ
り
ま
し
た
。
熱
烈
な
愛
を
も
っ
て
、
彼
は
当
時
の
青
年
た
ち
と
一

体
と
な
り
、
青
年
た
ち
は
今
も
彼
の
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
彼
が
原
動
力

を
与
え
た
運
動
は
、
今
も
な
お
私
ど
も
の
地
方
で
進
ん
で
い
ま
す
。
彼
の
同
情

と
理
解
と
想
像
力
、
芸
術
の
原
則
へ
の
彼
の
本
能
と
体
験
に
扶
け
ら
れ
た
「
ベ

ン
ガ
ル
の
芸
術
運
動
」
は
そ
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
来
る
日
も
来
る
日
も
、
彼

の
傍
ら
に
坐
っ
て
、
彼
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
た
こ
れ
ら
の
青
年
た
ち
は
、
そ
の

青
春
の
黎
明
に
与
え
ら
れ
た
、
こ
の
実
り
多
い
機
会
の
結
実
を
、
今
も
な
お
収

穫
し
続
け
て
お
り
ま
す
。（
中
略
）
こ
の
個
人
的
な
関
係
、
個
人
的
な
影
響
を

と
お
し
て
、
彼
は
日
本
の
最
上
の
も
の
を
代
表
し
て
い
ま
し
た
（
８５
）。

丹
羽
は
、
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
の
「
天
心
評
は
後
年
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
高
く

な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
（
８６
）、
そ
の
内
容
傾
向
を
分
析
し
て
い
る
為
、
ラ
ビ

ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
の
中
で
、
記
憶
に
あ
る
天
心
像
が
美
化
さ
れ
て
い
っ
た
可
能
性
も
、

あ
る
程
度
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
丹
羽
は
、
ラ
ビ
ン
ド
ラ

ナ
ー
ト
が
訪
日
し
た
際
に
受
け
た
様
々
な
批
判
か
ら
日
本
の
知
識
人
に
失
望
を
感

じ
、
相
対
的
に
天
心
の
評
価
が
高
く
な
っ
た
可
能
性
も
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
、

手
紙
の
方
に
関
し
て
言
え
ば
、
天
心
の
没
後
か
ら
三
年
で
あ
る
し
、
ま
だ
記
憶
の

美
化
の
影
響
と
い
う
の
は
そ
こ
ま
で
大
き
く
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

少
な
く
と
も
、
当
初
か
ら
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
が
天
心
に
一
定
の
好
感
を
持
っ
て

い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
と
天
心
の

繋
が
り
に
つ
い
て
、
岡
本
佳
子
は
、「
一
見
、
詩
人
的
精
神
に
よ
っ
て
通
じ
合
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
二
人
だ
が
、
実
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
置
か
れ
て
い
た
境
遇
や

祖
国
の
歴
史
的
文
脈
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
８７
）。

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
の
両
者
の
思
想
の
比
較
研
究
は
同
氏
が
詳
述
し
て

い
る
の
で
、
此
処
で
は
差
し
控
え
た
い
。

イ
ン
ド
で
天
心
が
築
い
た
人
間
関
係
に
話
を
戻
す
と
、
タ
ゴ
ー
ル
家
で
最
も
天

心
と
親
し
か
っ
た
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
は
、
ベ
ン
ガ
ル
の
民
族
主
義
運
動
で
急
進

派
と
し
て
活
動
し
て
い
る
人
物
で
あ
っ
た
（
８８
）。
天
心
の
孫
に
当
た
る
岡
倉
古
志
郎
氏

の
研
究
に
拠
れ
ば
、
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
は
、
祖
国
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
信
仰
の
再

生
を
唱
え
る
ベ
ン
ガ
ル
の
有
力
な
革
命
的
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
あ
る
、
ア
ヌ
シ
ラ

ン
・
サ
ミ
テ
ィ
と
い
う
協
会
の
会
計
役
に
就
任
し
て
い
た
。
ま
た
、
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ

タ
も
、
こ
の
協
会
に
、「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
愛
国
運
動
の
文
献
、
彼
女
が
傾
倒
し
て

い
た
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
著
書
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
革
命
運
動
の
書
籍
を
は
じ
め
大

量
の
書
籍
を
寄
贈
」
し
て
い
た
と
い
う
（
８９
）。
堀
岡
に
拠
れ
ば
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン

ダ
の
死
か
ら
間
も
な
い
一
九
〇
二
年
七
月
十
八
日
付
で
、「
私
の
使
命
は
二
、
三

の
女
性
を
感
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
国
家
を
目
覚
ま
せ
る
こ
と
な
の
で
す
」
と
マ
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ク
ラ
ウ
ド
に
宛
て
て
綴
っ
て
い
る
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
の
手
紙
が
あ
る
と
い
う
（
９０
）。
こ
の

手
紙
か
ら
、
イ
ン
ド
の
愛
国
運
動
に
懸
け
る
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
の
情
熱
が
窺
え
、
ま

た
、「
国
家
を
目
覚
ま
せ
る
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
天
心
の
著
述
へ
の
ニ
ヴ
ェ

デ
ィ
タ
の
関
わ
り
も
感
じ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
天
心
の
イ
ン
ド
で
の
様
子
に
関
し
て
、
よ
く
引
用
さ
れ
る
の
が
、
ス

レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
の
回
想
で
あ
る
。
そ
の
一
部
を
、
こ
こ
で
も
引
用
し
て
み
よ
う
。

彼
は
主
著
『
東
洋
の
理
想
』
を
ち
ょ
う
ど
書
き
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
イ
ン
ド

は
初
め
て
の
訪
問
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
岡
倉
自
身
は
無
言
で
あ
っ
た
が
、
主

と
し
て
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
か
ら
盛
ん
に
話
し
か
け
ら
れ
て
い
た
。
彼
女
が
彼
を
し

て
我
々
に
向
か
っ
て
し
ゃ
べ
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
誰
の
目
に
も
わ

か
っ
た
。
し
か
し
彼
女
の
讃
辞
的
質
問
は
す
べ
て
―
―
彼
自
身
に
関
す
る
こ
と

も
、
当
時
注
視
の
的
と
な
っ
て
き
た
彼
の
国
に
関
す
る
こ
と
も
、
ま
た
彼
女
が

原
稿
を
通
読
す
る
特
権
を
与
え
ら
れ
て
歓
喜
し
て
い
た
彼
の
新
著
に
関
す
る
こ

と
も
す
べ
て
、
彼
か
ら
は
感
謝
の
一
礼
を
引
き
出
す
こ
と
に
役
立
つ
ば
か
り
で

あ
っ
た
。（
中
略
）「
あ
な
た
は
祖
国
の
た
め
に
何
を
な
さ
ろ
う
と
お
考
え
で
す

か
。」
彼
は
最
初
に
い
き
な
り
こ
う
質
問
し
て
き
た
。
そ
れ
は
全
く
私
の
不
意

を
つ
く
質
問
だ
っ
た
。
あ
と
か
ら
考
え
る
と
、
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
が
年
長
者
の
配

慮
か
ら
我
々
イ
ン
ド
青
年
を
覚
醒
せ
し
め
る
よ
う
彼
に
依
頼
し
て
い
た
ら
し
い

の
だ
が
、
そ
の
時
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。（
後
略
（
９１
））

こ
の
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
の
回
想
に
関
し
て
、
堀
岡
は
、
貴
重
な
文
献
で
あ
る

と
し
な
が
ら
も
、「
三
十
五
年
も
以
前
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
」
回
想
録
で

あ
り
、「
正
確
と
は
言
え
な
い
」
と
の
留
意
を
示
し
て
い
る
（
９２
）。
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー

ト
は
『
東
洋
の
理
想
』
を
書
き
終
え
て
か
ら
天
心
が
渡
印
し
て
き
た
と
い
う
認
識

で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
近
年
の
研
究
で
は
、
イ
ン
ド
で
加
筆
さ
れ
た
部

分
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
回
想
か
ら
、
ニ
ヴ
ェ

デ
ィ
タ
が
天
心
に
傾
倒
し
て
い
た
ら
し
き
こ
と
、
ま
た
、
イ
ン
ド
の
青
年
に
向
け

た
促
し
の
あ
る
言
葉
を
天
心
に
求
め
て
い
た
ら
し
き
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
も
、
イ
ン
ド
で
の
著
述
に
お
い
て
、
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
の
影
響
は
少
な
か

ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
な
人
々
に
取
り
巻
か
れ
た
環
境
で
仕
上
げ
ら
れ
た
『
東
洋
の
理
想
』

は
、
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
や
マ
ク
ラ
ウ
ド
の
尽
力
に
よ
り
、
一
九
〇
三
年
に
ロ
ン
ド
ン

の
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
初
版
の
著
者
名
は
「K

akasu
O
kakura

」
と
間
違
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
堀
岡
は
、
マ
ク
ラ
ウ

ド
が
後
年
の
回
想
で
天
心
を
「K

akazu

」
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
女
や

ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
を
経
て
「
覚
三
」
の
名
が
誤
っ
て
伝
わ
り
、
そ
れ
が
何
処
か
で

「K
akasu

」
に
変
え
ら
れ
た
の
だ
と
推
定
し
て
い
る
（
９３
）。
天
心
は
一
九
〇
二
年
十
月
、

『
東
洋
の
理
想
』
の
出
版
よ
り
早
く
イ
ン
ド
か
ら
帰
国
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
年
少
々
の
一
九
〇
四
年
二
月
、
天
心
は
、
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
、

六
角
紫
水
を
連
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
へ
と
旅
立
っ
た
。
そ
し
て
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の

理
事
で
あ
っ
た
ビ
ゲ
ロ
ー
の
紹
介
状
を
得
て
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
働
き
始
め
、

そ
の
後
最
晩
年
ま
で
ボ
ス
ト
ン
と
日
本
を
往
復
す
る
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
（
９４
）。

そ
の
初
年
で
あ
る
一
九
〇
四
年
九
月
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会
で
、
天
心
は

講
演
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
講
演
は
、
当
初
は
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
館
長
が

担
当
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
欠
席
と
な
っ
た
為
、
天
心
が
代
役
と
な
っ
た
（
９５
）。
堀
岡

は
、
美
術
館
界
隈
で
天
心
の
評
価
を
上
げ
た
の
は
、
英
文
著
作
以
上
に
こ
の
講
演

の
成
功
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
（
９６
）。
そ
の
よ
う
な
精
力
的
活
動
の
中

で
天
心
は
、
一
九
〇
四
年
末
〜
一
九
〇
五
年
に
か
け
て
の
間
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社
と
ロ
ン
ド
ン
の
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
か
ら
『
日
本
の
目
覚
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め
』
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
る
（
９７
）。

『
日
本
の
目
覚
め
』
は
「T

he
N
ightofA

sia

（
ア
ジ
ア
の
夜
）」「T

he
Chrysa-

lis
（
さ
な
ぎ
）」「Buddhism

and
Confucianism

（
仏
教
と
儒
教
）」「T

he
V
oice

from
W
ithin

（
内
か
ら
の
声
）」「T

he
W
hite
D
isaster

（
白
禍
）」「T

he
Cabi-

netand
the
Boudoir

（
幕
閣
と
大
奥
）」「T

he
T
ransition

（
過
渡
期
）」「Res-

toration
and

Reform
ation

（
復
古
と
維
新
）」「T

he
Reincarnation

（
再

生
）」「Japan

and
Peace

（
日
本
と
平
和
）」
の
十
章
か
ら
成
る
著
作
で
あ
る
（
９８
）。

内
容
と
し
て
は
、
ミ
カ
ド
と
幕
府
の
関
係
性
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
り
、
徳
川
の

時
代
に
ど
の
よ
う
な
学
問
・
思
想
が
育
ち
、
如
何
な
る
国
内
の
対
立
を
経
て
、
現

在
の
（
明
治
当
時
の
）
日
本
に
至
っ
た
の
か
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ジ
ア
に
対
す

る
仕
打
ち
を
非
難
し
つ
つ
、
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
『
日
本
の
目
覚
め
』
も
、
執
筆
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
定
ま
ら

な
い
。
金
子
は
、『
日
本
の
目
覚
め
』
は
イ
ン
ド
で
書
き
始
め
ら
れ
た
と
い
う
説

を
採
用
し
て
い
る
（
９９
）。
そ
の
根
拠
の
一
つ
は
、
一
雄
氏
の
『
父
天
心
』
に
お
け
る

「
こ
の
書
〔
山
越
注：

『
日
本
の
目
覚
め
』〕
は
か
つ
て
イ
ン
ド
滞
留
の
み
ぎ
り
稿

を
起
こ
し
た
も
の
で
、
そ
の
初
稿
は
『
東
洋
の
覚
醒
』
と
題
し
て
あ
っ
た
。
し
か

し
、
発
刊
当
時
が
あ
た
か
も
日
露
役
最
中
で
あ
っ
た
の
で
、
東
洋
一
般
の
覚
醒
を

唱
わ
ん
よ
り
は
む
し
ろ
日
本
一
国
の
そ
れ
を
詳
説
す
る
に
如
か
ず
と
、
あ
る
部
分

を
削
り
、
あ
る
部
分
は
補
足
し
て
い
る
（
１００
）」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
し
か
し
、
木
下

も
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、『
東
洋
の
覚
醒
』
が
『
日
本
の
目
覚
め
』
の

初
稿
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
一
雄
氏
の
一
説
に
過
ぎ
な
い
（
１０１
）。
よ
っ
て
、

こ
の
記
述
か
ら
、『
東
洋
の
覚
醒
』
を
『
日
本
の
目
覚
め
』
と
同
定
す
る
の
は
難

し
い
。

堀
岡
は
、
金
子
と
は
少
し
異
な
る
理
由
か
ら
、『
日
本
の
目
覚
め
』
の
執
筆
開

始
時
期
は
イ
ン
ド
滞
在
中
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
１０２
）。

そ
の
根
拠
は
、
先
に
も
挙
げ
た

ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
の
回
想
の
一
部
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
根
拠
と
な
る
箇
所

に
関
し
て
、
筆
者
が
主
に
参
照
し
て
い
る
山
口
静
一
の
邦
訳
と
、
堀
岡
の
邦
訳
で

は
、
少
々
相
違
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
該
当
の
回
想
を
、
山
口
に
よ
る
邦
訳
か
ら

引
用
す
る
。

彼
は
第
二
の
著
書
「
ア
ジ
ア
の
覚
醒
」
の
執
筆
に
忙
し
く
、
一
日
中
寝
台
の

上
の
長
枕
に
凭
れ
か
か
っ
て
仕
事
を
続
け
て
い
る
。
一
方
我
々
は
夕
方
に
な
る

と
彼
の
食
卓
の
周
囲
に
集
ま
り
、
東
洋
に
蔓
延
す
る
白
禍
に
よ
っ
て
物
心
と
も

に
西
洋
物
欲
思
想
に
冒
さ
れ
て
い
る
現
状
を
慨
嘆
す
る
彼
の
熱
烈
な
論
議
を
傾

聴
し
て
㈠
、
激
し
く
心
を
燃
や
し
た
の
で
あ
る
。
岡
倉
は
我
々
に
批
評
を
乞
い
、

否
、
批
評
を
強
要
し
、
我
々
が
こ
ん
な
表
現
に
し
て
は
と
提
案
す
る
ど
ん
な
ど

ぎ
つ
い
言
葉
、
あ
く
ど
い
警
句
で
も
喜
ん
で
採
り
入
れ
る
風
で
あ
っ
た
。（
中

略
）
あ
と
に
な
っ
て
私
は
、
最
終
的
に
出
版
の
運
び
と
な
っ
た
彼
の
著
書
の
中

に
、
我
々
の
「
修
正
」
が
一
行
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
か

え
っ
て
数
段
階
も
調
子
を
落
と
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
㈡
、

と
ま
ど
い
を
感
じ
た
の
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
の
当
時
の
我
々
の
児

戯
に
等
し
い
行
為
を
振
り
か
え
っ
て
見
る
と
、
明
敏
な
岡
倉
が
真
に
意
図
し
た

の
は
実
は
我
々
自
身
を
覚
醒
せ
し
め
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
、
こ
れ

は
疑
念
を
通
り
越
し
て
確
信
に
近
い
も
の
と
さ
え
な
っ
て
い
る
（
１０３
）。

こ
の
部
分
の
回
想
か
ら
、
堀
岡
は
、「『
日
本
の
目
覚
め
』
第
五
章
、
白
禍
の
原

稿
を
書
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
次
の
節
で
ス
レ
ン
が
『
後
に
本
が
出
た
時
』

と
言
っ
て
い
る
か
ら
『
東
洋
の
目
覚
め
』
の
原
稿
で
は
有
り
得
な
い
」
と
し
て
い

る
（
１０４
）。し

か
し
、
本
当
に
『
東
洋
の
覚
醒
』
の
原
稿
で
は
「
有
り
得
な
い
」
の
だ
ろ
う
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か
。
白
禍
へ
の
言
及
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
て
、
後
に
出
版
さ
れ
た
本
と
い
う
の

が
『
日
本
の
目
覚
め
』
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
恐
ら
く
確
か
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

こ
の
回
想
か
ら
確
証
を
以
て
言
え
る
の
は
、
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
が
『
ア
ジ
ア
の

覚
醒
』
の
原
稿
が
『
日
本
の
目
覚
め
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
ま
で
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
が
そ
う
認
識
し
て

い
る
か
ら
に
は
、『
ア
ジ
ア
の
覚
醒
』
と
『
日
本
の
目
覚
め
』
の
内
容
に
は
、
近

似
し
た
要
素
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
傍
線
二
に
あ
る
よ
う
に
、

『
日
本
の
目
覚
め
』
の
文
章
表
現
が
、
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
達
の
批
評
が
「
一
行

と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
ほ
ど
変
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

そ
れ
は
趣
旨
の
似
通
っ
た
別
物
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
白
禍
へ
の

言
及
が
あ
る
こ
と
、「
ど
ぎ
つ
い
言
葉
、
あ
く
ど
い
警
句
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、『
ア
ジ
ア
の
覚
醒
』
は
、
む
し
ろ
、『
東
洋
の
覚

醒
』
の
特
色
に
合
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
堀
岡
は
、
傍
線
二

の
部
分
を
「
我
々
の
『
改
良
』
は
ど
れ
も
皆
、
何
倍
か
に
調
子
を
弱
め
る
の
に
し

か
役
立
た
な
か
っ
た
の
を
見
い
だ
し
て
（
１０５
）」
と
訳
し
て
い
る
の
で
、
山
口
の
邦
訳
に

比
べ
て
、
文
章
表
現
の
変
化
が
小
さ
か
っ
た
よ
う
に
読
め
る
。

ま
た
、
堀
岡
は
、
傍
線
一
を
「
彼
が
、
西
洋
の
悪
魔
に
知
的
に
も
精
神
的
に
も

降
服
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
東
洋
に
拡
が
っ
て
し
ま
っ
た
白
禍
に
つ
い
て
の
一

章
を
読
む
の
を
聞
き
な
が
ら
（
１０６
）」
と
訳
し
て
い
る
が
、
山
口
の
邦
訳
で
は
、「
白
禍

に
つ
い
て
の
一
章
」
と
い
う
表
現
は
登
場
せ
ず
、
天
心
が
白
禍
に
関
す
る
議
論
を

ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
達
と
交
わ
し
て
い
た
様
子
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
白
禍
へ

の
言
及
と
い
う
点
で
言
え
ば
、『
東
洋
の
覚
醒
』
も
『
日
本
の
目
覚
め
』
も
当
て

は
ま
る
が
、「
白
禍
」
と
い
う
一
章
が
存
在
す
る
の
は
『
日
本
の
目
覚
め
』
の
み

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
の
原
稿
を
『
日
本
の
目
覚
め
』
と
見
な
し
て
良

い
の
か
は
、
天
心
が
明
確
に
「
白
禍
に
つ
い
て
の
一
章
」
を
読
み
聞
か
せ
て
い
た

の
か
と
い
う
点
に
も
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

よ
り
確
実
に
文
意
を
取
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
該
当
箇
所
の
英
語
原
典
を
見
て

み
よ
う
。

H
e
is
busy

w
riting

his
next

book
on
the
aw
akening

of
A
sia,at

w
hich

he
w
orks

allday,spraw
ling
over

a
bolster

on
his
bedstead

;
w
hile
w
e
spend

w
ildly

exhilarating
evenings,sitting

round
histable,

listening
to
his
glow

ing
passages

deploring
the

W
hite

D
isaster

spreading
overthe

East,in
itsintellectualand

spiritualsurrenderto
the
w
estern

cultofM
am
m
on.

㈠O
kakura

w
ould

invite,nay,insiston
our
criticism

,and
appeared

gratefully
to
incorporate

such
harsher

w
ord
or
blatant

epigram
as
any

of
us
thought

fit
to
suggest.

（
中

略
）Irem

em
berm

y
m
ystification,later,atfinding

none
ofthese

“im
-

provem
ents”

in
the

book
as
eventually

published

―
―rather

it
seem

ed
severalshades

toned
dow
n.

㈡Looking
back

on
our
pranks

ofthatperiod,Iam
assailed

w
ith
m
ore
than

a
suspicion

thatitw
as

ouraw
akening

thatthe
astute

O
kakura

w
asreally

after.

（
１０７
）

傍
線
一
を
見
る
と
「listening

to
his
glow

ing
passages

（
彼
の
熱
意
に
満

ち
た
一
節
を
聞
き
な
が
ら
）」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
堀
岡
の
邦

訳
の
方
が
原
文
に
近
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
天
心
が
白
禍
に
つ
い
て
書
い

た
原
稿
を
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
達
に
読
み
聞
か
せ
て
い
た
可
能
性
を
窺
わ
せ
る
だ

け
で
、
白
禍
に
関
す
る
「
一
章
」
を
読
ん
で
い
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
傍
線
二
は
「
こ
れ
ら
の
『
改
良
』
が
最
終
的
に
出
版
さ
れ

た
本
に
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
逆
に
一
部
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
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語
調
が
弱
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
」
と
い
っ
た
訳
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、

山
口
の
邦
訳
の
方
が
原
文
に
近
い
だ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
は
、
天
心
が
イ
ン
ド
で
執

筆
し
て
い
た
『
ア
ジ
ア
の
覚
醒
』
が
『
日
本
の
目
覚
め
』
と
な
っ
た
の
だ
と
認
識

し
て
お
り
、
当
時
立
ち
会
っ
た
人
物
が
そ
う
感
じ
た
な
ら
ば
、『
ア
ジ
ア
の
覚

醒
』
と
『
日
本
の
目
覚
め
』
は
同
じ
趣
旨
の
著
述
で
あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
か
も

知
れ
な
い
が
、
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
達
の
助
言
が
「
全
く
見
当
た
ら
な
い
」
と
い

う
ほ
ど
に
ま
で
文
章
の
細
部
が
変
わ
っ
て
い
た
と
す
る
と
、『
ア
ジ
ア
の
覚
醒
』

が
『
日
本
の
目
覚
め
』
の
下
地
と
し
て
機
能
し
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
が
、
両

者
を
単
純
に
同
一
視
し
て
良
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。尚

、『
東
洋
の
覚
醒
』
が
『
日
本
の
目
覚
め
』
の
初
稿
で
あ
っ
た
場
合
、「
ど
ぎ

つ
い
言
葉
、
あ
く
ど
い
警
句
」
が
消
え
て
し
ま
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
金
子
は
、

『
東
洋
の
覚
醒
』
の
表
現
は
「
挑
発
的
な
も
の
」
で
あ
っ
た
為
、「
著
作
の
趣
旨
が

日
本
認
識
の
再
考
を
う
な
が
す
も
の
で
」「
欧
米
人
を
挑
発
す
る
こ
と
は
極
力
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」『
日
本
の
目
覚
め
』
に
お
い
て
は
、「
天
心
は
草
稿

の
内
容
を
大
幅
に
書
き
換
え
た
」
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
（
１０８
）。

木
下
は
、
一
八
八
六
年
の
欧
米
視
察
旅
行
の
際
に
、
ア
メ
リ
カ
で
ギ
ル
ダ
ー
夫

妻
と
親
交
を
結
ん
だ
こ
と
が
、
天
心
が
『
日
本
の
目
覚
め
』
を
書
く
遠
因
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
第
一
点
目
は
、
ギ
ル
ダ
ー
が
、『
日
本
の
目
覚
め
』

を
出
版
す
る
こ
と
に
な
る
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社
で
、
ザ
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ

ン
の
編
集
長
を
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
理
由
の
第
二
点

目
は
、
天
心
の
手
紙
に
お
け
る
著
作
に
関
す
る
言
及
で
あ
る
。
一
八
八
七
年
七
月

二
八
日
付
の
ギ
ル
ダ
ー
夫
人
宛
の
手
紙
で
、
天
心
は
、「
氏
に
お
約
束
し
ま
し
た

の
に
何
も
書
か
ず
に
今
ま
で
来
ま
し
た
（
１０９
）」

と
述
べ
て
お
り
、
ギ
ル
ダ
ー
と
の
間
で
、

何
か
を
執
筆
す
る
約
束
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
娘
の
高
麗
子
に
宛

て
た
一
九
〇
三
年
一
二
月
九
日
付
の
手
紙
で
「
父
は
来
一
月
略
著
述
を
了
り
渡
米

可
致
候
（
１１０
）」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
天
心
渡
米
後
の
一
九
〇
四
年
六
月
一
六
日
付
の
ギ

ル
ダ
ー
夫
人
宛
の
手
紙
で
は
、「
私
の
本
の
た
め
の
草
稿
は
ほ
と
ん
ど
出
来
上
り

ま
し
た
の
で
、
も
し
ご
親
切
に
も
お
目
通
し
下
さ
っ
て
、
ご
忠
告
ご
訂
正
い
た
だ

け
れ
ば
有
難
い
と
存
じ
ま
す
（
１１１
）」
と
、『
日
本
の
目
覚
め
』
と
推
定
さ
れ
る
草
稿
の

校
正
を
頼
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
九
〇
三
年
以
前
か

ら
『
日
本
の
目
覚
め
』
の
執
筆
は
開
始
さ
れ
て
お
り
、
渡
米
前
の
一
九
〇
四
年
一

月
に
は
書
き
終
わ
る
つ
も
り
で
い
た
が
、
結
局
渡
米
後
ま
で
か
か
っ
て
い
る
と
い

う
の
が
、『
日
本
の
目
覚
め
』
執
筆
時
期
を
巡
る
木
下
の
意
見
で
あ
る
（
１１２
）。

『
日
本
の
目
覚
め
』
の
執
筆
に
、
日
露
戦
争
が
大
き
く
影
響
し
た
で
あ
ろ
う
点

に
つ
い
て
は
、
ど
の
研
究
も
概
ね
一
致
し
て
い
る
。
木
下
は
、
ギ
ル
ダ
ー
夫
人
宛

の
一
九
〇
四
年
五
月
十
二
日
付
の
手
紙
に
お
け
る
「
黄
禍
論
に
つ
い
て
の
私
の
論

文
は
手
許
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
写
し
を
と
っ
て
お
送
り
す
る
よ
う
に
し
ま
す
（
１１３
）」
と

い
う
天
心
の
言
葉
か
ら
、
こ
の
「
黄
禍
論
に
つ
い
て
の
私
の
論
文
」
と
い
う
の
を

『
日
本
の
目
覚
め
』
の
草
稿
で
あ
る
と
し
て
、「
日
露
戦
争
を
契
機
に
欧
米
で
勢
力

を
持
ち
つ
つ
あ
っ
た
黄
禍
論
を
批
判
す
る
こ
と
が
、
こ
のT

he
A

w
akening

ofJa-

pan

を
執
筆
し
よ
う
と
す
る
大
き
な
モ
テ
ィ
ー
フ
だ
っ
た
」
と
し
て
い
る
（
１１４
）。
一
雄

氏
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
五
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
五
浦
で
釣
り
に
ふ

け
る
日
々
を
送
っ
て
い
た
天
心
が
、
付
近
の
村
で
何
と
は
な
し
に
「
露
探
」
と
噂

が
立
て
ら
れ
た
際
、「
俺
は
剣
こ
そ
と
ら
な
い
が
、
ペ
ン
を
揮
っ
て
ず
い
ぶ
ん
ロ

シ
ア
を
や
ッ
つ
け
た
つ
も
り
だ
」
と
述
べ
た
と
い
う
（
１１５
）。
こ
の
回
想
を
信
じ
て
良
け

れ
ば
、
天
心
自
身
、『
日
本
の
目
覚
め
』
に
関
し
て
、
日
露
戦
争
中
の
ア
メ
リ
カ

で
好
意
的
な
対
日
世
論
を
作
る
こ
と
を
主
眼
に
置
い
て
い
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、『
東
洋
の
覚
醒
』
か
ら
『
日
本
の
目
覚
め
』
に
至
る
ま
で
の
天
心
に
つ
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い
て
考
え
る
上
で
重
要
な
の
が
、
天
心
が
一
九
〇
四
年
三
月
二
六
日
付
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
に
掲
載
し
た
論
説
『
日
本
と
黄
禍
（Japan

and
the

‘Y
ellow

Peril’

）』
で
あ
る
。

登
志
氏
は
、
こ
の
『
日
本
と
黄
禍
』
が
、『
日
本
の
目
覚
め
』
の
ベ
ー
ス
に

な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
月
二
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
到
着

か
ら
一
ヵ
月
も
経
た
な
い
う
ち
に
論
説
が
掲
載
さ
れ
た
点
か
ら
、
天
心
は
こ
の
論

説
を
渡
米
の
船
上
で
執
筆
し
、
後
で
『
日
本
の
目
覚
め
』
の
為
に
肉
付
け
し
た
の

だ
と
し
て
い
る
（
１１６
）。

岡
本
は
、『
日
本
と
黄
禍
』
を
『
日
本
の
目
覚
め
』
に
取
り
入
れ
た
か
、『
日
本

の
目
覚
め
』
の
一
部
を
『
日
本
と
黄
禍
』
と
し
て
発
表
し
た
か
、
い
ず
れ
の
可
能

性
も
あ
る
と
し
て
い
る
（
１１７
）。
ま
た
、
岡
本
は
、
先
に
述
べ
た
ギ
ル
ダ
ー
夫
人
宛
の
手

紙
に
お
け
る
「
黄
禍
論
に
つ
い
て
の
私
の
論
文
（
１１８
）」
と
は
、『
日
本
の
目
覚
め
』
の

草
稿
の
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
に
掲
載
し
た
『
日
本
と
黄

禍
』
の
こ
と
で
あ
り
、
天
心
は
写
し
を
作
ら
ず
に
新
聞
社
に
原
稿
を
送
っ
て
し

ま
っ
た
為
、
手
許
に
な
い
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
（
１１９
）。

岡
本
に
拠
れ
ば
、
こ
の
『
日
本
と
黄
禍
』
の
論
点
は
五
つ
で
あ
る
と
い
う
。
一

点
目
は
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
へ
示
し
た
同
情
へ
感
謝
す
る
と
同
時
に
、
日
本
の
対

米
協
調
の
姿
勢
を
訴
え
る
こ
と
、
二
点
目
は
、『
黄
禍
』
と
は
ド
イ
ツ
と
ロ
シ
ア

に
よ
り
捏
造
さ
れ
た
虚
構
で
あ
る
と
い
う
主
張
、
三
点
目
は
、
日
露
戦
争
は
「
ス

ラ
ヴ
禍
」
に
対
す
る
日
本
の
自
衛
の
為
の
戦
争
で
あ
り
、
ま
た
文
明
の
為
の
戦
争

で
も
あ
る
と
い
う
ロ
シ
ア
批
判
、
四
点
目
が
「
中
国
と
日
本
の
文
明
的
特
質
」、

五
点
目
が
「
朝
鮮
半
島
と
日
本
の
関
係
」
で
あ
る
と
い
う
（
１２０
）。

ま
た
、
岡
本
は
、『
日
本
と
黄
禍
』
と
『
日
本
の
目
覚
め
』
の
相
違
点
も
挙
げ

て
い
る
。
第
一
に
、『
日
本
と
黄
禍
』
は
、
当
時
の
日
本
国
内
で
流
通
し
て
い
た

国
防
論
や
、
金
子
堅
太
郎
や
末
松
謙
澄
が
担
っ
た
公
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
同
様
の

黄
禍
論
否
定
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、『
日
本
の
目
覚
め
』
は
、
日
本

の
興
隆
の
要
因
は
西
洋
文
明
の
導
入
に
在
る
の
で
は
な
く
、
国
内
で
自
発
的
に
生

ま
れ
た
精
神
動
向
に
在
る
の
だ
と
示
す
こ
と
を
中
心
に
据
え
て
い
る
点
で
あ
る
。

第
二
に
、『
日
本
と
黄
禍
』
で
は
「
ロ
シ
ア
こ
そ
が
真
の
禍
」
で
あ
る
と
訴
え
る

こ
と
に
論
点
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
日
本
の
目
覚
め
』
で
は
日
露
戦

争
を
含
め
、
帝
国
主
義
的
な
勢
力
争
い
の
方
式
が
ア
ジ
ア
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と

自
体
、「
白
禍
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
１２１
）。

『
日
本
と
黄
禍
』
も
『
日
本
の
目
覚
め
』
も
日
露
戦
争
を
意
識
し
て
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
そ
の
よ
う
に
内
容
が
変
化
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
単
純
に
日
露
戦
争
に
お
い
て
日
本
に
有
利
な
ア
メ
リ
カ
世
論
を
作
り
た
い

の
な
ら
ば
、「
白
禍
」
と
し
て
西
洋
諸
国
全
般
へ
非
難
の
範
囲
を
広
げ
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
、
ロ
シ
ア
批
判
に
重
点
を
絞
っ
た
ま
ま
の
方
が
、
都
合
が
良
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
塩
崎
智
に
よ
る
と
、「
当
時
の
米
露
両
国
は
伝
統
的
に
友
好
関
係
で
結

ば
れ
て
」
お
り
、「
と
く
に
北
東
部
の
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
は
独

立
戦
争
で
は
米
国
を
、
南
北
戦
争
で
は
北
部
を
支
持
し
て
く
れ
た
恩
人
だ
っ
た
」

為
、
ロ
シ
ア
の
極
東
進
出
に
よ
り
、
門
戸
開
放
を
望
む
ア
メ
リ
カ
政
財
界
で
は
ロ

シ
ア
へ
の
反
感
が
募
っ
て
き
て
は
い
た
が
、
そ
れ
で
も
根
強
い
親
露
派
は
存
在
し
、

弁
を
揮
っ
て
い
た
と
い
う
（
１２２
）。
天
心
も
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
居
た
以
上
、
そ
う

い
っ
た
議
論
は
目
に
し
て
い
た
は
ず
で
あ
ろ
う
に
、
何
故
、『
日
本
と
黄
禍
』
で

は
一
度
「
ス
ラ
ヴ
禍
」
と
し
た
言
葉
を
、『
日
本
の
目
覚
め
』
で
は
『
東
洋
の
覚

醒
』
で
綴
っ
た
の
と
同
じ
「
白
禍
」
と
し
て
、
批
判
の
範
囲
を
広
げ
た
の
だ
ろ
う

か
。尤

も
、
天
心
の
美
術
に
お
け
る
態
度
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
こ
の
執
筆
方
針
の
変

化
は
、
そ
こ
ま
で
矛
盾
し
た
も
の
で
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。
美
術
学
校
騒
動
の
件

で
引
用
し
た
竹
内
の
意
見
に
も
あ
る
通
り
、
天
心
に
と
っ
て
の
国
粋
と
は
、「
古
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人
を
学
ん
で
古
人
を
越
え
よ
」
と
い
う
「
新
し
い
国
民
芸
術
の
創
造
に
関
す
る
も

の
」
で
あ
り
、
天
心
は
「
西
洋
画
を
学
ぶ
こ
と
に
は
反
対
は
し
て
い
な
い
」
（
１２３
）。
天

心
が
中
心
と
な
り
創
刊
し
た
美
術
研
究
誌
『
国
華
』
に
お
い
て
、
発
刊
の
辞
と
し

て
書
か
れ
た
文
章
な
ど
を
見
る
と
、「
何
ソ
必
ス
シ
モ
故
人
ノ
軌
轍
ヲ
踏
ミ
、
死

法
ヲ
因
襲
シ
テ
、
以
テ
純
正
ノ
国
家
精
華
ヲ
保
ツ
ト
セ
ン
ヤ
。
明
治
ノ
画
家
ハ
奮

励
揮

我
邦
ノ
特
質
ニ
基
キ
テ
進
歩
ス
ル
ニ
躊
躇
ス
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
（
１２４
）。
一
九
〇
四
年
七
月
六
日
付
の
ギ
ル
ダ
ー
宛
の
手
紙
で
も
、
天
心

は
、
自
身
の
経
歴
に
つ
い
て
「
西
洋
美
術
と
生
活
様
式
の
全
面
導
入
に
対
抗
す
る

復
古
主
義
運
動
の
推
進
者
の
一
人
で
あ
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
１２５
）。
国
粋
主
義

者
的
に
天
心
が
描
か
れ
る
場
合
は
、
こ
の
中
の
「
復
古
主
義
運
動
の
推
進
者
」
で

あ
る
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
天
心
が
反
対
し
て
い
る
の
は
西

洋
の
様
式
の
「
全
面
導
入
」
な
の
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
天
心
は
、
同
時
期
に
ア
メ
リ
カ
世
論
を
日

本
支
持
に
向
け
る
べ
く
言
説
を
発
表
し
て
い
た
金
子
堅
太
郎
ら
と
の
意
見
の
差
別

化
を
図
る
た
め
に
、
執
筆
内
容
の
方
向
性
を
修
正
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
渡
米
当
時
の
天
心
に
関
す
る
弟
子
た
ち
の
証
言
は
、
単
純
に
そ
の
ま
ま
受
け

取
れ
な
い
面
も
あ
る
の
だ
が
、
ひ
と
ま
ず
、
一
九
四
三
年
の
座
談
会
に
お
け
る
、

横
山
大
観
、
六
角
紫
水
ら
の
証
言
を
見
て
み
よ
う
。

織
田
「
日
本
の
覚
醒
」
と
申
し
ま
す
と
、
あ
れ
は
最
初
は
「
東
洋
の
覚
醒
」

で
あ
つ
た
と
い
ふ
記
録
が
あ
る
の
で
す
が
、
さ
う
で
す
か
。

六
角

今
は
ど
う
な
つ
て
を
り
ま
す
か
…
…

横
山

ア
ウ
エ
ー
キ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ジ
ヤ
パ
ン
を
書
く
時
に
は
、
そ
の
前
に
い

ろ
�
�
な
経
緯
が
あ
る
の
で
す
。
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
と
い
ふ
の
が

ボ
ス
ト
ン
で
出
て
を
り
ま
す
。
あ
れ
に
約
一
頁
を
、
岡
倉
さ
ん
が
金
子

さ
ん
の
演
説
に
憤
慨
し
て
書
い
た
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
王
陽
明
の
学
を

盛
ん
に
言
ひ
ま
し
て
ね
（
１２６
）。

岡
本
も
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、「
大
観
の
回
想
は
、『
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・

ポ
ス
ト
』
の
発
行
地
を
ボ
ス
ト
ン
と
言
い
、『
日
本
の
覚
醒
』
で
重
要
な
位
置
を

占
め
る
が
新
聞
論
説
に
は
登
場
し
な
い
陽
明
学
に
言
及
し
て
い
る
点
で
誤
り
」
で

あ
る
（
１２７
）。
そ
の
辺
り
を
考
慮
す
る
と
、
信
憑
性
に
問
題
が
あ
る
証
言
で
は
あ
る
が
、

天
心
が
金
子
と
意
見
の
方
針
が
合
わ
な
か
っ
た
と
い
う
証
言
の
一
つ
で
あ
る
。
同

じ
座
談
会
内
で
、
紫
水
の
次
の
よ
う
な
回
想
も
あ
る
。

六
角
（
前
略
）
そ
れ
で
金
子
さ
ん
は
ボ
ス
ト
ン
に
来
た
が
、
金
子
さ
ん
は
毎

日
あ
そ
こ
の
人
を
お
茶
の
会
な
ど
に
呼
ん
で
、
あ
な
た
方
の
お
蔭
で
日

本
は
強
く
な
り
ま
し
た
と
お
世
辞
を
言
ふ
。
と
こ
ろ
が
お
婆
さ
ん
〔
山

越
注：

天
心
の
支
援
者
で
美
術
品
収
集
家
の
ガ
ー
ド
ナ
ー
夫
人
〕
は

「
金
子
は
馬
鹿
だ
。
ア
メ
リ
カ
に
は
歴
史
も
何
も
な
い
。
日
本
は
何
千

年
と
続
い
た
歴
史
を
持
つ
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
戦
争
に
も
強
い
。
そ
ん
な

お
世
辞
を
言
つ
て
も
駄
目
だ
」
と
始
終
言
つ
て
を
つ
た
。（
中
略
）

ガ
ー
ド
ナ
ー
と
い
ふ
人
は
さ
う
い
ふ
見
識
の
あ
つ
た
人
な
の
で
す
。
そ

れ
で
岡
倉
先
生
は
ガ
ー
ド
ナ
ー
夫
人
と
非
常
に
よ
く
合
ふ
の
で
す
ね
（
１２８
）。

大
観
の
よ
う
な
記
憶
の
誤
り
も
あ
る
し
、
こ
の
紫
水
の
回
想
も
鵜
呑
み
に
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
塩
崎
に
拠
れ
ば
、
天
心
の
弟
子
た
ち
は
、
天
心
と

金
子
の
折
り
合
い
が
悪
か
っ
た
と
い
う
旨
を
証
言
し
て
い
る
が
、「
岡
倉
自
身
は

生
涯
で
一
筆
、
一
語
た
り
と
い
え
ど
も
金
子
批
判
を
行
っ
て
い
な
い
」
（
１２９
）。

た
だ
、
塩
崎
に
拠
れ
ば
、
金
子
は
、
一
九
〇
四
年
三
月
〜
四
月
の
ア
メ
リ
カ
で
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の
演
説
で
、「
執
拗
な
ま
で
に
『
門
戸
開
放
』
と
い
う
言
葉
を
繰
り
返
し
」、
ア
メ

リ
カ
政
界
と
日
本
が
「
同
じ
方
針
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
た
め

に
」「『
日
本
が
門
戸
開
放
の
た
め
に
戦
っ
て
い
る
』
と
語
っ
た
」
り
、
日
本
が
国

際
赤
十
字
条
約
に
則
っ
た
捕
虜
待
遇
を
し
て
い
る
の
に
対
し
ロ
シ
ア
が
在
留
日
本

人
を
抑
留
し
た
例
な
ど
を
挙
げ
、「
ど
ち
ら
の
行
為
が
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に

適
っ
て
い
る
か
、
と
聴
衆
に
問
い
か
け
た
」
り
し
て
い
た
（
１３０
）。

こ
う
い
っ
た
、
如
何
に
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
方
針
に
適
う
か
、
キ
リ
ス
ト
教
的

道
徳
に
合
致
す
る
か
と
い
っ
た
方
面
か
ら
の
金
子
の
訴
え
か
け
は
、
美
術
分
野
で

西
洋
の
様
式
を
全
面
導
入
す
る
や
り
方
に
賛
成
出
来
な
か
っ
た
天
心
と
し
て
は
、

思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、『
日
本
の
目
覚
め
』
に
お
い
て

は
、
日
本
の
発
展
が
外
的
要
因
で
は
な
く
内
的
要
因
に
拠
る
の
だ
と
論
じ
る
こ
と

を
中
心
に
据
え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

岡
本
は
、
金
子
が
黄
禍
論
へ
の
反
論
の
上
で
「『
異
教
徒
』
の
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
の
に
対
し
、
天
心
は
「
日
本
の
『
平
和
的
』
志
向
性
が
、

キ
リ
ス
ト
教
へ
の
歩
み
寄
り
で
は
な
く
、
中
国
と
日
本
の
文
明
の
『
堅
固
な
伝

統
』
に
由
来
す
る
と
主
張
」
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、「
ア
メ
リ
カ

の
大
多
数
の
読
者
に
は
岡
倉
と
金
子
の
立
場
の
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
」
と
も
言
う
（
１３１
）。

出
版
社
と
の
や
り
取
り
の
上
で
も
、
天
心
は
、
そ
う
い
っ
た
理
解
の
さ
れ
な
さ

を
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
〇
四
年
八
月
一
五
日
付
の
ギ
ル
ダ
ー
宛
の
手

紙
で
は
「
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社
が
私
の
本
の
出
版
を
決
定
し
た
旨
知
ら
せ
て
参
り
ま

し
た
。
ご
尽
力
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
（
１３２
）」
と
、
無
事
出
版
が
決
定
し
た
旨
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
少
し
前
、
八
月
四
日
付
の
ギ
ル
ダ
ー
夫
人
宛
の
手
紙
で
は
、

「『
日
本
の
覚
醒
』
の
草
稿
を
整
理
し
な
お
そ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
実
の
と
こ
ろ
、

私
以
外
誰
も
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
す
。
お
そ
ら
く
、
そ
も

そ
も
こ
れ
を
書
い
た
と
い
う
こ
と
が
愚
か
な
こ
と
で
し
た
（
１３３
）」
と
、
自
信
を
失
く
し

た
と
も
、
読
み
手
に
幻
滅
し
た
と
も
つ
か
な
い
言
葉
が
漏
ら
さ
れ
て
い
る
。

結
果
の
み
見
る
な
ら
ば
、『
日
本
の
目
覚
め
』
は
無
事
に
出
版
さ
れ
、『
東
洋
の

理
想
』
よ
り
も
多
く
の
書
評
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
（
１３４
）。
た
だ
、
塩
崎
は
、『
日
本
の

目
覚
め
』
と
同
時
期
に
注
目
さ
れ
て
い
た
本
と
し
て
、「
日
露
戦
争
従
軍
記
者
や

か
つ
て
の
御
雇
い
外
国
人
学
者
、
教
師
ら
が
著
し
た
」
日
本
関
連
の
本
が
多
く

あ
っ
た
こ
と
も
挙
げ
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
天
心
の
著
書
は
流
行
に
乗
っ
た
一

冊
と
い
う
位
置
づ
け
で
読
ま
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
加
え
て
、
塩
崎
は
、

こ
の
時
期
の
ア
メ
リ
カ
の
様
子
に
関
し
て
、
日
露
戦
争
に
高
い
関
心
が
あ
っ
た
の

は
確
か
で
あ
る
が
、「
所
詮
、
遙
か
彼
方
『
極
東
』
で
の
戦
闘
に
過
ぎ
な
い
」
も

の
で
、
ア
メ
リ
カ
人
自
体
は
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
に
向
け
た
商
戦
の
最
中
に
あ
り
、

日
露
戦
争
関
連
の
本
が
売
れ
た
の
も
、
そ
う
い
っ
た
時
期
的
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ

う
と
し
て
い
る
（
１３５
）。

『
茶
の
本
』
は
、「T

he
Cup

ofH
um
anity

（
人
情
の
茶
碗
）」「T

he
Schools

ofT
ea

（
茶
の
流
派
）」「T

aoism
and
Zennism

（
道
教
と
禅
）」「T

he
T
ea-Room

（
茶
室
）」「A

rt
A
ppreciation

（
芸
術
鑑
賞
）」「Flow

ers

（
活
け
花
）」「T

ea-
M
asters

（
茶
人
）」
の
全
七
章
か
ら
成
る
本
で
あ
り
、
茶
の
伝
来
の
歴
史
、
茶

道
の
発
展
、
芸
術
と
向
き
合
う
精
神
な
ど
に
つ
い
て
綴
ら
れ
て
い
る
（
１３６
）。
堀
岡
に
拠

る
と
、『
茶
の
本
』
は
一
九
〇
六
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ダ
フ

ィ
ー
ル
ド
社
とG.P.

パ
ッ
ト
ナ
ム
ズ
・
サ
ン
ズ
社
か
ら
同
時
に
出
版
さ
れ
た
（
１３７
）。
尚
、

G.P.
パ
ッ
ト
ナ
ム
ズ
・
サ
ン
ズ
社
は
、
一
九
〇
五
年
に
新
渡
戸
稲
造
の
『
武
士

道
』
を
再
版
し
、
初
版
時
以
上
の
注
目
を
集
め
た
出
版
社
で
も
あ
る
（
１３８
）。『
茶
の

本
』
は
、
第
一
章
で
、
武
士
道
を
死
の
術
、
茶
道
を
生
の
術
と
述
べ
る
な
ど
し
て

い
る
の
で
、G.P.
パ
ッ
ト
ナ
ム
ズ
・
サ
ン
ズ
社
と
し
て
は
、
著
作
権
が
他
社
で
も
、

出
版
す
れ
ば
『
武
士
道
』
と
合
わ
せ
て
読
ま
れ
る
だ
ろ
う
と
の
思
惑
も
あ
っ
た
の
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か
も
知
れ
な
い
。

『
茶
の
本
』
は
そ
れ
ま
で
の
英
文
著
作
と
は
異
な
る
出
版
過
程
を
経
た
。
堀
岡

に
拠
れ
ば
、
七
章
の
う
ち
、「
人
情
の
茶
碗
」「
茶
の
流
派
」「
道
教
と
禅
」「
芸
術

鑑
賞
」
の
四
章
が
、
一
九
〇
五
〜
一
九
〇
六
年
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ

ス
の
雑
誌
に
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
発
表
さ
れ
て
お
り
、
一
九
〇
五
年
四
月
号
の
『
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル＝
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
』
に
最
初
の
二
章
が
掲
載
さ
れ
た
時
点
で

既
に
「
全
版
権
所
有
者
は
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ダ
フ
ィ
ー
ル
ド
社
」
と
断
り
書
き
が
あ

る
と
い
う
（
１３９
）。

木
下
は
、『
茶
の
本
』
の
執
筆
経
緯
に
つ
い
て
、「
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
い
う
編
集
者

か
ら
日
本
文
化
を
扱
っ
た
短
篇
の
原
稿
を
読
ん
で
く
れ
と
渡
さ
れ
」「
余
り
に
ひ

ど
い
内
容
に
憤
慨
」
し
、「Floral

A
rrangem

ent

﹇
活
け
花
﹈
に
つ
い
て
原
稿

を
書
こ
う
と
い
う
約
束
を
し
た
」
こ
と
か
ら
、「
構
想
が
発
展
し
て
、『
茶
の
本
』

に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
（
１４０
）。

こ
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
い
う
人
物
に
関
し
て
は
詳
細
不
明
の
よ
う
で
あ
る
が
、
恐

ら
く
ギ
ル
ダ
ー
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社
の
編
集
者
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
１４１
）。
一
九
〇
四
年
七
月
六
日
付
の
ギ
ル
ダ
ー
宛
の
『
日
本
の
目

覚
め
』
に
関
す
る
手
紙
の
中
に
は
、「
草
稿
を
、
あ
な
た
に
お
送
り
す
る
の
か
、

あ
る
い
は
直
接
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
か
ス
コ
ッ
ト
氏
か
に
、
お
送
り
す
る
の
か
（
１４２
）」
と

同
名
の
人
物
が
登
場
し
て
お
り
、
ま
た
、
七
月
二
一
日
付
の
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
か
ら

送
ら
れ
た
活
け
花
に
関
す
る
論
文
に
対
し
天
心
が
批
評
を
加
え
て
返
事
を
し
て
い

る
手
紙
の
冒
頭
で
も
、「
私
の
原
稿
に
つ
い
て
の
多
大
な
お
骨
折
り
に
対
し
、
ふ

た
た
び
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
残
り
の
原
稿
を
一
週
間
以
上
前
に
、
ギ
ル
ダ
ー
氏

の
ご
忠
告
に
従
っ
て
ス
コ
ッ
ト
氏
に
送
り
ま
し
た
（
１４３
）」
と
、『
日
本
の
目
覚
め
』
に

関
し
て
の
礼
が
挨
拶
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
八
月
二
五
日
付
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
宛
の
手
紙
で
、「
時
間
の
余
裕
を
い

た
だ
け
る
の
で
し
た
ら
、
活
け
花
と
そ
の
日
本
人
の
生
活
と
の
関
係
に
つ
い
て
論

文
を
書
き
ま
し
ょ
う
」
と
書
き
（
１４４
）、
ま
た
、
十
月
十
六
日
付
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
宛
の
手

紙
に
お
い
て
、
活
け
花
に
関
す
る
論
文
の
完
成
期
日
を
延
期
し
た
い
と
い
う
旨
を

伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
（
１４５
）、
確
か
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
の
約
束
に
基
づ
き
、
天
心
が

筆
を
執
っ
て
い
た
ら
し
き
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
対

し
て
活
け
花
に
関
す
る
論
文
を
書
く
約
束
を
し
た
こ
と
が
『
茶
の
本
』
を
書
く
遠

因
と
な
っ
た
な
ら
ば
、
何
故
出
版
社
が
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社
で
は
な
か
っ
た
の
か
と

い
う
疑
問
も
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ソ
ー
ン
ト
ン
不
破
直
子
に
拠
れ
ば
、『
茶
の
本
』
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
出

版
界
の
あ
る
種
の
流
行
に
乗
っ
て
書
か
れ
た
面
が
あ
る
と
い
う
。
当
時
欧
米
で
は
、

「
た
ば
こ
」
を
生
活
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
扱
っ
た
本
が
い
く
つ
か
出
て
お
り
、
さ

ら
に
中
近
東
に
つ
い
て
は
「
宝
石
」
を
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
本
が
多
く
出
て
お

り
、
ま
た
一
九
〇
三
年
に
は
、
コ
ー
ヒ
ー
を
生
活
の
テ
ー
マ
に
し
た
本
が
出
て
い

る
ほ
か
、T

he
Little

Tea
B

ook

と
い
う
日
本
の
茶
の
湯
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
喫

茶
ま
で
触
れ
て
い
る
本
も
出
て
い
る
と
い
う
（
１４６
）。『
茶
の
本
』
は
、
内
容
の
大
部
分

は
茶
の
湯
や
生
け
花
に
見
る
芸
術
精
神
の
解
説
に
割
か
れ
て
い
る
が
、
第
一
章
で

は
「
黄
禍
」「
白
禍
」
と
い
う
語
を
出
し
、
西
洋
に
東
洋
の
理
解
を
求
め
て
い
る

と
い
う
点
で
、『
日
本
の
目
覚
め
』
に
通
じ
る
部
分
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
過
去

の
英
文
著
作
と
通
底
す
る
と
こ
ろ
を
持
ち
つ
つ
も
、
書
名
に
茶
を
冠
し
た
異
な
る

趣
の
本
と
な
っ
た
の
は
、
そ
う
い
っ
た
流
行
の
影
響
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

天
心
は
、
没
す
る
前
年
ま
で
中
国
、
イ
ン
ド
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど

を
回
り
、
美
術
の
為
の
活
動
を
続
け
た
が
、
著
作
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
は
『
茶

の
本
』
が
最
後
と
な
っ
た
。
一
九
〇
四
年
以
降
は
、
折
に
触
れ
書
い
て
い
た
漢
詩

に
加
え
英
詩
を
創
作
し
た
り
、
日
本
の
物
語
の
英
訳
、
オ
ペ
ラ
の
作
詞
な
ど
も

行
っ
た
が
、
生
前
に
活
字
化
、
出
版
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
て
い
る
（
１４７
）。

一
九
一
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三
年
二
月
、
天
心
は
、
病
気
の
た
め
に
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
へ
休
職
願
を
出
し
、
四

月
に
日
本
へ
帰
国
。
九
月
に
没
し
た
（
１４８
）。

第
二
節

英
文
著
作
の
国
外
で
の
位
置
づ
け

岡
倉
天
心
の
英
文
著
作
に
対
す
る
出
版
当
時
の
海
外
で
の
評
価
は
、
堀
岡
が

様
々
な
英
米
の
書
評
を
邦
訳
し
て
い
る
（
１４９
）。
書
評
の
内
容
紹
介
に
関
し
て
は
、
堀
岡

の
研
究
に
勝
る
も
の
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
論
文
で
は
、
天
心
の
著
作
が

如
何
な
る
分
野
の
書
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
の
か
を
見
て
み
た
い
と
思
う
。

イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
あ
る
日
刊
新
聞
の
書
評
と
し
て
今
日
ま
で
名
高
いT

he

T
im

es
Literary

Supplem
ent

（
以
降
、
タ
イ
ム
ズ
紙
文
芸
付
録
）
は
、
天
心
の

英
文
著
作
が
出
版
さ
れ
た
年
代
に
お
い
て
、
紙
面
に
掲
載
し
た
書
籍
に
関
し
て
は
、

「A
rt

（
芸
術
）」「D

ram
a

（
戯
曲
）」「H

istory
（
歴
史
）」「M

ilitary

（
軍
事
）」

「O
riental

（
東
洋
。
対
象
は
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
日
本
な
ど
、
非
欧

米
圏
を
広
く
含
む
よ
う
で
あ
る
。）」「Philosophy
（
哲
学
）」「Political

（
政

治
）」
な
ど
、
実
に
三
十
数
種
類
に
分
類
し
て
お
り
、
書
籍
が
ど
の
分
類
に
入
れ

ら
れ
て
い
る
か
は
、
各
掲
載
日
の
新
刊
リ
ス
ト
上
で
確
認
出
来
る
ほ
か
、
そ
の
年

の
最
終
号
に
纏
め
ら
れ
たIndex

で
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

天
心
の
『
東
洋
の
理
想
』
は
、
一
九
〇
三
年
二
月
十
三
日
の
紙
面
で
新
刊
リ
ス

ト
に
載
っ
て
お
り
、
そ
の
分
類
は
「A

rt
and

A
rchaeology

（
芸
術
と
考
古

学
）」
と
な
っ
て
い
る
（
１５０
）。
そ
し
て
、
三
月
六
日
の
紙
面
に
お
い
て
書
評
が
書
か
れ

て
い
る
（
１５１
）。
そ
も
そ
も
『
東
洋
の
理
想
』
は
、
副
題
ま
で
を
含
め
た
原
題
で
は
『T

he

Ideals
ofT

he
E

ast;
w

ith
SpecialR

eference
to

the
A

rtofJapan

（
東
洋
の
理

想
、
特
に
日
本
の
芸
術
に
関
し
て
）』
で
あ
る
か
ら
、
妥
当
な
区
分
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。

一
方
、『
日
本
の
目
覚
め
』
は
、
タ
イ
ム
ズ
紙
文
芸
付
録
に
お
い
て
書
評
は
書

か
れ
て
お
ら
ず
、
一
九
〇
五
年
二
月
一
〇
日
付
の
新
刊
リ
ス
ト
上
で
そ
の
名
が
確

認
出
来
る
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
分
類
は
「T

ravel

（
旅
行
）」
と
な
っ
て

い
る
（
１５２
）。
年
末
のIndex

を
見
て
も
、『
日
本
の
目
覚
め
』
の
分
類
は
、
や
は
り

「T
ravel

」
で
あ
る
（
１５３
）。
タ
イ
ム
ズ
紙
文
芸
付
録
の
こ
の
分
類
が
ど
の
よ
う
な
目
安

で
行
わ
れ
て
い
た
か
ま
で
は
、
残
念
な
が
ら
調
査
が
及
ば
な
か
っ
た
が
、
同
日
の

「T
ravel

」
の
欄
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
他
二
冊
が
、『
ラ
サ
―
―
中
央
チ
ベ
ッ
ト

の
人
々
と
国
、
及
び
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
よ
っ
て
一
九
〇
三
〜
四
年
に
送
ら
れ
た
使

節
団
の
経
過
報
告
』
や
『
メ
ッ
カ
へ
の
巡
礼
者
た
ち
―
―
西
暦
一
九
〇
二
年
、
ヒ

ジ
ュ
ラ
歴
一
三
一
九
年
の
偉
大
な
巡
礼
の
旅
』
と
い
っ
た
、
海
外
の
調
査
報
告
や

旅
行
記
と
思
し
き
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
の
を
見
る
限
り
、
こ
れ
ら
に
続
い
て
天
心
の

『
日
本
の
目
覚
め
』
が
並
ぶ
の
は
、
や
や
奇
異
な
印
象
を
覚
え
る
。
確
か
に
、『
日

本
の
目
覚
め
』
は
、
日
本
の
歴
史
や
文
化
に
関
し
て
綴
っ
て
い
る
書
で
あ
り
、
そ

れ
を
詳
細
な
地
域
文
化
報
告
と
い
う
受
け
止
め
方
を
す
る
な
ら
ば
、
同
日
の
他
二

冊
と
類
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
海
外
紀
行
と
並
べ
る

の
は
不
思
議
の
感
を
禁
じ
得
な
い
。『
日
本
の
目
覚
め
』
は
、
後
世
の
研
究
か
ら

引
用
す
る
な
ら
ば
、「
大
国
ロ
シ
ア
と
戦
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
小
国
日
本
の

立
場
と
そ
の
文
化
を
、
西
欧
に
分
か
ら
せ
よ
う
と
い
う
意
図
が
見
え
る
」
と
色
川

大
吉
が
評
し
（
１５４
）、「
前
二
つ
の
著
書
〔
山
越
注：

『
東
洋
の
理
想
』
と
『
東
洋
の
覚

醒
』〕
に
く
ら
べ
て
、
い
っ
そ
う
政
治
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
」
と
宮
川
が
分

析
し
て
い
る
（
１５５
）よ
う
な
書
物
で
あ
る
。
何
故
「T

ravel

」
に
入
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。

尤
も
、『
日
本
の
目
覚
め
』
の
分
類
に
つ
い
て
疑
問
を
感
じ
る
の
は
、
天
心
の

著
作
が
後
世
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
踏
ま
え
て
の
先
入
観
だ
と
片
付
け
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
日
本
関
連
・
日
露
戦
争
関
連
の
書
籍
が
、
タ
イ
ム
ズ
紙

文
芸
付
録
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
分
類
で
扱
わ
れ
て
い
た
か
、
日
本
人
著
者
、
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外
国
人
著
者
と
も
合
わ
せ
て
、
主
だ
っ
た
も
の
を
見
て
み
よ
う
。

前
年
の
一
九
〇
四
年
の
タ
イ
ム
ズ
紙
文
芸
付
録
で
は
、
東
京
の
金
港
堂
か
ら
出

版
さ
れ
たT

he
R

usso-Japanese
W

ar

と
い
う
本
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
同

書
は
六
月
三
日
の
紙
面
で
「ShorterN

oticesofBooks

」
と
い
う
書
評
と
呼
ぶ

に
は
短
め
の
紹
介
欄
で
紹
介
さ
れ
、
同
日
の
新
刊
リ
ス
ト
上
で
は
「M

ilitary

」

に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
１５６
）。
同
書
の
二
巻
、
三
巻
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
月
一
九
日
、
九
月

二
日
の
新
刊
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
い
ず
れ
も
「H
is-

tory

」
の
分
類
と
な
っ
て
い
る
（
１５７
）。
し
か
しIndex

で
は
全
巻
一
括
で
「M
ili-

tary

」
か
ら
見
つ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
１５８
）。

イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ス
テ
ッ
ド
の
『
日
本

人
に
よ
る
日
本
論
（Japan

by
Japanese

）』
は
、
一
九
〇
四
年
八
月
一
九
日
の

新
刊
リ
ス
ト
上
で
は
「H

istory

」
で
あ
る
（
１５９
）。
そ
し
て
、
九
月
二
日
の
紙
面
で
書

評
が
書
か
れ
て
お
り
（
１６０
）、Index

で
は
「H

istory

」
区
分
に
は
な
く
、「T

ravel

」

の
区
分
と
な
っ
て
い
る
（
１６１
）。
尚
、
九
月
九
日
付
の
投
書
欄
で
は
、
末
松
兼
澄
が
タ
イ

ム
ズ
紙
編
集
者
に
宛
て
て
書
い
た
、
書
評
で
指
摘
さ
れ
た
ス
テ
ッ
ド
の
本
の
欠
点

を
擁
護
す
る
手
紙
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
１６２
）。

一
九
〇
五
年
一
月
二
十
日
の
新
刊
リ
ス
ト
で
は
「M

ilitary

」
の
区
分
で
朝
河

貫
一
の
『
日
露
衝
突
（T

he
R

usso-Japanese
C

onflict

）』
が
掲
載
さ
れ
（
１６３
）、
二
月

三
日
に
同
書
の
書
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
１６４
）。
こ
れ
は
、Index

で
も
同
じ
く「M

ili-
tary

」
の
区
分
と
な
っ
て
い
る
（
１６５
）。
三
月
一
七
日
の
新
刊
リ
ス
ト
で
は
、「T

ravel

」

の
中
に
、
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
師
で
あ
り
明
治
学
院
で
神
学
、
帝
国
大
学
で
哲
学
・

倫
理
学
を
教
え
たG.W

.

ノ
ッ
ク
ス
が
ア
メ
リ
カ
で
出
し
たIm

perial
Japan.

T
he

C
ountry

and
Its

People.

と
い
う
本
が
あ
り
、
こ
れ
は
年
末
のIndex

で
も

「T
ravel

」
に
あ
る
（
１６６
）。
四
月
二
十
一
日
の
紙
面
に
は
、
天
心
の
弟
で
英
語
学
者
の

岡
倉
由
三
郎
が
著
し
た
『
大
和
心
（T

he
Japanese

Spirit

）
（
１６７
）』

の
書
評
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
（
１６８
）、
こ
れ
は
、
同
日
の
新
刊
リ
ス
ト
上
で
は
「T

ravel

」
の
区
分
で

あ
り
（
１６９
）、
年
末
のIndex

で
も
「T

ravel

」
の
区
分
で
あ
る
（
１７０
）。
六
月
二
日
の
紙
面
に

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ベ
ネ
ッ
ト
・
バ
ー
リ
ー
が
書
い
たE

m
pire

ofthe
E

ast,
or

Japan
and

R
ussia

at
W

ar

が
「M

ilitary

」
の
区
分
で
新
刊
リ

ス
ト
に
載
り
（
１７１
）、
六
月
九
日
の
紙
面
で
書
評
が
書
か
れ
て
い
る
が
（
１７２
）、
こ
れ
はIndex

で
も
「M

ilitary

」に
入
っ
て
い
る
（
１７３
）。
六
月
三
〇
日
の
新
刊
リ
ス
ト
で
は
、「O

rien-
tal

」
の
区
分
で
、
高
石
真
五
郎
に
よ
る
「T

he
W
isdom

ofthe
EastSeries.

」

と
し
てW

om
an

and
W

isdom
of

Japan

と
い
う
本
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

はIndex

で
も
「O

riental

」
に
入
っ
て
い
る
（
１７４
）。
十
月
六
日
に
は
、
書
評
と
新
刊

リ
ス
ト
の
「Political

」
の
中
で
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ス
テ
ッ
ド
のG

reat
Ja-

pan
:

A
Study

ofN
ationalE

fficiency

と
末
松
男
爵
（
末
松
謙
澄
）
のT

he
R

isen

Sun

が
二
冊
合
わ
せ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
１７５
）。
た
だ
し
、
ス
テ
ッ
ド
のG

reat
Japan

も
末
松
のT

he
R

isen
Sun

も
、
年
末
のIndex

で
は
「Political

」
と
「T

ravel

」

の
両
方
の
区
分
か
ら
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
１７６
）。
十
月
二
十
七
日
付
の

紙
面
に
は
、
タ
イ
ム
ズ
紙
軍
事
特
派
員
記
者
が
著
し
たT

he
W

ar
in

the
Far

E
ast,

1904−1905

が
、
書
評
と
新
刊
リ
ス
ト
の
「M

ilitary

」
の
分
類
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
（
１７７
）。
こ
れ
は
年
末
のIndex

で
も
「M

ilitary

」
に
入
っ
て
い
る
（
１７８
）。

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
特
に
旅
行
記
に
類
す
る
著
作
で
な
く
と
も
、
天
心
の
『
日

本
の
目
覚
め
』
同
様
に
、「T

ravel

」
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
日
本
関
連
の
書
籍
が

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
当
初
は
「H

istory

」
や
「Political

」
の
分
類
で

扱
わ
れ
て
い
て
も
、
後
か
ら
「T

ravel

」
に
入
れ
直
さ
れ
て
い
る
書
籍
も
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

少
な
く
と
も
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
判
断
す
る
限
り
で
は
、
金
港
堂
の
本
や
朝
河
の

『
日
露
衝
突
』
な
ど
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
日
露
戦
争
に
焦
点
を
絞
っ
た
も
の
は

「M
ilitary

」
に
入
れ
ら
れ
る
が
、『
日
本
人
に
よ
る
日
本
論
』『
大
和
心
』
な
ど
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日
本
の
国
民
性
や
歴
史
文
化
に
つ
い
て
著
し
た
よ
う
な
本
は
、
多
く
は
文
化
紹
介

的
な
本
と
し
て
、「T

ravel

」
に
入
れ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ス

テ
ッ
ド
と
末
松
の
本
が
「Political

」
に
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
既
に
終
結
後
と
し

て
も
、
日
露
戦
争
と
い
う
格
別
の
関
心
事
が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
末
松
が
日
本

の
政
治
家
で
あ
る
と
い
う
、
著
者
の
肩
書
き
的
な
問
題
も
影
響
し
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

そ
の
推
測
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、『
日
本
の
目
覚
め
』
が
日
露
戦
争
下
で
あ
っ

て
す
ら
「T

ravel

」
の
区
分
で
し
か
扱
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お

い
て
、
著
者
で
あ
る
天
心
は
あ
く
ま
で
一
文
化
人
で
あ
り
、
そ
の
書
物
も
政
治
的

と
い
う
よ
り
は
文
化
的
な
書
物
と
し
か
捉
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と

推
測
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
日
本
の
目
覚
め
』
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
書
評
で
は
な
く
新
刊
リ
ス
ト
で
あ

る
か
ら
、
本
の
内
容
に
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
が
、
タ
イ
ト
ル
の
下
に
著
者
紹
介

は
書
か
れ
て
い
る
。
内
容
を
訳
す
と
、「
著
者
は
一
八
八
六
年
に
西
洋
の
芸
術
教

育
に
つ
い
て
報
告
す
る
為
に
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
送
ら
れ
、
帰
国
し
て
す

ぐ
に
東
京
の
帝
立
美
術
学
校
の
創
設
者
に
し
て
初
代
校
長
と
な
っ
た
。
彼
は
西
洋

思
想
を
受
け
売
り
導
入
す
る
の
に
反
対
し
、
自
国
芸
術
の
古
代
の
伝
統
を
保
持
す

る
場
と
し
て
、
日
本
美
術
院
と
呼
ば
れ
る
私
立
学
校
を
創
設
す
る
為
に
、
一
八
九

八
年
に
そ
の
学
校
を
去
っ
た
。
こ
の
作
品
に
お
い
て
（
こ
れ
は
翻
訳
で
は
な
く
、

英
語
で
書
か
れ
た
も
の
だ
）、
彼
は
特
に
現
代
の
発
展
と
将
来
の
結
果
を
詳
述
し

て
、
歴
史
を
描
い
て
い
る
」
と
な
る
。

一
九
〇
四
年
七
月
六
日
付
の
ギ
ル
ダ
ー
宛
の
手
紙
で
、
天
心
は
、「
出
版
者
の

序
文
の
た
め
の
私
自
身
に
関
す
る
若
干
の
事
実
に
関
し
て
で
す
が
、
言
う
べ
き
こ

と
は
ほ
ん
の
僅
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
簡
単
に
述
べ
て
し
ま
え
ま
す
」
と
し

て
、
自
ら
略
歴
を
伝
え
て
い
る
（
１７９
）。
そ
し
て
、
そ
こ
で
伝
え
ら
れ
た
内
容
が
、
ほ
ぼ

そ
の
ま
ま
、『
日
本
の
目
覚
め
』
の
刊
行
者
の
序
文
に
生
か
さ
れ
て
お
り
（
１８０
）、
こ
の

タ
イ
ム
ズ
紙
文
芸
付
録
に
お
け
る
著
者
紹
介
も
、
そ
の
刊
行
者
序
文
さ
え
読
ん
で

い
れ
ば
書
く
こ
と
が
出
来
る
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
仮
に
、
タ
イ
ム
ズ
紙
文
芸

付
録
の
編
集
者
が
序
文
し
か
読
ま
ず
に
『
日
本
の
目
覚
め
』
の
分
類
を
決
め
て
い

た
と
し
て
も
、
刊
行
者
の
序
文
に
あ
る
、「
彼
は
『
黄
禍
』
が
存
在
し
な
い
こ
と
、

日
本
帝
国
は
好
戦
的
で
は
あ
る
が
、
侵
略
の
味
方
で
は
な
く
平
和
の
味
方
で
あ
る

こ
と
を
宣
言
す
る
（
１８１
）」
と
い
っ
た
文
面
は
目
に
し
た
は
ず
で
あ
る
。
即
ち
、
日
露
戦

争
当
時
、
そ
の
よ
う
な
主
張
を
書
い
て
い
る
著
作
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い

て
も
、『
日
本
の
目
覚
め
』
は
「T

ravel

」
へ
分
類
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

や
は
り
、
天
心
は
政
治
的
な
思
想
家
で
は
な
く
、
芸
術
の
専
門
家
と
い
う
文
化
人

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

『
茶
の
本
』
に
関
し
て
は
、
刊
行
年
で
あ
る
一
九
〇
六
年
の
タ
イ
ム
ズ
紙
文
芸

付
録
を
見
る
限
り
で
は
、
残
念
な
が
ら
、
書
評
に
も
新
刊
リ
ス
ト
に
も
言
及
し
た

形
跡
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
八
月
二
十
四
日
に
はM

asterpieces

Selected
from

the
U

kiyo-ye
School

と
い
う
審
美
書
院
の
本
が
（
１８２
）、
十
二
月
十
四
日

に
は
、
天
心
が
創
設
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
国
華
社
が
出
し
たM

asterpieces
of

T
hirty

G
reat

Painter
of

Japan

の
書
評
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
る
の
で
（
１８３
）、

少
な
く
と
も
芸
術
方
面
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
日
本
へ
の
関
心
は
ま
だ
そ
れ

な
り
に
在
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
茶
の
本
』
に
関
す
る

情
報
が
見
当
た
ら
な
い
の
は
、
出
版
社
が
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
で
は
な
く
な
り
紙

面
へ
の
影
響
力
が
変
わ
っ
た
為
か
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
出
版
業
界
の
問
題
か
、

『
茶
の
本
』
が
分
量
的
な
薄
さ
か
ら
軽
ん
ぜ
ら
れ
た
為
か
も
知
れ
な
い
。

先
に
述
べ
た
通
り
、『
東
洋
の
理
想
』
も
、『
日
本
の
目
覚
め
』
も
、
ロ
ン
ド
ン

の
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
か
ら
の
出
版
で
あ
る
し
、
朝
河
の
『
日
露
衝
突
』、
由
三

郎
の
『
大
和
心
』、
末
松
のT

he
R

isen
Sun

は
ロ
ン
ド
ン
の
ア
ー
チ
ボ
ル
ト
・
コ
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ン
ス
テ
イ
ブ
ル
社
と
い
う
出
版
社
か
ら
出
て
い
た
（
１８４
）。
日
本
人
著
者
の
本
の
み
か
ら

傾
向
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
タ
イ
ム
ズ
紙
文
芸
付
録
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
為
に
は
、
本
の
出
版
社
と
い
う
の
も
、
あ
る
程
度
重
要
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
は
、
一
七
九
〇
年
代
に
は
既
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
文

学
方
面
の
主
導
的
出
版
社
と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
し
、
ア
ー
チ
ボ
ル
ト
・
コ

ン
ス
テ
イ
ブ
ル
社
も
、
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
展
開
し
て
い
た
出
版
社
で
あ
る
と
い

う
（
１８５
）。
そ
う
い
っ
た
伝
統
あ
る
出
版
社
か
ら
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
、
彼
ら
の
著

作
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

他
方
、
タ
イ
ム
ズ
紙
文
芸
付
録
を
出
し
て
い
る
タ
イ
ム
ズ
社
は
、
一
九
〇
六
年

か
ら
一
九
〇
七
年
に
か
け
て
、
本
の
正
価
販
売
を
巡
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
出
版
業

者
た
ち
の
組
織
で
あ
る
出
版
協
会
と
揉
め
て
お
り
、
一
九
〇
六
年
五
月
に
は
協
会

と
タ
イ
ム
ズ
社
で
会
談
が
持
た
れ
、
一
九
〇
六
年
一
〇
月
に
は
、
出
版
社
側
が
、

タ
イ
ム
ズ
社
に
は
文
芸
付
録
の
為
で
あ
れ
、
そ
の
他
の
た
め
で
あ
れ
、
本
を
提
供

し
な
い
と
い
う
申
し
合
わ
せ
な
ど
も
始
め
た
ほ
か
、
一
九
〇
七
年
に
は
ジ
ョ
ン
・

マ
レ
ー
社
が
タ
イ
ム
ズ
社
を
訴
え
る
裁
判
ま
で
起
き
て
い
る
（
１８６
）。『
茶
の
本
』
の
出

版
は
一
九
〇
六
年
五
月
で
あ
り
、
出
版
の
地
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
辺
り
の
イ
ギ
リ
ス
出
版
業
界
の
影
響
は
、
特
に
受
け
て
い
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
一
九
〇
六
年
後
半
に

日
本
の
出
版
社
が
出
し
た
芸
術
書
が
タ
イ
ム
ズ
紙
文
芸
付
録
に
載
っ
て
い
る
の
は
、

日
本
へ
の
関
心
の
存
在
ば
か
り
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
本
を
書
評
に
取
り
上

げ
づ
ら
い
タ
イ
ム
ズ
社
側
の
事
情
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、
ソ
ー
ン
ト
ン
不
破
直
子
に
拠
れ
ば
、『
日
本
の
目
覚
め
』
の
書
評
は
出

版
直
後
の
一
年
間
に
九
編
出
て
い
る
が
、『
茶
の
本
』
に
関
し
て
は
四
編
、
し
か

も
内
容
に
詳
し
く
触
れ
て
い
る
の
は
三
編
の
み
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
よ
う
に
、

『
茶
の
本
』
が
他
の
天
心
の
著
作
に
比
べ
て
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
題
名

を
一
見
し
た
印
象
が
、
お
茶
好
き
の
紳
士
淑
女
へ
お
茶
の
缶
に
添
え
て
贈
る
ギ
フ

ト
・
ブ
ッ
ク
的
な
も
の
と
見
え
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
（
１８７
）。

本
節
の
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時
の
英
米
の
書
評
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

堀
岡
が
著
書
内
で
多
く
の
書
評
の
邦
訳
を
載
せ
て
い
る
の
で
、
本
論
文
に
お
い
て

は
、
そ
こ
か
ら
一
部
抜
粋
す
る
に
留
め
た
い
と
思
う
。

ま
ず
は
、
各
書
評
が
『
東
洋
の
理
想
』
を
如
何
な
る
内
容
傾
向
の
書
物
と
し
て

読
ん
だ
か
を
見
て
み
た
い
（
１８８
）。
ロ
ン
ド
ン
発
行
の
タ
イ
ム
ズ
紙
文
芸
付
録
は
「
筆
者

の
岡
倉
は
東
洋
の
歴
史
と
仏
教
考
古
学
の
知
識
に
す
ぐ
れ
て
い
る
学
者
で
あ
る
」

「
こ
の
小
著
は
―
―
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
主
題
の
わ
り
に
余
り
に
も
短
す
ぎ
る
が

―
―
極
東
芸
術
の
背
後
に
あ
る
も
の
を
欧
州
人
に
説
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

を
内
側
か
ら
書
い
た
も
の
で
あ
る
」「
岡
倉
氏
は
日
本
の
国
家
生
活
の
変
遷
を
辿

り
、
そ
の
各
時
代
が
国
の
芸
術
に
及
ぼ
し
た
特
徴
を
述
べ
て
い
る
」
と
い
う
よ
う

に
書
い
て
い
る
。
同
じ
く
ロ
ン
ド
ン
発
行
の
ザ
・
ア
セ
ニ
ア
ム
は
「
彼
の
目
的
は

日
本
の
生
活
・
思
想
、
そ
し
て
特
に
美
術
を
、
す
べ
て
の
文
明
中
、
最
高
で
最
も

幅
の
広
い
、
最
も
精
神
的
な
ア
ジ
ア
の
文
明
が
一
点
に
集
ま
っ
た
エ
ッ
セ
ン
ス
と

も
い
う
べ
き
日
本
の
美
術
を
、
西
洋
の
科
学
主
義
・
商
業
主
義
に
侵
さ
れ
る
の
を

防
ぐ
こ
と
に
あ
る
」
と
本
の
目
的
を
読
み
解
い
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
発
行
の
ザ
・
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
は
「
岡
倉
氏
は
東
洋
の
考
古
学
お
よ
び
美
術

の
一
流
権
威
者
で
あ
る
」「
こ
の
書
の
第
一
の
目
的
が
、
著
者
が
は
っ
き
り
と
見

て
い
る
ア
ジ
ア
は
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
世
界
に
は
っ
き
り
と
示
す
こ
と
で
あ
る
な

ら
、
第
二
目
的
は
世
界
に
日
本
の
芸
術
を
正
し
く
見
、
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に

あ
る
」
と
し
て
い
る
。
シ
カ
ゴ
発
行
の
ザ
・
ダ
イ
ア
ル
は
、
天
心
は
「
著
名
な
学

者
で
あ
り
、
美
術
鑑
定
家
で
あ
っ
て
、
彼
の
国
の
美
術
の
学
生
な
ら
誰
で
も
知
っ

て
い
る
」「
彼
の
視
野
は
『
偉
大
な
母
ア
ジ
ア
は
一
つ
』
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

「
本
番
の
約
半
分
が
以
上
で
、
残
り
は
そ
れ
に
関
連
し
た
日
本
美
術
史
の
大
ざ
っ
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ぱ
な
概
要
で
あ
る
」
と
い
っ
た
評
価
で
あ
る
。
や
は
り
全
体
と
し
て
、
東
洋
、
特

に
日
本
の
美
術
に
関
す
る
本
と
見
な
さ
れ
て
い
た
向
き
が
窺
え
る
。
た
だ
し
、
そ

の
史
的
正
確
性
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
紙
面
で
か
な
り
疑
わ
れ
て
い
る
。
タ
イ
ム

ズ
紙
文
芸
付
録
で
は
、「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
に
見
ら
れ
る
ギ
リ
シ
ア
芸
術
の
強
い

影
響
を
否
定
し
て
い
る
の
は
著
者
自
身
の
先
入
観
だ
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
」

「
彼
の
提
供
の
不
完
全
さ
は
」「
ア
ジ
ア
芸
術
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
影
響
を
買
い

被
っ
た
り
す
る
文
学
的
偏
見
に
よ
る
の
で
あ
る
」
と
書
か
れ
、
ザ
・
ア
セ
ニ
ア
ム

で
は
「
詳
細
に
論
じ
よ
う
と
す
れ
ば
批
判
の
余
地
の
多
い
本
で
あ
る
。
序
文
と
最

後
の
二
章
を
除
く
す
べ
て
の
章
は
、
我
々
に
と
っ
て
全
く
受
け
容
れ
る
こ
と
の
出

来
な
い
イ
ン
ド
、
中
国
、
日
本
の
歴
史
の
見
方
に
よ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
詳
し
く

吟
味
し
て
み
れ
ば
、
ア
ジ
ア
の
思
想
は
精
神
的
ど
こ
ろ
か
、
根
本
的
に
は
物
質
的

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
」
と
さ
れ
、
ザ
・
ダ
イ
ア
ル
で
は
、「
彼
の
イ
ン
ド
、

中
国
、
日
本
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
は
、
こ
れ
ま
で
我
々
が
認
識
し
て
い
た
の
と

余
り
に
異
な
る
の
で
、
彼
の
言
葉
を
素
直
に
受
け
入
れ
難
い
。
ど
こ
ま
で
が
根
拠

の
あ
る
こ
と
で
、
ど
こ
ま
で
が
単
な
る
作
り
話
な
の
で
あ
ろ
う
か
」
な
ど
と
書
か

れ
て
い
る
。

堀
岡
は
、
総
合
的
に
は
、「『
東
洋
の
理
想
』
で
は
冒
頭
の
『
ア
ジ
ア
は
一
つ
で

あ
る
』
が
一
番
よ
く
引
用
さ
れ
る
言
葉
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
東
洋
の
文
化
も
し

く
は
芸
術
に
関
し
て
ア
ジ
ア
は
一
つ
か
否
か
が
問
題
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
ど

の
書
評
を
見
て
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
か
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
い
う
言
葉
は
見
い

だ
さ
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
（
１８９
）。
堀
岡
が
邦
訳
を
掲
載
し
て
い
る
範
囲
だ
け
で
も
、

タ
イ
ム
ズ
紙
文
芸
付
録
、
ザ
・
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
、
ザ
・
ダ
イ
ア
ル
が
、「
ア
ジ
ア

は
一
つ
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
触
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ザ
・
ア
セ
ニ
ア
ム
と

ザ
・
ダ
イ
ア
ル
は
、「
内
か
ら
の
勝
利
か
、
さ
も
な
く
ば
外
か
ら
の
強
大
な
死

か
」
と
い
う
『
東
洋
の
理
想
』
の
結
び
の
言
葉
も
引
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、

ザ
・
ア
セ
ニ
ア
ム
は
、
こ
の
結
び
を
「
幾
分
凄
み
を
帯
び
て
照
ら
し
て
い
る
こ
の

本
の
最
後
の
言
葉
」
と
評
し
な
が
ら
も
、「
ス
タ
イ
ル
・
言
葉
、
そ
し
て
思
想
に

お
い
て
も
攘
夷
党
が
一
八
六
〇
年
代
初
め
の
考
え
方
を
一
八
六
〇
年
代
終
わ
り
に

な
っ
て
必
要
を
感
じ
て
加
減
し
た
の
を
思
い
出
さ
せ
る
よ
う
な
、
こ
の
東
京
の
日

本
美
術
院
院
長
の
著
書
」
と
、
や
や
皮
肉
み
を
感
じ
る
評
価
を
与
え
る
に
留
ま
り
、

ザ
・
ダ
イ
ア
ル
は
、
こ
の
結
び
を
あ
く
ま
で
ア
ジ
ア
の
芸
術
文
化
の
問
題
に
関
す

る
言
葉
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
抜
粋
引
用
し
た
箇
所
で

見
て
き
た
通
り
、
天
心
個
人
は
、
美
術
や
考
古
学
の
学
者
と
い
う
肩
書
き
で
認
識

さ
れ
て
い
た
。
堀
岡
の
分
析
通
り
、
天
心
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
見
な
す
向
き
は

感
じ
ら
れ
な
い
。

次
に
、『
日
本
の
目
覚
め
』
の
書
評
に
関
し
て
、
同
様
に
堀
岡
の
研
究
か
ら
抜

粋
引
用
さ
せ
て
も
ら
う
（
１９０
）。
ロ
ン
ド
ン
発
行
の
ザ
・
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
は
『
日
本
の

目
覚
め
』
を
「『
東
洋
の
理
想
』
の
歴
史
の
続
編
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
位
置
づ

け
、
内
容
的
に
は
「
日
本
が
世
界
一
流
の
強
国
た
る
地
位
を
築
い
た
事
実
は
、
政

治
や
後
期
仏
教
・
儒
教
・
神
道
の
宗
教
の
影
響
に
よ
る
事
を
巧
み
に
例
証
し
て
い

る
」
と
評
価
し
て
い
る
。
同
じ
く
ロ
ン
ド
ン
発
行
の
ザ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ア
ン

ド
・
リ
テ
ラ
チ
ュ
ア
（
１９１
）は
「
彼
は
祖
国
を
か
き
乱
し
た
大
政
治
運
動
に
つ
い
て
述
べ
、

軍
政
的
政
治
下
に
何
世
紀
も
眠
っ
た
こ
と
、
将
軍
を
倒
し
王
政
復
古
の
た
め
大
叛

逆
が
行
わ
れ
た
こ
と
」「
日
本
の
現
在
の
成
長
は
決
し
て
雨
後
の
た
け
の
こ
で
な

く
、
国
民
性
の
断
固
と
し
た
土
台
の
上
で
な
さ
れ
た
」
こ
と
を
書
い
た
も
の
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
行
の
ザ
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
は

「
我
々
が
知
り
た
い
の
は
、
ど
う
し
て
こ
の
国
民
は
こ
ん
な
に
西
洋
の
文
明
の
教

育
に
飢
え
渇
い
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
早
く
政
治
的
手
腕
・

工
芸
、
そ
の
他
平
和
と
戦
争
に
関
す
る
種
々
の
術
に
つ
い
て
の
教
育
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
出
来
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」「
彼
の
『
日
本
の
目
覚
め
』
は
小
冊
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子
だ
が
、
そ
の
与
え
て
く
れ
る
情
報
・
解
説
・
暗
示
は
大
き
い
」
と
し
て
い
る
。

全
体
と
し
て
は
、
ど
の
書
評
も
、
日
本
の
今
日
ま
で
の
歴
史
的
発
展
の
解
説
書

と
し
て
受
け
て
止
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
各
書
評
は
、
天
心
が
著
書
内
で
黄
禍

に
対
し
反
論
し
て
い
る
こ
と
に
も
触
れ
て
お
り
、
そ
の
受
け
止
め
方
は
各
書
評
そ

れ
ぞ
れ
と
い
っ
た
印
象
だ
が
、
そ
う
い
っ
た
西
洋
批
判
の
記
述
に
最
大
の
注
意
を

払
っ
て
は
い
な
い
。
ザ
・
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
は
「
岡
倉
覚
三
が
悪
鬼
と
し
て
の

『
黄
禍
』
を
破
壊
し
よ
う
と
努
め
る
彼
の
言
葉
は
、
こ
と
に
ロ
シ
ア
と
ド
イ
ツ
に

お
い
て
聞
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
、
黄
禍
論
に
対
し
て
他
人
事
風
情
で
あ
る
。

ザ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ア
ン
ド
・
リ
テ
ラ
チ
ュ
ア
は
「
彼
は
黄
禍
の
悪
鬼
と
比
較
し

て
白
禍
に
つ
い
て
言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
日
本
の
進
歩
が
全
く
の

模
倣
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
。
あ
る
点
で
は
、
彼
は
西
洋
、
少
な
く
と
も
英
国

に
対
し
て
不
公
平
で
あ
る
。
彼
は
我
々
が
我
々
の
芸
術
の
優
越
性
を
説
く
と
い
っ

て
い
る
。
我
々
は
愚
か
な
国
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
程
愚
か
で

は
な
い
」
と
、
天
心
が
書
く
よ
う
な
批
判
は
自
分
達
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と

い
っ
た
態
度
で
憤
慨
し
て
い
る
。
ザ
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
は
、「
彼
は

『
黄
禍
』
に
対
す
る
恐
怖
を
嘲
笑
し
」
て
い
る
と
触
れ
る
に
留
ま
り
、
否
定
の
意

見
も
肯
定
の
意
見
も
書
い
て
い
な
い
。

ま
た
、
ザ
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
は
、
書
評
の
タ
イ
ト
ル
を
「『
時
の

話
題
』
目
覚
め
た
日
本
―
―
岡
倉
の
女
性
賞
揚
」
と
し
て
い
る
通
り
、『
日
本
の

目
覚
め
』
の
八
章
後
半
で
書
か
れ
た
女
性
の
地
位
向
上
に
関
す
る
と
こ
ろ
を
最
も

大
き
く
取
り
上
げ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
書
評
に
関
し
て
は
、
あ
る
背
景
を
踏
ま

え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。『
日
本
の
目
覚
め
』
の
執
筆
に
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社

関
係
者
の
ギ
ル
ダ
ー
夫
妻
が
影
響
し
た
こ
と
は
、
前
節
で
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。

そ
し
て
、
塩
崎
に
拠
れ
ば
、
一
九
〇
四
年
五
月
一
六
日
付
で
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大

統
領
か
ら
、
ギ
ル
ダ
ー
夫
人
に
宛
て
て
、
次
の
よ
う
な
手
紙
が
書
か
れ
て
い
る
と

い
う
。あ

な
た
が
お
送
り
下
さ
っ
た
『
東
洋
の
理
想
』
に
大
い
に
興
味
を
引
か
れ
て

い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
本
の
内
容
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
本
が
西
洋
的

思
考
で
は
な
く
、
日
本
人
の
意
見
を
表
現
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
日
本
人
の
思

想
の
弱
点
は
、
女
性
観
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
点
に
関
し
て
彼
ら

は
大
い
に
西
洋
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。（
後
略
（
１９２
））

恐
ら
く
、
天
心
が
『
日
本
の
目
覚
め
』
の
執
筆
を
進
め
る
上
で
、
ギ
ル
ダ
ー
夫

妻
か
ら
、
こ
の
件
は
伝
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
天
心
も
、
こ
の
よ
う

な
指
摘
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、『
日
本
の
目
覚
め
』
の
八
章
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、

東
洋
の
秩
序
に
お
け
る
母
性
の
神
聖
さ
な
ど
を
述
べ
た
の
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、

反
論
だ
け
で
は
な
く
、
西
洋
を
見
習
い
女
性
の
地
位
向
上
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
書
い
て
い
る
辺
り
か
ら
は
、
流
石
に
大
統
領
か
ら
受
け
た

意
見
に
対
し
否
定
の
み
に
は
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
面
も
感
じ
る
。
こ
う
い
っ
た

経
緯
が
あ
る
以
上
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社
も
、『
日
本
の
目
覚
め
』
の
書
評
を
書
く

に
当
た
っ
て
、
日
本
女
性
に
関
す
る
記
述
を
最
大
限
に
取
り
上
げ
る
の
は
当
然
で

あ
る
。

『
茶
の
本
』
に
つ
い
て
堀
岡
が
紹
介
し
て
い
る
の
は
、
ザ
・
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
、
ザ
・
ア
セ
ニ
ア
ム
、
ザ
・
ダ
イ
ア
ル
の
三
点
で
あ
る
（
１９３
）。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発

行
の
ザ
・
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
は
「『
茶
の
本
』
は
審
美
主
義
の
領
域
の
も
の

で
あ
る
」「
こ
の
書
に
は
茶
の
歴
史
・
詩
・
象
徴
主
義
、
そ
し
て
茶
の
、
日
本
に

お
け
る
宗
教
と
芸
術
に
対
す
る
関
係
の
概
観
と
共
に
、
茶
の
全
哲
学
が
要
約
さ
れ

て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
発
行
の
ザ
・
ア
セ
ニ
ア
ム
は
、「
岡
倉
覚
三

著
『
茶
の
本
』
は
中
国
に
お
け
る
色
々
の
歴
史
的
茶
匠
と
日
本
の
生
活
お
よ
び
芸
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術
の
哲
学
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
著
者
は
、
我
々
が
『
東
洋
を
理
解
』
し
よ
う
と

し
な
い
、
と
不
平
が
っ
て
い
る
典
型
的
な
日
本
人
紳
士
と
は
信
じ
難
い
ほ
ど
、
シ

ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
、
ア
デ
ィ
ソ
ン
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
ラ
ム
、
サ
ッ
カ
レ
ー
に
共
通
し

て
い
る
考
え
方
に
通
暁
し
過
ぎ
て
い
る
」
と
、『
東
洋
の
理
想
』
に
対
す
る
書
評

の
時
と
同
様
に
皮
肉
み
を
帯
び
た
書
き
方
だ
が
、
一
応
評
価
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
シ
カ
ゴ
発
行
の
ザ
・
ダ
イ
ア
ル
は
、「『
茶
の
本
』
と
い
う
題
名
は
と
も
す
れ

ば
誤
解
を
招
き
易
い
」「
例
え
ば
『
茶
道
―
―
審
美
主
義
の
宗
教
』
と
か
『
茶
の

湯
の
哲
学
』
と
し
た
方
が
こ
の
本
の
め
ざ
す
読
者
の
注
意
を
促
す
の
に
適
し
て
い

た
と
思
う
」「
岡
倉
氏
の
エ
ッ
セ
イ
は
茶
人
の
真
の
精
神
の
も
と
に
生
ま
れ
、
完

成
さ
れ
た
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
限
り
、
ど
の
書
評
も
概
ね
、『
茶
の

本
』
に
関
し
て
芸
術
哲
学
・
審
美
主
義
の
本
と
い
う
評
価
で
一
致
し
て
い
る
と

言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

尚
、
日
本
関
連
の
書
籍
を
取
り
扱
う
だ
け
あ
っ
て
、
こ
こ
で
挙
げ
た
多
く
の
言

論
誌
は
日
露
戦
争
に
於
い
て
日
本
寄
り
の
論
調
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
塩
崎
に
拠

れ
ば
、
ザ
・
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
、
ザ
・
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
、
ザ
・
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
は
、
日
露
戦
争
中
、
反
ロ
シ
ア
帝
政
活
動
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
に
よ
る
内
部
事
情
告
発
や
ロ
シ
ア
批
判
の
言
論
を
掲
載
し
て
い
た
文
芸
・
言
論

誌
で
あ
っ
た
（
１９４
）。
ま
た
、
今
回
は
紙
幅
の
都
合
等
も
あ
り
引
用
し
て
い
な
い
が
、

『
日
本
の
目
覚
め
』
に
つ
い
て
「
五
〇
〇
〇
語
近
く
か
ら
な
る
か
な
り
詳
細
な
」

「
最
上
級
の
賛
辞
に
満
ち
て
い
る
」
書
評
を
載
せ
た
と
い
う
ザ
・
ア
リ
ー
ナ
（
１９５
）も
、

「
メ
ジ
ャ
ー
な
雑
誌
で
は
な
い
」
そ
う
だ
が
、
日
露
戦
争
に
際
し
て
「
も
と
も
と

専
制
主
義
の
ロ
シ
ア
は
民
主
主
義
の
旗
手
米
国
と
は
相
容
れ
な
い
国
で
、
進
取
の

気
性
に
富
み
、
短
期
間
で
民
主
主
義
の
導
入
に
成
功
し
た
日
本
を
支
持
す
る
の
は

当
た
り
前
」
と
い
う
論
調
の
言
論
誌
で
あ
っ
た
と
い
う
（
１９６
）。
ま
た
、
ザ
・
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
は
『
日
本
の
目
覚
め
』
の
出
版
社
で
あ
る
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社
の

雑
誌
で
あ
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
書
評
で
低
く
評
価
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
書
評
掲
載
紙
の
政
治
的
な
論
調
に
つ
い
て
は
調
査

が
及
ば
な
か
っ
た
が
、
ザ
・
ア
セ
ニ
ア
ム
も
、
ザ
・
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
も
、
一
八

二
八
年
か
ら
続
い
て
い
る
伝
統
あ
る
評
論
誌
の
よ
う
で
あ
る
（
１９７
）。

ソ
ー
ン
ト
ン
不
破
直
子
は
、『
日
本
の
目
覚
め
』
に
関
し
て
、「
ア
メ
リ
カ
で
出

た
書
評
は
す
べ
て
、
こ
の
本
を
非
常
に
好
意
的
に
紹
介
し
て
い
る
の
に
反
し
、
イ

ギ
リ
ス
の
書
評
は
そ
の
逆
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
（
１９８
）、
同
氏
の
論
文
に
お
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
拠
れ
ば
、『
日
本
の
目
覚
め
』
の
初
版
に
つ
い
て
出
て

い
る
書
評
は
ア
メ
リ
カ
で
六
編
、
イ
ギ
リ
ス
で
三
編
で
あ
る
。
そ
の
数
か
ら
イ
ギ

リ
ス
の
書
評
を
傾
向
づ
け
て
良
い
の
か
や
や
疑
問
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

『
日
本
の
目
覚
め
』
へ
の
関
心
は
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
の
方
で
高
か
っ
た
、

と
言
う
方
が
適
切
で
は
な
か
ろ
う
か
。
山
崎
新
珖
の
研
究
に
拠
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ

で
一
九
〇
四
年
中
に
『
日
本
の
目
覚
め
』
に
言
及
し
た
新
聞
記
事
は
一
四
紙
あ
り
、

回
数
で
は
述
べ
一
七
回
に
な
る
と
い
う
（
１９９
）。
ア
メ
リ
カ
の
主
要
な
新
聞
・
雑
誌
の
総

数
な
ど
も
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、『
日
本
の
目
覚
め
』
が
出
版
さ
れ
た

の
が
一
一
月
と
い
う
年
末
近
く
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
れ
な
り
の
頻
度

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
か
。
山
崎
の
研
究
は
イ
ギ
リ
ス
と
の

比
較
で
は
な
い
為
、
こ
こ
か
ら
結
論
付
け
は
出
来
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
ア
メ

リ
カ
で
の
『
日
本
の
目
覚
め
』
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
は
伺
え
る
。
ま
た
、
ソ
ー

ン
ト
ン
不
破
直
子
自
身
が
、
酷
評
し
て
い
る
と
い
う
ザ
・
ア
セ
ニ
ア
ム
と
ザ
・
ア

カ
デ
ミ
ー
・
ア
ン
ド
・
リ
テ
ラ
チ
ュ
ア
の
二
誌
を
「
日
本
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
本
の
内
容
自
体
を
よ
く
理
解
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
、
残

る
一
誌
の
ザ
・
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
を
「
人
名
の
ま
ち
が
い
も
、
史
実
の
ま
ち
が
い

も
全
く
な
い
。
と
同
時
に
、
天
心
の
内
容
を
素
直
に
理
解
し
紹
介
し
て
い
る
」
書

評
と
位
置
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
で
酷
評
し
て
い
る
二
誌
と
し
て
挙
げ
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て
い
る
う
ち
、
ザ
・
ア
セ
ニ
ア
ム
は
堀
岡
の
訳
も
な
く
、
筆
者
の
調
査
も
及
ん
で

い
な
い
の
で
何
も
述
べ
ら
れ
な
い
が
、
ザ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ア
ン
ド
・
リ
テ
ラ

チ
ュ
ア
の
方
に
関
し
て
言
え
ば
、
ソ
ー
ン
ト
ン
不
破
直
子
自
身
が
書
い
て
い
る
よ

う
に
、
暗
示
的
過
ぎ
る
文
体
で
あ
る
こ
と
や
、
日
本
に
関
す
る
基
本
的
知
識
が
な

い
読
者
に
は
分
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
説
明
の
仕
方
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
酷
評
と
称
す
る
べ
き
な
の
か
は
微
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
称
し
た
と
し

て
も
本
の
様
式
の
批
判
で
性
質
の
批
判
で
は
な
い
と
判
断
し
た
の
で
、
今
回
検
討

す
る
天
心
の
英
文
著
作
の
適
切
な
評
価
を
考
え
る
上
で
は
考
慮
か
ら
外
し
た
。

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
紙
面
か
ら
受
け
る
印
象
を
総
合
す
る
と
、
や
は
り
天

心
の
英
文
著
作
が
出
版
さ
れ
た
当
時
、
少
な
く
と
も
、
海
外
に
お
い
て
は
、
天
心

は
政
治
性
を
帯
び
た
著
者
と
は
見
做
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
執
筆
背

景
か
ら
し
て
比
較
的
政
治
性
の
強
い
『
日
本
の
目
覚
め
』
で
す
ら
、
美
術
書
な
い

し
歴
史
書
で
あ
る
『
東
洋
の
理
想
』
の
続
編
と
見
な
す
よ
う
な
向
き
も
見
え
る
。

堀
岡
に
拠
れ
ば
、『
東
洋
の
理
想
』
も
『
日
本
の
目
覚
め
』
も
一
九
二
〇
年
代
に

出
版
が
途
絶
え
、『
東
洋
の
理
想
』
は
一
九
七
〇
年
に
新
版
が
出
さ
れ
、「
専
ら
美

術
部
門
の
本
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
」
が
、「『
日
本
の
目
覚
め
』
の
新
版
は
出
て

い
な
い
」。『
茶
の
本
』
の
み
が
一
九
三
〇
年
代
ま
で
版
を
重
ね
、
一
九
五
六
年
、

一
九
六
四
年
に
新
版
が
出
さ
れ
、
あ
る
程
度
継
続
的
に
読
ま
れ
続
け
て
い
る
（
２００
）。
そ

の
為
、「
西
欧
で
は
天
心
は
『
茶
の
本
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
（
２０１
）」。
今
日

ま
で
残
さ
れ
た
そ
の
天
心
像
が
、
当
時
か
ら
の
彼
の
海
外
で
の
受
け
止
め
ら
れ
方

を
示
唆
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

第
二
章

一
九
三
〇
年
代
中
頃
か
ら
の
日
本
国
内
に
お
け
る
英
文

著
作
の
扱
わ
れ
方

第
一
節

英
文
著
作
の
邦
訳
・
国
内
出
版

進
藤
栄
一
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
知
的
世
界
に
訪
れ
た
天
心
ブ
ー
ム
の
最
初
が
、

「
一
九
三
〇
年
代
中
葉
以
後
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
時
、
天
心
は
、「
大
東
亜
戦

争
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
」「『
ア
ジ
ア
の
盟
主
』
日
本
の
命
運
を
指
し
示
し
た

歴
史
の
予
言
者
と
し
て
」
描
か
れ
、「
日
本
浪
曼
派
の
保
田
與
重
郎
や
、
浅
野
晃
、

亀
井
勝
一
郎
ら
が
、『
ア
ジ
ア
は
一
つ
』
を
謳
う
天
心
を
賞
賛
し
、
東
亜
解
放
の

た
め
の
大
東
亜
『
正
戦
』
論
を
展
開
し
た
」
と
い
う
（
２０２
）。

そ
の
よ
う
な
流
れ
に
伴
い
、
天
心
の
英
文
著
作
の
邦
訳
出
版
や
、
天
心
の
評
伝

出
版
な
ど
も
、
こ
の
時
期
に
急
激
に
盛
ん
に
な
る
。
し
か
し
、
木
下
に
よ
れ
ば
、

天
心
自
身
は
、
英
文
著
作
が
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
一
九
一
三
年
五
月
十
七
日
、『
東
洋
の
理
想
』
を
翻
訳
刊
行
し
た

い
と
申
し
出
た
、
雑
誌
『
研
鑽
美
術
』
の
主
幹
で
あ
る
小
池
素
康
の
申
し
出
に
対

し
て
、
天
心
は
、「
是
迄
他
ニ
モ
翻
訳
申
込
の
向
き
有
之
候
へ
共

一
切
御
断
り

候
次
第
ニ
有
之
候
」
と
断
り
の
手
紙
（
２０３
）を
送
っ
て
い
る
と
い
う
（
２０４
）。
こ
の
手
紙
を
収
録

し
て
い
る
『
天
心
と
そ
の
書
簡
』
で
解
説
を
書
い
て
い
る
下
村
英
時
は
、『
東
洋

の
理
想
』
が
「
在
印
中
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
女
史
の
計
ら
い
に
よ
つ
て
ロ
ン
ド
ン
の
書

店
に
送
ら
れ
、
天
心
の
校
正
を
受
け
ず
に
刊
行
さ
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
、
著
者
名

が
全
部K

A
K
A
SU
-O
K
A
K
U
RA

と
ひ
ど
い
誤
植
が
あ
る
。
そ
ん
な
関
係
上
、

今
更
こ
れ
に
ふ
れ
る
の
が
い
や
に
な
つ
て
い
た
と
み
え
る
」
と
、
天
心
の
心
情
を

推
測
し
て
い
る
。
ま
た
木
下
も
、「
岡
倉
は
、
こ
の
著
書
は
旅
行
中
に
慌
だ
し
く
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書
い
た
も
の
で
不
満
の
多
い
本
だ
か
ら
こ
の
ま
ま
で
は
再
刊
し
た
く
な
い
と
思
っ

て
い
た
」
と
し
て
い
る
（
２０５
）。
し
か
し
、
手
直
し
さ
え
出
来
れ
ば
日
本
国
内
で
も
出
版

す
る
気
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
元
か
ら
日
本
に
お
い
て
出
版
す
る
気
が
な
く
、

断
り
文
句
と
し
て
原
稿
の
不
十
分
さ
を
挙
げ
て
い
た
だ
け
な
の
か
は
、
本
人
の
み

ぞ
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

天
心
に
従
い
渡
米
し
た
六
角
紫
水
の
回
想
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
『
東
洋
の
理

想
』
が
出
版
さ
れ
好
評
を
博
し
、
出
版
社
が
再
版
の
許
可
を
求
め
て
き
た
際
、

「『
若
し
校
正
、
訂
正
の
個
所
あ
ら
ば
、
此
の
機
会
に
直
さ
れ
た
い
』
と
申
込
ん
で

来
た
が
、
先
生
は
一
向
に
お
直
し
に
な
る
様
子
も
な
く
、
無
雑
作
に
そ
の
ま
ゝ
再

版
を
御
許
可
に
な
っ
た
。
同
著
述
は
、
後
年
迄
、
幾
度
と
な
く
再
版
さ
れ
」
た
と

い
う
（
２０６
）。
木
下
は
、
こ
の
回
想
と
先
の
手
紙
か
ら
総
合
し
て
「
再
刊
す
る
な
ら
改
訂

し
な
き
ゃ
い
か
ん
が
、
そ
の
気
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
態
度
が
隠
れ
て
い
る
」
と

し
て
、
天
心
の
『
東
洋
の
理
想
』
へ
の
愛
着
の
薄
さ
が
窺
え
る
と
し
て
い
る
が
（
２０７
）、

そ
れ
に
は
少
々
賛
成
し
難
い
。
や
は
り
日
本
で
出
版
す
る
気
が
皆
無
で
あ
り
、
校

正
の
必
要
が
あ
る
と
弁
解
し
た
か
、
あ
る
い
は
、
日
本
国
外
で
出
版
す
る
に
は
そ

の
ま
ま
で
も
問
題
は
な
い
が
、
国
内
で
出
版
す
る
に
は
多
く
の
注
釈
を
付
け
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
た
か
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

紫
水
の
同
じ
回
想
に
拠
れ
ば
、
天
心
は
、『
東
洋
の
理
想
』
の
こ
と
を
指
し
て

「『
多
分
英
国
で
は
、
印
度
を
し
て
自
覚
せ
し
め
る
様
な
こ
の
文
章
の
出
版
は
許
す

ま
い
』
と
の
御
懸
念
」
と
述
べ
て
い
た
と
い
う
（
２０８
）。
木
下
は
、
こ
の
回
想
に
つ
い
て
、

創
作
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
一
九
三
六
年
と
い
う
時
期
の
回
想
で
あ
る
点
に
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
弟
子
た
ち
の
回
想
が
正
確
性
に
欠

け
る
点
は
、
第
一
章
第
一
節
で
引
用
し
た
大
観
の
回
想
な
ど
で
も
見
た
通
り
で
あ

る
。
と
は
い
え
、
も
し
実
際
に
天
心
が
そ
の
よ
う
に
述
べ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、

『
東
洋
の
理
想
』
を
書
い
た
天
心
の
意
識
の
先
に
あ
っ
た
の
は
イ
ン
ド
だ
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
イ
ン
ド
、
引
い
て
は
当
時
イ
ン
ド
を
支
配
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
に

も
向
け
た
で
あ
ろ
う
英
文
著
作
を
日
本
で
出
版
す
る
の
は
、
天
心
に
と
っ
て
は
本

来
の
意
図
と
異
な
る
こ
と
で
あ
る
が
故
に
、
国
内
出
版
を
断
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
い
ず
れ
の
説
を
採
る
に
し
て
も
憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、
時
間
が
な

か
っ
た
の
か
、
や
る
気
が
な
か
っ
た
の
か
、
理
由
は
何
に
せ
よ
、
天
心
が
国
内
出

版
の
為
に
校
正
す
る
こ
と
は
終
ぞ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
天
心
が
日
本
国

内
で
の
自
著
の
出
版
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
様
子
は
、
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来

る
。金

子
に
拠
れ
ば
、『
東
洋
の
理
想
』
の
邦
訳
は
、
一
九
二
二
年
に
日
本
美
術
院

か
ら
出
さ
れ
た
、
美
術
院
と
天
心
関
係
者
へ
の
非
売
品
で
あ
る
『
天
心
先
生
欧
文

著
書
抄
訳
』
に
お
け
る
福
原
麟
太
郎
訳
の
も
の
が
最
初
で
あ
り
、
一
般
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
三
五
年
に
聖
文
閣
か
ら
天
心
の
息
子
で
あ
る
一
雄
氏

に
よ
っ
て
『
岡
倉
天
心
全
集
（
全
三
巻
）』
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

そ
の
後
、『
東
洋
の
理
想
』
は
、
一
九
三
八
年
に
浅
野
晃
訳
で
創
元
社
か
ら
、
一

九
四
三
年
に
村
岡
博
訳
で
岩
波
書
店
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。『
日
本
の
目

覚
め
』
は
、
一
九
三
九
年
に
石
田
幹
之
助
訳
が
三
省
堂
か
ら
、
一
九
四
〇
年
に
浅

野
晃
訳
が
聖
文
閣
か
ら
、
村
岡
博
訳
が
岩
波
文
庫
か
ら
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

他
方
、『
茶
の
本
』
は
他
の
著
作
よ
り
も
比
較
的
早
く
、
一
九
二
九
年
に
は
既
に

村
岡
博
訳
で
岩
波
書
店
か
ら
出
て
い
た
と
い
う
（
２０９
）。
こ
の
村
岡
博
訳
の
『
茶
の
本
』

は
、
他
の
英
文
著
作
の
邦
訳
出
版
の
流
れ
に
乗
っ
て
か
、
一
九
四
二
年
に
再
版
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、『
日
本
の
目
覚
め
』
と
『
茶
の
本
』
を
一
冊
に
纏
め
た
も
の

が
渡
辺
正
知
訳
・
稲
田
久
道
訳
で
一
九
三
八
年
に
聖
文
閣
か
ら
出
て
い
る
。

そ
の
他
、
天
心
を
研
究
対
象
と
し
た
書
籍
と
し
て
、
一
九
三
四
年
に
は
清
見
陸

郎
の
『
岡
倉
天
心
』
が
平
凡
社
か
ら
、
一
九
三
八
年
に
は
同
じ
く
清
見
の
『
岡
倉

天
心
伝
』
が
改
造
社
か
ら
、
一
九
三
九
年
に
は
、
新
た
な
『
岡
倉
天
心
全
集
』
が
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聖
文
閣
か
ら
出
さ
れ
、
浅
野
晃
の
『
岡
倉
天
心
論
攷
』
が
思
潮
社
か
ら
、
天
心
の

息
子
の
一
雄
氏
の
『
父
天
心
』
が
聖
文
閣
か
ら
出
て
い
る
。
先
に
引
用
し
た
六
角

紫
水
の
回
想
も
一
九
三
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
堀
岡
に
拠
れ
ば
、
第
二
次

世
界
大
戦
中
の
英
語
教
科
書
と
し
て
、
天
心
の
『
東
洋
の
理
想
』、『
日
本
の
目
覚

め
』、
新
渡
戸
稲
造
の
『
武
士
道
』
の
抜
粋
を
収
録
し
た
、『Japan’sInnate

V
iril-

ity

（
日
本
の
底
力
）』
が
一
九
四
四
年
、
北
星
堂
か
ら
出
て
い
る
（
２１０
）。

天
心
は
、
没
後
二
十
年
以
上
経
っ
て
か
ら
、
時
の
人
と
し
て
再
登
場
さ
せ
ら
れ

た
。
紫
水
の
回
想
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、「
先
生
を
地
下
か
ら
呼
び
起
こ
」

す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節

浅
野
に
よ
る
天
心
評
伝

原
典
へ
の
確
認
が
及
ば
な
か
っ
た
が
、
金
子
に
拠
れ
ば
、
保
田
與
重
郎
は
浅
野

晃
が
「『
明
治
最
大
の
戦
争
文
学
と
は
天
心
の
諸
作
品
だ
』
と
主
張
し
て
い
た
と

書
き
残
し
て
」
お
り
（
２１１
）、
ま
た
、
中
野
好
夫
は
浅
野
を
「『
ア
ジ
ア
は
一
つ
』
を
政

治
的
に
宣
伝
し
た
張
本
人
と
批
判
し
て
い
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
金
子
自
身
、

浅
野
の
天
心
評
伝
を
「
そ
の
取
り
上
げ
方
は
多
分
に
歪
曲
し
た
も
の
で
、
現
時
点

で
読
ん
で
み
て
も
、
天
心
を
時
流
に
お
も
ね
る
よ
う
に
解
釈
し
た
傾
向
が
濃
厚
に

感
じ
ら
れ
る
」
と
評
し
て
い
る
（
２１２
）。
ま
た
、
色
川
も
、「
最
初
に
村
岡
博
の
訳
し
た

岩
波
文
庫
版
の
『
茶
の
本
』
や
『
日
本
の
目
覚
め
』
を
読
ん
で
深
い
感
銘
を
お
ぼ

え
た
。
そ
れ
か
ら
浅
野
晃
訳
の
『
東
洋
の
理
想
』
だ
っ
た
か
『
東
洋
の
覚
醒
』

だ
っ
た
か
に
ひ
ど
く
鼓
舞
さ
れ
て
、
ま
す
ま
す
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
へ
の
反
感

を
深
め
た
お
ぼ
え
が
あ
る
。
天
心
の
原
文
が
直
接
わ
た
し
た
ち
を
そ
の
方
向
に
鼓

舞
し
た
の
か
、
浅
野
晃
や
保
田
與
重
郎
ら
の
解
説
が
そ
の
方
向
に
導
い
た
の
か
、

そ
の
辺
の
こ
と
は
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
」
と
、
天
心
の
英
文
著
作
と
の
出
会
い

を
述
懐
し
て
い
る
（
２１３
）。

さ
ら
に
、
竹
内
に
拠
れ
ば
、
日
本
文
学
報
国
会
が
三
六
五
日

に
古
人
の
名
言
を
当
て
た
「
国
民
座
右
銘
」
を
選
定
し
、「
大
東
亜
戦
争
」
開
戦

日
に
天
心
の
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
が
当
て
ら
れ
た
際
、「
こ
れ
は
、
天
心
が
、
ア

ジ
ア
十
億
の
民
の
解
放
を
懐
ふ
赤
心
を
、
大
い
な
る
嘆
き
の
声
と
し
て
吐
き
出
し

た
も
の
で
、
か
や
う
な
偉
大
な
嘆
き
は
、
た
だ
日
本
人
だ
つ
た
天
心
の
み
が
よ
く

発
し
得
た
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
に
、
畏
く
も
、
す
め
ら
み
こ

と
を
戴
き
奉
る
神
国
日
本
の
修
理
固
成
の
使
命
を
、
痛
い
ま
で
の
誇
り
と
昂
り
と

を
も
つ
て
回
想
す
る
の
で
あ
る
」
と
解
説
を
書
い
た
の
も
浅
野
で
あ
る
と
い
う
。

加
え
て
、
竹
内
は
、「
戦
争
中
、
天
心
を
か
つ
い
だ
」
日
本
浪
曼
派
文
学
者
の
中

で
も
熱
心
だ
っ
た
の
が
浅
野
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
２１４
）。
ま
た
、
浅
野
が
一
九
四
三

年
に
潮
文
閣
か
ら
出
し
た
著
書
『
樗
牛
と
天
心
』
な
ど
を
見
て
も
、「
天
心
の

『
東
洋
の
理
想
』
は
、
ア
ジ
ア
は
一
つ
だ
と
い
ふ
言
葉
で
は
じ
ま
つ
て
ゐ
る
。
こ

れ
は
、
親
房
の
『
神
皇
正
統
記
』
の
最
初
に
出
て
く
る
『
大
日
本
は
神
国
な
り
』

の
語
を
想
ひ
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
」「
い
ざ
ア
ジ
ア
の
理
想
を
！
ア
ジ
ア
は
一

つ
で
あ
る
！
大
い
な
る
ア
ジ
ア
は
、
一
つ
で
あ
る
！
四
十
年
の
昔
、
わ
が
天
心
は
、

か
く
の
如
く
に
語
っ
た
。
そ
し
て
今
、
大
東
亜
戦
争
は
、
天
心
の
予
言
を
、
速
や

か
に
実
現
し
つ
つ
あ
る
」
と
い
っ
た
言
説
が
並
ん
で
い
る
（
２１５
）。

ま
た
、
天
心
の
未
発
表
の
英
文
原
稿
を
『
東
洋
の
覚
醒
』
と
題
し
た
の
は
、
浅

野
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
浅
野
自
身
が
、
自
著
の
中
で
、「
わ
た
し
は

一
雄
氏
か
ら
、
天
心
が
生
前
筐
底
に
秘
め
て
、
つ
い
に
発
表
し
な
い
で
終
っ
た
と

い
う
英
文
の
原
稿
を
見
せ
て
も
ら
い
、
氏
の
希
望
も
あ
っ
て
、
そ
れ
に
簡
単
な
注

を
加
え
て
聖
文
閣
か
ら
出
版
し
た
。『
ア
ジ
ア
の
め
ざ
め
』
と
題
し
た
も
の
が
そ

れ
で
あ
る
」
と
述
懐
し
て
い
る
（
２１６
）。
木
下
は
、
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
が
回
想
の
中
で

『
東
洋
の
覚
醒
』
と
思
し
き
原
稿
を
『
ア
ジ
ア
の
覚
醒
』
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
や
、

一
雄
氏
が
『
父
天
心
』
の
中
で
『
東
洋
の
覚
醒
』
を
『
日
本
の
目
覚
め
』
の
初
稿

と
断
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
東
洋
の
覚
醒
』
と
い
う
書
名
の
広
ま
り
を
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「
一
人
浅
野
晃
の
罪
に
帰
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
（
２１７
）」
と
一
定
の
留
意
を
示
し
つ

つ
も
、『
東
洋
の
覚
醒
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
「
浅
野
の
創
作
」
で
あ
り
、「
昭
和

一
〇
年
代
に
つ
く
ら
れ
た
岡
倉
像
」
の
一
端
で
あ
る
と
し
て
、
自
著
内
で
は
「
英

文
未
完
草
稿
」
と
呼
ぶ
と
し
て
い
る
（
２１８
）。
尚
、
浅
野
は
『
樗
牛
と
天
心
』
の
中
で

『
東
洋
の
覚
醒
』
の
原
稿
を
「
天
心
歿
後
数
十
年
を
経
た
最
近
に
至
つ
て
、
嗣
子

一
雄
氏
の
手
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
（
２１９
）、
正
確
に
は
、
発
見

し
た
の
は
一
雄
氏
で
は
な
く
、
孫
の
古
志
郎
氏
で
あ
る
（
２２０
）。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
浅
野
は
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
以
降
に
お
け
る
天
心
像

形
成
の
一
翼
を
担
っ
た
重
要
な
人
物
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
時
期
の
天
心
像
形
成
の
責
任
は
浅
野
に
か
な
り
負
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

印
象
を
受
け
る
が
、
当
の
浅
野
の
著
述
を
見
る
と
、
天
心
の
思
想
を
国
粋
主
義
的

に
読
解
し
て
い
っ
た
一
因
に
は
、
当
時
、
天
心
が
英
文
著
作
を
著
し
た
背
景
が
あ

ま
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
部
分
に

関
し
て
も
、
都
合
の
良
い
解
釈
が
行
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
時
流
と
天
心
の
著
作
に
共
鳴
す
る
点
が
あ
っ
た
と
い
う

批
判
や
、
浅
野
を
含
む
日
本
浪
曼
派
の
思
想
・
言
論
に
関
し
て
の
分
析
や
反
省
は
、

現
在
ま
で
多
く
為
さ
れ
て
い
る
が
、
史
料
的
制
約
に
因
る
分
析
ミ
ス
と
い
う
観
点

か
ら
の
反
省
は
、
筆
者
が
見
た
範
囲
で
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
論
の
根
拠
と
し
て
ま
ず
検
討
し
て
お
き
た
い
の
は
、『
岡
倉
天
心
論
攷
』

の
浅
野
の
後
書
き
で
あ
る
。
浅
野
の
天
心
に
関
す
る
著
書
の
一
つ
で
あ
る
『
岡
倉

天
心
論
攷
』
は
、
一
九
三
九
年
に
思
潮
社
か
ら
出
さ
れ
た
の
が
最
初
で
、
一
九
八

九
年
に
は
永
田
書
房
か
ら
新
装
改
訂
版
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
新
装

改
訂
版
で
は
、
浅
野
が
思
潮
社
版
で
序
文
に
代
え
て
書
い
て
い
た
「
東
洋
と
西

洋
」
と
い
う
論
文
が
省
か
れ
、
後
書
き
も
一
九
三
九
年
当
時
の
も
の
で
は
な
く
、

一
九
八
九
年
の
新
装
改
訂
に
当
た
っ
て
の
内
容
に
替
え
ら
れ
て
い
る
。

思
潮
社
版
の
方
の
後
書
き
で
、
浅
野
は
、「〔
山
越
注：

二
部
構
成
で
あ
る
『
岡

倉
天
心
論
攷
』
の
第
一
部
で
〕
も
つ
ぱ
ら
拠
っ
た
も
の
は
、
天
心
の
英
文
の
著
作

『
東
洋
の
理
想
』
と
『
東
洋
の
覚
醒
』
と
の
両
個
で
あ
る
」「
第
二
部
で
は
、
も
つ

ぱ
ら
天
心
の
同
じ
く
英
文
の
著
作
、『
日
本
の
覚
醒
』
と
『
茶
の
本
』
と
に
拠
つ

て
、
日
本
の
自
己
認
識
の
回
復
の
問
題
を
論
じ
て
見
よ
う
と
し
た
」「
著
者
は
天

心
の
伝
記
に
就
い
て
特
に
調
査
し
た
も
の
で
な
い
か
ら
、
こ
の
方
面
で
は
殆
ん
ど

全
く
清
見
陸
郎
氏
の
『
岡
倉
天
心
』
に
拠
つ
た
」
と
書
き
記
し
て
い
る
（
２２１
）。
ま
た
、

一
九
八
九
年
に
書
か
れ
た
新
装
改
訂
版
の
後
書
き
で
は
、「『
岡
倉
天
心
論
攷
』
は
、

私
の
最
初
の
天
心
評
伝
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
昭
和
三
十
三
年
三
月
に
明
徳
出
版
社

か
ら
『
岡
倉
天
心
』
を
出
し
、
四
十
七
年
二
月
に
日
本
文
教
社
か
ら
『
剣
と
美
・

私
の
岡
倉
天
心
』
を
出
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
私
は
『
東
洋
の
理
想
』
が
ス
ワ
ミ
・

ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
と
天
心
と
の
会
見
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
」
と
述

べ
て
い
る
（
２２２
）。
こ
れ
ら
二
度
の
後
書
き
か
ら
察
す
る
に
、
浅
野
が
『
岡
倉
天
心
論

攷
』
を
著
し
、
ま
た
天
心
の
未
発
表
原
稿
を
『
東
洋
の
覚
醒
』
と
題
し
た
当
時
は
、

こ
れ
ら
の
原
稿
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
調
査
が
十

分
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
浅
野
は
、
英
文
著
作
の
内
容
の
み
か
ら
天
心
の
思
想
理

解
を
図
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
浅
野
が
戦
後
ま
で
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
と
天
心
の
交
流
を
知
ら
な

か
っ
た
ら
し
き
先
の
記
述
か
ら
、
こ
の
一
九
三
〇
年
代
、『
東
洋
の
理
想
』
執
筆

に
関
連
し
た
天
心
の
足
跡
や
人
間
関
係
が
、
ど
の
程
度
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
の

か
を
見
て
み
た
い
。

浅
野
が
参
照
し
た
と
い
う
清
見
の
『
岡
倉
天
心
』
を
見
る
と
、
天
心
の
イ
ン
ド

旅
行
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
の
は
僅
か
十
五
頁
で
あ
る
。
全
三
一
三
頁
の
中
で
、

こ
れ
を
長
い
と
す
る
か
短
い
と
す
る
か
は
、
天
心
の
生
涯
の
ど
の
点
に
重
点
を
置

く
か
で
判
断
は
変
わ
る
だ
ろ
う
。
内
容
的
に
は
、
天
心
渡
印
当
時
に
日
本
美
術
院
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の
機
関
紙
で
あ
る
『
日
本
美
術
』
に
掲
載
さ
れ
た
天
心
の
手
紙
に
基
づ
く
天
心
の

足
取
り
、
イ
ン
ド
で
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
と
交
流
が
生
ま
れ
た
こ
と
、
東
亜
仏
教

大
会
の
企
図
、
こ
の
旅
の
後
に
『
東
洋
の
理
想
』
が
出
版
さ
れ
た
の
に
は
イ
ン
ド

旅
行
の
影
響
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
タ
ゴ
ー
ル
一
族
の
家
に
止
宿
し
た
」「
タ
ゴ
ー
ル
に
よ
つ
て
率
ゐ
ら
れ
た
革
命
家

的
思
想
家
の
会
合
に
も
累
々
列
席
」
な
ど
と
は
書
か
れ
て
い
る
が
（
２２３
）、
こ
の
時
期
の

交
友
関
係
で
明
確
に
人
物
名
ま
で
書
か
れ
て
い
る
の
は
「
詩
人
タ
ゴ
ー
ル
」
即
ち

ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
の
み
で
あ
り
、
マ
ク
ラ
ウ
ド
も
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
も
、

ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
も
、
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
も
登
場
し
な
い
。『
東
洋
の
理
想
』
で

序
文
を
記
し
た
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
に
関
し
て
、
清
見
は
、「
著
者
紹
介
の
意
味
に
於

て
カ
ル
カ
ッ
タ
に
住
す
る
ラ
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
ニ
ヴ
ェ

ヂ
タ
と
い
ふ
印
度
婦
人
が
序
文
を
書
い
て
ゐ
る
が
、
ラ
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
と
ヴ
ィ
ヴ

ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
と
は
師
弟
関
係
に
あ
つ
た
十
九
世
紀
印
度
宗
教
改
革
運
動
の
二
人

傑
で
あ
る
所
か
ら
押
す
と
、
彼
女
も
恐
ら
く
そ
の
宗
団
に
属
す
る
一
人
で
で
も
あ

ろ
う
（
２２４
）」
と
身
元
の
推
測
を
述
べ
る
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
天
心
と
如
何
な
る
関
わ

り
が
あ
っ
た
存
在
で
あ
る
か
は
全
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
以
上
の
考
察
も
さ

れ
て
い
な
い
様
子
で
あ
る
。
ま
た
、「
二
人
傑
」
の
片
方
と
し
て
名
を
出
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
と
天
心
の
交
流
に
つ
い
て
も
特

に
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。

尤
も
、
こ
の
時
期
の
天
心
に
関
し
て
記
せ
る
情
報
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

清
見
自
身
が
「
残
さ
れ
た
そ
の
日
記
も
な
い
の
で
、
仔
細
に
彼
の
古
美
術
踏
査
の

径
路
を
跡
付
け
得
ら
れ
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
（
２２５
）。
こ
の
清
見
の
言

葉
の
通
り
、
イ
ン
ド
で
の
天
心
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
史
料
が
少
な
い
の
は
、
天

心
自
身
が
あ
ま
り
多
く
を
書
き
残
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
も
、
原
因
の
一
つ

で
あ
ろ
う
。
一
九
三
九
年
に
一
雄
氏
が
出
し
た
『
父
天
心
』
の
中
で
あ
っ
て
さ
え
、

渡
印
中
の
こ
と
に
関
し
て
は
「
遺
憾
な
が
ら
残
さ
れ
た
日
記
の
ご
と
き
も
の
が
な

い
の
で
、
詳
細
に
知
る
よ
し
も
な
い
。
た
だ
そ
の
直
筆
の
消
息
は
当
時
日
本
美
術

院
に
寄
せ
た
も
の
が
三
四
通
あ
る
ば
か
り
で
、
私
宅
に
よ
こ
し
た
も
の
は
全
然
一

つ
も
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
２２６
）。

清
見
の
『
岡
倉
天
心
』
を
見
る
限
り
、『
日
本
の
目
覚
め
』『
茶
の
本
』
の
刊
行

さ
れ
た
時
期
は
、
当
時
か
ら
判
明
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
日
本
の
目
覚
め
』

に
関
し
て
は
、「『
日
本
の
覚
醒
』
は
そ
の
年
〔
山
越
注：

一
九
〇
四
年
〕
十
一
月
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
二
百
三
十
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の

小
著
」
と
あ
り
（
２２７
）、『
茶
の
本
』
に
関
し
て
も
「
一
九
〇
六
年
五
月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ダ
フ
ィ
ー
ル
ド
社
か
ら
の
発
刊
」
と
（
２２８
）、
ど
ち
ら
も
出
版
時
期
が
近

年
の
研
究
と
相
違
な
く
明
確
に
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
、『
東
洋
の
理
想
』
に
関

し
て
は
、
刊
行
時
期
が
判
然
と
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
清
見
は
、「『
東
洋
の
理

想
』
が
ロ
ン
ド
ン
の
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
か
ら
発
刊
さ
れ
た
の
は
、〔
山
越
注：

明
治
〕
三
十
六
年
の
二
三
月
の
頃
で
も
あ
つ
た
ら
う
か
。
一
書
に
七
月
出
版
の
や

う
に
記
し
て
あ
る
の
は
謬
り
で
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
こ
の
年
の
四
五
月
頃
の
雑

誌
『
太
陽
』
や
『
早
稲
田
学
報
』
に
『
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ス
』
の
こ
の
新
著
に

対
す
る
批
評
が
抄
訳
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
（
２２９
）」
と
書
い
て
い
る
。
第
一
章
第

二
節
で
見
た
通
り
、『
東
洋
の
理
想
』
の
書
評
が
タ
イ
ム
ズ
紙
文
芸
付
録
に
載
っ

た
の
は
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
十
六
年
）
の
三
月
六
日
で
あ
る
。
こ
こ
で
清
見
が
、

タ
イ
ム
ズ
紙
文
芸
付
録
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
国
内
の
抄
訳
を
参
照
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
主
に
国
内
史
料
に
拠
っ
て
執
筆
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

点
、
ま
た
、
そ
の
国
内
史
料
の
範
囲
内
で
は
確
か
な
裏
付
け
を
も
っ
て
記
述
し
て

い
た
点
が
問
題
と
な
る
。

一
点
目
の
、
清
見
が
ど
う
や
ら
国
内
史
料
に
拠
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
点
に
つ

い
て
は
、
考
慮
す
べ
き
事
情
も
あ
る
。
清
見
は
、
こ
の
一
九
三
四
年
の
『
岡
倉
天
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心
』
の
執
筆
当
時
の
環
境
に
関
し
て
、
自
序
で
、「
昨
年
九
月
以
降
全
力
を
尽
し

て
関
係
文
献
の
渉
猟
に
耽
る
と
同
時
に
、
他
方
故
人
の
遺
族
、
友
朋
、
門
下
諸
氏

を
歴
訪
し
て
、
能
ふ
限
り
の
資
料
蒐
集
に
力
め
た
。
し
か
も
家
に
一
銭
の
蓄
へ
あ

る
に
あ
ら
ず
、
米
塩
屡
々
尽
き
て
飢
寒
身
に
迫
る
の
窮
地
に
置
か
れ
た
こ
と
も
一

再
で
は
な
か
っ
た
（
２３０
）」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
清
見
の
生
活

状
況
が
決
し
て
恵
ま
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
海
外
史
料
を

得
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
東
洋
の
理
想
』
に
つ
い
て
、「
本
書

は
イ
ギ
リ
ス
に
於
て
も
最
早
絶
版
に
な
つ
て
を
り
、
わ
が
国
に
於
て
も
今
は
徒
ら

に
そ
の
書
名
の
み
が
記
憶
せ
ら
る
る
状
態
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
２３１
）、

一
応
、
国
外
に
史
料
を
求
め
て
は
み
た
が
、
既
に
原
書
は
手
に
入
ら
な
い
状
態

だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

二
点
目
に
関
し
て
は
、
第
一
章
第
一
節
で
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
一
雄
氏
が

『
東
洋
の
理
想
』
の
出
版
時
期
に
つ
い
て
推
測
の
み
か
ら
記
述
し
て
い
る
こ
と
と

比
べ
て
、
清
見
を
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
雄
氏
は
『
父
天
心
』
の
中
で
『
東

洋
の
理
想
』
の
出
版
時
期
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

日
本
美
術
院
の
天
心
年
譜
に
も
、
私
の
編
ん
だ
『
岡
倉
天
心
全
集
』
年
譜
に

も
明
治
三
十
六
年
七
月
と
な
っ
て
い
る
が
、
清
見
陸
郎
氏
の
『
岡
倉
天
心
』
に

し
た
が
え
ば
、
同
年
二
三
月
で
あ
っ
た
と
訂
正
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
た

び
私
が
天
心
伝
を
著
す
に
つ
い
て
、
前
後
の
関
係
か
ら
再
検
討
を
や
っ
て
み
る

と
、
ど
う
も
そ
の
い
ず
れ
も
が
誤
り
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
し

か
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
書
は
、
前
年
の
明
治
三
十
五
年
の
七
八
月
ご
ろ
、

ま
だ
天
心
が
渡
印
中
に
発
刊
を
み
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
推
定
さ
れ
る
理

由
が
あ
る
。
ベ
ン
ガ
ル
の
革
命
青
年
の
あ
い
だ
に
、
該
書
の
冒
頭
の
一
句
「
ア

ジ
ア
は
一
な
り
」
が
題
目
の
ご
と
く
唱
え
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
こ

の
推
定
は
た
し
か
で
あ
る
。
明
治
三
十
六
年
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
一
月
か
二
月

で
あ
っ
て
、
断
じ
て
三
月
以
後
で
は
な
い
。
そ
の
証
拠
に
は
同
年
の
正
月
下
旬
、

天
心
が
横
浜
の
某
ホ
テ
ル
に
、
外
人
の
一
学
者
を
訪
問
し
た
さ
い
、
同
行
の
英

人
某
か
ら
『
東
洋
の
理
想
』
の
著
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、

イ
ン
ド
青
年
の
あ
い
だ
に
喧
伝
さ
れ
て
い
た
「
ア
ジ
ア
は
一
な
り
」
の
一
句
は
、

原
稿
を
読
ん
だ
人
か
ら
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
２３２
）。

第
一
章
第
一
節
で
引
用
し
た
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
の
回
想
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

天
心
の
イ
ン
ド
滞
在
中
に
、
少
な
く
と
も
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
は
、『
東
洋
の
理
想
』

の
原
稿
を
読
ん
で
い
た
。
ま
た
、『
東
洋
の
覚
醒
』
と
思
し
き
『
ア
ジ
ア
の
覚

醒
』
の
原
稿
に
関
し
て
も
、
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
を
含
む
イ
ン
ド
の
青
年
達
は
、

天
心
か
ら
読
み
聞
か
せ
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、「
ベ
ン
ガ
ル
の
革
命
青

年
」
の
間
で
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
の
文
言
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
関
し
て
は
、

ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
か
ら
伝
え
聞
い
た
か
、
天
心
か
ら
聞
い
た
か
、
あ
る
い
は
、
実
は

原
稿
の
段
階
で
そ
れ
な
り
の
人
数
に
読
ま
れ
て
い
た
可
能
性
な
ど
を
考
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
の
文
言
が
イ
ン
ド
の
青
年
達
の
間

に
広
ま
っ
て
い
た
と
い
う
だ
け
で
、
そ
の
時
点
で
既
に
『
東
洋
の
理
想
』
が
本
と

し
て
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
「
た
し
か
で
あ
る
」
と
す
る
の
は
、
些
か
早
計
で

あ
ろ
う
。
一
雄
氏
が
こ
の
推
測
を
立
て
た
段
階
で
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
の
回
想
を

知
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
推
定
を
立
て
て
も
致
し
方
な
い
が
、
一
雄

氏
の
『
父
天
心
』
で
は
、
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
の
回
想
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

こ
の
辺
り
の
推
定
の
甘
さ
を
一
旦
閑
却
し
て
、
一
九
〇
三
年
一
月
に
天
心
が

『
東
洋
の
理
想
』
の
著
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
と
す
る
一
雄
氏
の
逸
話
を
信

じ
る
と
し
て
も
、『
東
洋
の
理
想
』
出
版
時
期
は
、
せ
い
ぜ
い
早
く
て
も
、
一
九
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〇
三
年
一
月
か
、
前
年
の
十
二
月
く
ら
い
で
見
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

近
年
の
研
究
を
見
る
限
り
で
は
、『
東
洋
の
理
想
』
の
出
版
時
期
に
つ
い
て
は
、

堀
岡
が
「
一
九
〇
三
年
二
月
初
め
、
も
し
く
は
一
月
（
２３３
）」
と
し
、
森
田
が
一
九
〇
三

年
二
月
と
し
て
い
る
（
２３４
）。

第
一
章
第
二
節
で
触
れ
た
通
り
、『
東
洋
の
理
想
』
が
タ
イ
ム
ズ
紙
文
芸
付
録

の
新
刊
リ
ス
ト
に
載
っ
た
の
は
一
九
〇
三
年
二
月
十
三
日
で
あ
る
。
タ
イ
ム
ズ
紙

文
芸
付
録
は
、『
日
本
の
目
覚
め
』
の
出
版
社
を
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
の
方
で
表

記
し
て
い
る
の
で
（
２３５
）、『
日
本
の
目
覚
め
』
の
刊
行
か
ら
新
刊
リ
ス
ト
掲
載
ま
で
の

期
間
が
判
然
と
し
て
い
れ
ば
、
同
じ
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
か
ら
の
出
版
で
タ
イ
ム

ズ
紙
文
芸
付
録
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、『
東
洋
の
理
想
』
に
関
し
て
も
、

新
刊
リ
ス
ト
掲
載
か
ら
刊
行
時
期
を
逆
算
出
来
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

『
日
本
の
目
覚
め
』
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社
か
ら
の
発
行
は

一
九
〇
四
年
十
一
月
と
判
明
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
ジ
ョ
ン
・

マ
レ
ー
社
か
ら
の
発
行
に
関
し
て
は
、
平
凡
社
版
『
岡
倉
天
心
全
集
』
の
年
譜
な

ど
を
見
て
も
、
一
九
〇
五
年
中
と
い
う
こ
と
ま
で
し
か
判
明
し
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
（
２３６
）。
ソ
ー
ン
ト
ン
不
破
直
子
に
拠
れ
ば
、『
日
本
の
目
覚
め
』
の
初
版
は
「
ア

メ
リ
カ
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社
と
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
か
ら
ほ
ぼ
同
時

に
出
版
さ
れ
た
」
と
い
う
し
（
２３７
）、
タ
イ
ム
ズ
紙
文
芸
付
録
で
の
『
日
本
の
目
覚
め
』

の
新
刊
リ
ス
ト
掲
載
も
一
九
〇
五
年
二
月
一
〇
日
で
あ
る
か
ら
、
一
九
〇
五
年
一

月
頃
と
推
測
し
て
も
良
い
だ
ろ
う
か
。

天
心
の
著
作
以
外
を
参
考
に
す
る
と
、
一
九
〇
五
年
十
月
六
日
付
の
タ
イ
ム
ズ

紙
文
芸
付
録
に
新
刊
情
報
が
載
っ
た
末
松
のT

he
R

isen
Sun

は
、
一
九
〇
五
年

九
月
に
ロ
ン
ド
ン
の
ア
ー
チ
ボ
ル
ト
・
コ
ン
ス
テ
イ
ブ
ル
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い

る
と
い
う
（
２３８
）。
こ
こ
か
ら
考
え
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
出
版
社
か
ら
出
て
い
る
な

ら
ば
、
本
の
刊
行
か
ら
タ
イ
ム
ズ
紙
文
芸
付
録
の
新
刊
リ
ス
ト
掲
載
ま
で
の
期
間

は
、
長
く
空
い
て
も
一
ヵ
月
程
度
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、

『
東
洋
の
理
想
』
も
、
一
九
〇
三
年
一
月
刊
行
の
可
能
性
ま
で
は
捨
て
き
れ
な
い

が
、
一
雄
氏
の
一
九
〇
二
年
刊
行
と
い
う
説
は
無
理
が
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、『
東
洋
の
理
想
』
の
出
版
時
期
を
巡
る
清
見
の
記
述
は
、
史

料
に
基
づ
く
推
定
の
論
拠
が
あ
り
、
近
年
の
研
究
と
も
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
、

評
価
す
べ
き
だ
ろ
う
。
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
の
回
想
が
書
か
れ
た
の
は
一
九
三
六

年
で
あ
る
か
ら
、
一
九
三
四
年
に
『
岡
倉
天
心
』
を
出
し
た
清
見
に
は
、
そ
れ
を

参
照
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
天
心
の
手
紙
な
ど
も
ほ
ぼ
な
い
状
況

で
は
、
天
心
の
評
伝
執
筆
に
当
た
り
、
イ
ン
ド
に
関
す
る
情
報
は
不
足
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
で
の
交
友
関
係
に
関
し
て
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
ぬ
ま
ま
、
清
見
の
天
心
評
伝
は
書
か
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
当
時
の

史
料
不
足
が
招
い
た
事
態
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
当
初
、
天
心
の
英
文
著
作
が
執

筆
背
景
か
ら
読
み
解
か
れ
て
い
か
な
か
っ
た
原
因
の
一
端
は
、
史
料
不
足
に
在
っ

た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
清
見
の
著
書
に
「
殆
ん
ど
全
く
」「
拠
つ
た
」
な
ら
ば
、
浅
野
の
研
究
に

多
少
の
不
備
が
出
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
浅
野
は
、『
岡
倉
天
心
論

攷
』
の
中
で
、「『
東
洋
の
理
想
』
も
、『
東
洋
の
覚
醒
』
も
、
こ
の
旅
行
〔
山
越

注：

イ
ン
ド
旅
行
〕
の
過
程
に
お
い
て
そ
の
稿
が
成
っ
て
い
る
（
２３９
）」
と
し
て
、
当
時

の
イ
ン
ド
の
情
勢
や
有
名
な
思
想
家
に
つ
い
て
書
き
、
詩
人
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー

ト
・
タ
ゴ
ー
ル
の
名
も
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、「
天
心
の
印
度
旅
行
に
お
い
て
、

彼
が
、
こ
の
詩
人
哲
学
者
と
如
何
な
る
交
渉
を
も
っ
た
か
は
、
不
幸
に
し
て
詳
か

で
な
い
。
い
ま
し
ば
ら
く
清
見
陸
郎
氏
の
記
す
と
こ
ろ
に
し
た
が
え
ば
、
天
心
と

タ
ゴ
ー
ル
と
は
、
一
見
し
て
旧
知
の
如
く
結
び
つ
け
ら
れ
た
（
２４０
）」
と
し
て
、
タ
ゴ
ー

ル
が
天
心
没
後
に
日
本
を
訪
れ
哀
悼
し
た
こ
と
な
ど
を
記
述
す
る
に
留
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
や
は
り
、
清
見
が
記
述
し
た
以
上
の
こ
と
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は
知
ら
ず
に
、
浅
野
は
『
岡
倉
天
心
論
攷
』
を
書
い
た
の
だ
ろ
う
。

そ
う
い
っ
た
滞
印
中
の
天
心
に
関
す
る
情
報
不
足
の
為
か
、
浅
野
は
、『
岡
倉

天
心
論
攷
』
の
中
で
、『
東
洋
の
理
想
』
の
精
神
を
明
ら
か
に
す
る
一
端
と
し
て
、

そ
の
執
筆
が
行
わ
れ
た
天
心
の
イ
ン
ド
旅
行
に
お
け
る
出
来
事
で
は
な
く
、
一
九

〇
四
年
、
ア
メ
リ
カ
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
天
心
の
講
演
を
引

用
し
て
い
る
。

そ
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
お
け
る
講
演
を
、
浅
野
は
、「
現
代
文
明
に
対
す
る
天

心
の
激
し
い
抗
議
」
が
「
端
的
に
吐
露
さ
れ
て
い
る
」
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る

の
だ
が
（
２４１
）、
金
子
の
こ
の
講
演
に
対
す
る
評
を
借
り
る
な
ら
ば
、
実
際
の
と
こ
ろ
、

「
天
心
は
講
演
を
ア
メ
リ
カ
人
へ
の
露
骨
な
媚
と
聞
こ
え
な
く
も
な
い
内
容
で
始

め
」
て
い
る
（
２４２
）。
講
演
冒
頭
の
挨
拶
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

議
長
、
そ
し
て
紳
士
淑
女
の
皆
様
―
―
「
絵
画
に
お
け
る
近
代
の
問
題
」
に

つ
い
て
講
演
す
る
よ
う
私
を
招
待
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
、
皆
様
が
授
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
名
誉
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
同
時
に
、
皆
様
に
お
話
す
る

に
あ
た
っ
て
大
変
狼
狽
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
我
々

日
本
の
子
ら
が
、
ペ
リ
ー
提
督
指
揮
下
の
皆
様
か
ら
の
最
初
の
大
使
一
行
と
い

う
丁
重
な
先
例
に
よ
っ
て
、
国
際
礼
譲
に
加
わ
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
は
僅
か

半
世
紀
前
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
以
来
、
我
々
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
の
名
は
、
西

洋
文
化
の
最
良
の
も
の
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
我
々
は
皆
様
の
足
元

に
座
し
て
そ
の
お
話
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
に
す
っ
か
り
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
、
皆
様
の
よ
う
な
博
識
な
聴
衆
を
前
に
立
つ
と
い
う
の
は
、
ま
こ
と
に
奇

妙
な
こ
と
に
思
え
ま
す
（
２４３
）。

こ
の
天
心
の
弁
に
対
し
て
、
金
子
は
「
天
心
を
含
め
た
当
時
の
日
本
人
が
、
は

た
し
て
ア
メ
リ
カ
文
化
を
西
洋
で
最
良
の
も
の
と
考
え
て
い
た
だ
ろ
う
か
」
と
疑

問
を
呈
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
天
心
の
本
心
で
あ
る
か
社
交
辞
令
で
あ
る
か

は
、
こ
の
場
に
お
い
て
は
あ
ま
り
大
き
な
問
題
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
天
心
は
、

ア
メ
リ
カ
の
聴
衆
を
前
に
、
そ
う
い
っ
た
言
葉
を
表
明
出
来
る
人
物
で
あ
っ
た
。

少
な
く
と
も
、
そ
れ
は
確
か
な
事
実
と
し
て
分
か
る
。

清
見
の
『
岡
倉
天
心
』
に
お
い
て
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
講
演
は
、
ま
ず
本
編
中

で
軽
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
同
著
の
附
録
に
お
い
て
、「
天
心
の
代
表

作
『
東
洋
の
理
想
』」「
日
露
戦
争
と
天
心
の
述
作
」「
天
心
の
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス

講
演
」
と
、
英
文
著
作
に
並
べ
て
、
よ
り
詳
細
な
紹
介
の
為
に
一
節
設
け
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
本
編
中
で
も
附
録
の
方
で
も
、
こ
う
い
っ
た
天
心
の
冒
頭
の
挨

拶
に
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
講
演
に
つ
い
て
、
清
見

は
、
講
演
の
邦
訳
も
一
部
掲
載
し
て
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
の
だ
が
、
引
用
箇
所

は
、
講
演
後
半
部
分
か
ら
の
み
で
あ
る
（
２４４
）。

ま
た
、
浅
野
は
、『
岡
倉
天
心
論
攷
』
執
筆
時
点
で
は
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
講

演
に
つ
い
て
英
文
原
典
を
目
に
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
清
見
の
引
用
し
た
断
片
を
読

ん
だ
の
み
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
先
に
触
れ
た
『
岡
倉
天
心
論
攷
』
の
後
書
き

か
ら
し
て
、
恐
ら
く
英
文
原
典
に
触
れ
た
の
は
英
文
著
作
の
み
だ
と
思
わ
れ
る
点

に
加
え
、
浅
野
が
『
岡
倉
天
心
論
攷
』
で
引
用
し
て
い
る
天
心
の
講
演
内
容
は
、

全
て
清
見
が
引
用
し
た
範
囲
内
の
も
の
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
上
、
講
演
引
用
文
は

清
見
の
邦
訳
文
と
全
体
的
に
酷
似
し
た
文
章
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
数

カ
所
、
文
章
内
容
の
欠
落
や
編
集
が
生
じ
て
い
る
（
２４５
）。
原
文
は
一
つ
な
の
で
あ
る
か

ら
、
翻
訳
文
が
似
通
う
の
は
、
あ
る
程
度
起
こ
り
得
る
致
し
方
な
い
問
題
で
あ
る
。

ま
た
原
文
を
参
照
し
た
と
し
て
も
、
見
落
と
し
な
ど
に
よ
り
欠
落
が
生
じ
る
こ
と

も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
原
文
を
参
照
し
た
に
せ
よ
、
清
見
が
引
用
し
た
断
片

を
見
た
だ
け
に
せ
よ
、
浅
野
の
研
究
に
お
い
て
見
落
と
さ
れ
た
点
が
あ
る
の
は
明

117



確
で
あ
る
。
浅
野
は
、『
岡
倉
天
心
論
攷
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
セ
ン
ト
ル
イ

ス
講
演
の
引
用
を
終
え
て
い
る
。

現
在
の
戦
争
に
お
け
る
わ
が
国
民
の
英
雄
的
な
自
己
献
身
の
中
に
、
古
い
日

本
精
神
の
死
ん
で
ゐ
な
い
こ
と
を
見
る
の
は
わ
れ
わ
れ
の
喜
び
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
の
最
大
の
期
待
は
、
過
去
に
遭
遇
し
た
幾
多
の
困
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
発

展
を
遂
げ
て
来
た
芸
術
そ
れ
自
体
の
生
活
力
に
か
か
つ
て
ゐ
る
。
近
代
社
会
が

わ
れ
わ
れ
の
前
に
提
起
し
た
法
外
な
矛
盾
に
直
面
し
て
、
執
拗
な
わ
れ
わ
れ
の

誇
り
は
い
つ
さ
う
わ
れ
わ
れ
を
鼓
舞
す
る
。
い
ま
こ
そ
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
ジ
ア

の
芸
術
的
遺
産
を
擁
護
し
得
る
者
が
、
わ
れ
わ
れ
以
外
に
な
い
こ
と
を
感
じ
る

の
だ
。
こ
の
戦
ひ
は
最
後
ま
で
戦
か
ひ
抜
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
で
天
心
の
こ
の
有
名
な
講
演
は
終
っ
て
い
る
（
２４６
）。

「
以
上
で
天
心
の
こ
の
有
名
な
講
演
は
終
っ
て
い
る
」
と
い
う
が
、
そ
れ
は
誤

り
で
あ
る
。
清
見
の
『
岡
倉
天
心
』
で
は
、
本
編
中
で
は
「『（
前
略
）
今
こ
そ
我

我
は
ア
ジ
ア
の
芸
術
的
遺
産
を
擁
護
し
得
る
者
が
我
我
以
外
に
な
い
こ
と
を
感
ず

る
の
で
す
。
こ
の
戦
ひ
は
最
後
ま
で
戦
ひ
尽
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。』
約
一
時

間
の
講
演
を
天
心
は
右
の
言
葉
を
以
て
結
ん
だ
（
２４７
）」
と
い
う
記
述
で
あ
る
し
、
附
録

の
方
で
も
、「
彼
は
更
に
声
を
励
ま
し
て
次
の
言
葉
を
述
べ
た
。
さ
う
し
て
満
堂

を
ゆ
る
が
す
喝
采
の
中
に
壇
を
下
つ
た
の
だ
つ
た
。『
現
在
の
戦
争
に
於
け
る
わ

が
国
民
の
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
な
犠
牲
の
中
に
（
中
略
）
こ
の
戦
ひ
は
最
後
ま
で
戦
ひ
尽

さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
２４８
）』」
と
い
う
書
き
方
で
あ
る
。
そ
の
為
、
清
見
の
引
用
だ

け
を
参
照
す
る
と
、
そ
れ
で
講
演
が
終
わ
っ
た
よ
う
に
読
め
る
。
し
か
し
、
実
際

の
講
演
に
は
、
あ
と
一
段
落
続
き
が
あ
る
。

も
し
か
し
た
ら
、
皆
様
は
、
私
が
芸
術
に
お
け
る
近
代
の
問
題
を
あ
ま
り
に

暗
い
色
で
描
き
出
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
問
題
に
は

明
る
い
面
も
あ
り
ま
す
。
西
洋
社
会
自
身
が
、
問
題
の
よ
り
良
い
理
解
に
目
覚

め
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
の
芸
術
活
動
の
懸
念
に
、
真
面
目
な
思
想
家
た
ち
が

気
付
き
、
世
界
的
な
衰
微
の
原
因
を
案
じ
て
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
我
々
は
ま
さ
に
社
会
を
芸
術
の
た
め
に
真
に
調
整
し
よ
う
と
動
き
出
す
べ

き
時
な
の
で
す
。
も
し
、
私
の
言
葉
が
、
東
洋
の
状
況
の
重
大
な
本
質
へ
と
皆

様
の
注
意
を
向
け
る
役
に
立
ち
ま
し
た
ら
、
私
は
大
変
あ
り
が
た
く
思
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
人
間
性
の
名
に
お
い
て
、
私
は
こ
れ
ら
の
世
界
的
問
題
の
解
決
に

向
け
て
、
芸
術
家
と
芸
術
愛
好
家
の
兄
弟
た
ち
に
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
り
ま

す
（
２４９
）。

「
芸
術
家
と
芸
術
愛
好
家
の
兄
弟
た
ち
に
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と

い
う
締
め
括
り
の
言
葉
は
、
天
心
が
『
東
洋
の
覚
醒
』
冒
頭
で
記
し
た
「
ア
ジ
ア

の
兄
弟
姉
妹
よ
」
と
い
う
呼
び
掛
け
、
あ
る
い
は
、
天
心
が
影
響
を
受
け
た
か
も

知
れ
な
い
、
一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン

ダ
の
「
ア
メ
リ
カ
の
姉
妹
兄
弟
よ
」
と
い
う
呼
び
掛
け
に
通
じ
る
も
の
を
感
じ
る
。

開
催
都
市
は
異
な
れ
ど
も
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
と
同
じ
く
ア
メ
リ
カ
で
開
か

れ
た
万
国
博
覧
会
で
演
説
を
為
せ
た
と
い
う
意
味
で
は
、
天
心
に
も
感
慨
深
く
思

う
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
点
は
と
も
か
く
、
清
見
と
浅
野
の
講
演
の
引
用
上
で
の
誤
り
に
問
題
を
戻

そ
う
。
こ
の
本
来
の
締
め
括
り
ま
で
掲
載
し
て
い
る
平
凡
社
版
『
岡
倉
天
心
全

集
』
は
、
一
九
〇
六
年
に
出
版
さ
れ
たC

ongress
ofA

rts
and

Science

所
載
の
も

の
を
底
本
と
し
て
お
り
、
筆
者
も
邦
訳
す
る
に
当
た
っ
て
は
同
書
に
拠
っ
た
の
だ

が
、
平
凡
社
版
『
岡
倉
天
心
全
集
』
の
解
題
に
拠
れ
ば
、「
本
文
は
の
ち“M

odern
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A
rt
from

A
Japanese

Point
of
V
iew

”

と
改
題
さ
れ
てT

he
International

Q
uarterly,vol.11,N

o.2,July
1905.

に
転
載
さ
れ
た
が
、
冒
頭
と
末
尾
の
挨
拶

部
分
が
お
よ
そ
十
行
ず
つ
削
除
さ
れ
、
部
分
的
に
改
変
が
施
さ
れ
て
い
る
」
と
い

う
。
そ
し
て
、
こ
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
講
演
は
「
国
内
で
は
日
本
美
術
院
版
『
天
心

全
集
』（
大
正
十
一
年
九
月
二
日
、
和
綴
三
冊
）
の
乙
（
英
文
篇
）
に
収
録
さ
れ

た
が
、
こ
れ
は“M

odern
A
rtfrom

A
Japanese

PointofV
iew

”

の
ほ
う
で

あ
っ
た
」
と
い
う
（
２５０
）。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
は
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ダ
フ
ィ
ー
ル
ド

社
の
刊
行
物
で
あ
り
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
講
演
が
収
録
さ
れ
た
七
月
号
の
一
つ
前
で

あ
る
四
月
号
に
は
、『
茶
の
本
』
の
第
一
章
で
あ
る
「T

he
Cup

of
H
um
an-

ity

」
も
載
っ
て
い
る
。
そ
の
削
除
改
変
版
で
は
、C

ongressofA
rtsand

Science

所
載
の
英
文
で
、
第
一
段
落
、
第
二
段
落
、
第
三
段
落
一
行
目
ま
で
に
相
当
す
る

部
分
が
削
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
、
削
ら
れ
た
段
落
の
表
現
を
部
分
的
に
借

り
た
内
容
の
要
約
改
変
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
、
第
一
段
落
と
し
て
独
自
に
作

ら
れ
、
第
二
段
落
は
、
本
来
の
英
文
で
第
三
段
落
二
行
目
に
相
当
す
る
部
分
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
。
削
除
改
変
版
の
一
段
落
目
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
小
論
は
、
告
白
で
す
―
―
つ
ま
り
、
訴
え
か
け
で
す
。
訴
え
か
け
と
は
、

つ
ま
り
、
抗
議
で
す
。
そ
し
て
、
抗
議
と
い
う
の
は
、
え
て
し
て
退
屈
で
う
ん

ざ
り
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
の
抗
議
と
い
う
の
は
、
ま
ず
第
一
に
、
日
本

の
見
地
か
ら
見
た
近
代
美
術
の
問
題
に
関
係
し
ま
す
。
日
本
絵
画
の
現
在
の
困

難
が
、
部
分
的
に
あ
な
た
方
が
我
々
に
も
た
ら
し
た
近
代
国
家
存
立
の
光
と
影

に
負
う
と
、
も
し
我
々
が
見
な
し
た
な
ら
ば
、
状
況
は
笑
え
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
報
い
が
あ
な
た
方
に
襲
い
か
か
り
、
ま
さ
に
そ
の
問
題
に
関
す

る
私
の
役
に
立
た
な
い
発
表
に
耳
を
貸
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
の
で
す
―
―
そ

の
問
題
の
遠
く
離
れ
た
純
粋
な
原
因
は
、
あ
な
た
方
自
身
な
の
で
す
か
ら
。
し

か
し
な
が
ら
、
極
東
の
見
地
は
、
あ
な
た
方
に
と
っ
て
全
く
も
っ
て
興
味
の
な

い
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
、
私
は
確
信
し
て
い
る
の
で
す
（
２５１
）。

こ
の
よ
う
に
、
削
除
改
変
版
で
は
、
天
心
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
感
謝
の
挨
拶

は
、
跡
形
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
削
除
改
変
版
で
は
、
清
見
ら
が
記
し
た

通
り
、「T

he
battle

m
ustbe

foughtoutto
the
very

last.

（
こ
の
戦
い
は
最

後
ま
で
戦
い
抜
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
）」
で
講
演
文
が
終
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
削
除
改
変
が
、
天
心
自
ら
希
望
し
て
行
っ
た
こ
と
な
の
か
、
フ
ォ
ッ
ク

ス
・
ダ
フ
ィ
ー
ル
ド
社
か
ら
紙
幅
の
都
合
を
申
し
入
れ
ら
れ
て
や
む
を
得
ず
行
っ

た
こ
と
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ダ
フ
ィ
ー
ル
ド
社
の
編
集
者
が
勝

手
に
行
っ
た
こ
と
な
の
か
は
、
定
か
で
は
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
九
三
〇
年
代
当
時
の
日
本
に
お
け
る
天
心
研
究
で
は
、
こ

の
削
除
改
変
版
が
参
照
さ
れ
て
い
た
。
清
見
は
セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
講
演
に
つ
い
て

「
ア
メ
リ
カ
で
は
『
日
本
的
見
地
よ
り
観
た
る
近
代
美
術
』（M

odern
A
rt
from

a
Japanese

PointofV
iew

）
と
改
題
さ
れ
て
『
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』

に
出
た
」
と
記
し
て
い
る
（
２５２
）。
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
と
い
う
名
の
刊
行
物
は
、

ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
の
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
が
（
２５３
）、
こ
れ
は
単
純
に
、
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
が
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
と
混
同
さ
れ
て
書
か

れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
日
本
美
術
院
版
『
天
心
全
集
』
の
乙
の
前
書
き

で
は
、「M

odern
A
rtfrom

a
Japanese

PointofV
iew

」
が
収
録
さ
れ
た
の

は
「the

Q
uarterly

R
eview

（V
ol.X
I.,N
o.2

）ofJuly,1905

」
と
さ
れ
て
い
る

の
で
（
２５４
）、
恐
ら
く
清
見
は
そ
れ
を
参
照
し
、
そ
の
ま
ま
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ

の
巻
号
と
年
月
日
が
当
た
る
の
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
で
あ

る
。
管
見
の
限
り
、
一
九
〇
五
年
七
月
の
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
はV

ol.203,
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N
o.404

で
あ
る
し
、
天
心
の
講
演
文
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
（
２５５
）。

と
も
か
く
「M

odern
A
rt
from

a
Japanese

Point
ofV
iew

」
と
い
う
題

と
、
講
演
文
の
締
め
括
り
か
ら
考
え
る
限
り
、
こ
の
削
除
改
変
版
を
、
清
見
は
講

演
の
本
来
の
全
文
だ
と
思
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
即
ち
、
原
典
と
し
て
見
た
の

は
冒
頭
と
末
尾
が
欠
落
し
た
英
文
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
考
え
る
と
、
清
見
が
本
来
よ
り
も
手
前
部
分
を
末
尾
と
判
断
し
た
の
は
止
む
を

得
な
い
事
態
で
あ
る
。
浅
野
も
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
講
演
を
「『
絵
画
に
お
け
る

近
代
的
諸
問
題
』
と
い
う
題
で
な
さ
れ
、
の
ち
『
日
本
的
見
地
よ
り
観
た
る
近
代

芸
術
』
と
改
題
さ
れ
て
、『
ク
オ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ヴ
ユ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
た
」
と

し
て
い
る
の
で
（
２５６
）、
清
見
の
邦
訳
し
か
参
照
し
て
い
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
日
本
美
術

院
版
『
天
心
全
集
』
を
参
照
し
た
に
せ
よ
、
や
は
り
冒
頭
に
お
け
る
天
心
の
ア
メ

リ
カ
の
聴
衆
へ
の
態
度
は
知
り
得
な
か
っ
た
。
そ
の
状
態
で
の
知
識
を
基
に
描
か

れ
た
天
心
像
が
歪
ん
で
し
ま
う
の
は
、
あ
る
程
度
は
当
然
の
結
果
と
も
言
え
る
だ

ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
講
演
文
の
一
部
欠
落
に
よ
り
、
天
心
の
印
象
が
大
き
く
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
点
は
、
重
く
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。
塩
崎
は
「
自
分

の
専
門
は
岡
倉
天
心
で
は
な
い
（
２５７
）」
と
明
言
し
て
い
る
が
、
同
氏
に
よ
る
金
子
堅
太

郎
と
天
心
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
の
問
題
と
関
連
付
け
て
考
え
る
と
大
変
興
味
深

い
（
２５８
）。天

心
が
ア
メ
リ
カ
で
『
日
本
の
目
覚
め
』
を
著
す
な
ど
し
て
い
た
の
と
同
時
期
、

金
子
堅
太
郎
も
「
当
時
ア
メ
リ
カ
に
い
て
半
ば
公
的
に
対
日
世
論
工
作
の
任
を

担
っ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
は
（
２５９
）、
第
一
章
第
一
節
で
既
に
触
れ
た
。
そ
し
て
、
塩

田
力
蔵
は
、「
岡
倉
氏
が
『
ア
ウ
ェ
ー
ク
ニ
ン
グ
』
を
書
い
た
時
」「『
日
本
が
威

張
る
場
合
で
は
な
い
と
、
金
子
に
叱
ら
れ
た
』
と
て
、
不
平
の
意
を
漏
ら
し
て
ゐ

た
」
と
回
想
し
て
い
る
（
２６０
）。

た
だ
、
繰
り
返
す
が
、
弟
子
た
ち
の
そ
う
い
っ
た
証
言

が
あ
る
だ
け
で
、
天
心
は
「
金
子
批
判
を
行
っ
て
い
な
い
（
２６１
）」。
塩
崎
に
拠
れ
ば
、

「
岡
倉
関
係
者
の
金
子
批
判
は
」「
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
ア
ジ
ア
主
義
の
擁
護
者
と

し
て
岡
倉
を
祀
り
上
げ
る
た
め
、
親
米
派
と
し
て
知
ら
れ
た
金
子
を
高
ま
り
つ
つ

あ
っ
た
反
米
感
情
に
則
し
て
叩
く
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
」
で
行
わ
れ
た
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
（
２６２
）。
そ
の
為
、
こ
れ
ら
の
回
想
は
、
先
の
大
観
や
紫
水
の
回
想
と
も
ど

も
、
信
憑
性
に
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
塩
崎
は
、
日
露
戦
争
中
か
ら
既
に
天
心
関

係
者
の
金
子
に
対
す
る
怨
恨
を
感
じ
ら
れ
る
言
論
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
金

子
ば
か
り
が
ち
や
ほ
や
さ
れ
、
岡
倉
の
功
績
が
日
本
で
無
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
」

へ
の
不
満
が
日
露
戦
争
中
か
ら
あ
り
、
日
露
戦
争
後
に
、
文
展
の
日
本
画
部
門
の

審
査
員
に
関
し
て
、
第
一
回
は
天
心
率
い
る
日
本
美
術
院
の
「
新
派
」
が
占
め
て

い
た
の
を
、
第
二
回
か
ら
金
子
の
率
い
る
「
旧
派
」
側
が
増
え
、
尚
且
つ
、
金
子

が
後
年
、「
彼
等
の
所
謂
西
洋
画
を
真
似
た
日
本
画
な
る
も
の
は
要
す
る
に
猿
猴

の
冠
冕
せ
る
も
の
に
過
な
い
」
な
ど
と
「
新
派
」
を
批
判
す
る
見
解
を
述
べ
た
の

が
、
根
深
い
怨
恨
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
（
２６３
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
う
い
っ
た
要
因
が
複
合
し
て
、「
岡
倉
の
弟
子
や
身
内
、

関
係
者
か
ら
金
子
は
目
の
敵
と
さ
れ
」
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
「
目
の

敵
」
と
さ
れ
て
い
る
一
例
と
し
て
、
塩
崎
は
、
清
見
の
次
の
記
述
を
挙
げ
て
い
る
。

天
心
は
、
ひ
た
向
に
そ
の
著
書
の
中
で
黄
禍
説
の
実
に
笑
ふ
に
堪
へ
た
る
妄

説
な
る
事
を
論
証
し
た
が
、
同
時
に
彼
は
日
本
の
今
度
の
戦
勝
を
目
し
て
、
古

き
東
洋
の
伝
統
を
か
な
ぐ
り
捨
て
、
只
管
に
西
方
新
文
明
を
吸
収
同
化
す
る
に

力
め
た
結
果
な
り
と
す
る
、
余
り
に
も
白
人
本
位
的
な
観
方
に
強
い
抗
議
を
送

つ
た
。
こ
の
観
方
は
必
ず
し
も
欧
米
人
の
間
で
ば
か
り
行
は
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
日
本
人
自
身
に
よ
つ
て
も
往
往
に
し
て
口
に
し
筆
に
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス

に
使
す
る
末
松
謙
澄
の
一
行
が
、
天
心
等
と
船
を
同
じ
う
し
て
太
平
洋
を
渡
つ

120



た
こ
と
は
こ
の
章
の
冒
頭
に
も
書
い
た
が
、
そ
れ
と
同
性
質
の
使
命
を
帯
び
て

合
衆
国
に
在
つ
た
某
氏
の
如
き
、
即
ち
こ
の
種
の
日
本
人
の
一
人
だ
つ
た
。
ア

メ
リ
カ
人
の
同
情
を
博
す
る
こ
と
が
絶
対
的
に
必
要
だ
つ
た
と
は
云
へ
、
頻
頻

と
し
て
伝
へ
来
る
目
ざ
ま
し
い
日
本
の
勝
利
を
以
て
、
ペ
ル
リ
提
督
の
誘
導
に

帰
さ
う
と
す
る
や
う
な
こ
の
祖
国
の
大
官
の
阿
諛
的
態
度
を
眼
に
す
る
と
、
天

心
は
正
面
か
ら
反
対
の
叫
び
を
挙
げ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
く
な
つ
た
（
２６４
）。

塩
崎
に
拠
れ
ば
、「
金
子
は
ま
だ
存
命
だ
っ
た
た
め
名
前
は
伏
せ
て
あ
る
が
、

文
中
の
某
氏
が
金
子
を
指
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
」
と
い
う
。

清
見
の
記
述
も
、『
日
本
の
目
覚
め
』
の
内
容
解
釈
に
限
っ
て
言
え
ば
、
然
程

間
違
い
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
金
子
堅
太
郎
の
こ
と
を
「
日
本
の
勝
利
を

以
て
、
ペ
ル
リ
提
督
の
誘
導
に
帰
さ
う
と
す
る
や
う
な
こ
の
祖
国
の
大
官
の
阿
諛

的
態
度
」
と
批
判
し
た
清
見
の
参
照
出
来
な
か
っ
た
天
心
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
講
演

冒
頭
文
に
、
ま
さ
に
「
我
々
日
本
の
子
ら
が
、
ペ
リ
ー
提
督
指
揮
下
の
皆
様
か
ら

の
最
初
の
大
使
一
行
と
い
う
丁
重
な
先
例
に
よ
っ
て
、
国
際
礼
譲
に
加
わ
る
こ
と

を
許
さ
れ
た
の
は
僅
か
半
世
紀
前
の
こ
と
で
す
」
と
い
う
よ
う
な
挨
拶
が
含
ま
れ

て
い
た
と
い
う
の
は
、
あ
る
種
の
皮
肉
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
同
じ
よ
う
に
天
心
が
冒
頭
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
対
し
感
謝
を
述
べ
て
い
る

言
説
の
一
つ
と
し
て
、
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
『
日
本
と
黄
禍
』

が
あ
る
。

日
本
人
に
と
っ
て
、
今
こ
の
時
ア
メ
リ
カ
が
日
本
に
対
し
示
し
て
く
れ
て
い

る
自
発
的
な
同
情
ほ
ど
満
足
な
も
の
は
な
い
で
し
ょ
う
。
恐
ら
く
、
我
々
が
最

近
国
際
礼
譲
に
加
わ
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
は
、
合
衆
国
の
親
切
の
一
例
で
す

し
、（
中
略
）
我
々
は
そ
れ
﹇
ア
メ
リ
カ
が
日
本
に
示
す
同
情
﹈
を
、
正
義
と

人
間
的
自
由
へ
の
恒
久
的
意
識
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
に
対
す
る
愛
の
証
拠
で

あ
る
と
見
な
し
て
い
ま
す
―
―
そ
の
正
義
と
自
由
と
は
、
自
然
的
で
、
根
源
的

で
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
人
の
良
心
の
も
っ
と
も
固
有
の
特
性
で
あ
り
、
そ
れ
ら

が
ア
メ
リ
カ
の
人
々
の
思
い
や
り
を
こ
れ
ま
で
喚
起
し
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ

は
我
々
に
と
っ
て
、
中
国
の
領
土
保
全
と
、
平
和
と
通
商
の
た
め
の
門
戸
開
放

と
い
う
我
々
の
主
張
が
、
偏
見
の
な
い
啓
蒙
さ
れ
た
世
界
中
の
人
々
の
心
か
ら

の
賛
成
に
巡
り
会
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
、
何
物
に
も
変
え
が
た
い
証
拠
で
す
（
２６５
）。

こ
の
『
日
本
と
黄
禍
』
の
時
点
で
は
、
天
心
も
、
日
本
の
主
張
は
ア
メ
リ
カ
の

門
戸
開
放
の
方
針
に
も
合
致
す
る
と
い
う
旨
を
含
意
し
て
書
い
て
い
る
か
ら
、
金

子
と
大
差
な
い
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
岡
本
に
拠
れ
ば
、『
日
本
と
黄
禍
』
は
、
一
九
四
三
年
の
大
観
の
回

想
で
存
在
が
言
及
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
二
二
年
の
日
本
美
術
院

編
の
『
天
心
全
集
』
に
も
、
一
九
三
五
〜
三
六
年
に
か
け
て
出
さ
れ
た
聖
文
閣
版

『
岡
倉
天
心
全
集
』
に
も
、
聖
文
閣
か
ら
名
を
変
え
た
六
芸
社
に
よ
っ
て
出
さ
れ

た
一
九
三
九
年
の
『
岡
倉
天
心
全
集
』
に
も
、
敗
戦
に
よ
り
編
纂
が
途
絶
え
た
一

九
四
四
〜
四
五
年
に
作
ら
れ
た
創
元
社
版
『
天
心
全
集
』
に
も
、
収
録
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
と
い
う
（
２６６
）。

そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
史
料
の
欠
如
と
曖
昧
な
回
想
証
言
に
基
づ
い
た
天
心
像

は
、
後
々
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
保
田
は
、
恐
ら
く
清
見
な
ど

の
天
心
評
伝
を
受
け
て
、『
日
本
の
目
覚
め
』
を
「
こ
れ
は
〔
山
越
注：

日
露
〕

戦
時
中
の
遣
米
使
節
が
こ
と
ご
と
に
日
本
の
躍
進
を
先
進
諸
国
の
指
導
援
助
に
よ

る
と
懇
願
努
め
た
哀
訴
の
口
調
に
憤
慨
し
て
著
し
た
も
の
」
と
い
う
位
置
づ
け
で

述
べ
て
い
る
（
２６７
）。

『
東
洋
の
理
想
』
の
執
筆
背
景
が
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
一
雄
氏
に
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よ
っ
て
、
一
九
三
九
年
に
『
父
天
心
』
が
出
さ
れ
て
か
ら
に
な
る
。
一
九
三
九
年

は
、
浅
野
の
思
潮
社
版
の
『
岡
倉
天
心
論
攷
』
が
出
さ
れ
た
の
と
同
年
で
あ
る
が
、

同
書
の
後
書
き
で
、「
な
ほ
、
近
く
、
六
芸
社
か
ら
、
天
心
の
嗣
子
岡
倉
一
雄
氏

の
『
父
天
心
を
語
る
』
が
出
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
多
少
の
新
し
い
消
息
、
就
中
、

天
心
の
支
那
お
よ
び
印
度
旅
行
の
そ
れ
が
、
附
加
さ
れ
た
の
は
わ
れ
わ
れ
の
喜
び

で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
稿
で
は
遂
に
参
照
す
る
こ
と
を
得
な
か
つ
た
の
は
遺
憾
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
（
２６８
）、
恐
ら
く
、
浅
野
は
、『
父
天
心
』
の
概
要
は
聞
き

及
ん
で
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
実
際
の
内
容
は
見
な
い
う
ち
に
、『
岡
倉
天

心
論
攷
』
を
書
き
上
げ
た
の
だ
ろ
う
。

一
雄
氏
の
『
父
天
心
』
に
よ
っ
て
、
新
た
な
情
報
は
増
え
た
が
、
一
雄
氏
の
推

定
に
や
や
根
拠
の
な
い
要
素
が
混
じ
っ
て
い
る
の
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

ま
た
、
一
雄
氏
の
『
父
天
心
』
で
加
わ
っ
た
天
心
に
関
す
る
「
新
し
い
消
息
」
の

一
つ
が
、
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
の
回
想
で
あ
る
が
、
堀
岡
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
、

一
雄
氏
に
よ
る
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
の
回
想
の
引
用
は
「
堀
至
徳
の
日
記
や
ヴ
ィ

ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
書
簡
な
ど
の
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
時
点
に
お
い
て
最
も
賢

い
方
法
で
は
あ
っ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
訳
の
徹
底
し
て
い
な
い
箇
所
が
多
い
（
２６９
）」。

一
雄
氏
の
『
父
天
心
』
の
中
に
お
け
る
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
の
回
想
の
邦
訳
の
不

備
に
つ
い
て
、
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
、
第
一
章
第
一
節
で
引
用
し
た
『
ア
ジ
ア
の

覚
醒
』
を
執
筆
中
の
天
心
の
様
子
に
つ
い
て
、
山
口
の
邦
訳
で
言
う
と
、「
岡
倉

は
我
々
に
批
評
を
乞
い
、
否
、
批
評
を
強
要
し
」
か
ら
「
疑
念
を
通
り
越
し
て
確

信
に
近
い
も
の
と
さ
え
な
っ
て
い
る
」
ま
で
に
相
当
す
る
部
分
が
、
丸
々
抜
け
落

ち
て
い
る
（
２７０
）。
そ
れ
で
も
、
こ
の
回
想
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
時
の
天
心
研

究
を
進
ま
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

『
父
天
心
』
の
中
で
は
、
第
一
章
第
一
節
で
引
用
し
た
よ
う
に
、
マ
ク
ラ
ウ
ド

に
関
す
る
言
及
も
あ
る
し
、「
イ
ン
ド
教
の
高
僧
ス
ワ
ミ
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ナ
ン
ダ

ン
の
会
下
に
あ
つ
た
、
英
人
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
女
史
」
と
い
う
よ
う
に
、
ニ
ヴ
ェ
デ

ィ
タ
に
関
す
る
情
報
も
や
や
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
（
２７１
）。
こ
れ
に
伴
い
、
一
九
四
一
年

に
出
版
さ
れ
た
『
日
本
精
神
史
論
攷
』
の
中
で
は
、
浅
野
は
、
一
雄
氏
の
『
父
天

心
』
を
参
照
し
、
ま
た
そ
こ
か
ら
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
の
回
想
も
引
用
し
、「『
東

洋
の
理
想
』
は
、
少
く
と
も
天
心
の
印
度
旅
行
な
し
に
は
完
成
さ
れ
な
か
つ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
、
確
言
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ら
う
」
と
、
天
心
の
イ

ン
ド
旅
行
の
重
要
性
を
念
頭
に
お
い
た
執
筆
を
行
っ
て
い
る
（
２７２
）。

そ
し
て
、
こ
の
『
日
本
精
神
史
論
攷
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
浅
野
の
見
解
に
は
、

今
一
度
評
価
さ
れ
て
然
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
分
析
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
天

心
が
『
東
洋
の
理
想
』『
東
洋
の
覚
醒
』
を
英
語
で
記
し
た
理
由
と
、『
東
洋
の
覚

醒
』
が
未
発
表
に
終
わ
っ
た
理
由
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。

浅
野
は
、『
東
洋
の
理
想
』『
東
洋
の
覚
醒
』
が
英
文
で
書
か
れ
た
理
由
に
つ
い

て
、「
こ
れ
ら
の
も
の
を
殊
更
英
文
で
書
い
た
理
由
は
何
処
に
あ
つ
た
の
か
？
」

と
問
題
提
起
し
、「
普
通
に
は
日
本
及
び
東
洋
の
歴
史
な
り
真
実
の
相
な
り
を
、

汎
く
欧
米
の
識
者
に
訴
へ
ん
が
た
め
で
あ
つ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

さ
う
の
み
で
は
な
い
や
う
で
あ
る
」「
ア
ピ
ー
ル
の
対
象
は
、
主
と
し
て
ア
ジ
ア

の
諸
民
族
で
あ
つ
た
ら
し
い
」
と
述
べ
る
。
そ
れ
は
、「
ア
ジ
ア
の
兄
弟
姉
妹
た

ち
よ
！
」
と
い
う
『
東
洋
の
覚
醒
』
の
冒
頭
の
呼
び
掛
け
を
踏
ま
え
て
い
る
の
は

勿
論
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
根
拠
と
な
る
の
は
、
当
時
の
イ
ン
ド
の
状
態
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、「
印
度
は
、
国
が
四
分
五
裂
し
て
を
り
、
種
族
、
階
級
、
信
仰
に
於

い
て
そ
れ
ぞ
れ
相
違
し
、
従
つ
て
土
俗
語
も
み
な
異
り
、
普
通
の
印
度
の
国
語
と

い
ふ
も
の
を
も
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
」
が
、「
英
国
が
土
民
懐
柔
の
一
策
と
し
て
励

行
し
た
英
語
に
よ
る
教
育
が
、
英
語
の
普
及
に
成
功
す
る
に
つ
れ
て
、
印
度
の
民

族
に
英
語
と
い
ふ
共
通
の
言
葉
、
い
は
ば
代
用
的
国
語
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
を
与

へ
る
結
果
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
つ
て
全
印
度
に
国
民
的
自
覚
を
促
す
上
の
一
つ
の
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最
も
有
力
な
結
合
手
段
を
与
へ
る
結
果
と
な
る
に
至
つ
た
」
の
だ
と
、
浅
野
は
分

析
す
る
（
２７３
）。
細
か
な
言
葉
の
用
い
方
の
問
題
な
ど
は
あ
る
が
、
浅
野
の
記
述
は
、
今

日
の
一
般
的
な
世
界
史
の
知
識
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
概
ね
問
題
な
い
内
容
で

書
か
れ
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
代
用
国
語
と
し
て
の
英
語
の
重
要
性
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
天
心
自

身
も
あ
る
程
度
意
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
記
述
が
、『
東
洋
の
覚
醒
』
の
中
に

も
あ
る
。

ア
ジ
ア
の
国
々
は
互
い
に
孤
立
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な

事
態
の
総
体
的
な
意
味
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
各
国
は
、
た

と
え
ば
王
朝
の
衰
退
、
個
々
の
権
力
の
怠
慢
、
天
の
特
別
の
配
剤
を
、
自
国
に

特
殊
の
問
題
と
見
な
し
て
い
る
。
彼
ら
は
自
国
の
厄
介
な
戦
い
に
没
頭
し
て
い

て
、
ま
さ
に
同
じ
不
幸
が
隣
邦
を
見
舞
っ
て
い
る
事
実
を
見
落
と
し
て
い
る
。

（
中
略
）
今
日
、
わ
れ
わ
れ
が
互
い
に
知
り
合
う
こ
と
が
い
か
に
少
な
い
か
は
、

驚
く
ほ
ど
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
ら
ゆ
る
言
語
を
や
た
ら
に

喋
弁
っ
て
い
る
が
、
誰
が
自
国
語
以
外
に
東
洋
の
言
葉
を
一
つ
で
も
知
っ
て
い

る
で
あ
ろ
う
か
（
２７４
）。

し
か
し
、
運
命
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
と
は
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
！

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
帝
国
主
義
は
、
や
が
て
自
身
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
る
武
器
を
み
ず
か
ら

提
供
し
た
。
彼
ら
の
攻
撃
的
な
商
業
は
、
蒸
気
船
と
鉄
道
を
、
観
念
の
共
有
を
、

促
進
し
、
国
民
を
単
一
の
全
体
に
溶
接
す
る
電
信
と
新
聞
を
、
わ
れ
わ
れ
に
あ

た
え
た
。（
中
略
）
私
は
い
ま
ほ
か
な
ら
ぬ
彼
ら
の
言
語
を
用
い
て
諸
君
に
訴

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
東
洋
の
一
体
化
を
意
味
し
て

い
る
の
で
あ
る
（
２７５
）。

岡
本
は
、
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
天
心
の
中
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
と
し
て
の
英
語
が
帯
び
る
複
雑
な
意
味
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
岡
本
は
、
イ

ン
ド
を
訪
れ
た
天
心
の
中
で
、「
英
語
を
自
在
に
操
る
こ
と
に
よ
り
イ
ン
ド
の
知

識
人
た
ち
と
の
豊
か
な
交
流
が
可
能
と
な
っ
た
反
面
、
植
民
者
の
言
語
を
介
し
て

円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
し
て
し
ま
う
『
非
西
洋
』
圏
の
文
化
的
弱

者
と
し
て
の
意
識
が
、
岡
倉
の
中
で
強
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
」
の
だ
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、「
著
述
の
な
か
で
『
ア
ジ
ア
』
と
い
う
文
明
像
を
創
造
し
て
欧
米
や
イ

ン
ド
に
向
け
て
発
信
」
す
る
に
は
「
強
者
の
言
語
で
あ
る
英
語
を
介
さ
ね
ば
連
帯

の
呼
び
か
け
す
ら
で
き
な
」
か
っ
た
が
、
同
時
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
に
お
い
て
当
初
か
ら
強
者
の
言
語
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
弱
者
と
し
て

の
立
場
が
よ
り
鮮
明
に
自
覚
さ
れ
、
か
え
っ
て
連
帯
の
必
要
性
が
高
ま
る
」
こ
と

と
な
り
、「
岡
倉
と
イ
ン
ド
の
知
識
人
た
ち
の
逆
説
的
な
立
場
が
示
さ
れ
」
た
の

だ
と
し
て
い
る
（
２７６
）。

こ
の
岡
本
の
意
見
を
支
持
し
つ
つ
、
塩
出
浩
之
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
っ
て

一
体
化
さ
れ
た
ア
ジ
ア
の
内
部
に
お
い
て
は
、
そ
の
境
遇
に
抗
し
よ
う
と
す
る
相

互
の
呼
び
か
け
も
、
さ
し
あ
た
り
共
有
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
を
通
じ
て
な
さ

れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
」
が
、「
天
心
は
、
こ
れ
を
避
け
よ
う
の
な
い
事
態
と
し

て
受
け
入
れ
、
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
」
の
だ
と
し
て
お
り
、
天
心

が
英
語
と
い
う
言
語
を
用
い
た
こ
と
を
、
岡
本
よ
り
も
積
極
的
な
姿
勢
と
し
て
解

釈
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
２７７
）。

前
節
で
も
触
れ
た
紫
水
の
回
想
を
も
う
一
度
引
き
合
い
に
出
す
な
ら
ば
、『
東

洋
の
理
想
』
の
出
版
に
当
た
っ
て
天
心
は
、「『
多
分
英
国
で
は
、
印
度
を
し
て
自

覚
せ
し
め
る
様
な
こ
の
文
章
の
出
版
は
許
す
ま
い
』
と
の
御
懸
念
」
を
述
べ
て
い

た
（
２７８
）。
こ
の
回
想
だ
け
で
は
心
許
な
い
が
、
第
一
章
第
一
節
で
見
た
通
り
、
ス
レ
ン
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ド
ラ
ナ
ー
ト
も
、『
ア
ジ
ア
の
覚
醒
』
に
関
連
し
た
回
想
の
中
で
「
明
敏
な
岡
倉

が
真
に
意
図
し
た
の
は
実
は
我
々
自
身
を
覚
醒
せ
し
め
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か

と
い
う
、
こ
れ
は
疑
念
を
通
り
越
し
て
確
信
に
近
い
も
の
と
さ
え
な
っ
て
い
る
（
２７９
）」

と
述
べ
て
い
る
。
も
し
そ
の
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、「
彼
が
初
め
て
英
文
に
よ
つ

て
著
作
し
た
の
は
」「
ま
づ
何
よ
り
も
、
印
度
の
有
識
者
に
訴
へ
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
つ
た
に
違
ひ
な
い
」
と
い
う
浅
野
の
分
析
は
、
当
時
の
天
心
関
係
者
の
認

識
か
ら
し
て
も
、
現
在
の
研
究
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
十
分
に
妥
当
性
が
あ
る

も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

木
下
は
、
天
心
が
、
美
術
学
校
校
長
に
な
る
前
に
欧
米
視
察
旅
行
を
し
た
際
に

も
、
美
術
調
査
に
中
国
へ
赴
い
た
際
に
も
、
漢
詩
を
書
き
記
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
こ
の
イ
ン
ド
滞
在
期
、
岡
倉
は
一
篇
の
漢
詩
も
の
こ
さ
な
か
っ
た
」

こ
と
を
理
由
に
「
英
文
未
完
草
稿
は
、
漢
詩
を
謳
う
の
と
同
じ
表
出
意
識
で
綴
ら

れ
た
も
の
」
で
「
感
興
」
の
「
奔
出
」
で
あ
り
、『
東
洋
の
覚
醒
』
は
「
岡
倉
の

思
想
の
営
み
の
な
か
で
大
き
な
位
置
を
占
め
て
は
い
な
い
文
章
群
」
で
あ
る
と
し

て
、
そ
の
政
治
性
を
否
定
し
て
い
る
（
２８０
）。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
天
心
の
執
筆
意
図
に

政
治
性
が
な
く
情
動
的
な
感
興
吐
露
で
あ
る
可
能
性
は
提
示
出
来
て
も
、
英
文
で

著
述
が
綴
ら
れ
た
こ
と
の
理
由
説
明
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
仮
に
感

興
吐
露
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
漢
詩
で
な
く
敢
え
て
英
文
で
行
っ
た
以
上
は
、

そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
聴
衆
な
い
し
読
者
の
想
定
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で

あ
る
。
ま
た
、
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
や
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
の
回
想
を
見
る
限
り
、

天
心
は
、『
東
洋
の
理
想
』『
東
洋
の
覚
醒
』
が
執
筆
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
時
期
に
、

盛
ん
に
イ
ン
ド
の
青
年
た
ち
と
意
見
を
交
わ
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
聴
衆
な
い
し

読
者
と
さ
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
、
浅
野
の
分
析
の
通
り
、「
印
度
の
有
識
者
」
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
や
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
が
、
ベ
ン
ガ
ル
の
革
命
的
グ

ル
ー
プ
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
第
一
節
で
既
に
触
れ
た
通

り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
金
子
は
、
天
心
が
「
実
際
に
イ
ン
ド
の
独
立
運
動
に
直
接

的
に
参
加
し
た
と
い
う
考
え
は
唐
突
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
横

山
大
観
の
回
想
や
、
天
心
の
孫
に
当
た
る
古
志
郎
氏
の
研
究
な
ど
か
ら
、
イ
ン
ド

政
庁
が
「
天
心
と
独
立
派
と
の
関
係
を
前
々
か
ら
問
題
視
」
し
て
い
た
こ
と
は
認

め
て
い
る
（
２８１
）。

横
山
大
観
は
、
一
九
二
六
年
に
出
さ
れ
た
自
叙
伝
の
中
で
、
一
九
〇
三
年
に
天

心
の
命
を
受
け
て
菱
田
春
草
と
共
に
イ
ン
ド
に
赴
い
た
際
を
回
想
し
て
、「
然
し

船
が
カ
ル
カ
ツ
タ
市
の
ガ
ン
ヂ
ス
河
の
岸
壁
に
着
く
と
、
我
々
一
行
は
意
外
な
障

害
に
遭
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
、
と
い
ふ
の
は
英
国
の
官
権
が
何
故
か

我
々
二
人
の
上
に
疑
惑
の
眼
を
光
ら
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
２８２
）。

ま
た
、
古
志
郎
氏
は
ベ
ン
ガ
ル
の
革
命
家
と
天
心
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
多
く

の
史
料
を
元
に
裏
付
け
を
行
っ
て
い
る
（
２８３
）。
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
一
九
一
一
年
頃
に

「
一
九
〇
〇
年
頃
」
の
出
来
事
と
し
て
回
想
さ
れ
た
、
英
印
政
庁
犯
罪
調
査
局
長

J.C.

ニ
ク
ソ
ン
の
『
ベ
ン
ガ
ル
に
お
け
る
革
命
運
動
の
成
長
に
関
す
る
ノ
ー
ト
』

に
お
い
て
、「
ベ
ン
ガ
ル
の
秘
密
結
社
は
一
九
〇
〇
年
頃
結
成
さ
れ
た
が
、
そ
の

結
成
会
合
に
は
弁
護
士
のP.

ミ
ッ
テ
ル
、
シ
ョ
ロ
ラ
・
デ
ー
ビ
ー
・
ゴ
ー
シ
ャ

ル
、
お
よ
び
オ
カ
ク
ラ
と
い
う
名
の
一
日
本
人
が
出
席
し
た
と
信
ず
る
に
足
る
理

由
が
あ
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
るP.

ミ
ッ

テ
ル
と
い
う
の
は
、
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
が
会
計
役
を
し
て
い
た
ア
ヌ
シ
ラ
ン
・

サ
ミ
テ
ィ
の
会
長
で
あ
る
し
、
シ
ョ
ロ
ー
ラ
・
ゴ
ー
シ
ャ
ル
と
い
う
の
は
、
タ

ゴ
ー
ル
一
族
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
イ
ン
ド
の
独
立
運
動
家
で
ア
ヌ
シ

ラ
ン
・
サ
ミ
テ
ィ
の
副
会
長
で
も
あ
る
オ
ー
ロ
ビ
ン
ド
・
ゴ
ー
シ
ュ
の
回
想
に
も
、

秘
密
結
社
に
つ
い
て
「
私
は
そ
の
創
立
者
で
も
な
く
、
同
志
で
も
な
か
っ
た
。
オ

カ
ク
ラ
男
爵
か
ら
受
け
た
感
銘
の
も
と
に
、
そ
れ
を
創
立
し
た
の
はP.

ミ
ッ
テ
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ル
と
ミ
ス
・
ゴ
ー
シ
ャ
ル
で
あ
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
と
い
う
。

一
雄
氏
が
『
父
天
心
』
の
中
で
綴
っ
て
い
る
、「
私
の
知
っ
て
い
る
だ
け
で
も
、

一
ベ
ン
ガ
ル
青
年
が
、
天
心
の
身
を
庇
う
べ
く
、
匕
首
を
揮
っ
て
裏
切
り
も
の
を

刺
し
、
み
ず
か
ら
従
容
と
し
て
罪
に
服
し
た
ご
と
き
秘
話
も
あ
る
く
ら
い
で
あ

る
（
２８４
）」
と
い
う
記
述
は
特
に
典
拠
も
な
い
伝
聞
の
話
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と

も
、
天
心
が
イ
ン
ド
で
交
流
し
て
い
た
人
物
は
、
ベ
ン
ガ
ル
の
独
立
運
動
の
中
心

人
物
で
あ
っ
た
し
、
天
心
の
言
説
が
彼
ら
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
面
も
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
天
心
の
『
東
洋
の
覚
醒
』
の
執
筆

背
景
に
、
必
ず
し
も
政
治
性
が
皆
無
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

と
は
い
え
、
外
川
昌
彦
に
拠
れ
ば
、「
イ
ン
ド
の
歴
史
家
シ
ュ
ミ
ッ
ト
・
シ
ョ

ル
カ
ル
は
、
ベ
ン
ガ
ル
の
近
代
史
研
究
を
代
表
す
る
そ
の
著
作
の
中
で
、
革
命
運

動
家
と
共
謀
す
る
岡
倉
天
心
と
い
う
風
聞
は
、『
全
く
裏
付
け
が
な
い
も
の
』
と

否
定
し
て
」
お
り
、
ま
た
、「
ア
メ
リ
カ
人
の
イ
ン
ド
史
家
で
、
オ
ー
ロ
ビ
ン

ド
・
ゴ
ー
シ
ュ
の
伝
記
的
研
究
で
知
ら
れ
る
ピ
ー
タ
ー
・
ヒ
ー
ス
は
、
ベ
ン
ガ
ル

の
革
命
運
動
に
岡
倉
天
心
が
及
ぼ
し
た
影
響
を
検
証
す
る
と
、
天
心
が
イ
ン
ド
か

ら
帰
国
し
た
後
は
、
そ
の
影
響
は
『
す
み
や
か
に
忘
れ
去
ら
れ
た
』
と
し
て
い

る
」
と
い
う
（
２８５
）。

第
一
章
第
一
節
で
引
用
し
た
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
の
講
演
で
の
「
彼
が
原
動
力

を
与
え
た
運
動
は
、
今
も
な
お
私
ど
も
の
地
方
で
進
ん
で
い
ま
す
。（
中
略
）『
ベ

ン
ガ
ル
の
芸
術
運
動
』
は
そ
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
言
葉
な
ど
を
見
る
限

り
、
天
心
が
イ
ン
ド
に
残
し
た
の
は
、
や
は
り
主
と
し
て
は
芸
術
面
で
の
影
響
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
も
思
わ
れ
る
。
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
の
甥
で
あ
る
オ
ボ
バ
ニ

ン
ド
ラ
ナ
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
は
、「
日
本
の
水
彩
画
の
技
術
を
横
山
大
観
か
ら
習
い
、

聖
像
画
『
バ
ー
ラ
タ
マ
ー
タ
（
母
な
る
イ
ン
ド
）』（
一
九
〇
五
年
）
を
、
日
本
画

の
描
法
を
使
っ
て
描
い
た
」
と
い
う
か
ら
（
２８６
）、
少
な
く
と
も
、
天
心
の
渡
印
に
よ
り
、

美
術
分
野
で
イ
ン
ド
に
多
少
の
影
響
が
残
さ
れ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

金
子
は
、『
東
洋
の
覚
醒
』
に
関
し
て
は
、「
情
熱
的
な
性
格
」
の
天
心
が
、

「
イ
ン
ド
独
立
派
と
の
交
流
」、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
「
陶
酔
感
」
に
よ
っ

て
生
み
出
し
た
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
。
他
方
、『
東
洋
の
理
想
』
に
関
し
て

は
、「
彼
の
イ
ン
ド
行
き
は
日
本
美
術
院
の
経
営
の
行
き
詰
ま
り
が
大
き
な
き
っ

か
け
で
あ
っ
た
」
こ
と
か
ら
、「
あ
ら
た
な
活
動
の
場
を
新
天
地
ア
メ
リ
カ
に
求

め
」「
ア
メ
リ
カ
で
の
雇
用
条
件
を
よ
く
す
る
た
め
に
英
文
で
書
く
必
要
を
感
じ

て
い
た
」
の
だ
と
し
て
、『
東
洋
の
覚
醒
』
と
『
東
洋
の
理
想
』
は
、
執
筆
時
期

が
近
い
故
に
内
容
が
関
連
付
け
ら
れ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
帯
び
て
い

る
性
質
は
別
物
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
２８７
）。

ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
彼
と
出
会
っ
た
時
、
天
心
は
「
主
著

『
東
洋
の
理
想
』
を
ち
ょ
う
ど
書
き
終
え
た
と
こ
ろ
で
」
あ
っ
た
と
い
う
（
２８８
）。
ま
た
、

清
見
は
、
塩
田
力
蔵
か
ら
聞
い
た
話
か
ら
、
イ
ン
ド
出
発
前
の
時
期
に
「
天
心
は

し
き
り
に
英
文
で
何
か
草
稿
様
の
も
の
を
作
つ
て
ゐ
た
と
い
ふ
。
察
す
る
に
、
こ

れ
は
『
東
洋
の
理
想
』
の
草
稿
の
一
部
で
は
な
か
つ
た
ら
う
か
」
と
推
測
し
て
い

る
（
２８９
）。
こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
と
、
天
心
は
、
イ
ン
ド
到
着
時
に
は
既
に
『
東
洋
の
理

想
』
を
あ
る
程
度
書
き
終
え
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
金
子
の
指

摘
の
通
り
、『
東
洋
の
理
想
』
と
『
東
洋
の
覚
醒
』
の
執
筆
目
的
が
別
々
で
あ
っ

た
可
能
性
は
確
か
に
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
章
第
一
節
で
見
た
通
り
、
天
心
は
渡

印
前
か
ら
既
に
、
マ
ク
ラ
ウ
ド
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
に

関
心
を
持
ち
始
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
東
洋
の
理
想
』
が
日

本
で
あ
る
程
度
の
形
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
意
識
の
向
け
ら
れ
る
先
が
イ
ン

ド
で
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
東
洋
の
理
想
』『
東
洋
の

覚
醒
』
と
も
に
、
イ
ン
ド
で
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
点
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
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浅
野
は
、『
東
洋
の
理
想
』
の
第
二
章
、
第
三
章
、
第
四
章
、
そ
し
て
第
六
章

か
ら
第
一
四
章
ま
で
は
「
日
本
に
於
い
て
の
述
作
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
」
が
、

第
五
章
は
「
印
度
に
於
い
て
大
い
に
加
筆
訂
正
さ
れ
」、
第
一
章
と
第
一
五
章
は

「
大
体
に
於
い
て
印
度
に
於
い
て
書
か
れ
た
も
の
と
、
わ
た
し
は
考
へ
た
い
」
と

し
て
い
る
（
２９０
）。
堀
岡
は
、「『
東
洋
の
理
想
』
の
日
本
美
術
史
の
部
分
は
日
本
で
書
か

れ
、
前
後
の
二
章
は
航
海
中
と
イ
ン
ド
旅
行
の
合
間
に
書
か
れ
」
た
と
し
て
い
る
（
２９１
）。

こ
の
辺
り
に
つ
い
て
も
、
浅
野
の
分
析
は
現
在
ま
で
の
研
究
成
果
か
ら
大
き
く
外

れ
た
も
の
で
は
な
い
。

イ
ン
ド
で
の
加
筆
修
正
を
加
味
し
て
考
え
る
と
、
当
初
は
金
子
の
推
測
の
よ
う

に
、
長
期
的
に
は
ア
メ
リ
カ
で
美
術
評
論
家
と
し
て
の
地
位
を
得
る
為
に
筆
を

執
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
や
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
、

ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
、
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
ら
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
執
筆
の
目
的
が

徐
々
に
変
わ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
ば
、
日
本

で
既
に
あ
る
程
度
『
東
洋
の
理
想
』
の
原
稿
が
完
成
し
て
い
た
ら
し
き
こ
と
と
も
、

紫
水
の
回
想
に
あ
る
「
印
度
を
し
て
自
覚
せ
し
め
る
様
な
こ
の
文
章
」
と
い
う
天

心
の
『
東
洋
の
理
想
』
に
対
す
る
位
置
づ
け
と
も
、
矛
盾
が
生
じ
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
主
と
し
て
日
本
美
術
に
つ
い
て
述
べ
た
『
東
洋
の
理
想
』
へ
の
加
筆
修

正
だ
け
で
は
、
イ
ン
ド
の
人
々
か
ら
受
け
た
感
化
を
表
現
す
る
に
は
書
き
足
ら
ず
、

ま
た
、
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
か
ら
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
達
へ
の
促
し
あ
る
言
葉
な
ど
を

求
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
新
た
に
『
東
洋
の
覚
醒
』
を
著
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

ま
た
、
金
子
は
、『
東
洋
の
覚
醒
』
が
未
発
表
に
終
わ
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、

天
心
が
、
イ
ン
ド
独
立
派
と
の
交
流
に
よ
っ
て
「
欧
米
の
ア
ジ
ア
支
配
を
糾
弾
す

る
よ
う
な
も
の
」
を
書
い
て
し
ま
っ
た
が
、「
イ
ン
ド
を
離
れ
て
冷
静
に
な
る
に

つ
れ
」「
ア
メ
リ
カ
で
就
業
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
」
こ
と
を
思
い
出
し
、

自
身
の
今
後
の
地
位
の
為
に
原
稿
を
隠
す
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
し
て
い
る
（
２９２
）。
そ

れ
も
十
分
に
妥
当
性
の
あ
る
見
解
で
あ
る
が
、
金
子
の
考
え
方
で
は
、
天
心
が
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
自
身
の
再
出
発
に
専
心
し
過
ぎ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

『
東
洋
の
覚
醒
』
ほ
ど
過
激
な
言
葉
は
綴
っ
て
い
な
い
に
し
て
も
、『
日
本
の
目
覚

め
』、『
茶
の
本
』
ま
で
、
西
洋
を
「
白
禍
」
と
詰
る
天
心
の
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
。

ま
た
、『
日
本
と
黄
禍
』
か
ら
『
日
本
の
目
覚
め
』
に
至
る
過
程
で
、「
ス
ラ
ヴ

禍
」
か
ら
「
白
禍
」
へ
と
批
判
の
対
象
範
囲
を
広
げ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

売
れ
る
本
や
評
価
さ
れ
る
本
と
い
う
観
点
か
ら
天
心
が
著
述
を
行
っ
て
い
た
と
は

思
い
難
い
。

浅
野
は
、『
東
洋
の
覚
醒
』
が
未
発
表
に
終
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
わ
た
し

は
、
少
く
と
も
二
つ
の
原
因
を
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
つ
は
、
当
時
の
印

度
は
、
カ
ー
ゾ
ン
の
印
度
だ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
は
、
当
時
の
日
本

は
、
日
英
同
盟
の
締
結
さ
れ
た
ば
か
り
の
日
本
だ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
」
と

述
べ
る
（
２９３
）。
カ
ー
ゾ
ン
と
は
、
一
八
九
九
〜
一
九
〇
五
年
ま
で
イ
ン
ド
総
督
兼
副
王

を
務
め
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
カ
ー
ゾ
ン
の
こ
と
で
あ
り
、
民
族
運
動
分
断
の
為
に
ベ
ン

ガ
ル
分
割
令
を
発
し
た
人
物
で
あ
る
。

天
心
は
、『
東
洋
の
理
想
』
の
内
容
で
す
ら
紫
水
が
回
想
し
た
よ
う
な
懸
念
を

述
べ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
カ
ー
ゾ
ン
の
下
で
独
立
運
動
弾
圧
政
策
が
執
ら
れ
て
い

る
イ
ン
ド
で
、
よ
り
過
激
な
言
葉
を
記
し
た
『
東
洋
の
覚
醒
』
を
発
表
す
る
こ
と

を
躊
躇
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
日
露
戦
争
を
意
識
し
つ
つ

『
日
本
の
目
覚
め
』
を
出
版
す
る
天
心
で
あ
る
か
ら
、
日
英
同
盟
に
配
慮
し
た
可

能
性
も
十
分
に
あ
る
。
外
川
は
、
こ
れ
ま
で
英
語
圏
で
も
日
本
語
圏
で
も
紹
介
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
イ
ン
ド
で
の
天
心
の
足
取
り
を
示
す
史
料
と
し
て
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ

カ
ー
ナ
ン
ダ
の
信
徒
の
一
人
で
あ
る
ノ
レ
シ
ュ
チ
ョ
ン
ド
ロ
・
ゴ
ー
シ
ュ
の
回
想

記
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
一
九
〇
二
年
一
月
二
八
日
の
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
訪
問
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の
際
の
様
子
に
関
し
て
、「
岡
倉
は
、
当
時
の
イ
ン
ド
総
督
カ
ー
ゾ
ン
の
照
会
状

を
携
え
て
お
り
、
あ
ら
か
じ
め
電
報
で
そ
の
こ
と
は
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ガ

ヤ
駅
で
は
、
地
方
政
府
の
担
当
部
署
の
役
人
が
出
迎
え
に
来
て
い
ま
し
た
」
と
書

か
れ
て
い
る
と
い
う
。
外
川
は
、
こ
の
記
述
か
ら
、「
天
心
は
、
正
式
な
外
交

ル
ー
ト
に
そ
の
渡
印
の
記
録
は
見
ら
れ
な
い
が
、
カ
ー
ゾ
ン
総
督
の
照
会
状
を
携

え
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
少
な
く
と
も
英
領
イ
ン
ド
政
府
が
天
心
の
こ

と
を
、
日
本
政
府
の
関
係
者
と
見
な
し
、
接
遇
し
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い

る
」
と
し
て
い
る
（
２９４
）。
日
英
同
盟
の
調
印
・
発
効
は
、
こ
の
二
日
後
の
一
月
三
〇
日

で
あ
る
。
天
心
が
そ
の
辺
り
の
政
治
的
事
情
を
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
た
か
は
定

か
で
は
な
い
が
、
外
川
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
準
公
人
と
し
て
の
扱
い
」
を
受
け
て

い
た
以
上
、
天
心
も
、
個
人
的
な
考
え
が
如
何
な
も
の
で
あ
れ
、
表
立
っ
て
の
行

動
は
、
日
本
の
今
後
に
配
慮
し
て
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
は
働
い

て
い
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
浅
野
の
天
心
研
究
は
、
史
料
不
足
な
中
で
書
か
れ
た
こ
と
を
考

慮
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
点
も
あ
る
し
、
現
在
も
評
価
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の
も
あ

る
。尤

も
、
そ
れ
が
、
浅
野
が
描
い
た
天
心
像
の
歪
み
を
正
当
化
す
る
も
の
で
は
な

い
。
一
九
四
三
年
刊
行
の
浅
野
の
『
米
英
思
想
批
判
』
に
お
け
る
天
心
描
写
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

『
東
洋
の
覚
醒
』
は
、「
ア
ジ
ヤ
の
兄
弟
姉
妹
よ
」
と
い
ふ
言
葉
で
始
ま
る
。

悲
壮
に
し
て
痛
烈
な
全
ア
ジ
ヤ
民
族
へ
の
公
開
状
で
あ
る
。（
中
略
）
日
本
の

明
治
維
新
は
、
皇
政
復
古
で
あ
つ
た
。
そ
の
古
へ
の
ま
こ
と
の
国
ぶ
り
、
大
御

手
ぶ
り
に
立
ち
帰
つ
た
の
が
明
治
維
新
で
あ
つ
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
日
本
は
、

米
英
の
如
何
と
も
す
べ
か
ら
ざ
る
神
国
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た
。
ア
ジ
ヤ
十

億
の
民
よ
、
わ
が
日
本
の
下
に
蹶
起
せ
よ
。
武
器
を
執
つ
て
起
て
。
そ
し
て
汝

ら
の
敵
、
米
英
を
撃
つ
て
斃
せ
。
そ
し
て
汝
ら
の
光
栄
あ
る
歴
史
を
回
復
せ
よ
。

歴
史
へ
の
回
帰
の
な
か
に
こ
そ
、
ア
ジ
ヤ
復
興
の
唯
一
の
方
法
が
あ
る
の
だ
。

か
や
う
に
天
心
は
叫
び
、
そ
し
て
、
ア
ジ
ヤ
の
文
化
が
、
米
英
の
そ
れ
に
比
し

て
何
ら
卑
下
す
る
に
当
ら
ぬ
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
―
―
（
２９５
）

こ
の
よ
う
な
、
浅
野
が
描
い
た
よ
う
な
解
釈
が
、
果
た
し
て
天
心
を
理
解
す
る

上
で
相
応
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
他
の
本
よ
り
も
過
激
な
言
葉
の
多
い
『
東
洋
の
覚
醒
』
に
お
い
て

す
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
関
し
て
の
非
難
め
い
た
言
葉
は
、
日
本
の
開
国
に
関
す
る

「
そ
の
翌
年
、
お
び
た
だ
し
い
武
装
使
節
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
先
頭
に
日
本

の
門
戸
を
叩
き
、
日
本
の
意
に
反
し
て
開
港
を
命
じ
て
い
る
」
と
い
う
記
述
程
度

で
あ
る
（
２９６
）。
そ
し
て
、『
日
本
の
目
覚
め
』
で
は
、「
白
禍
」
の
章
で
「
日
本
に
と
っ

て
は
、
一
八
五
三
年
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
武
装
使
節
は
、
他
の
東
洋
諸
国
に

と
っ
て
そ
の
出
現
が
非
常
に
致
命
的
な
も
の
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
て
い
た
、
白
禍

の
非
常
に
恐
ろ
し
い
具
現
だ
っ
た
（
２９７
）」
と
し
つ
つ
も
、
次
の
章
で
は
、
出
だ
し
か
ら

「
も
し
も
、
ア
メ
リ
カ
使
節
の
折
良
い
到
着
と
、
彼
ら
が
日
本
の
対
外
関
係
に
関

し
て
取
っ
た
断
固
と
し
た
態
度
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
国
内
不
和
が
最
高
潮
に
達

し
、
一
八
六
八
年
の
王
政
復
古
に
先
立
つ
ど
ん
な
事
件
よ
り
も
遥
か
に
酷
い
内
戦

の
時
代
に
突
入
し
て
い
た
だ
ろ
う
（
２９８
）」
と
述
べ
た
り
、「
ま
た
我
々
は
、
ア
メ
リ
カ

の
提
督
に
対
し
、
彼
が
交
渉
中
に
示
し
て
く
れ
た
限
り
な
い
忍
耐
と
公
平
性
に
、

心
か
ら
の
感
謝
を
捧
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
東
洋
の
国
民
は
、
決
し
て
親
切
に
さ
れ
た

こ
と
を
忘
れ
な
い
。
そ
し
て
不
幸
な
こ
と
に
、
国
際
間
で
の
親
切
は
、
極
め
て
稀

で
あ
る
。
ペ
リ
ー
提
督
の
名
は
我
々
に
と
っ
て
非
常
に
親
愛
な
る
も
の
な
の
で
、

彼
の
到
着
五
〇
周
年
記
念
に
際
し
て
、
人
々
は
彼
の
上
陸
地
点
に
記
念
碑
を
立
て
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た
ほ
ど
で
あ
る
（
２９９
）」
と
述
べ
た
り
し
て
い
る
。

セ
ン
ト
ル
イ
ス
講
演
や
『
日
本
と
黄
禍
』
で
の
天
心
の
言
葉
を
知
ら
ず
と
も
、

少
な
く
と
も
、『
日
本
の
目
覚
め
』
に
お
い
て
、
清
見
も
浅
野
も
、
天
心
の
弟
子

た
ち
も
、
こ
の
記
述
を
目
に
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
聖
文
閣
の
『
岡
倉
天
心
全

集
』
で
も
、
六
芸
社
の
『
岡
倉
天
心
全
集
』
で
も
、
村
岡
博
訳
の
『
日
本
の
目
覚

め
』
で
も
、
こ
の
件
は
き
ち
ん
と
邦
訳
さ
れ
載
っ
て
い
る
。
創
元
社
の
『
天
心
全

集
』
で
の
英
文
収
録
上
で
も
欠
け
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
、
彼
ら
が
当
時
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
い
た
の
か
ま
で
は
、
今
回
、
力
が
及
ば
ず
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
浅
野
が
出
し
た
聖
文
閣
版
『
日
本
の
覚
醒
』
は
目
に
出

来
な
か
っ
た
の
で
、
可
能
で
あ
れ
ば
後
続
の
研
究
の
方
に
確
認
し
て
頂
き
た
い
。

塩
崎
は
、
こ
う
い
っ
た
『
日
本
の
目
覚
め
』
に
お
け
る
記
述
か
ら
、「
ア
メ
リ

カ
は
日
本
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
刺
激
を
与
え
て
く
れ
た
『
恩
人
』
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
一
方
、「
西
欧
諸
国
の
一
国
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は

『
白
禍
』
陣
営
に
入
れ
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
特
別
待
遇
を
受
け
て
い
な
い

の
で
」、
第
二
章
第
二
節
で
触
れ
た
ソ
ー
ン
ト
ン
不
破
直
子
の
研
究
に
あ
っ
た
よ

う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
の
書
評
が
好
意
的
な
の
に
対
し
イ
ギ
リ
ス
で
の
書
評
で
不
評

な
の
は
「
も
っ
と
も
で
あ
る
」
と
も
い
う
（
３００
）。

ま
た
、
川
嶌
一
穂
も
、
天
心
は
「〔
山
越
注：

『
東
洋
の
理
想
』
で
〕
ア
メ
リ
カ

の
武
装
使
節
団
の
脅
威
に
つ
い
て
語
り
つ
つ
も
、
鎖
国
の
扉
を
開
い
た
ア
メ
リ
カ

の
目
的
は
、
自
国
の
勢
力
拡
張
で
は
な
く
文
明
開
化
の
精
神
に
も
と
づ
く
日
本
の

開
国
だ
っ
た
と
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
感
謝
を
述
べ
て
い
る
。
彼
の
場
合
、
日
本
美

術
院
の
開
設
の
と
き
の
財
政
的
援
助
を
請
う
た
の
も
ア
メ
リ
カ
人
、
英
文
著
書
出

版
の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
の
も
ア
メ
リ
カ
人
女
性
、
晩
年
に
職
を
得
た
の

も
ア
メ
リ
カ
、
ボ
ス
ト
ン
の
美
術
館
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ

批
判
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
（
３０１
）。

こ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
天
心
の
考
え
に
「
米
英
を
撃
つ
て
斃
せ
」

な
ど
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
は
、
到
底
思
え
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
で
あ
っ

た
イ
ン
ド
の
立
場
に
立
つ
上
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
多
少
非
難
め
い
た
考
え
は

あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。『
東
洋
の
覚
醒
』
に
お
け
る
「
西
洋
諸
国
の
う
ち
で

も
っ
と
も
高
慢
な
国
が
日
本
と
の
同
盟
を
求
め
る
に
い
た
っ
た
（
３０２
）」
と
い
う
イ
ギ
リ

ス
を
指
す
と
思
わ
れ
る
表
現
か
ら
も
、
そ
の
点
は
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
少
な

く
と
も
、
ア
メ
リ
カ
に
関
し
て
言
え
ば
、
天
心
は
む
し
ろ
好
意
的
で
あ
っ
た
。

加
え
て
言
う
な
ら
、
イ
ギ
リ
ス
に
関
し
て
も
、
非
難
の
感
情
ば
か
り
で
あ
っ
た

と
は
思
え
な
い
。
天
心
は
、
イ
ン
ド
へ
出
発
す
る
前
、
一
九
〇
一
年
十
一
月
二
十

九
日
付
で
、
同
行
す
る
堀
至
徳
の
母
へ
次
の
よ
う
な
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。

（
前
略
）
印
度
は
古
代
と
違
ひ
此
頃
は
英
国
領
土
と
相
成
交
通
も
開
け
到
処
ニ

鉄
道
モ
有
之
生
活
の
便
利
は
日
本
と
異
な
る
こ
と
無
之
危
険
抔
毫
モ
無
之
候

殊

に
今
般
至
徳
君
の
留
学
セ
ラ
ル
へ
き
カ
ル
カ
ツ
タ
府
ハ
印
度
総
督
の
首
都
ニ
て
保

護
行
届
き
居
候
ニ
付
更
ニ
御
心
配
ニ
及
ハ
ス

且
又
先
方
ニ
テ
御
世
話
可
致
ビ
ベ

カ
ナ
ン
ダ
師
は
同
国
一
流
の
学
者

人
の
皆
尊
崇
ス
ル
人
ニ
御
座
候
（
後
略
（
３０３
））

木
下
は
、
こ
の
手
紙
に
関
し
て
、
天
心
が
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
へ
言
及
し
て

い
る
点
と
、
至
徳
の
母
を
安
心
さ
せ
る
為
に
気
を
遣
っ
て
い
る
点
に
し
か
触
れ
て

い
な
い
が
（
３０４
）、
こ
の
手
紙
か
ら
は
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
を
敬
い
つ
つ
も
、
至
徳

の
母
へ
の
気
遣
い
故
と
は
い
え
、
生
活
の
利
や
安
全
の
面
で
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド

支
配
に
肯
定
的
と
も
言
え
る
態
度
を
取
る
天
心
の
一
面
も
感
じ
ら
れ
は
し
な
い
だ

ろ
う
か
。

ま
た
、
登
志
氏
は
、『
茶
の
本
』
の
第
一
章
に
お
け
る
英
語
表
現
に
、
シ
ェ
ー

ク
ス
ピ
ア
を
意
識
し
た
言
い
回
し
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
（
３０５
）。

天
心
が
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イ
ギ
リ
ス
の
文
学
に
よ
く
親
し
ん
で
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
一
雄
氏
の
『
父
天

心
』
に
お
け
る
記
述
か
ら
も
、『
茶
の
本
』
に
与
え
ら
れ
て
い
る
評
価
か
ら
も
、

よ
く
伺
え
る
こ
と
で
あ
る
。
欧
米
の
文
物
に
通
じ
て
い
る
こ
と
が
、
必
ず
し
も
国

粋
主
義
的
で
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
天
心
の
言

説
と
生
涯
を
総
合
的
に
見
た
時
、
米
英
に
対
す
る
苛
烈
な
反
感
が
あ
っ
た
と
は
言

え
な
い
だ
ろ
う
。

確
か
に
、『
東
洋
の
覚
醒
』
に
は
、「
日
本
の
輝
か
し
い
復
活
は
ア
ジ
ア
の
復
興

の
一
つ
の
実
例
と
し
て
き
わ
め
て
教
訓
的
で
あ
る
（
３０６
）」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
「
一
つ
の
実
例
」
と
し
て
挙
げ
た
だ
け
で
、「
日
本
の
下
に
蹶
起
せ

よ
」
な
ど
と
い
う
意
味
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
「
復
活
」
の
過
程
を
「
偉

大
な
献
身
」
や
「
愛
国
の
精
神
」
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
と
し
て
い
る
点
な
ど
は
（
３０７
）、

一
九
三
〇
年
代
当
時
に
読
ま
れ
れ
ば
、
非
常
に
都
合
の
良
い
精
神
論
と
し
て
機
能

す
る
語
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
全
体
の
文
意
を
考
え
た
場
合
、
そ

こ
に
天
心
の
主
張
の
中
心
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
大
名
ら
が
天
皇
に
領
地
を

返
還
し
た
の
は
、「
国
が
統
一
さ
れ
て
強
く
な
り
、
外
国
の
攻
撃
に
直
面
せ
し
む

る
た
め
（
３０８
）」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
が
あ
る
節
の
前
半
で
は
、「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
の
政
策
は
、
支
配
す
る
為
に
分
割
す
る
こ
と
を
け
っ
し
て
忘
れ
な
い
（
３０９
）」

と
し
て
、
ア
ジ
ア
各
地
で
宗
教
対
立
や
国
内
紛
争
・
外
交
対
立
が
煽
ら
れ
て
き
た

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
わ
れ
わ
れ
が
欲
す
る
の
は
統
一
と
指
導
力
で

あ
っ
て
、
数
の
優
勢
で
は
な
い
」「
義
和
団
は
、
か
り
に
清
国
政
府
軍
が
共
同
行

動
に
加
わ
る
こ
と
を
許
さ
れ
さ
え
し
た
ら
、
成
功
し
た
だ
ろ
う
（
３１０
）」
と
も
述
べ
る
。

つ
ま
り
、
天
心
は
、
東
洋
諸
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
に
対
抗
す
る
に
は
、
ま
ず

国
内
を
分
裂
さ
せ
な
い
為
に
、
統
一
的
な
権
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

日
本
の
場
合
は
、
天
皇
と
い
う
統
一
に
最
適
な
存
在
が
居
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る

だ
け
と
も
言
え
よ
う
。

ま
た
、『
東
洋
の
覚
醒
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

西
洋
の
や
ま
し
い
良
心
は
、
し
ば
し
ば
黄
禍
の
幻
影
を
呼
び
招
い
た
。
そ
れ

な
ら
ば
、
東
洋
の
静
か
な
凝
視
を
白
禍
に
向
け
よ
う
で
は
な
い
か
。
私
は
諸
君

に
暴
力
を
で
は
な
く
、
男
ら
し
さ
を
呼
び
か
け
て
い
る
の
だ
。
攻
撃
を
で
は
な

く
自
覚
を
呼
び
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
（
３１１
）。

そ
し
て
、『
日
本
の
目
覚
め
』
と
『
茶
の
本
』
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
。

い
つ
に
な
れ
ば
戦
争
は
止
む
の
か
。（
中
略
）
自
身
を
守
る
勇
気
も
力
も
な

い
者
は
、
奴
隷
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
々
の
真
の
友
が
未
だ
に
剣
で
あ
る

こ
と
を
直
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
我
々
に
戦
争
を
教
え
た
。
い
つ
に
な
れ
ば
彼
ら
は
平
和
の
恩
恵
を
学

ぶ
の
か
？
（
３１２
）

も
し
、
我
々
が
文
明
の
名
に
値
す
る
為
に
は
、
戦
争
の
お
ぞ
ま
し
い
栄
光
に

基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
は
喜
ん
で
野
蛮
人
の

ま
ま
で
居
よ
う
。
我
々
の
芸
術
や
理
想
に
然
る
べ
き
敬
意
が
払
わ
れ
る
時
ま
で
、

喜
ん
で
待
っ
て
い
よ
う
（
３１３
）。

天
心
の
著
述
に
は
、
一
見
す
る
と
矛
盾
し
て
読
め
る
表
現
が
多
い
。
そ
れ
故
に
、

浅
野
の
よ
う
に
天
心
の
過
激
な
発
言
の
み
を
切
り
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
確

か
に
、『
東
洋
の
覚
醒
』
や
『
日
本
の
目
覚
め
』
の
記
述
を
見
る
と
、
天
心
は
、

現
実
的
に
は
武
力
に
対
し
て
武
力
で
応
じ
る
必
要
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
と

129



思
わ
れ
る
節
も
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
武
力
を
美
の
理
想
に
反
す
る
忌
む
べ
き

も
の
と
見
な
す
姿
勢
も
、
一
貫
し
て
著
述
に
残
し
続
け
た
。
天
心
は
、
武
力
を
正

当
化
す
る
こ
と
の
容
易
さ
と
危
う
さ
を
認
識
し
て
い
た
が
故
に
、
そ
の
よ
う
な
矛

盾
を
孕
ん
だ
言
葉
を
書
き
、
時
に
は
原
稿
を
筐
底
に
秘
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
三
章

岡
倉
天
心
の
思
想
と
は
何
だ
っ
た
の
か

第
一
節

天
心
の
思
想
に
対
す
る
戦
後
の
分
析

進
藤
曰
く
、
二
度
目
の
天
心
ブ
ー
ム
が
現
れ
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七

〇
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
高
度
成
長
期
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
高
揚
と
、
七

二
年
日
中
国
交
正
常
化
に
始
ま
る
中
国
と
ア
ジ
ア
へ
の
関
与
の
高
ま
り
を
背
景

に
」
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
時
期
の
主
要
な
天
心
研
究
者
が
、

竹
内
好
、
橋
川
文
三
、
丸
山
真
男
、
色
川
大
吉
な
ど
で
あ
る
と
い
う
（
３１４
）。

そ
う
い
っ
た
一
人
で
あ
る
竹
内
に
拠
れ
ば
、「
戦
後
し
ば
ら
く
は
、
天
心
の
名

は
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
と
も
に
忘
れ
ら
れ
て
い
た
」
と
い
う
。
天
心
と
い
う
よ
り
は
、

天
心
を
扱
っ
た
日
本
浪
曼
派
に
関
す
る
証
言
だ
が
、
橋
川
も
「
私
の
見
た
か
ぎ

り
で
、
日
本
ロ
マ
ン
派
の
批
判
ら
し
き
も
の
を
含
ん
だ
文
章
は
必
ず
し
も
少
い
わ

け
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
一
般
的
に
は
、
こ
の
特
異
な
ウ
ル
ト
ラ
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ス
ト
の
文
学
グ
ル
ー
プ
は
、
む
し
ろ
戦
後
は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
」
と
い
う
（
３１５
）。
そ

し
て
、
竹
内
に
拠
る
と
、
そ
の
後
に
起
き
た
「『
汚
名
』
を
そ
そ
ぐ
『
復
権
運

動
』」
の
中
で
現
れ
た
の
が
、
宮
川
寅
雄
で
あ
る
と
い
う
（
３１６
）。

宮
川
は
戦
争
中
の
浅
野
ら
の
天
心
論
を
「
立
派
な
も
の
だ
な
ぞ
と
は
断
じ
て
考

え
て
い
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、「
侵
略
的
帝
国
主
義
者
の
天
心
賛
美
が
、
火
の

な
い
と
こ
ろ
に
起
っ
た
煙
だ
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
（
３１７
）。

宮
川
は
、
天

心
が
英
文
著
作
を
執
筆
し
た
当
時
、
ま
だ
不
平
等
条
約
改
正
こ
そ
為
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
も
の
の
、
既
に
日
本
は
植
民
地
化
の
危
機
を
脱
し
、
逆
に
侵
略
す
る
側
へ

と
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
東
洋
の
理
想
』
や
『
東
洋
の
覚
醒
』
に
お

い
て
「
そ
し
ら
ぬ
顔
を
し
て
、
イ
ン
ド
の
自
由
と
日
本
の
解
放
を
、
お
な
じ
も
の

に
す
り
か
え
た
」
こ
と
（
３１８
）、
そ
し
て
日
本
に
は
解
放
の
指
導
的
役
割
が
あ
る
と
し
た

こ
と
が
、
太
平
洋
戦
争
時
に
天
心
が
利
用
さ
れ
た
原
因
で
あ
る
と
す
る
（
３１９
）。
そ
し
て
、

『
日
本
の
目
覚
め
』
に
お
い
て
は
、
黄
禍
論
へ
の
反
撃
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
非

難
す
る
が
ア
メ
リ
カ
は
棚
上
げ
し
、
日
露
戦
争
に
お
け
る
日
本
の
帝
国
主
義
は
擁

護
し
て
い
る
と
批
判
的
に
見
る
（
３２０
）。
た
だ
、
宮
川
は
、
こ
れ
ら
を
記
し
た
著
書
『
岡

倉
天
心
』
の
「
は
じ
め
に
」
で
、
既
存
の
天
心
評
伝
を
挙
げ
た
上
で
、「
正
直
に

い
っ
て
、
天
心
を
愛
す
べ
き
、
畏
敬
す
べ
き
人
間
と
は
う
け
と
れ
な
い
」「
こ
の

よ
う
な
人
物
を
つ
う
じ
て
、
明
治
の
美
術
を
語
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
か
な
り

苦
痛
な
仕
事
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
な
ど
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
個
人
的

感
情
を
踏
ま
え
る
と
、
ど
の
程
度
天
心
を
公
正
に
評
価
し
た
の
か
、
少
々
疑
わ
し

く
も
あ
る
。
そ
の
為
か
、
後
年
、
橋
川
が
戦
後
の
天
心
研
究
者
を
挙
げ
た
折
に

「
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
天
心
を
よ
く
理
解
せ
ん
と
し
た
人
々
で
あ
る
が
、
中
に
は

天
心
の
自
由
奔
放
な
生
き
方
に
あ
き
た
ら
ず
、
そ
の
評
価
の
低
い
例
も
あ
る
。
そ

の
一
例
が
宮
川
寅
雄
で
あ
る
」
と
言
わ
し
め
て
い
る
（
３２１
）。

竹
内
は
、
英
文
著
作
だ
け
で
「
彼
の
思
想
を
代
表
さ
せ
、
そ
れ
を
前
期
の
美
術

運
動
と
切
り
離
し
て
論
ず
る
の
は
当
を
得
な
い
」
と
し
て
い
る
。『
東
洋
の
理

想
』
以
降
の
英
文
著
作
が
書
か
れ
た
の
は
日
本
美
術
院
の
行
き
詰
ま
り
後
、
即
ち

理
想
の
実
現
に
敗
北
し
た
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
心
は
日
本
で
訴
え
ら
れ
な
い

代
わ
り
に
世
界
に
訴
え
よ
う
と
し
て
英
文
で
著
述
し
た
の
だ
と
し
、
天
心
の
真
意

は
「
日
本
国
家
の
自
己
主
張
を
代
弁
」
す
る
こ
と
に
は
な
く
、
美
の
使
徒
と
し
て

「『
物
質
』
化
し
た
日
本
国
家
」
を
「
弾
劾
」
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
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し
て
、『
東
洋
の
理
想
』
の
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
が
「
天
心
の
思
想
の
核
心
で
あ

る
」
と
し
、
こ
れ
と
『
東
洋
の
覚
醒
』
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
栄
光
は
ア
ジ
ア
の
屈

辱
で
あ
る
」
と
い
う
文
言
と
を
合
わ
せ
て
、「
ア
ジ
ア
は
屈
辱
に
お
い
て
一
つ
で

あ
る
」
と
い
う
の
が
天
心
の
思
想
の
命
題
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、「
天
心
は
ア
ジ

ア
の
名
で
愛
ま
た
は
宗
教
を
考
え
て
い
る
」
の
で
あ
り
、「
武
力
は
非
ア
ジ
ア
ま

た
は
反
ア
ジ
ア
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
で
あ
る
し
、「
一
つ
と
い
う
判
断
は
、
事

実
で
な
く
て
要
請
で
あ
る
。
一
つ
で
『
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
』」
と
説
い
て
い
る
の

だ
と
解
釈
す
る
（
３２２
）。

橋
川
は
、
竹
内
の
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
へ
の
解
釈
を
「
現
在
ま
で
に
こ
の
言
葉

の
意
味
を
唯
一
つ
明
ら
か
に
し
た
も
の
」
だ
と
受
け
止
め
、
福
沢
諭
吉
の
「
一
身

に
し
て
二
生
を
経
た
り
」
と
い
う
言
葉
を
借
り
、「
そ
の
身
体
が
ア
ジ
ア
と
西
洋

に
ま
た
が
り
、
そ
の
才
能
が
美
術
と
政
治
に
引
き
裂
か
れ
た
」
二
重
性
を
背
負
わ

さ
れ
た
明
治
期
の
文
人
の
生
き
方
の
中
に
天
心
も
連
な
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
（
３２３
）。

色
川
の
天
心
解
釈
も
、
概
ね
竹
内
の
研
究
に
賛
同
す
る
流
れ
に
組
み
入
れ
ら
れ

る
。
色
川
は
、
天
心
の
「
国
粋
」
観
は
、
政
治
的
、
世
俗
的
な
動
機
を
退
け
た
、

も
し
く
は
軽
ん
じ
た
「
精
神
的
貴
族
」
と
し
て
の
美
の
探
究
に
傾
斜
し
た
も
の
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
天
心
の
歴
史
意
識
」
は
「
明
治
維
新
の
革
命
の

強
烈
な
印
象
は
あ
っ
て
も
、
自
由
民
権
運
動
の
意
味
は
ま
っ
た
く
欠
落
し
て
お

り
」「
日
本
の
民
衆
へ
の
痛
覚
が
欠
如
」
し
「
日
本
の
国
家
権
力
へ
の
認
識
を
欠

い
た
」
粗
雑
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
故
に
、
天
心
は
「
詩
人
で
あ
っ
て
、
生
涯

に
一
度
た
り
と
も
政
治
運
動
家
に
は
な
っ
て
い
な
い
」
と
し
、
ま
た
、
そ
う
い
っ

た
天
心
の
生
き
方
が
、
彼
を
「
不
透
明
で
複
雑
」
な
も
の
と
感
じ
さ
せ
て
い
る
の

だ
と
す
る
。
そ
し
て
、『
東
洋
の
覚
醒
』
が
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い

て
は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
熱
情
が
冷
め
た
か
ら
と
い
う
説
も
、
日
英
同
盟
の
締
結

に
遠
慮
し
た
と
い
う
説
も
賛
同
出
来
な
い
も
の
と
し
、
一
九
〇
一
年
か
ら
日
本
と

ア
ジ
ア
の
間
で
高
ま
っ
た
緊
張
が
、
日
本
の
側
か
ら
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
と
い
う

呼
び
掛
け
を
無
効
に
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
に

よ
り
、「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
の
意
味
は
「
西
洋
へ
の
対
抗
に
お
い
て
一
つ
」
か
ら

「
ア
ジ
ア
の
普
遍
的
な
愛
と
理
想
主
義
に
お
い
て
一
つ
」
に
変
え
ら
れ
て
い
っ
た

と
解
釈
し
、
そ
れ
は
『
日
本
の
目
覚
め
』
で
「
白
禍
」
と
呼
ん
だ
西
欧
文
明
へ
の

懐
疑
、『
茶
の
本
』
に
お
け
る
東
洋
の
内
面
性
の
主
張
ま
で
一
貫
し
た
も
の
で
あ

る
と
す
る
（
３２４
）。

進
藤
に
拠
れ
ば
、
丸
山
の
天
心
分
析
は
、
あ
く
ま
で
近
代
国
家
と
近
代
人
の
理

念
と
い
う
観
点
に
基
軸
を
置
き
続
け
た
点
で
、「
近
代
主
義
へ
の
批
判
を
軸
に
」

「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
ア
ジ
ア
主
義
者
と
し
て
の
天
心
」
を
読
み
解
こ
う
と
し
た

竹
内
ら
と
は
系
統
を
異
に
し
て
い
る
と
い
う
（
３２５
）。
丸
山
は
、
福
沢
諭
吉
や
内
村
鑑
三

と
並
べ
て
、
天
心
も
「
日
本
に
た
い
す
る
自
己
の
使
命
と
、
世
界
に
た
い
す
る
日

本
の
使
命
と
を
不
可
分
に
結
び
つ
け
、
そ
う
し
た
『
天
職
』
の
強
烈
な
意
識
で
生

涯
を
貫
い
た
思
想
家
」
の
一
人
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
二
者
に
比
べ
て
天
心
は

「
生
活
態
度
に
お
い
て
も
、
発
想
様
式
に
お
い
て
も
真
底
か
ら
の
詩
人
」
で
あ
る

と
し
、
そ
れ
故
に
「
政
治
的
ロ
マ
ン
主
義
の
『
論
理
』
に
特
有
な
陥
穽
」
が
明
確

に
表
れ
て
い
る
と
す
る
。
丸
山
は
、
天
心
は
『
東
洋
の
理
想
』
で
そ
の
理
想
を

「『
近
代
の
衝
撃
』
を
受
け
な
い
以
前
の
歴
史
に
求
め
」、『
日
本
の
目
覚
め
』
で

「『
自
己
内
部
か
ら
の
発
現
』
の
う
ち
に
進
歩
の
原
動
力
を
み
と
め
」「
外
発
的
な

欧
化
に
対
立
さ
せ
」、『
東
洋
の
覚
醒
』
で
「
個
人
」
を
基
盤
と
す
る
欧
米
の
自
由

よ
り
も
普
遍
性
と
合
一
す
る
東
洋
の
自
由
を
「
高
次
の
も
の
と
し
て
賛
美
」
し
て

い
る
と
い
う
。
そ
う
い
っ
た
過
去
の
美
に
理
想
を
求
め
る
ロ
マ
ン
主
義
的
な
歴
史

観
が
政
治
の
世
界
に
ま
で
援
用
さ
れ
て
し
ま
う
と
「
体
制
批
判
の
面
が
著
し
く
乏

し
い
」
た
め
に
「
社
会
的
停
滞
を
不
当
に
美
化
す
る
結
果
」
を
招
く
こ
と
に
な
る

の
で
あ
り
、
天
心
は
「
後
年
フ
ァ
シ
ス
ト
た
ち
が
担
ぎ
上
げ
た
『
大
東
亜
新
秩
序
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の
予
言
者
』
と
い
う
祭
壇
か
ら
『
名
誉
恢
復
』
さ
れ
て
然
る
べ
き
」
で
あ
る
が
、

彼
の
論
理
が
「
致
命
的
な
個
所
」
を
持
っ
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
３２６
）。

進
藤
は
、
自
身
が
論
考
を
載
せ
た
二
〇
〇
八
年
当
時
を
、「『
ア
ジ
ア
』
の
世
紀

の
到
来
」
と
共
に
訪
れ
た
「
第
三
の
天
心
ブ
ー
ム
」
と
位
置
付
け
て
い
る
（
３２７
）。
進
藤

の
論
文
と
同
じ
特
集
の
中
で
天
心
分
析
を
著
し
た
孫
歌
は
、
天
心
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
内
部
の
矛
盾
や
対
立
を
き
ち
ん
と
認
識
し
な
が
ら
、
利
益
の
た
め
、
ア
ジ
ア
に

対
す
る
「
侵
入
の
連
合
体
」
と
し
て
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
一
つ
で
あ
る
」
と
捉
え

た
の
だ
と
し
て
お
り
、
こ
れ
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
出
さ
れ
た
「
一
つ
」
の

在
り
方
が
「
愛
と
平
和
の
本
能
」
に
基
づ
く
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
で
あ
る
の
だ
と

述
べ
る
。
そ
し
て
、『
東
洋
の
理
想
』
と
『
東
洋
の
覚
醒
』
を
イ
ギ
リ
ス
人
と
イ

ン
ド
人
そ
れ
ぞ
れ
に
向
け
た
も
の
と
し
、
ま
た
、
天
心
の
説
い
た
「
愛
」
を
一
般

的
な
自
然
感
情
と
し
て
の
理
解
か
ら
単
純
に
非
暴
力
的
で
政
治
や
経
済
と
か
け
離

れ
た
も
の
と
し
て
定
義
し
て
は
な
ら
な
い
と
唱
え
る
。
孫
は
、
天
心
の
唱
え
た

「
愛
」
は
、
曖
昧
な
イ
メ
ー
ジ
な
が
ら
も
、「
平
和
、
調
和
、
同
情
、
礼
譲
」
な
ど

「
東
洋
の
道
義
」
に
基
づ
く
「
社
会
秩
序
」
と
し
て
の
「
愛
」
で
あ
る
に
も
拘
わ

ら
ず
、
そ
の
道
義
と
力
の
関
係
、
社
会
秩
序
と
政
治
力
と
の
関
係
を
論
じ
な
か
っ

た
こ
と
が
、
天
心
の
思
想
を
継
承
す
る
際
の
障
害
で
あ
り
、
ま
た
、
侵
略
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
と
す
る
（
３２８
）。

徐
興
慶
は
、
こ
う
い
っ
た
天
心
研
究
を
通
観
し
た
上
で
、
天
心
は
「
欧
米
の

『
自
国
中
心
』
志
向
を
批
判
し
」「
東
洋
文
明
の
伝
播
者
と
し
て
、
美
の
伝
統
の
擁

護
に
立
ち
上
が
り
、
ア
ジ
ア
文
明
の
振
興
を
わ
が
使
命
と
し
た
」
一
方
で
、
そ
の

著
述
に
は
「
日
本
の
優
位
性
」「
日
本
の
正
当
性
」
な
ど
が
見
ら
れ
、
日
本
に
関

し
て
は
「
自
国
中
心
」
で
客
観
性
を
失
し
て
い
た
と
総
括
し
て
い
る
（
３２９
）。

ま
た
、
小
熊
英
二
は
、
天
心
の
言
説
が
矛
盾
を
孕
ん
で
見
え
る
原
因
は
「
し
ば

し
ば
彼
の
詩
人
的
資
質
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
」
が
、
そ
の
内
容
は
「『
東

洋
』
と
『
西
洋
』
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
日
本
の
立
場
を
正
当
化
し
よ
う
と
い

う
狙
い
に
お
い
て
は
ま
っ
た
く
一
貫
し
て
」
お
り
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
の
目
的

に
合
わ
せ
て
」「
意
図
的
な
作
為
」
と
し
て
「『
ア
ジ
ア
』
像
を
変
更
」
し
て
き
た

こ
と
が
「
歪
み
」
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
か
と
分
析
し
て
い
る
（
３３０
）。

い
ず
れ
の
説
も
天
心
の
言
説
の
矛
盾
や
欠
点
を
的
確
に
指
摘
し
た
も
の
で
あ
り
、

殊
更
に
ど
の
説
を
支
持
す
る
と
も
言
い
難
い
。
し
か
し
、
表
面
的
な
総
評
と
な
っ

て
し
ま
う
が
、
い
ず
れ
の
説
も
、
一
九
三
〇
年
代
に
為
さ
れ
た
よ
う
な
形
で
は
な

い
と
し
て
も
、
固
有
の
「
天
心
像
」
を
描
い
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
露
戦
争
時
に
ア
メ
リ
カ
言
論
界
で
活
動
し
た
明
治
日
本
人
を
指
し
、
塩
崎
は

「
明
治
は
あ
る
意
味
で
、『
プ
ロ
不
在
の
時
代
』
だ
っ
た
」
と
述
べ
る
。「
そ
の
道

の
訓
練
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
自
分
の
意
志
一
つ
で
立
ち
上
が
り
、
国
家
の
命

運
を
賭
け
て
全
力
を
尽
く
す
」「
孤
軍
奮
闘
」
の
時
代
で
、
専
門
家
に
よ
る
処

理
・
解
決
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
い
な
い
時
代
で
あ
っ
た
と
い
う
（
３３１
）。
こ
の
塩
崎

の
言
葉
は
、
非
常
に
重
要
な
指
摘
で
あ
る
と
思
う
。
天
心
の
孫
に
当
た
る
岡
倉
古

志
郎
氏
は
、
著
書
の
『
祖
父
岡
倉
天
心
』
で
、「
私
が
切
に
の
ぞ
み
た
い
の
は
生

誕
百
年
を
契
機
に
し
て
人
間
天
心
の
生
涯
と
思
想
を
あ
り
の
ま
ま
に
収
録
し
公
正

に
評
価
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
た
（
３３２
）。
天
心
を
、
美
術
の
専
門

家
で
も
な
く
、
偉
大
な
思
想
家
で
も
な
く
、
海
外
に
渡
っ
て
生
活
せ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
一
人
の
人
間
と
し
て
眺
め
る
な
ら
ば
、
そ
の
多
面
性
や
矛
盾
は
、
彼
に
特

異
な
も
の
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
欧
化
に
対
し
国
粋
が
現
れ
た
の
は
、
西
欧

を
前
に
日
本
が
何
者
で
あ
る
か
を
問
い
規
定
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
と
い
う
面
も

あ
ろ
う
。
天
心
も
、
そ
の
活
動
の
場
を
世
界
に
広
く
置
い
た
時
、
自
ら
が
何
者
で

あ
る
か
を
問
い
、
ま
ず
日
本
人
で
あ
り
、
東
洋
人
で
あ
る
と
規
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
故
に
、
英
語
を
話
し
な
が
ら
も
、
列
強
に
よ
る

ア
ジ
ア
の
植
民
地
化
に
憤
り
、
美
と
理
想
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
戦
争
と
な
れ
ば
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母
国
の
為
に
筆
を
執
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
彼
の
矛
盾
を
帯
び
た
姿
は
、

今
日
、
我
々
が
国
際
化
の
中
で
問
わ
れ
て
い
る
中
立
性
や
公
平
性
と
帰
属
意
識
と

の
問
題
に
通
底
し
て
い
る
。

第
二
節

美
と
政
治
の
関
係
性
―
―
自
然
、
天
皇
、
日
本
浪
曼
派
、
そ

し
て
天
心
を
繋
ぐ
も
の

第
一
章
第
二
節
で
見
た
通
り
、
天
心
が
残
し
た
英
文
著
作
は
、
少
な
く
と
も
欧

米
に
お
い
て
は
、『
東
洋
の
理
想
』
は
美
術
書
と
し
て
、『
茶
の
本
』
は
審
美
的
な

書
と
し
て
扱
わ
れ
、
日
露
戦
争
に
際
し
て
書
か
れ
た
『
日
本
の
目
覚
め
』
す
ら
も
、

日
本
の
歴
史
や
文
化
理
解
の
為
の
書
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、

何
故
、
日
本
に
お
い
て
天
心
の
言
説
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
際
、
非
常
に
強
力
な
政

治
性
を
帯
び
た
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
理
解
す
る
上
で
一
つ
の
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
橋
川
の
著
書

『
日
本
浪
曼
派
批
判
序
説
』
に
あ
る
「
七

美
意
識
と
政
治
」
と
い
う
論
考
で
あ

る
。
橋
川
は
、
天
心
に
関
す
る
著
述
も
行
っ
て
い
る
が
、
本
の
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、

こ
の
著
書
に
お
け
る
分
析
対
象
は
日
本
浪
曼
派
で
あ
り
、
該
当
の
論
考
で
取
り
上

げ
て
い
る
人
物
は
、
保
田
與
重
郎
と
小
林
秀
雄
で
あ
る
。
保
田
は
一
九
三
〇
年
代

以
降
に
お
け
る
天
心
像
の
形
成
に
お
い
て
一
端
を
担
っ
た
人
物
で
は
あ
る
が
、
此

処
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
保
田
自
身
の
意
識
や
態
度
で
あ
り
、
こ
の
論
考
の
中

で
天
心
に
触
れ
た
部
分
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
美
意
識
と
政
治
が
結
び
つ
く
構

造
の
考
察
こ
そ
が
、
何
故
、
天
心
の
思
想
が
国
粋
主
義
的
に
読
ま
れ
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
読
み
解
く
鍵
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

橋
川
は
、
そ
の
論
考
の
中
で
、
政
治
と
美
と
い
う
異
な
る
価
値
領
域
に
属
す
る

は
ず
の
も
の
が
、
何
故
、
日
本
に
お
い
て
は
大
き
く
作
用
し
あ
う
構
造
を
持
ち
得

る
の
か
を
考
察
し
て
い
る
。
こ
の
橋
川
の
考
察
は
、
非
常
に
豊
か
な
学
識
に
基
づ

い
て
書
か
れ
て
お
り
難
解
で
あ
る
が
、
筆
者
な
り
の
解
釈
で
概
説
し
て
み
た
い
と

思
う
。

ま
ず
、「
日
本
人
の
生
活
と
思
想
に
お
い
て
、
あ
た
か
も
西
欧
社
会
に
お
け
る

神
の
観
念
の
よ
う
に
、
普
遍
的
に
包
括
す
る
も
の
が
『
美
』
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

た
」
と
い
う
点
が
、
日
本
に
お
け
る
美
と
政
治
の
独
特
の
関
係
性
の
土
台
と
な
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
人
の
精
神
風
土
に
は
、
自
然
が
も
た
ら
す
恵
み
と
い

う
側
面
を
和
魂
と
し
、
病
や
災
害
と
い
う
側
面
を
荒
魂
と
し
、
そ
の
ど
ち
ら
を
も

日
常
生
活
に
寄
り
添
う
も
の
と
し
て
忍
従
す
る
生
活
態
度
が
存
在
し
て
い
る
。
で

は
、
そ
の
よ
う
な
自
然
が
強
い
る
忍
従
を
抵
抗
な
く
解
消
し
得
る
の
は
、
ど
の
よ

う
な
意
識
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
、
自
然
を
美
と
見
な
す
、
非
常
に
感
性
的
な
容
認

で
あ
る
。
そ
の
美
意
識
は
、
個
人
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
、「
風
土
と
伝
承
に
対
す

る
耽
美
的
愛
着
」、
即
ち
、
郷
土
の
「
思
い
出
」
と
い
う
形
で
の
美
化
と
し
て
表

出
し
、
全
体
と
し
て
は
、
そ
れ
を
「
同
心
円
的
拡
大
」
し
た
「
伝
統
」
や
「
歴

史
」
の
美
化
と
し
て
表
れ
て
く
る
。
美
化
さ
れ
た
事
物
は
、
肯
定
し
易
い
、
あ
る

い
は
肯
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
価
値
を
持
つ
も
の
に
変
わ
る
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
人

は
忍
従
し
難
い
こ
と
も
納
得
し
、
容
認
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
美
と
い

う
極
め
て
感
性
的
な
価
値
観
に
基
づ
く
事
物
の
肯
定
が
常
態
化
さ
れ
て
い
る
と
、

政
治
決
定
す
ら
も
「
一
種
の
自
然
過
程
（
既
成
事
実
へ
の
屈
従
過
程
）
と
し
か
考

え
ら
れ
な
い
」
状
態
が
生
ま
れ
、「『
比
較
的
少
数
の
人
間
に
お
そ
ろ
し
く
巨
大
な

人
間
が
服
従
し
て
い
る
』
と
い
う
事
実
に
対
し
て
こ
れ
を
『
一
個
の
驚
く
べ
き
現

象
』
と
見
る
能
力
」、
即
ち
「
な
ぜ
こ
の
権
力
が
わ
れ
わ
れ
に
服
従
を
要
求
し
強

制
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
不
断
の
問
題
意
識
」
の
欠
如
へ
と
繋
が
る
。

近
代
に
お
い
て
も
「
天
皇
権
力
の
正
当
化
は
『
天
壌
無
窮
』
を
形
容
詞
と
」
し
た

一
種
の
「
自
然
」
な
現
象
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
自
然
が
そ
の
よ

う
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
う
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
美
し
く
、
そ
し
て
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正
し
い
と
い
う
肯
定
の
原
理
は
、「
国
家
構
造
の
底
辺
細
胞
を
な
す
家
族
と
部
落

共
同
体
に
お
い
て
も
ひ
と
し
く
貫
通
し
て
お
り
、
天
皇
権
力
へ
の
懐
疑
は
そ
の
ま

ま
個
人
生
活
の
日
常
的
局
面
に
お
け
る
自
壊
を
意
味
し
た
」。
そ
の
為
、
日
本
に

お
い
て
「
天
皇
支
配
と
い
う
『
驚
く
べ
き
現
象
』
に
対
す
る
懐
疑
や
抵
抗
は
心
理

的
に
も
不
可
能
で
あ
っ
た
」
の
で
あ
る
（
３３３
）。

こ
の
美
意
識
に
基
づ
い
て
統
治
構
造
を
肯
定
す
る
原
理
が
、
日
本
人
の
共
通
の

価
値
観
と
し
て
妥
当
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
議
論
は
、
本
論
文
の
主
眼
で
は
な
い
。

た
だ
、「
美
」
や
「
愛
」
を
中
心
的
価
値
観
に
据
え
た
天
心
の
著
述
が
、
何
故
政

治
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
機
能
し
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、
こ
う

い
っ
た
価
値
構
造
の
延
長
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

天
皇
支
配
を
一
種
の
自
然
現
象
と
見
做
す
か
の
よ
う
な
記
述
は
、
天
心
の
著
書

で
あ
る
『
日
本
の
目
覚
め
』
に
お
い
て
、
天
皇
や
朝
廷
か
ら
幕
府
へ
と
政
権
が

移
っ
て
い
っ
た
過
程
を
記
述
し
て
い
る
「
二

蛹
」
に
も
登
場
す
る
。

ま
ず
初
め
に
、
全
て
の
上
に
ミ
カ
ド
が
在
っ
た
。
そ
の
神
聖
な
概
念
は
、
日

本
の
真
の
始
ま
り
以
来
の
思
想
的
遺
産
で
あ
る
。
神
話
が
そ
れ
を
神
聖
化
し
、

歴
史
が
そ
れ
を
愛
す
べ
き
も
の
と
し
、
そ
し
て
詩
歌
が
そ
れ
を
理
想
化
し
て
き

た
。
仏
教
は
、
イ
ン
ド
人
が
『
護
法
神
』
に
対
し
て
払
う
あ
の
崇
敬
に
よ
っ
て
、

そ
れ
を
豊
か
に
し
、
儒
教
は
、
中
国
人
が
『
天
子
』
に
対
し
て
捧
げ
る
あ
の
忠

の
念
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
強
固
に
し
た
。
ミ
カ
ド
は
統
治
を
止
め
る
こ
と
は
あ

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
常
に
君
臨
し
て
い
る
。
ミ
カ
ド
は
王
権
神
授
説
に
よ
っ

て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
神
の
法
、
即
ち
、
人
と
自
然
の
事
実
に
よ
っ
て
存

在
す
る
の
だ
。
彼
は
、
我
々
の
愛
す
る
富
士
山
が
静
か
な
る
美
の
中
で
永
遠
に

聳
え
て
い
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
、
麗
し
き
海
が
永
遠
に
我
ら
の
岸
辺
を
洗
う

よ
う
に
、
常
に
そ
こ
に
在
る
の
だ
（
３３４
）。

こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、「
ミ
カ
ド
は
王
権
神
授
説
に
よ
っ
て
存
在
す
る

の
で
は
な
く
、
神
の
法
、
即
ち
、
人
と
自
然
の
事
実
に
よ
っ
て
存
在
す
る
の
だ
」

と
い
う
部
分
で
あ
る
。
後
に
続
く
文
章
を
見
れ
ば
分
か
る
通
り
、
天
皇
の
存
在
を
、

山
や
海
の
よ
う
に
動
か
し
が
た
い
自
然
の
事
物
に
擬
え
て
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
言
い
回
し
自
体
は
、
詩
歌
に
も
見
ら
れ
る
国
家
安
泰
の
表
現
手
法
の

一
つ
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
抜
き
に
し
て
も
、
神
と
の
間
で
交
わ
さ

れ
た
契
約
に
よ
っ
て
天
皇
に
権
限
が
与
え
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
遥
か
昔
か
ら
変

わ
る
こ
と
な
き
「
自
然
の
事
実
」
と
し
て
、
天
皇
は
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
の
だ

と
、
天
心
は
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
橋
川
氏
が
指
摘
し
た
、

政
治
過
程
を
「
一
種
の
自
然
過
程
」
と
し
て
捉
え
る
在
り
方
に
該
当
す
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
他
に
も
、
天
心
は
、『
東
洋
の
覚
醒
』
に
お
い
て
、
西
洋
社
会
と

対
比
し
て
東
洋
社
会
を
肯
定
す
る
上
で
、
家
族
制
度
を
調
和
と
い
う
名
の
「
美
」

で
肯
定
し
て
い
る
。
次
に
挙
げ
る
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
尚
、
傍
点
は
筆
者
が

補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

家
と
い
う
中
国
の
表
意
文
字
は
、
一
つ
の
屋
根
の
下
に
三
人
が
住
む
こ
と
を

あ
ら
わ
し
て
い
て
、
そ
れ
自
体
、
西
洋
の
夫
と
妻
の
二
重
唱
と
対
照
区
別
し
て
、

父
と
母
と
子
の
三
和
音
と
い
う
東
洋
の
理
想
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
た
だ

ち
に
、
父
性
の
保
護
と
母
性
の
内
助
と
子
の
服
従
が
、
相
互
の
愛
と
義
務
の
断

ち
が
た
い
き
ず
な
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
三
重
の
関
係
を
意
味
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
れ
が
社
会
的
理
想
に
広
が
れ
ば
、
ア�

ジ�

ア�

の�

生�

活�

の�

美�

と
香
気
を
構

成
し
て
い
る
慈
悲
と
同
胞
愛
と
忠
誠
と
礼
節
に
開
花
す
る
。（
中
略
）
彼
ら

〔
山
越
注：
西
洋
人
〕
が
ゲ
ル
マ
ン
の
森
の
中
を
さ
ま
よ
い
、
バ
ル
ト
海
の
波

に
揺
ら
れ
て
い
た
時
代
よ
り
も
以
前
に
、
わ
れ
わ
れ
の
先
祖
が
、
す
で
に
家�

族�
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的�

統�

一�

の�

美�

し�

さ�

の
中
に
い
た
こ
と
を
見
た
。（
中
略
）
東
洋
の
社
会
は
、
相

互
に
関
係
あ
る
義
務
の
調
和
に
お
い
て
、
不�

思�

議�

な�

く�

ら�

い�

美�

し�

い�

。
土
地
は

仕
事
を
供
給
し
、
仕
事
は
共
同
体
の
理
想
を
供
給
し
、
共
同
体
の
各
成
員
は
結

合
し
て
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
全
体
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。（
後
略
（
３３５
））

こ
の
辺
り
の
文
章
は
、
浅
野
が
一
九
四
三
年
に
刊
行
し
た
『
米
英
思
想
批
判
』

の
中
で
引
用
し
た
言
説
で
も
あ
る
。
竹
内
は
、
戦
後
、「
戦
争
否
定
の
時
代
」
に

お
け
る
日
本
浪
曼
派
に
よ
る
天
心
解
釈
で
は
、
天
心
像
が
「
美
の
使
徒
」
に
立
ち

返
っ
て
い
る
と
し
て
、「
美
は
科
学
に
対
抗
す
る
も
の
で
あ
り
、
科
学
は
戦
争
へ

つ
な
が
る
が
、
美
の
道
は
そ
れ
を
越
え
る
」
と
し
て
い
る
（
３３６
）。
し
か
し
、
天
心
が
本

来
目
指
し
た
「
美
」
が
、
一
種
の
国
境
を
越
え
た
平
和
的
な
観
念
と
し
て
機
能
す

る
「
美
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
太
平
洋
戦
争
時
に
は
、「
美
」
を
説
い
た
部
分

も
含
め
て
、
戦
争
推
進
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
機
能
し
て
し
ま
っ
た
の
が
実
態

で
は
な
か
ろ
う
か
。
孫
は
、
天
心
の
「
愛
」
や
「
美
」
と
い
う
「
東
洋
の
道
義
」

に
よ
る
東
洋
古
来
の
社
会
の
無
条
件
の
肯
定
が
、
結
果
的
に
天
皇
制
な
ど
当
時
の

政
治
力
ま
で
も
無
条
件
に
擁
護
す
る
も
の
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ

と
指
摘
し
て
い
る
（
３３７
）。
美
に
よ
る
事
物
の
肯
定
は
、
感
性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
な

が
ら
、
一
度
大
き
な
共
感
を
得
る
と
、
非
常
に
否
定
が
難
し
い
価
値
観
と
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
天
心
の
言
説
は
、
美
を
追
求
す
る

者
と
し
て
、
美
を
価
値
観
の
中
心
に
据
え
て
著
述
し
た
が
故
に
、
却
っ
て
非
常
に

政
治
的
に
は
危
険
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

天
心
は
、
美
と
い
う
価
値
観
が
帯
び
る
危
険
性
に
つ
い
て
、
今
少
し
自
覚
的
に

な
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
自
覚
的
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
英
文
著
作
を

国
内
で
出
版
す
る
こ
と
に
、
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

孫
は
ま
た
、
天
心
が
「
東
洋
の
道
義
」
と
し
た
「
美
」
と
「
愛
」
は
、
世
俗
を

離
れ
た
視
座
か
ら
説
く
「
普
遍
的
な
愛
」
で
あ
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
ず
に
読
む

と
、
本
質
的
に
西
洋
の
「
暴
力
」
と
区
別
で
き
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
危
険
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
３３８
）。「
美
」
や
「
愛
」
を
世
俗
的
に
、
即
ち
、
安
易
な

言
い
換
え
か
も
知
れ
な
い
が
、
現
実
的
、
政
治
的
に
理
解
す
る
と
危
険
で
あ
る
理

由
は
、『
日
本
の
目
覚
め
』
の
「
八

復
古
と
維
新
」
に
あ
る
次
の
よ
う
な
記
述

を
見
る
と
、
理
解
し
易
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

国
民
全
体
に
関
し
て
言
え
ば
、
何
世
紀
も
の
社
会
的
差
別
が
帯
刀
階
級
に
栄

光
を
投
げ
か
け
て
き
た
一
方
で
、
最
近
五
十
年
ほ
ど
の
間
、
流
行
の
小
説
や
戯

曲
が
愛
国
的
な
兵
士
を
非
常
に
理
想
化
し
た
の
で
、
そ
の
階
級
に
入
る
べ
く
徴

集
さ
れ
た
農
民
は
、
非
常
に
自
分
自
身
を
高
貴
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。
そ

れ
は
彼
自
身
の
評
価
の
中
ば
か
り
で
な
く
、
彼
の
仲
間
か
ら
の
評
価
に
お
い
て

も
そ
う
だ
っ
た
。
彼
は
今
や
剣
士
で
あ
り
、
誉
れ
高
い
人
な
の
だ
。（
中
略
）

最
初
は
、
従
来
の
平
和
な
生
活
の
せ
い
で
、
自
身
の
勇
気
に
対
し
て
幾
ら
か
不

安
が
あ
っ
た
が
、
砲
火
の
洗
礼
は
、
彼
が
最
高
の
サ
ム
ラ
イ
に
並
び
比
し
得
る

こ
と
を
証
明
し
て
く
れ
た
。
我
ら
が
徴
兵
た
ち
の
表
す
死
へ
の
軽
蔑
は
、
一
部

の
西
洋
の
著
述
家
た
ち
が
考
え
た
よ
う
に
、
将
来
の
報
酬
の
望
み
に
基
づ
く
も

の
で
は
な
い
。（
中
略
）
全
て
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
君
主
へ
の
献
身
と
、
祖

国
愛
で
あ
る
。
我
ら
が
徴
兵
は
、
た
だ
、
国
家
の
利
益
の
た
め
に
喜
ん
で
自
身

を
犠
牲
と
し
た
英
雄
た
ち
の
歴
史
的
な
事
例
に
続
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

彼
が
時
と
し
て
、
あ
ま
り
に
も
惜
し
げ
な
く
そ
の
血
を
差
し
出
す
こ
と
が
あ
る

の
は
、
強
い
愛
国
心
の
愛
が
溢
れ
た
か
ら
な
の
だ
。
と
い
う
の
も
、
愛
と
は
、

死
の
よ
う
に
、
限
界
を
知
り
得
ぬ
も
の
だ
か
ら
（
３３９
）。

色
川
は
、
天
心
は
、「
美
と
理
想
」
を
「
永
遠
な
る
も
の
」
と
し
て
真
摯
に
求
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め
た
人
物
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
３４０
）。
天
心
に
と
っ
て
、「
美
」
と
は
普
遍
的
な
価
値

観
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
人
生
の
目
指
す
べ
き
一
つ
の
理
想
の
観
念

だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
天
心
が
唱
え
る
「
愛
」
や
「
美
」
は
、

時
と
し
て
、
死
ま
で
も
内
包
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
傾
向
は
、『
日
本
の
目
覚

め
』
以
外
の
著
述
で
も
見
ら
れ
る
。
天
心
は
『
茶
の
本
』
に
お
い
て
武
士
道
を

「the
A
rt
of
D
eath

」
と
呼
び
、
そ
れ
に
対
比
す
る
も
の
と
し
て
茶
道
を
「our

A
rt
of
Life

」
と
呼
ん
だ
（
３４１
）。
し
か
し
、
そ
の
「A

rt
of
Life

」
を
説
こ
う
と
し
た

は
ず
の
『
茶
の
本
』
に
あ
っ
て
す
ら
、
幾
度
か
美
と
死
を
結
び
付
け
て
い
る
部
分

が
あ
る
。
天
心
は
「
花
」
の
章
で
は
「
花
は
人
間
の
よ
う
に
臆
病
で
は
な
い
。
ま

さ
に
日
本
の
桜
が
惜
し
げ
な
く
風
に
身
を
任
せ
ゆ
く
よ
う
に
、
死
を
誇
り
と
す
る

花
も
あ
る
」
と
記
し
（
３４２
）、
ま
た
「
茶
人
」
の
章
で
は
、
利
休
の
死
に
触
れ
て
「
美
と

共
に
生
き
た
者
だ
け
が
、
美
し
く
死
ぬ
こ
と
が
で
き
る
」
と
綴
っ
て
い
る
（
３４３
）。
こ
う

い
っ
た
美
と
死
と
を
折
に
触
れ
結
び
付
け
て
描
写
す
る
点
が
、
天
心
の
思
想
に
潜

む
危
う
さ
の
一
つ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
生
死
と
向
き
合
う
精
神
を
、

美
と
結
び
付
け
る
捉
え
方
は
、
天
心
に
特
異
な
も
の
で
は
な
い
。『
武
士
道
』
の

冒
頭
で
、
新
渡
戸
は「Itisstilla

living
objectofpow

erand
beauty

am
ong

us

（
武
士
道
は
今
も
我
々
の
間
で
力
と
美
の
物
象
と
し
て
生
き
て
い
る
の
で

す
）」
と
書
い
て
い
る
。
当
時
の
価
値
観
の
中
で
、
美
と
死
は
近
い
位
置
に
あ
る

も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
一
種
の
文
学
的
な
感
傷
と
も
、
宗

教
的
な
理
想
と
も
呼
び
得
る
よ
う
な
死
に
対
す
る
「
美
」
の
観
念
は
、
現
実
社
会

に
お
い
て
機
能
す
る
も
の
と
し
て
援
用
さ
れ
れ
ば
、
時
と
し
て
命
を
軽
視
す
る
思

想
に
も
繋
が
り
得
る
。

金
子
は
「
浅
野
は
さ
か
ん
に
天
心
を
取
り
上
げ
た
が
、
天
心
思
想
の
流
布
で

も
っ
と
も
影
響
力
の
あ
っ
た
作
家
は
保
田
與
重
郎
で
あ
っ
た
」
と
し
て
（
３４４
）、
自
著
の

一
節
を
割
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
金
子
は
、「
保
田
は
ミ
リ
タ
リ
ス
ト
な
い
し
フ

ァ
シ
ス
ト
と
見
な
さ
れ
が
ち
だ
が
、
そ
れ
は
伝
統
へ
の
回
帰
と
反
西
洋
の
立
場
が

当
時
の
軍
国
主
義
者
、
全
体
主
義
者
の
主
張
と
重
な
り
あ
う
部
分
が
多
か
っ
た
た

め
で
」「
そ
の
思
想
は
本
質
的
に
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
か
ら
ほ
ど
遠
い
も
の
」
で
あ
り
、

保
田
は
「
文
明
開
化
の
成
果
の
す
べ
て
を
否
定
し
た
」「
原
理
主
義
者
」
で
、
保

田
の
文
学
の
特
徴
は
「
滅
び
の
美
学
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（
３４５
）。
筆
者
が
触
れ
た

保
田
の
天
心
評
は
僅
か
だ
が
、
同
氏
の
全
集
に
所
収
さ
れ
て
い
る
一
九
三
八
年
の

論
説
で
、
天
心
を
「
日
本
の
世
界
人
」
と
呼
び
、「
天
心
が
単
純
な
保
守
派
や
固

陋
な
国
粋
派
で
な
か
つ
た
こ
と
は
、
恐
ら
く
彼
の
大
事
業
を
知
る
も
の
に
理
解
で

き
る
」
と
述
べ
る
姿
勢
は
（
３４６
）、
確
か
に
、
第
二
章
で
見
て
き
た
よ
う
な
浅
野
が
描
こ

う
と
し
た
天
心
像
と
は
、
少
々
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
た
。
金
子
は
、
保
田
の
天

心
解
釈
を
、「
文
明
開
化
を
伝
統
の
破
壊
、
固
有
性
の
喪
失
の
悲
劇
」
と
し
て
受

け
止
め
た
保
田
の
「
文
明
開
化
の
知
性
」
へ
の
「
幻
滅
」
に
引
き
寄
せ
て
為
さ
れ

た
も
の
と
し
て
お
り
（
３４７
）、
こ
の
金
子
の
分
析
は
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、

個
人
的
に
保
田
の
天
心
評
の
中
で
目
を
引
い
た
の
は
、「
天
心
は
そ
の
日
本
論
の

中
で
極
め
て
象
徴
的
に
書
い
た
―
―
日
本
の
礼
法
は
、
初
対
面
の
ひ
き
合
ひ
に
初

り
、
自
殺
の
作
法
に
終
わ
つ
て
ゐ
る
、
と
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
（
３４８
）。『
日
本
の
目

覚
め
』
に
は
、
先
に
触
れ
た
徴
兵
制
に
関
す
る
愛
と
死
を
結
び
付
け
る
描
写
以
外

に
も
、
飢
え
た
民
の
為
に
乱
を
起
こ
し
死
す
大
塩
平
八
郎
や
、
ミ
カ
ド
の
為
に
死

す
楠
正
成
な
ど
が
劇
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
日
本
の
目
覚
め
』
は
、

全
体
と
し
て
は
、
ミ
カ
ド
か
ら
サ
ム
ラ
イ
へ
、
サ
ム
ラ
イ
か
ら
再
び
ミ
カ
ド
へ
と

推
移
す
る
政
治
権
力
の
歴
史
を
解
説
し
た
も
の
と
し
て
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
『
茶
の
本
』
も
前
述
の
通
り
死
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
茶
道

を
「it

is
a
religion

ofthe
art
oflife

（
生
の
術
を
教
え
て
く
れ
る
宗
教
な
の

だ
）」
と
し
て
い
る
し
、
全
体
と
し
て
は
茶
の
歴
史
、
ま
た
茶
や
花
な
ど
芸
術
と

向
き
合
う
上
で
必
要
な
精
神
性
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
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ず
、「
滅
び
の
美
学
」
を
持
つ
保
田
の
目
に
は
、
天
心
の
著
作
は
「
自
殺
の
作

法
」
を
教
え
る
も
の
と
し
て
映
っ
た
。
こ
れ
は
、
美
と
死
が
近
接
し
て
描
か
れ
る

こ
と
の
危
険
性
の
例
証
と
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

橋
川
は
、「
戦
争
中
の
日
本
に
お
け
る
一
種
の
ウ
ル
ト
ラ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

は
、
政
治
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
と

よ
ん
だ
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（
３４９
）。
そ
れ
は
「
産
土
神
の
パ
ト
リ
オ

テ
ィ
ズ
ム
（
３５０
）」「
耽
美
的
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
（
３５１
）」
と
も
呼
び
換
え
可
能
な
、「
故
郷
」

へ
の
愛
で
あ
り
美
意
識
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
戦
争
と
い
う
政
治
的
極
限
形
態

の
苛
酷
さ
に
対
し
て
」「『
美
意
識
』
の
み
が
こ
れ
を
耐
え
忍
ぶ
こ
と
を
可
能
な
ら

し
め
た
」
こ
と
、「
人
間
に
と
っ
て
も
っ
と
も
耐
え
が
た
い
時
代
と
生
き
る
も
の

の
た
め
に
、
あ
た
か
も
殉
教
者
の
力
に
類
推
し
う
る
も
の
と
し
て
」「『
美
』
を
説

い
た
」
こ
と
が
、
保
田
ら
が
「『
戦
争
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
』
と
し
て
も
っ
と
も
成

功
」
し
た
要
因
で
あ
る
と
し
た
（
３５２
）。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
天
心
の
思
想
が
、
保
田

を
含
む
日
本
浪
曼
派
の
手
に
よ
っ
て
、「
戦
争
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
」
と
し
て
用
い
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
彼
の
著
述
が
、
時
に
「
死
」
ま
で
も
内
在
す
る

「
美
」
や
「
愛
」
を
中
心
に
据
え
て
、
東
洋
の
在
り
方
を
肯
定
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
た
為
で
あ
ろ
う
。

「
美
」
や
「
愛
」
と
い
う
価
値
観
は
非
常
に
危
う
い
。
そ
れ
は
、
極
め
て
感
性

的
な
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
一
般
に
、
善
き
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

反
証
や
否
定
を
し
難
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
感
性
的
な
も
の
で

あ
る
が
故
に
、
内
包
す
る
範
囲
を
随
意
拡
大
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。「
美
」
や

「
愛
」
に
基
づ
く
事
物
の
正
当
化
は
、
時
に
、
人
の
死
に
ま
で
及
ぶ
。
死
の
美
化

は
、
故
人
を
悼
む
心
の
苦
痛
を
和
ら
げ
る
原
理
で
も
あ
る
が
故
に
、
感
性
と
し
て
、

否
定
し
難
い
。
し
か
し
、
そ
れ
も
度
を
過
ぎ
れ
ば
、
多
く
の
死
を
肯
定
し
、
戦
争

を
加
速
さ
せ
る
原
理
と
な
り
得
る
。

我
々
が
、
日
常
の
中
に
あ
っ
て
は
、
殊
更
問
題
視
や
疑
問
視
を
す
る
こ
と
の
な

い
価
値
観
も
、
非
日
常
の
事
態
に
お
い
て
は
、
容
易
に
社
会
を
麻
痺
さ
せ
て
ゆ
く

原
理
と
な
り
得
る
。
そ
の
こ
と
を
、
天
心
を
巡
る
問
題
は
示
唆
し
て
く
れ
て
い
る
。

第
三
節

英
文
著
作
の
邦
訳
上
の
問
題

木
下
は
、
天
心
が
「
ア
ジ
ア
主
義
者
」「
日
本
主
義
者
」「
国
粋
主
義
者
」
と
規

定
さ
れ
が
ち
で
あ
る
理
由
に
つ
い
て
、
天
心
の
英
文
著
作
の
邦
訳
文
上
の
問
題
を

指
摘
し
て
い
る
（
３５３
）。
木
下
は
、『
日
本
の
目
覚
め
』
の
「
四

内
か
ら
の
声
」
に
お

け
る
、
日
本
国
内
に
お
い
て
儒
教
か
ら
古
学
・
陽
明
学
が
発
展
し
、
や
が
て
国
学

が
興
り
神
道
が
復
活
し
て
く
る
と
い
う
説
明
中
の
一
節
を
事
例
に
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
考
え
て
い
る
。
指
摘
さ
れ
て
い
る
件
は
、
英
文
で
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

Shintoism
as
form

ulated
in
the
beginning

ofthe
nineteenth

cen-
tury

is
a
religion

of
ancestrism

―a
w
orship

of
pristine

purity
handed

dow
n
from

the
age

of
the
gods.It

teaches
adherence

to
those

ancestralideals
ofthe

Japanese
race,sim

plicity
and
honesty,

obedience
to
the
ancestralrule

vested
in
the
person

ofthe
M
ikado,

and
devotion

to
the
ancestralland

on
w
hose

consecrated
and
divine

shoresno
foreign

conquerorhaseversethisfoot.

木
下
は
、
こ
の
部
分
を
、
以
下
の
よ
う
に
訳
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

一
九
世
紀
始
め
に
体
系
化
さ
れ
た
神
道
は
、
祖
先
崇
拝
の
宗
教
―
―
神
々
の

時
代
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
原
始
の
清
浄
へ
の
礼
拝
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本

民
族
の
祖
先
の
理
想
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
教
え
、
簡
素
で
正
直
で
あ
る
こ
と
、
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帝
と
い
う
人
物
に
付
与
さ
れ
た
祖
先
伝
来
の
決
ま
り
事
に
従
順
で
あ
る
こ
と
、

そ
の
岸
辺
に
外
国
の
征
服
者
が
ま
だ
い
ち
ど
も
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
の
な
い

清
い
神
聖
な
祖
先
の
土
地
に
献
身
す
る
こ
と
を
教
え
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
件
の
中
で
、
特
に
木
下
が
注
目
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
の
は
、「in

the
person

of
the
M
ikado

」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
帝
と
い
う
人
物
に

お
い
て
」
と
英
語
で
述
べ
て
い
る
以
上
は
、「
岡
倉
は
、
天
皇
を
人
間
と
し
て

扱
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
件
が
『
明
治

文
学
全
集
三
八

岡
倉
天
心
集
』
の
齋
藤
美
州
訳
で
は
、
次
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て

い
る
と
指
摘
す
る
。

十
九
世
紀
に
い
た
っ
て
装
い
を
新
た
に
し
た
神
道
は
、
一
種
の
祖
先
崇
拝
教

で
あ
り
、
そ
れ
は
八
百
万
の
神
々
の
御
代
か
ら
伝
わ
り
伝
わ
っ
た
国
粋
の
尊
崇

で
あ
っ
た
。
こ
の
新
し
い
神
道
は
、
日
本
民
族
古
来
の
理
想
た
る
単
純
率
直
の

精
神
を
守
る
こ
と
を
教
え
、
万
世
一
系
の
天
皇
の
親
政
に
服
し
、
い
ま
だ
か
つ

て
外
敵
の
足
跡
を
と
ど
め
ぬ
神
国
日
本
に
身
を
捧
げ
る
こ
と
を
教
え
る
（
３５４
）。

こ
の
よ
う
に
、
戦
後
に
出
版
さ
れ
た
本
で
あ
り
な
が
ら
、「
伝
わ
り
伝
わ
っ
た

国
粋
」「
万
世
一
系
の
天
皇
の
親
政
に
服
し
」
と
、
意
図
的
に
国
粋
主
義
的
な
天

心
像
を
構
築
す
る
よ
う
な
言
葉
が
選
び
取
ら
れ
、
あ
ま
つ
さ
え
、「
神
国
日
本
」

と
い
う
、
原
文
か
ら
離
れ
過
ぎ
た
邦
訳
が
為
さ
れ
て
い
る
点
が
、
今
日
ま
で
論
じ

ら
れ
て
き
た
天
心
像
の
構
築
の
上
で
非
常
に
問
題
で
あ
る
と
、
木
下
は
指
摘
す
る
。

齋
藤
の
邦
訳
で
は
、
意
訳
の
程
度
が
大
き
過
ぎ
て
、
本
来
の
天
心
の
言
葉
の
通

り
に
著
作
の
内
容
が
伝
わ
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
非
常

に
木
下
の
指
摘
に
同
意
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
木
下
の
邦
訳
は
、

や
や
現
代
的
な
価
値
観
に
近
過
ぎ
る
邦
訳
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
印
象
を
受
け

る
点
も
あ
る
。

「person

」
は
、
確
か
に
、「
個
人
と
し
て
の
人
間
」
を
意
味
す
る
単
語
で
は

あ
る
が
、
同
時
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
用
語
と
し
て
、
三
位
一
体
の
父
・
子
・

霊
の
位
格
を
表
す
為
に
用
い
ら
れ
る
単
語
で
も
あ
り
、「in

the
person

of

」
で

は
、「
…
と
い
う
（
人
の
形
で
）」
と
い
う
意
味
に
も
な
る
。
そ
し
て
、
此
処
で
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、『
日
本
の
目
覚
め
』
は
、
そ
も
そ
も
、
欧
米
の
読
者
を

対
象
と
し
て
書
か
れ
た
か
ら
こ
そ
、
英
文
で
著
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

異
な
る
言
語
で
自
国
の
文
化
を
語
る
と
い
う
こ
と
は
、
時
と
し
て
、
対
象
と
な
る

言
語
圏
の
文
化
に
お
け
る
近
似
し
た
価
値
観
に
、
自
国
の
価
値
観
を
置
き
換
え
て

説
明
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
置
き
換
え
ら
れ
ず
と
も
想
像
可
能
と
な
る
よ
う
な

言
い
換
え
を
用
い
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
欧
米
向
け

に
英
語
で
書
く
と
い
う
こ
と
は
、
即
ち
、
主
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
圏
の
人
々
を
読

者
と
し
て
想
定
し
て
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
宣
教
師
の

塾
で
英
語
を
学
び
、
欧
米
の
文
学
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
天
心
が
、
そ
の
よ
う
な

認
識
を
欠
い
て
い
た
と
は
考
え
づ
ら
い
。
し
た
が
っ
て
、『
日
本
の
目
覚
め
』
の

問
題
の
箇
所
は
、
キ
リ
ス
ト
教
圏
の
人
々
に
向
け
て
、
日
本
で
育
ま
れ
た
宗
教
や

価
値
観
を
解
説
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
解
釈

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
前
提
に
基
づ
き
、「per-

son

」
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
前
述
し
た
単
語
の
意
味
の
範
囲
か
ら

考
え
て
、
単
純
に
一
個
人
を
指
す
意
味
合
い
で
の
「
人
物
」
と
邦
訳
し
、
そ
こ
か

ら
「
天
皇
を
人
間
と
し
て
扱
っ
て
い
る
」
と
結
論
付
け
る
の
は
、
少
々
断
定
的
な

部
分
が
否
め
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
同
じ
く
『
日
本
の
目
覚
め
』
の
「
二

蛹
」
の
九
段
落
目
に
あ
る
、
次
の
部
分
を
参
照
し
て
み
た
い
。
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T
he
M
ikado,unseen

and
unheard,com

m
anded

a
m
ysteriousaw

e.
H
is
palace

now
becam

e
the
“Forbidden

Interior”in
the
strictsense

ofthe
w
ord.T

he
ancientpoliticalsignificance

ofthe
courtw

as
lost

in
a
sem
i-religious

conception.N
o
w
onder

thatthe
W
esterners

w
ho

firstvisited
our
country

w
rote

there
w
ere
tw
o
rulers

in
Japan,the

tem
poralin

Y
edo,and

the
spiritualin

K
ioto.In

spite
ofthe

constant
loyalty

w
hich

our
forefathers

expressed
for

the
M
ikado

in
T
okugaw

a
days,they

had
none

ofthe
fiery

enthusiasm
w
hich

in-
spiresusto-day.W

ith
them

itw
as
sym
bolism

;
w
ith
us
itis
a
living

reality.

（
３５５
）

こ
の
部
分
を
訳
す
と
、「
姿
が
見
え
ず
、
声
も
聞
こ
え
な
い
ミ
カ
ド
は
、
神
秘

的
な
畏
敬
を
集
め
て
い
た
。
彼
の
宮
城
は
今
で
は
ま
さ
に
文
字
通
り
の
意
味
で

�
禁
じ
ら
れ
た
内
側
（
禁
裏
）�
と
な
っ
た
。
朝
廷
の
古
来
の
政
治
的
な
意
義
は
、

半
宗
教
的
な
概
念
の
中
へ
と
失
わ
れ
た
。
初
め
て
我
が
国
を
訪
れ
た
西
洋
人
た
ち

が
、
日
本
に
は
、
江
戸
に
は
世
俗
的
な
、
京
都
に
は
宗
教
的
な
、
二
人
の
支
配
者

が
存
在
し
て
い
る
と
書
き
記
し
た
の
は
、
何
の
不
思
議
も
な
い
だ
ろ
う
。
我
々
の

先
祖
が
徳
川
期
に
ミ
カ
ド
に
対
し
て
表
し
て
き
た
不
変
の
忠
誠
心
に
も
拘
ら
ず
、

彼
ら
先
祖
は
今
日
我
々
が
感
じ
て
い
る
よ
う
な
激
し
い
熱
狂
は
抱
い
て
い
な
か
っ

た
。
彼
ら
に
と
っ
て
そ
れ
は
象
徴
的
意
義
だ
っ
た
の
だ
―
―
我
々
に
と
っ
て
は
、

そ
れ
は
生
き
た
現
実
で
あ
る
」
と
な
る
。

こ
の
部
分
か
ら
天
心
の
天
皇
観
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
と
、
後
半
部
分
が
や
や

解
釈
に
悩
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
彼
ら
先
祖
は
今
日
我
々
が
感
じ
て
い
る
よ
う
な

激
し
い
熱
狂
は
抱
い
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
そ
れ
は
象
徴
的
意
義
だ
っ

た
の
だ
―
―
我
々
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
生
き
た
現
実
で
あ
る
」
と
い
う
部
分
は
、

独
特
の
言
い
回
し
の
効
果
も
あ
り
、
特
に
解
釈
が
難
し
く
思
わ
れ
る
。
天
心
自
身

も
そ
の
ミ
カ
ド
に
対
す
る
「
激
し
い
熱
狂
」
の
中
に
参
加
し
て
い
る
の
か
、
あ
る

い
は
そ
の
「
激
し
い
熱
狂
」
を
あ
く
ま
で
客
観
的
事
実
と
し
て
眺
め
て
記
し
て
い

る
の
か
、
こ
の
部
分
の
み
を
切
り
取
る
限
り
で
は
、
ど
ち
ら
と
も
解
釈
可
能
と
い

う
印
象
が
あ
る
。
後
に
続
く
「
我
々
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
生
き
た
現
実
で
あ

る
」
と
い
う
言
葉
か
ら
す
る
と
、
日
々
の
生
活
の
中
に
現
実
と
し
て
息
づ
い
た
そ

の
「
激
し
い
熱
狂
」
の
中
に
、
天
心
自
身
も
身
を
置
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
思

え
る
。
し
か
し
、
先
祖
た
ち
に
と
っ
て
天
皇
の
存
在
が
「
象
徴
的
意
義
」
で
し
か

な
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
点
か
ら
は
、「
激
し
い
熱
狂
」
と
は
対
照
的
な
、
や
や

冷
め
た
眼
差
し
を
天
心
の
中
か
ら
感
じ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

解
釈
の
分
か
れ
そ
う
な
点
に
つ
い
て
は
一
旦
保
留
に
す
る
と
し
て
、
ほ
ぼ
確
実

に
読
み
取
れ
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
点
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
少
な
く

と
も
、
天
心
は
、
天
皇
を
「
神
秘
的
な
畏
敬
」
や
「
不
変
の
忠
誠
心
」
を
集
め
て

き
た
存
在
と
し
て
記
述
す
べ
き
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

「
我
が
国
を
訪
れ
た
西
洋
人
た
ち
が
、
日
本
に
は
、
江
戸
に
は
世
俗
的
な
、
京
都

に
は
宗
教
的
な
、
二
人
の
支
配
者
が
存
在
し
て
い
る
と
書
き
記
し
た
」
と
書
い
て

あ
る
辺
り
か
ら
は
、
日
本
の
天
皇
と
将
軍
の
関
係
が
西
洋
の
書
物
な
ど
に
お
い
て

は
教
皇
と
皇
帝
の
関
係
に
喩
え
ら
れ
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
、

天
心
は
知
識
と
し
て
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
、
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、『
日
本
の
目
覚
め
』
を
著
す
上
で
も
、
キ
リ
ス
ト
教
圏
の
文
化
に
寄

せ
た
単
語
で
日
本
の
文
化
を
置
き
換
え
記
述
す
る
必
要
性
を
考
え
て
い
た
可
能
性

は
高
い
と
見
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
考
え
に
立
っ
て
み
る
と
、

問
題
と
な
っ
て
い
る
神
道
の
説
明
文
に
お
け
る
「in

the
person

of
the

M
i-

kado

」
は
、
や
は
り
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
用
語
と
し
て
の
「person

」
に
引
き

寄
せ
て
考
え
る
方
が
、
よ
り
適
切
な
解
釈
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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問
題
の
一
節
を
筆
者
が
訳
す
な
ら
ば
、「
十
九
世
紀
の
初
め
に
体
系
化
さ
れ
た

神
道
は
、
神
代
の
時
代
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
原
始
的
な
清
浄
さ
の
崇
拝
と
い
う
、

祖
先
崇
拝
の
宗
教
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
人
種
の
先
祖
代
々
の
理
想
を
信
奉
し
、

純
真
さ
と
誠
実
さ
、
帝
と
い
う
人
物
（
一
個
人
・
一
人
間
と
い
う
よ
り
は
、
神
の

代
理
人
的
な
役
割
人
格
を
社
会
・
文
化
内
で
持
た
さ
れ
た
一
存
在
）
に
帰
属
さ
せ

ら
れ
て
き
た
先
祖
代
々
か
ら
の
統
治
権
に
敬
服
す
る
こ
と
、
そ
し
て
先
祖
伝
来
の

如
何
な
る
外
国
の
征
服
者
も
い
ま
だ
そ
の
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
の
な
い
清
く
神

聖
な
岸
辺
を
持
つ
土
地
へ
の
献
身
を
教
え
る
」
と
す
る
の
が
適
当
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
（
３５６
）。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
宗
教
上
の
役
割
を
与
え
ら
れ
た
人
間
と
し
て
捉
え
て

い
る
と
い
う
方
向
で
読
み
解
く
な
ら
ば
、「
天
皇
を
人
間
と
し
て
扱
っ
て
い
る
」

と
い
う
木
下
の
解
釈
も
確
か
に
当
て
は
ま
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
同

時
に
、
天
皇
の
立
ち
位
置
を
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
三
位
と
い
う
神
の
現
れ
方

に
寄
せ
て
説
明
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、
そ
れ
が
異
文
化
間
の
理
解
し
易
さ

を
優
先
し
た
解
説
手
法
の
一
つ
だ
と
し
て
も
注
目
に
値
す
る
点
で
あ
り
、
現
代
的

な
意
味
で
「
天
皇
を
人
間
と
し
て
扱
っ
て
い
る
」
の
と
は
帯
び
る
意
味
合
い
が
異

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

木
下
は
他
に
も
、
天
心
の
天
皇
観
が
国
粋
主
義
的
で
は
な
い
点
の
裏
付
け
と
し

て
、『
東
洋
の
理
想
』
の
「
明
治
時
代
」
の
章
の
冒
頭
に
お
け
る
「T

he
M
eijipe-

riod
begins

form
ally

w
ith
the
accession

in
1868

of
the
present

Em
-

peror,under
w
hose

august
direction

a
new

ordeal,unlike
any

in
the

annals
ofour

country,has
had
to
be
faced.

」
と
い
う
一
文
に
も
着
目
し
て

い
る
。
訳
す
と
、「
明
治
時
代
は
現
在
の
天
皇
の
一
八
六
八
年
の
即
位
に
よ
っ
て

正
式
に
始
ま
っ
た
が
、
そ
れ
は
彼
の
威
厳
あ
る
指
導
の
下
、
我
が
国
の
如
何
な
る

年
代
記
に
お
い
て
も
類
を
見
な
い
新
た
な
厳
し
い
試
練
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
に
い
る
中
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
な
る
。
木
下
氏
は
、
こ
の
「the

present
Em
peror

」
の
邦
訳
を
「
今
上
天
皇
」
と
す
る
か
「
現
在
の
天
皇
」
と
す
る
か
で
、

読
者
が
読
み
取
る
天
心
の
思
想
と
主
義
は
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
り
、「M

i-
kado

」
や
「Em

peror

」
を
用
い
、「M

ajesty

（
陛
下
）」
を
使
わ
な
い
天
心
の

姿
勢
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
３５７
）。
確
か
に
、
い
ず
れ
の
訳
語
を

取
る
か
で
、
天
心
の
印
象
が
変
わ
る
の
は
事
実
で
あ
る
が
、「M

ajesty

」
を
用

い
な
い
点
が
、
当
時
に
お
い
て
殊
更
目
立
つ
点
で
あ
る
か
と
い
う
の
は
、
や
や
疑

問
が
残
る
。
天
心
の
『
東
洋
の
理
想
』
の
出
版
よ
り
も
三
年
早
い
、
一
九
〇
〇
年

に
刊
行
さ
れ
た
新
渡
戸
稲
造
の
英
文
著
作
で
あ
る『
武
士
道（BU

SH
ID
O
:T
he

SoulofJapan

）』
で
は
、
や
は
り
天
皇
は
「the

Em
peror

」
と
書
か
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
知
ら
れ
る
新
渡
戸
で
あ
る
が
、
同
著
の

「
二
章

武
士
道
の
源
」
お
け
る
神
道
に
関
す
る
記
述
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

Its
nature-w

orship
endeared

the
country

to
our

inm
ost
souls,

w
hile

its
ancestor-w

orship,tracing
from

lineage
to
lineage,m

ade
the
Im
perialfam

ily
the
fountain-head

ofthe
w
hole

nation.T
o
usthe

country
is
m
ore
than

land
and

soilfrom
w
hich

to
m
ine
gold

or
to

reap
grain

―itisthe
sacred

abode
ofthe

gods,the
spiritsofourfore-

fathers:
to
us
the
Em
peror

is
m
ore
than

the
A
rch
Constable

ofa
Rechtsstaat,or

even
the
Patron

ofa
Culturstaat

―he
is
the
bodily

representative
ofH
eaven

on
earth,blending

in
his
person

its
pow
er

and
itsm

ercy.
（
３５８
）

こ
れ
を
訳
す
と
「
こ
の
自
然
崇
拝
は
我
々
の
魂
の
最
奥
に
祖
国
を
愛
す
る
気
持
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ち
を
育
み
、
同
時
に
、
家
か
ら
家
へ
と
辿
ら
れ
て
き
た
そ
の
祖
先
崇
拝
は
、
皇
族

を
全
国
民
の
根
源
の
頂
点
と
し
た
。
我
々
に
と
っ
て
、
祖
国
と
は
金
脈
が
採
掘
で

き
穀
物
が
収
穫
で
き
る
土
地
と
土
壌
で
あ
る
以
上
に
、
我
々
の
祖
霊
と
い
う
神
々

の
神
聖
な
住
ま
い
な
の
だ
。
我
々
に
と
っ
て
、
天
皇
と
は
法
治
国
家
の
第
一
の
守

護
者
で
あ
る
以
上
に
、
文
化
国
家
の
保
護
者
で
さ
え
も
あ
る
の
だ
。
天
皇
は
、
そ

の
人
格
の
中
に
力
と
慈
悲
と
を
併
せ
持
っ
た
こ
の
世
の
楽
園
の
体
現
者
な
の
だ
」

と
い
っ
た
内
容
に
な
る
か
と
思
う
。

僅
か
な
例
で
一
般
化
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
が
、
こ
の
新
渡
戸
に
よ
る
記
述
を
、

天
心
の
『
日
本
の
目
覚
め
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
対
外
的
な
神
道
の
説
明
の
事
例
と

し
て
、
先
の
天
心
に
よ
る
神
道
に
関
す
る
記
述
と
比
較
す
る
と
、
新
渡
戸
は

「Rechtsstaat

」
や
「Culturstaat

」
と
い
っ
た
ド
イ
ツ
由
来
の
国
家
概
念
の
用

語
を
交
え
て
い
る
の
に
対
し
、
天
心
は
や
や
平
易
で
詩
的
な
言
い
回
し
を
し
て
い

る
と
い
う
文
体
の
相
違
は
感
じ
ら
れ
る
が
、
祖
先
崇
拝
へ
の
言
及
、
国
土
へ
の
神

聖
視
、
そ
れ
ら
の
総
合
的
な
天
皇
へ
の
帰
属
と
い
う
、
概
ね
の
説
明
趣
旨
は
類
似

し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
天
心
が
、
天
皇
を
英
語
で
表
す
際
に
「M

aj-
esty

」
と
い
う
語
を
選
ば
な
か
っ
た
こ
と
が
、
同
時
代
の
人
間
と
特
別
に
相
違
し

て
い
る
態
度
で
あ
る
と
は
結
論
付
け
難
い
。「
皇
族
を
全
国
民
の
根
源
の
頂
点
と

し
た
」「
天
皇
は
（
中
略
）
こ
の
世
の
楽
園
の
体
現
者
な
の
だ
」
と
ま
で
述
べ
る

新
渡
戸
の
姿
勢
を
見
る
と
、
む
し
ろ
、
天
皇
を
「the

Em
peror

」
と
い
う
単
語

で
表
し
て
い
て
も
、
そ
れ
は
天
皇
を
特
別
視
す
る
心
理
を
欠
く
こ
と
に
直
結
す
る

も
の
で
は
な
く
、
天
心
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
今
日
我
々
が
感
じ
て
い
る
よ
う
な
激

し
い
熱
狂
」
に
相
当
す
る
畏
敬
を
十
分
に
持
っ
て
記
述
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
得

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
新
渡
戸
の
神
道
の
説
明
に
お
け
る
、
天
皇

へ
の
尊
崇
の
念
を
厚
く
感
じ
ら
れ
る
記
述
に
比
べ
れ
ば
、
確
か
に
、
天
心
の
天
皇

に
関
す
る
記
述
は
幾
分
客
観
的
な
印
象
を
受
け
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
う

だ
と
し
て
も
、
当
時
と
し
て
一
般
的
に
持
た
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
程
度
の
天
皇
へ

の
崇
敬
を
、
天
心
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
可
能
性
の
余
地
は
十
分
に
残
っ
て
お
り
、

天
心
が
「
天
皇
を
人
間
と
し
て
扱
っ
て
い
る
」
と
言
え
る
ほ
ど
現
代
寄
り
の
価
値

観
の
持
ち
主
だ
っ
た
と
は
断
定
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

無
論
、
木
下
が
論
拠
と
し
て
い
る
の
は
、
英
語
に
お
け
る
「
天
皇
」
を
表
す
語

の
選
び
方
だ
け
で
は
な
い
。
天
心
が
「
今
上
天
皇
」
よ
り
も
「
現
在
の
天
皇
」
と

い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
近
い
姿
勢
で
あ
る
こ
と
は
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
文
章
か
ら

も
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
し
て
い
る
。
木
下
は
、『
国
華
』
に
お
け
る
天
心

と
九
鬼
の
文
章
を
読
み
比
べ
る
と
、
そ
の
相
違
が
よ
く
分
か
る
と
い
う
（
３５９
）。
天
心
研

究
に
お
い
て
一
般
に
「『
国
華
』
発
刊
ノ
辞
」
と
呼
ば
れ
る
『
国
華
』
第
一
号
に

お
け
る
巻
頭
の
論
考
は
、
実
際
の
タ
イ
ト
ル
は
「
国
華
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み

で
あ
り
、
何
処
に
も
著
者
の
署
名
が
な
い
。
し
か
し
、
文
体
と
内
容
か
ら
天
心
が

書
い
た
も
の
と
さ
れ
、
平
凡
社
版
『
岡
倉
天
心
全
集
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（
３６０
）。

こ
の
『
国
華
』
発
刊
の
意
義
を
そ
れ
ぞ
れ
天
心
と
九
鬼
が
述
べ
て
い
る
文
章
を
比

較
し
て
、「
九
鬼
は
、
書
き
出
し
か
ら
『
我
日
本
人
種
』
の
芸
術
の
才
能
を
讃
え
」、

「『
我
万
世
一
系
ノ
国
体
』
と
も
書
」
い
て
い
る
が
、「
そ
ん
な
紋
切
り
型
の
『
万

世
一
系
』
を
岡
倉
は
使
っ
て
い
な
い
」
し
、「『
国
体
』
も
常
用
語
の
よ
う
に
使
っ

て
い
る
が
、
九
鬼
ほ
ど
の
高
揚
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
﹇
皇
国
主
義
﹈
を
文
章
に

し
て
い
な
い
」
と
木
下
は
述
べ
る
（
３６１
）。

二
つ
の
文
章
の
内
容
比
較
と
し
て
は
、
木
下
に
大
い
に
同
意
す
る
も
の
で
あ
る
。

天
心
の
「『
国
華
』
発
刊
ノ
辞
」
が
ほ
ぼ
三
ペ
ー
ジ
半
に
当
た
る
分
量
で
あ
る
の

に
対
し
、
九
鬼
の
「
国
華
ノ
発
兌
ニ
就
テ
」
は
ほ
ぼ
一
ペ
ー
ジ
分
の
分
量
で
あ
る

か
ら
、
論
じ
る
内
容
の
幅
に
あ
る
程
度
の
差
が
生
じ
る
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
と

も
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
九
鬼
が
「
我
日
本
人
種
」
の
「
古
来
巧
妙
ノ
天
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性
」
に
始
ま
る
日
本
美
術
の
賞
賛
と
、
維
新
以
降
の
伝
統
技
術
の
衰
退
消
失
へ
の

憂
い
に
終
始
す
る
の
に
対
し
、
天
心
は
、
頻
り
に
「
国
体
」
の
発
達
に
つ
い
て
触

れ
な
が
ら
も
、「
遍
ク
標
範
ヲ
古
今
ニ
取
リ
、
広
ク
智
識
ヲ
東
西
ニ
求
メ
」
る
姿

勢
を
最
初
の
段
落
か
ら
説
き
、
ま
た
、「
何
ソ
必
ス
シ
モ
故
人
ノ
軌
轍
ヲ
踏
ミ
、

死
法
ヲ
因
襲
シ
テ
、
以
テ
純
正
ノ
国
家
精
華
ヲ
保
ツ
ト
セ
ン
ヤ
。
明
治
ノ
画
家
ハ

奮
励
揮

我
邦
ノ
特
質
ニ
基
キ
テ
進
歩
ス
ル
ニ
躊
躇
ス
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
と

述
べ
る
な
ど
、
元
か
ら
の
「
日
本
絵
画
ノ
特
質
」
を
重
ん
じ
つ
つ
も
、
古
今
東
西

の
知
識
を
問
わ
ず
新
た
な
手
法
を
取
り
入
れ
て
発
展
さ
せ
て
い
く
の
が
明
治
の
画

家
の
在
り
方
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
美
術
の
起
源
に
古
代
以
来

の
諸
外
国
か
ら
の
影
響
が
あ
る
点
に
つ
い
て
も
、
九
鬼
が
「
異
邦
ノ
文
芸
」
か
ら

「
自
己
ノ
様
式
」
を
生
み
出
し
洗
練
さ
せ
て
ゆ
く
日
本
美
術
の
優
秀
さ
に
つ
い
て

賛
辞
を
尽
く
す
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
天
心
は
、「
誰
カ
能
ク
史
筆
ヲ
執
テ
本

邦
ノ
上
古
韓
漢
及
中
亜
細
亜
諸
邦
ト
交
通
来
往
シ
テ
得
タ
ル
所
ノ
美
術
的
性
質
ノ

包
合
ヲ
分
析
シ
、
其
来
歴
沿
革
ヲ
詳
叙
ス
ル
モ
ノ
ソ
」
と
、
日
本
美
術
の
起
源
を

外
国
に
求
め
詳
細
に
探
る
こ
と
の
大
切
さ
も
説
い
て
い
る
。

ま
た
、
注
目
し
た
い
の
は
、
天
心
が
、
美
術
は
「
国
民
ノ
尊
敬
、
欽
慕
、
愛
重
、

企
望
ス
ル
所
ノ
意
象
、
観
念
、
渾
化
凝
結
シ
テ
形
相
ヲ
成
シ
タ
ル
モ
ノ
」
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
点
や
、「
国
民
ト
共
ニ
邦
国
ノ
精
華
ヲ
発
揮
セ
ン
ト
欲
ス
ル
」
で

あ
る
と
か
、「
将
来
ノ
美
術
ハ
国
民
ノ
美
術
ナ
リ
。
国
華
ハ
国
民
ヲ
シ
テ
自
国
ノ

美
術
ヲ
守
護
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
唱
道
シ
テ
止
マ
サ
ラ
ン
ト
ス
」
な
ど
と
い
う
旨
を
、

こ
の
『
国
華
』
発
刊
に
お
け
る
抱
負
と
し
て
掲
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

言
葉
か
ら
は
、
天
心
が
、
今
後
の
美
術
の
担
い
手
は
「
国
民
」
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
認
識
し
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
。

こ
の
天
心
の
姿
勢
は
、
九
鬼
の
「
歴
世
二
千
余
年
皇
恩
ノ
優
渥
ナ
ル
悠
遠
ニ
文

芸
ヲ
奨
励
シ
、
長
久
持
続
シ
テ
間
断
ナ
ク
高
尚
優
美
ノ
域
ニ
進
マ
シ
メ
タ
ル
」
と

い
う
、
美
術
の
発
展
を
「
皇
恩
」
に
帰
す
る
こ
と
を
強
調
し
、
さ
ら
に
、「
我
万

世
一
系
ノ
国
体
ニ
伴
随
シ
テ
実
ニ
万
邦
其
比
ヲ
見
サ
ル
ナ
リ
」
と
、
そ
の
美
術
を

皇
室
に
連
な
る
日
本
の
特
質
と
し
て
賛
美
す
る
姿
勢
と
は
、
少
々
異
な
る
も
の
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
尤
も
、
九
鬼
の
「
皇
恩
」
に
比
較
対
応
さ
せ
ら
れ
る
部
分
と

し
て
、
天
心
に
も
「
千
年
ノ
史
乗
ヲ
芳
艶
ナ
ラ
シ
メ
タ
リ
。
是
レ
実
ニ
歴
朝
仁
聖

洪
恩
ノ
余
沢
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
九
鬼
の
用
い
た
「
皇

恩
」
と
い
う
語
に
比
べ
、
よ
く
見
る
儒
教
道
徳
の
言
い
回
し
の
一
つ
と
し
て
読
め

る
よ
う
な
表
現
な
が
ら
も
、
天
心
も
、
美
術
の
発
展
が
時
の
権
力
か
ら
の
保
護
・

奨
励
に
拠
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
「
歴
朝
仁
聖

洪
恩
」
す
な
わ
ち
代
々
の
仁
徳
あ
る
天
皇
・
朝
廷
が
も
た
ら
し
た
大
き
な
恩
で
あ

る
と
記
述
す
べ
き
事
項
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
天
心

は
、
日
本
美
術
が
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
成
果
を
、「
実
ニ
歴
朝
仁
聖
洪

恩
ノ
余
沢
」
で
あ
る
と
同
時
に
、「
我
カ
先
民
ノ
精
ヲ
抽
キ
華
ヲ
萃
メ
タ
ル
モ
ノ

ナ
リ
」
と
し
て
、
皇
室
一
点
で
は
な
く
、
古
来
の
賢
人
達
、
あ
る
い
は
広
く
先
祖

全
体
に
帰
す
る
よ
う
な
記
述
を
そ
の
後
に
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
天
心
は
、「
国
体
」
の
発
展
が
滞
っ
た
理
由
に
つ
い
て
述
べ

る
件
で
、「
文
学
独
リ
上
流
ニ
行
ハ
レ
テ
教
育
普
洽
セ
ス
」
な
ど
と
も
記
し
て
い

る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
天
心
は
、
知
識
が
上
流
階
級
な
ど
特
定
の
層
に
独
占
さ
れ

る
こ
と
に
は
弊
害
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
所
持
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
頻
り
に
連
呼
さ
れ
る
「
国
民
」
や
「
国
体
」
を
見
る
と
、

天
心
の
言
う
「
国
体
」
と
は
、
歴
史
や
伝
統
を
知
識
と
し
て
有
し
、
そ
れ
ら
を
一

体
性
の
基
盤
と
し
て
「
国
民
」
が
纏
ま
り
、
日
本
と
い
う
国
を
形
作
っ
て
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
す
「
国
体
」
で
あ
り
、
統
治
形
態
に
お
け
る
皇
室
の
中
心
性

を
強
調
す
る
方
面
の
「
国
体
」
と
は
、
や
や
趣
旨
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
明
治
天
皇
の
治
世
下
を
表
す
の
に
、
九
鬼
は
一
度
、「
聖
世
」
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と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
が
、
天
心
が
用
い
た
の
は
、「
明
治
ノ
昭
代
」「
明
治

今
代
」
と
い
う
語
の
み
で
あ
る
こ
と
も
、
注
目
に
値
す
る
。

こ
れ
ら
の
分
析
か
ら
立
ち
返
り
、
天
心
の
英
文
著
作
に
お
け
る
「the

present
Em
peror

」
を
見
直
す
と
、「
今
上
天
皇
」
と
い
う
訳
語
が
当
時
の
感
覚
と
し
て

必
ず
し
も
当
て
は
ま
ら
な
い
と
は
限
ら
な
い
が
、
天
心
の
中
に
お
い
て
は
「『
現

在
の
天
皇
』
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
近
い
」
と
い
う
木
下
の
見
解
は
、
非
常
に
重
要
な

指
摘
で
あ
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
天
心
の
思
想
は
、
そ
の
英
文
著
作
の
邦
訳
文
に

間
々
見
ら
れ
る
ほ
ど
国
粋
主
義
的
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
ず
、
ど
の
よ
う
な
天
心

像
が
描
か
れ
る
か
は
、
翻
訳
者
の
持
つ
既
存
の
天
心
像
に
拠
っ
て
容
易
に
変
化
し

て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
邦
訳
上
の
歪
み
は
、
い
つ
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
一
九
三
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
聖
文
閣
の
岡
倉
天
心
全
集
に
お
け
る
福
田

久
道
訳
（
一
九
三
五
年
に
出
さ
れ
た
聖
文
閣
『
岡
倉
天
心
全
集

天
の
巻
』
に
掲

載
さ
れ
た
の
と
同
じ
邦
訳
文
の
よ
う
で
あ
る
）
で
は
、
冒
頭
で
取
り
上
げ
た
『
日

本
の
目
覚
め
』
に
お
け
る
神
道
に
関
す
る
説
明
の
部
分
は
次
の
よ
う
に
邦
訳
さ
れ

て
い
る
。

第
十
九
世
紀
の
初
期
に
形
式
づ
け
ら
れ
た
神
道
は
、
祖
先
礼
拝
の
宗
教
で
あ

る
―
―
神
代
か
ら
伝
来
せ
る
原
始
的
清
浄
の
礼
拝
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
種

族
の
祖
先
伝
来
の
理
想
、
即
ち
質
朴
や
誠
忠
、
天
皇
の
御
身
に
授
か
り
給
へ
る

皇
祖
伝
統
の
統
治
権
の
遵
守
、
及
び
そ
の
神
に
捧
げ
ら
れ
た
る
神
聖
な
る
浜
辺

に
は
、
未
だ
嘗
て
外
国
の
戦
勝
者
が
足
を
置
け
る
こ
と
な
き
祖
先
伝
来
の
陸
地

へ
の
奉
仕
を
教
へ
て
ゐ
る
（
３６２
）。

先
に
述
べ
た
齋
藤
の
邦
訳
と
、
福
田
の
邦
訳
と
を
比
較
す
る
と
、
福
田
の
邦
訳

は
「
天
皇
の
御
身
に
授
か
り
給
へ
る
」
な
ど
、
天
皇
へ
の
敬
意
を
表
現
す
る
語
の

丁
寧
さ
は
あ
る
が
、
齋
藤
の
邦
訳
の
よ
う
に
「
伝
わ
り
伝
わ
っ
た
国
粋
」「
万
世

一
系
の
天
皇
」「
神
国
日
本
」
な
ど
と
い
っ
た
表
現
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
意
外
に

も
原
文
の
単
語
一
つ
一
つ
に
忠
実
な
邦
訳
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
齋
藤
の
邦
訳
か
ら
国
粋

主
義
的
な
印
象
を
受
け
る
の
は
、
戦
後
、
多
大
な
犠
牲
を
生
ん
だ
戦
争
に
対
す
る

反
省
へ
と
向
か
う
流
れ
の
中
で
、
天
心
の
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
を
初
め
と
す
る
思

想
が
「
大
東
亜
戦
争
」
に
お
い
て
標
語
的
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
大
前
提

と
し
て
、
天
心
の
思
想
に
つ
い
て
解
釈
を
為
そ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
と
言
え
な

い
だ
ろ
う
か
。
天
心
の
思
想
が
太
平
洋
戦
争
へ
向
か
う
時
代
の
中
で
時
流
に
迎
合

す
る
形
に
読
み
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
は
事
実
だ
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
先
入

観
あ
り
き
で
天
心
の
思
想
を
見
直
す
の
は
、
公
平
な
見
方
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

天
心
を
巡
る
研
究
は
、
史
料
原
文
に
拠
る
事
、
ま
た
史
料
の
全
体
を
入
手
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
多
く
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

第
四
節

天
心
と
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ

長
谷
川
如
是
閑
は
、
一
八
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
八
九
〇
年
代
前
半
頃
を
振
り

返
り
、
新
聞
『
日
本
』
や
雑
誌
『
日
本
人
』
が
現
れ
た
こ
と
の
背
景
を
、
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

世
間
で
は
、「
日
本
」
派
の
一
団
を
「
国
粋
保
存
派
」
と
称
し
て
い
た
が
、

そ
の
人
た
ち
自
身
が
そ
う
い
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
近
代
国
家
は
、
ギ
リ
シ
ャ
精
神
の
復
活
を
伴
っ
た
、
す
な
わ
ち
ギ
リ

シ
ャ
的
種
族
国
家
の
伝
統
を
追
っ
た
民
族
国
家
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
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と
い
う
近
代
史
の
認
識
か
ら
、
遅
れ
て
そ
の
後
を
追
う
日
本
も
、
江
戸
中
期
に

起
こ
っ
た
民
族
精
神
の
復
活
に
も
と
づ
く
、
近
代
的
国
民
主
義
へ
の
動
向
を

と
っ
て
は
じ
め
て
、
植
民
地
で
は
な
い
自
主
的
の
近
代
国
家
と
し
て
の
発
展
を

期
待
し
得
る
と
い
っ
た
よ
う
な
立
場
か
ら
、
主
と
し
て
英
仏
学
者
が
結
束
し
て

立
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
世
間
で
は
そ
れ
を
、
当
時
の
欧
化
主
義
に
対
す
る
ト
ラ

デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
見
た
の
だ
が
、
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

「
伝
統
」
と
訳
さ
ず
に
、「
国
粋
」
と
い
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
名
称
を
も
っ
て

彼
ら
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
は
、
欧
化
主
義
に
対
し
て
、
他
の
極
端
に
立
つ
、
維
新
後
の
神
風

連
の
系
統
を
つ
い
だ
反
動
主
義
の
一
団
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
平
田
篤
胤
派
の
神

国
思
想
に
拠
っ
て
欧
化
主
義
を
排
撃
し
た
の
で
、
世
間
で
は
そ
れ
を
「
高
天
原

派
」
と
称
し
た
。「
国
粋
派
」
は
、
一
方
で
政
府
の
欧
化
政
策
と
、
そ
れ
に
も

と
づ
く
条
約
改
正
案
に
反
対
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
「
高
天
原
派
」
を
も
排
撃

す
べ
く
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
３６３
）。

こ
の
如
是
閑
の
自
叙
伝
が
出
さ
れ
た
の
は
一
九
四
八
年
か
ら
一
九
四
九
年
に
か

け
て
で
あ
る
か
ら
、
記
憶
と
し
て
は
か
な
り
昔
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
如
是
閑
が
『
日
本
』
新
聞
の
記
者
を
勤
め
た
経
歴
か
ら
、
戦
後
に
『
日
本
』

新
聞
の
立
場
を
悪
く
書
く
は
ず
が
な
い
と
見
る
か
、『
日
本
』
新
聞
の
記
者
を
し

て
い
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
成
立
背
景
や
主
義
主
張
を
正
し
く
記
憶
し
て
い
る
は
ず

で
あ
る
と
見
る
か
は
、
人
に
よ
り
判
断
に
相
違
が
生
じ
る
点
で
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。今

日
、
一
般
的
な
日
本
史
知
識
と
し
て
、「
国
粋
」
を
調
べ
れ
ば
、「
国
粋
」
は

nationality

の
訳
語
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。中
野
目
徹
に
拠
れ
ば
、nation-
ality

の
訳
語
と
し
て
は
、
一
八
七
五
年
の
『
文
明
論
之
概
略
』
の
中
で
福
沢
諭
吉

が
「
国
体
」
を
用
い
た
の
が
早
く
、「
国
粋
」
を
当
て
た
の
は
志
賀
重
昂
が
最
初

の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
氏
の
調
査
の
限
り
で
は
、「
国
粋
」
と
い
う
語
の

典
拠
と
な
り
そ
う
な
中
国
古
典
や
日
本
古
典
は
見
当
た
ら
ず
、
上
田
敏
や
小
島
烏

水
の
回
顧
か
ら
、「
国
粋
」
は
重
昂
の
造
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
重
昂
が
編
集
補
助
と
し
て
参
加
し
て
い
た
一
八
八
六
年
刊
行
の
ヘ
ボ
ン

の
『
改
正
増
補
和
英
・
英
和
語
林
集
成
』
を
見
る
と
、nationality

の
訳
語
は

「K
uni,K

oku

」
即
ち
「
国
」
と
な
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
（
３６４
）。「
国
粋
」
と

い
う
言
葉
が
重
昂
の
中
で
生
ま
れ
た
時
期
と
契
機
は
判
然
と
し
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、「
国
粋
」
は
訳
語
と
し
て
登
場
し
た
語
で
あ
り
、
即
ち
、

欧
米
諸
国
と
の
出
会
い
や
世
界
情
勢
の
見
分
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
「
国
粋
」
も
生

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
国
粋
」
が
元
はtradition

（
伝
統
）
で
あ
っ
た
と
の
記
述
は
、
寡
聞
に
し
て
如

是
閑
の
先
の
記
述
し
か
存
じ
上
げ
な
い
。

本
来
「
国
粋
」
が
何
を
意
図
し
て
い
た
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
一
八
八

九
年
、
三
宅
雪
嶺
が
雑
誌
『
日
本
人
』
に
お
い
て
、「
国
粋
保
存
」
と
い
う
表
現

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

余
輩
し
ば
し
ば
国
粋
論
を
唱
道
し
、
日
本
特
得
の
元
気
を
発
揚
し
、
日
本
固

有
の
秀
質
を
振
興
し
て
、
も
っ
て
国
家
の
独
立
開
達
を
維
持
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ

る
理
由
を
明
ら
か
に
し
、
重
ね
て
い
た
ず
ら
に
他
国
の
秀
美
を
見
て
自
家
の
国

を
忘
れ
、
自
家
の
身
を
も
忘
る
る
、
い
わ
ゆ
る
欧
州
主
義
の
人
士
を
警
戒
し
て
、

今
日
す
で
に
振
作
せ
る
の
流
弊
を
挽
回
せ
ん
と
勉
め
た
り
。
し
か
る
に
余
輩
と

そ
の
見
解
を
異
に
す
る
も
の
は
、
国
粋
保
存
と
言
え
る
こ
の
保
存
な
る
文
字
を

見
て
急
断
速
了
し
、
余
輩
を
も
っ
て
祖
先
伝
来
の
旧
事
物
を
保
存
し
て
欧
米
の

事
物
に
拮
抗
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
、
今
世
開
化
の
結
果
た
る
新
種
輸
入
の
路
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を
閉
塞
し
、
そ
の
普
及
伝
播
を
欲
せ
ざ
る
も
の
な
り
と
誤
解
し
、
否
、
真
に
誤

解
し
た
る
に
あ
ら
ざ
る
べ
き
も
、
余
輩
と
そ
の
意
向
を
異
に
し
、
余
輩
と
そ
の

好
尚
を
均
し
ゅ
う
せ
ざ
る
が
ゆ
え
に
、
こ
と
さ
ら
に
誤
解
し
た
る
ま
ね
し
て

種
々
に
醜
名
を
付
し
、
余
輩
の
旨
義
を
傷
つ
け
ん
と
試
み
た
り
。（
中
略
）
旧

来
の
事
物
を
あ
く
ま
で
も
保
存
す
べ
し
と
は
そ
の
主
義
に
あ
ら
ず
、
旧
来
の
制

度
に
拘
泥
し
、
旧
来
の
風
俗
習
慣
を
維
持
せ
ん
と
す
る
は
そ
の
本
意
に
あ
ら
ず
、

（
中
略
）
た
と
え
泰
西
産
出
の
事
物
と
い
え
ど
も
、
用
い
て
も
っ
て
利
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
用
う
べ
し
、（
中
略
）
し
か
ら
ば
す
な
わ
ち
国
粋
論
者
本
来
の

主
旨
如
何
と
言
う
に
、
余
輩
は
ま
さ
に
言
わ
ん
と
す
、
た
と
い
欧
米
の
風
俗
を

採
用
す
る
も
、
た
と
い
旧
来
の
習
慣
を
打
破
す
る
も
、
日
本
在
来
の
精
神
は
こ

れ
を
保
存
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。（
中
略
）
開
明
社
会
の
智
識
思
想
よ
り
生
出
し

た
る
国
粋
主
義
は
、
旧
物
保
存
主
義
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
識
別
す
る
、
豈
に
そ

れ
難
か
ら
ん
や
（
３６５
）。

こ
の
「
余
輩
国
粋
主
義
を
唱
道
す
る

豈
に
偶
然
な
ら
ん
や
」
の
論
説
は
、

元
々
は
無
署
名
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
文
体
や
内
容
の
分
析
な
ど
か
ら
、
中
野
目
（
３６６
）や

小
畑
嘉
丈
（
３６７
）は
、
雪
嶺
で
は
な
く
菊
池
熊
太
郎
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
を

唱
え
て
お
り
、
特
に
中
野
目
は
、『
日
本
人
』
の
第
一
号
か
ら
第
七
三
号
ま
で

「
三
宅
雪
嶺
は
一
度
も
『
国
粋
』
と
い
う
言
葉
は
使
っ
て
い
な
い
」
と
ま
で
し
て

い
る
の
で
（
３６８
）、
こ
の
論
説
を
、
そ
の
ま
ま
雪
嶺
の
思
想
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
は
出

来
な
い
。
し
か
し
、
西
洋
の
採
用
す
べ
き
と
こ
ろ
は
取
り
入
れ
、
日
本
の
も
の
で

も
旧
く
て
世
に
適
応
し
て
い
な
い
も
の
は
打
破
し
て
い
こ
う
と
論
じ
る
姿
勢
が
、

少
な
く
と
も
当
時
の
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ
の
中
に
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
し
、

そ
の
考
え
方
は
天
心
の
「『
国
華
』
発
刊
ノ
辞
」
と
通
じ
る
部
分
も
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

天
心
の
思
想
が
国
粋
主
義
的
で
あ
っ
た
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
前
に
、

そ
も
そ
も
国
粋
主
義
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
よ
く
再
確
認
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
言
葉
の
帯
び
る
意
義
は
、
発
信
者
と
受
信
者
と
の
間
で
、
ま
た
社

会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、
さ
ら
に
は
一
個
人
の
思
想
の
中
で
も
時
期
に
よ
っ
て
変

わ
る
も
の
で
あ
る
。
中
野
目
は
、「
国
粋
」
と
い
う
言
葉
は
、
登
場
当
初
か
ら
保

守
的
・
反
動
的
な
も
の
と
曲
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
一
九
一
九
年
に
大
日

本
国
粋
会
が
結
成
さ
れ
た
頃
か
ら
「『
国
粋
』
の
字
義
は
明
確
に
転
回
」
し
始
め
、

そ
の
後
、
太
平
洋
戦
争
と
戦
後
処
理
を
経
て
、「
侵
略
戦
争
の
元
凶
の
一
つ
と
見

な
さ
れ
た
」
と
い
う
（
３６９
）。
ま
た
、
そ
も
そ
も
「
国
粋
」
理
論
化
の
方
向
性
も
、
政
教

社
内
で
様
々
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
と
い
う
（
３７０
）。

そ
う
い
っ
た
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
天
心
と
、
主
に
『
日
本
』
新
聞
や
雑
誌
『
日

本
人
』
で
活
動
し
た
、
い
わ
ゆ
る
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ
の
人
々
と
の
間
に
見
え
る

繋
が
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

天
心
と
雪
嶺
に
は
、
多
少
の
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
天
心
は
、
ま
だ
東

京
美
術
学
校
に
勤
め
て
い
る
頃
、
雪
嶺
に
何
通
か
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。
一
八
九

五
年
五
月
四
日
、
五
月
十
日
の
内
容
は
、
東
京
美
術
学
校
の
課
外
講
義
と
し
て
開

か
れ
た
美
術
講
話
会
へ
の
参
加
の
都
合
の
確
認
で
あ
り
、
六
月
二
日
に
は
晩
餐
へ

の
誘
い
、
六
月
三
日
に
は
講
話
会
参
加
の
礼
を
述
べ
る
手
紙
を
送
っ
て
い
る
（
３７１
）。
内

容
的
に
は
業
務
上
の
手
紙
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
し
、
こ
の
後
、
数
年
間
、
雪
嶺

宛
の
手
紙
は
な
い
。
し
か
し
、
東
京
美
術
学
校
非
職
後
の
一
八
九
八
年
九
月
二
九

日
に
は
、
雪
嶺
に
、
日
本
美
術
院
の
賛
助
会
員
に
な
る
よ
う
依
頼
す
る
手
紙
を

送
っ
て
お
り
（
３７２
）、
さ
ら
に
、
一
八
九
九
年
四
月
一
六
日
に
は
、
日
本
美
術
院
同
好
会

へ
の
加
入
も
依
頼
し
て
い
る
（
３７３
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
個
人
的
な
親
交
を
窺
わ
せ
る
手

紙
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
日
本
美
術
院
時
代
に
も
関
係
が
続
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
天
心
は
、
雪
嶺
の
こ
と
を
、
東
京
美
術
学
校
非
職
後
も
支
持
者
と
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な
っ
て
く
れ
る
人
物
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
平
凡
社
版
『
岡
倉

天
心
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
範
囲
を
見
る
限
り
、
天
心
が
雪
嶺
に
宛
て
た
手

紙
は
以
上
の
六
通
の
み
で
あ
る
よ
う
だ
か
ら
、
後
年
ま
で
続
く
よ
う
な
個
人
的
に

深
い
関
わ
り
は
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
手
紙
よ
り
も
前
の
、
一

八
九
一
年
一
二
月
二
六
日
に
は
、『
日
本
』
新
聞
に
宛
て
て
、「
東
京
美
術
学
校
々

友
会
々
員

岡
倉
覚
三

他
二
十
三
名
」
が
、
美
術
工
芸
品
の
図
案
を
必
要
と
し

て
い
る
者
が
あ
れ
ば
送
付
す
る
の
で
紹
介
し
て
欲
し
い
と
い
う
旨
の
手
紙
を
送
っ

て
い
る
が
、『
日
本
』
新
聞
は
そ
の
手
紙
を
「
左
の
如
き
書
状
を
所
々
に
配
布
せ

り
」
と
し
て
掲
載
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
格
別
に
『
日
本
』
新
聞
に
の
み
送
っ

た
も
の
で
は
な
い
と
も
思
わ
れ
る
（
３７４
）。

た
だ
、
天
心
は
、
幾
度
か
『
日
本
』
新
聞
や
雑
誌
『
日
本
人
』
に
寄
稿
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
平
凡
社
版
『
岡
倉
天
心
全
集
』
に
拠
っ
て
、
時
代
順
に
挙
げ
て

み
よ
う
。
ま
ず
は
、
筆
名
の
渾
沌
子
で
書
か
れ
た
『
美
術
展
覧
会
批
評
』
で
あ
り
、

内
容
は
一
八
八
九
年
「
四
月
一
日
か
ら
五
月
十
五
日
ま
で
開
か
れ
た
日
本
美
術
協

会
展
を
批
評
し
た
も
の
」
で
あ
り
、
同
年
の
『
日
本
』
新
聞
の
「
四
月
十
八
日
、

十
九
日
、
二
十
四
日
、
二
十
五
日
、
二
十
六
日
、
二
十
八
日
の
『
雑
報
』
欄
に
連

載
」
さ
れ
た
と
い
う
（
３７５
）。
次
に
、
や
は
り
渾
沌
子
の
筆
名
で
書
か
れ
た
『
帝
国
議
会

に
蟠
ま
る
一
種
の
勢
力
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
八
八
九
年
一
一
月
三
日
の
『
日

本
人
』
第
三
十
四
号
に
掲
載
さ
れ
、「
岡
倉
の
数
少
な
い
時
事
評
論
の
ひ
と
つ
で

あ
る
」
と
い
う
（
３７６
）。
内
容
と
し
て
は
、
大
同
団
結
の
後
藤
象
二
郎
と
立
憲
改
進
党
の

大
隈
重
信
と
の
二
大
政
党
が
争
う
現
状
を
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の

戦
い
に
喩
え
、
ど
ち
ら
が
イ
ギ
リ
ス
軍
で
ど
ち
ら
が
フ
ラ
ン
ス
軍
と
な
る
か
は
不

明
だ
が
、
戦
況
を
決
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
と
な
り
得
る
第
三
勢
力
は
谷
干
城
で
あ

る
、
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
（
３７７
）。
河
北
倫
明
は
、
こ
の
内
容
か
ら
「
天
心
は
谷

派
を
非
常
に
支
持
」
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
在
り
方
は
「
非
常
な
国
粋
派
と

非
常
な
開
化
派
と
の
間
で
、
そ
の
両
方
を
に
ら
み
な
が
ら
是
々
非
々
に
出
て
」
い

こ
う
と
い
う
天
心
の
美
術
に
お
け
る
態
度
に
通
じ
て
い
る
と
し
て
い
る
（
３７８
）。
そ
の
次

は
、
渾
沌
生
の
筆
名
で
書
か
れ
た
『
二
種
類
の
集
会
』
で
、
こ
れ
も
時
事
評
論
で

あ
り
、
一
八
九
一
年
一
一
月
二
一
日
の
『
日
本
』
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
（
３７９
）。
内
容
と

し
て
は
、
集
会
に
は
「
示
威
会
」
と
「
相
談
会
」
の
二
種
類
が
あ
り
、「
示
威

会
」
は
味
方
を
鼓
舞
し
敵
対
者
を
威
嚇
す
る
た
め
の
も
の
で
、「
相
談
会
」
は
時

と
し
て
秘
密
裏
に
行
わ
れ
る
進
退
や
誓
盟
な
ど
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
示
威
的

な
も
の
は
空
虚
で
結
論
の
出
な
い
も
の
に
終
わ
り
や
す
い
の
で
、「
相
談
会
」
の

方
が
効
用
の
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
立
憲
政
体
は
集
会
を
礎
石
と
し
て
成
る
も
の

だ
か
ら
等
閑
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
３８０
）。
そ
の
次
は
、
一

八
九
四
年
に
第
一
回
中
国
旅
行
の
成
果
と
し
て
書
か
れ
た
『
支
那
南
北
の
区
別
』

で
、
こ
れ
は
岡
倉
覚
三
の
名
で
著
さ
れ
、『
国
華
』
に
掲
載
さ
れ
た
後
、『
日
本
』

新
聞
に
転
載
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
３８１
）。
美
術
学
校
騒
動
以
前
の
も
の
は
こ
れ
ま
で
で
、

次
は
一
九
〇
二
年
、
イ
ン
ド
旅
行
で
目
に
し
た
美
術
と
仏
教
に
つ
い
て
短
く
述
べ

た
も
の
が
一
一
月
三
日
の
『
日
本
』
新
聞
に
「
岡
倉
覚
三
氏
の
印
度
談
」
と
し
て

掲
載
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
３８２
）。

天
心
と
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
よ
り
個
人
的
な
繋
が
り
を
求
め
る
な

ら
ば
、
第
一
章
第
一
節
で
高
田
早
苗
の
回
想
に
登
場
し
た
、
天
心
の
東
大
同
窓
生

の
福
富
孝
季
が
居
る
。
平
凡
社
版
『
岡
倉
天
心
全
集
』
を
見
る
限
り
、
天
心
か
ら

福
富
宛
の
手
紙
は
特
に
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
福
富
は
天
心
と
「
最
も
親
し
く
し

て
い
た
と
い
わ
れ
る
」
同
窓
生
で
、『
日
本
』
新
聞
の
創
刊
に
関
わ
っ
た
人
物
で

も
あ
る
（
３８３
）。
福
富
は
一
八
九
一
年
に
自
決
し
、
天
心
は
彼
の
為
に
追
悼
の
漢
詩
を
作

り
、
ま
た
追
悼
文
も
著
し
た
（
３８４
）。
漢
詩
は
「
縦
罫
便
箋
に
墨
書
し
た
も
の
」
で
、
製

作
年
月
日
は
不
明
の
よ
う
で
あ
る
（
３８５
）。
ま
た
、
天
心
が
書
い
た
追
悼
文
は
、
福
富
が

没
し
た
翌
年
の
一
八
九
二
年
に
日
本
新
聞
社
か
ら
出
さ
れ
た
追
悼
文
集
『
臨
淵
言
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行
録
』
に
は
な
く
、
一
八
九
五
年
（
明
治
二
十
八
年
）
の
再
版
増
補
版
で
の
追
加

と
な
っ
て
お
り
、
本
文
の
終
わ
り
に
も
「
明
治
二
十
八
年
六
月
五
日

岡
倉
覚

三
」
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
３８６
）。

こ
の
他
に
、
天
心
と
の
個
人
的
な
繋
が
り
か
ら
、
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ
の
人
物

を
挙
げ
る
な
ら
ば
、『
国
華
』
創
刊
に
共
に
携
わ
っ
た
高
橋
健
三
が
居
る
。
高
橋

も
ま
た
、『
日
本
』
新
聞
の
創
刊
に
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
注

目
す
べ
き
な
の
は
、
高
橋
が
、「
清
・
朝
鮮
・
日
本
の
三
国
に
よ
る
『
東
亜
同

盟
』
と
い
う
地
域
秩
序
を
構
想
し
て
い
た
（
３８７
）」
人
物
で
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

宮
川
は
、「
岡
倉
は
、
政
論
こ
そ
公
表
し
な
い
が
、
高
橋
の
信
条
と
す
る
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
、
ふ
か
く
共
鳴
し
て
い
た
」
と
し
て
い
る
（
３８８
）。
た
だ
し
、
そ
の
思

想
的
な
繋
が
り
に
つ
い
て
は
、
詳
細
に
扱
っ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
点
目
と
し
て
、
天
心
と
高
橋
健
三
と
の
交
流

に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

宮
川
に
拠
れ
ば
、
天
心
と
高
橋
が
知
り
合
っ
た
時
期
に
関
し
て
は
明
確
で
は
な
い

が
、
両
者
の
間
に
は
、
九
鬼
隆
一
、
濱
尾
新
、
井
上
哲
次
郎
、
森
田
思
軒
、
饗
庭

篁
村
な
ど
、
共
通
の
知
人
が
幅
広
く
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
中
か
ら
交
友
が
生
ま

れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
（
３８９
）。
ま
た
、
一
雄
氏
は
、『
父
天
心
』
の
中
で
、
一

八
九
〇
年
か
ら
一
八
九
七
年
ま
で
の
根
岸
の
「
お
下
屋
敷
」
に
居
を
構
え
て
い
た

頃
を
振
り
返
り
、「
当
時
の
交
友
と
し
て
は
、
後
に
名
翰
長
と
謳
わ
れ
た
自
恃
居

士
の
高
橋
健
三
や
、
代
議
士
・
弁
護
士
の
大
谷
吉
備
一
郎
等
々
の
人
び
と
で
あ
っ

た
。
こ
と
に
高
橋
に
は
、
天
心
は
非
常
に
憧
憬
を
感
じ
て
兄
事
す
る
が
ご
と
く
み

ら
れ
た
」「
の
ち
に
い
た
り
、
天
心
の
詩
人
的
無
軌
道
の
行
動
が
、
真
摯
な
自
恃

居
士
の
顰
蹙
を
買
い
、
さ
し
も
深
か
っ
た
交
り
も
絶
交
同
様
に
打
ち
絶
え
て
し

ま
っ
た
が
、
こ
の
お
下
屋
敷
時
代
に
は
深
交
の
頂
点
に
達
し
て
い
て
、
そ
の
来
往

は
頻
繁
を
き
わ
め
て
い
た
」
と
記
し
て
い
る
（
３９０
）。
高
橋
は
一
八
九
八
年
に
没
し
、
そ

の
翌
年
『
自
恃
言
行
録
』
と
い
う
追
悼
文
集
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
あ
る
内

藤
湖
南
が
記
し
た
「
高
橋
健
三
君
伝
」
に
は
「
岡
倉
覚
三
氏
は
倶
に
明
治
美
術
の

進
捗
に
力
を
効
し
、
交
態
極
め
て
厚
か
り
し
が
、
後
、
故
あ
り
て
交
を
絶
ち
、
相

通
ぜ
ざ
る
に
至
り
し
も
、
猶
ほ
今
時
真
に
美
術
の
鑑
識
あ
る
者
君
に
如
く
莫
し
と

称
せ
り
と
云
ふ
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
３９１
）。
交
流
を
絶
っ
た
と
い
う
そ
の
言
葉
通
り
と

言
う
べ
き
か
、
こ
の
『
自
恃
言
行
録
』
に
原
稿
を
寄
せ
て
い
る
中
に
九
鬼
隆
一
や

井
上
哲
次
郎
の
名
は
あ
る
が
、
天
心
の
名
は
な
い
（
３９２
）。
宮
川
は
、
高
橋
の
没
し
た
頃

が
、
天
心
の
方
で
は
美
術
学
校
騒
動
や
日
本
美
術
院
の
創
設
な
ど
に
関
わ
っ
て
い

た
時
期
に
当
た
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
し
（
３９３
）、
福
富
の
例
で
も
天
心
は
追
悼
文
が

間
に
合
っ
て
い
な
い
の
で
、
一
概
に
追
悼
文
が
な
い
の
が
絶
交
の
た
め
と
は
言
い

切
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
詳
細
不
明
な
点
が
多
い
の
で
あ
る
。

理
由
の
二
点
目
と
し
て
は
、
高
橋
健
三
に
関
す
る
研
究
自
体
が
多
く
な
い
こ
と

で
あ
る
。
中
川
未
来
に
拠
れ
ば
、
高
橋
に
関
す
る
研
究
は
、
高
橋
本
人
が
比
較
的

短
命
な
こ
と
や
、
言
論
面
に
お
い
て
陸
羯
南
と
の
相
似
が
強
調
さ
れ
て
き
た
傾
向

な
ど
も
あ
り
、
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
「
陸
羯
南
や
杉
浦
重
剛
ら
と
比
べ

て
立
ち
遅
れ
て
」
お
り
、「
彼
の
『
一
種
斬
新
な
る
国
家
主
義
』
の
内
容
そ
れ
自

体
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
（
３９４
）。

し
か
し
、
天
心
と
高
橋
が
、
一
時
期
は
親
し
く
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
し
、

高
橋
が
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
の
も
確
か
で
あ
る
。
天
心
の
「
ア
ジ

ア
は
一
つ
」
と
い
う
言
葉
が
、
い
つ
頃
か
ら
、
何
を
契
機
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
の
か
は
、
天
心
研
究
の
上
で
長
ら
く
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
一
八
八
五
年
の
福

沢
諭
吉
の
『
脱
亜
論
』
の
対
照
と
し
て
出
現
し
た
ア
ジ
ア
観
の
一
つ
で
あ
る
と
い

う
指
摘
、
同
時
代
人
と
し
て
一
八
九
三
年
の
樽
井
藤
吉
の
『
大
東
合
邦
論
』
な
ど

と
共
に
思
想
の
登
場
背
景
を
探
る
試
み
、
ま
た
、
イ
ン
ド
と
の
繋
が
り
か
ら
、
不
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二
一
元
論
の
「one

」
に
由
来
す
る
と
い
う
指
摘
な
ど
は
既
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

高
橋
が
唱
え
た
「
東
亜
同
盟
」
は
、
天
心
の
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
に
比
べ
て
含
む

範
囲
は
狭
い
し
、
天
心
よ
り
も
高
橋
の
方
が
、
明
確
に
政
治
的
意
図
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
直
接
に
親
交
の
あ
っ
た
人
物
か
ら
の
影
響
と
い
う
点
で
、
高

橋
に
も
注
目
す
る
価
値
は
あ
る
だ
ろ
う
。

中
川
に
拠
れ
ば
、
高
橋
の
中
に
「
東
亜
同
盟
」
の
構
想
が
登
場
し
て
く
る
背
景

に
は
、
防
穀
令
事
件
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
高
橋
の
「
東
亜
同
盟
」
に
関
連
し

た
言
説
は
、
主
に
大
阪
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
、
一
八
九
三
年
五

月
一
九
日
の
「
己
を
大
に
し
天
下
を
小
に
せ
よ
」
と
い
う
題
の
論
説
で
「
日
本
の

特
立
を
全
く
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
東
亜
の
特
立
を
保
つ
所
以
を
思
は
ざ
る
べ
か
ら

ず
」「
列
国
の
間
に
立
て
、
其
屈
辱
を
受
け
ざ
る
は
、
内
治
の
整
理
、
固
よ
り
忽

亡
す
べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
其
勢
力
の
四
境
の
外
に
発
す
る
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
国

家
一
日
も
安
泰
な
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
東
亜
諸
国
、
各
相
保
助
し
て
、
皆
其
独

立
の
実
を
挙
げ
、
強
隣
相
援
て
、
欧
米
列
国
に
対
せ
ば
、
東
方
の
列
国
、
実
に
四

境
の
藩
屏
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
と
い
う
（
３９５
）。
六
月
一
六
日
の
「
東
亜
同
盟
の
準

備
（
３９６
）」
を
見
る
と
、
そ
の
同
盟
の
具
体
的
な
対
象
は
日
本
、
清
、
朝
鮮
と
な
っ
て
お

り
、
三
国
は
「
文
字
」「
史
蹟
」「
人
種
」「
欧
米
に
対
す
る
形
勢
の
利
害
」
な
ど

に
関
し
て
通
じ
合
う
部
分
が
あ
る
が
、「
感
情
」
の
問
題
で
上
手
く
い
か
ず
に
い

る
、
そ
う
な
る
と
「
徳
を
以
て
之
を
懐
柔
す
る
」
こ
と
も
出
来
な
い
の
で
、「
実

力
を
示
す
に
在
る
の
み
」
で
あ
り
、「
今
回
朝
鮮
防
穀
事
件
の
若
き
は
実
力
を
示

し
威
信
を
立
る
に
於
て
一
好
例
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。
た
だ
し
、
中
川
は
「
東
亜

同
盟
構
想
は
そ
の
最
終
目
的
と
し
て
、
清
・
朝
鮮
・
日
本
の
連
合
に
よ
る
欧
米
と

の
対
抗
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
か
ら
」「
高
橋
は
日
清
間
の
不
要
な
外
交
摩
擦
は

回
避
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
（
３９７
）。
し
か
し
高
橋
は
、

日
清
戦
争
に
際
し
て
は
開
戦
論
を
唱
え
、
そ
の
「
旗
幟
に
掲
げ
た
の
は
、『
東
亜

同
盟
』
で
あ
っ
た
」
と
い
う
（
３９８
）。
高
橋
は
、
当
時
日
清
戦
争
の
意
義
と
し
て
よ
く
説

か
れ
て
い
た
「『
文
明
と
野
蛮
の
戦
争
』
を
正
面
か
ら
批
判
」
し
、「
歴
史
上
中
国

の
『
文
明
に
負
ふ
所
多
き
』
日
本
が
『
夷
狄
の
支
那
』
を
打
倒
し
、『
文
化
の
支

那
』
を
回
復
す
る
こ
と
で
、『
東
洋
の
文
運
』
を
進
め
世
界
の
『
人
道
』
に
寄
与

す
る
」
と
い
う
論
理
を
唱
え
、「
清
朝
が
崩
壊
し
『
漢
人
の
故
業
』
が
恢
復
さ
れ

た
な
ら
ば
、
旧
清
の
領
域
を
『
三
分
、
若
く
は
四
分
』
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
独
立

国
家
と
し
て
い
わ
ば
中
国
連
盟
を
結
成
さ
せ
」「
日
本
は
中
国
の
新
指
導
者
と
連

携
し
、『
諸
連
盟
国
』
の
嚮
導
者
と
し
て
中
国
連
盟
・
朝
鮮
と
と
も
に
『
西
欧
に

抗
衝
』
す
る
」
と
い
う
戦
後
構
想
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
（
３９９
）。

大
枠
と
し
て
見
る
と
、
天
心
の
思
想
が
一
九
三
〇
年
代
に
辿
っ
た
道
筋
を
、
高

橋
の
場
合
、
日
清
戦
争
に
際
し
て
、
本
人
自
ら
辿
っ
た
よ
う
な
印
象
で
あ
る
。
高

橋
が
こ
れ
ら
の
言
説
を
書
い
て
い
た
の
は
、
時
期
と
し
て
は
、
ま
だ
天
心
と
高
橋

に
親
交
が
あ
っ
た
根
岸
在
住
時
代
に
当
た
る
。
中
川
は
、
高
橋
が
一
八
九
五
年
一

月
六
日
の
論
説
の
中
で
書
い
た
「
嗚
呼
亜
細
亜
の
汚
辱
は
、
即
ち
日
本
の
汚
辱
な

り
」
を
、
天
心
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
栄
光
は
ア
ジ
ア
の
屈
辱
で
あ
る
」
を
想
起
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
４００
）。
日
本
の
文
明
の
源
流
の
中
に
中
国
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
点
で
は
、
天
心
と
高
橋
は
共
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
清
戦
争
に
際

し
、「
文
明
と
野
蛮
の
戦
争
」
で
は
な
く
、
東
洋
文
明
を
回
復
す
る
戦
争
で
あ
る

と
し
た
の
が
高
橋
で
あ
り
、
日
露
戦
争
に
際
し
、
一
度
は
『
日
本
と
黄
禍
』
で

「
文
明
と
野
蛮
の
戦
争
」
で
あ
る
と
し
た
も
の
の
、
そ
の
よ
う
な
戦
争
が
東
洋
に

も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
自
体
が
白
禍
で
あ
る
と
『
日
本
の
目
覚
め
』
で
記
し
た
の
が

天
心
で
あ
る
。

憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、
高
橋
の
唱
え
た
「
東
亜
同
盟
」
の
思
想
が
辿
っ
た
道

筋
を
間
近
で
見
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
天
心
は
、
自
身
の
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
の
言

葉
が
日
本
国
内
で
出
版
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
、
ま
た
、
そ
の
「
一
つ
」
の
概
念
を
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描
く
上
で
抽
象
的
な
「
美
」
や
「
愛
」
を
用
い
て
具
体
化
す
る
こ
と
を
避
け
、
そ

し
て
、
戦
争
は
美
の
理
想
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
旨
も
綴
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
他
に
、
天
心
と
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ
を
関
連
付
け
た
見
解
と
し
て
は
、
色

川
が
、
一
八
八
七
年
に
出
さ
れ
た
志
賀
重
昂
の
『
南
洋
時
事
』
を
、
天
心
の
『
東

洋
の
覚
醒
』
に
見
ら
れ
る
危
機
意
識
を
先
取
り
し
た
も
の
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

『
南
洋
時
事
』
は
、
南
洋
の
島
々
の
地
勢
、
西
洋
諸
国
の
植
民
地
と
な
っ
て
い
る

現
状
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
貿
易
の
展
望
や
南
洋
の
経
済
事
情
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
国
民
意
識
の
発
展
と
独
立
の
展
望
、
ハ
ワ
イ
へ
の
日
本
人
移
民
な
ど
の
他
、

附
録
で
、
北
海
道
開
拓
の
今
後
、
イ
ン
ド
独
立
の
展
望
、
日
本
と
台
湾
の
関
係
な

ど
、
幅
広
く
扱
っ
て
い
る
著
作
で
あ
る
（
４０１
）。
色
川
は
、
こ
れ
を
天
心
よ
り
も
「
少
な

く
と
も
十
五
年
早
く
」「
イ
ギ
リ
ス
な
ど
先
進
�
文
明
�
諸
国
の
も
つ
『
虚
偽
』

と
『
侵
略
の
原
罪
』
に
想
到
し
て
い
る
」
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
（
４０２
）。
ま
た
、

「
天
心
の
日
本
美
術
の
復
興
の
運
動
も
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
」
三
宅
雪
嶺
や
志

賀
重
昂
ら
が
展
開
し
て
い
っ
た
「
国
粋
保
存
の
潮
流
の
な
か
に
お
い
て
考
え
ら
れ

る
」
と
し
な
が
ら
も
、
第
三
章
第
一
節
で
も
少
し
引
用
し
た
よ
う
に
、
天
心
は

「『
国
粋
』
と
い
わ
ず
『
国
華
』
と
よ
ぶ
よ
う
に
、
政
治
的
、
世
俗
的
な
動
機
を
し

り
ぞ
け
て
（
軽
ん
じ
て
）、�
精
神
的
貴
族
�
ら
し
い
『
美
』
の
探
究
に
と
傾
斜
し

て
い
っ
た
」
と
い
う
点
で
、
よ
り
明
確
に
政
治
的
な
意
識
を
持
っ
て
い
た
雪
嶺
ら

と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
い
る
（
４０３
）。

し
か
し
、
天
心
が
政
治
的
な
方
面
に
歩
み
寄
ら
ず
と
も
、
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ

の
側
は
、
伝
統
美
術
の
存
在
を
、
あ
る
程
度
重
要
視
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
る
。

雪
嶺
の
著
作
の
一
つ
に
、
一
八
九
一
年
に
出
版
さ
れ
た
『
真
善
美
日
本
人
』
と

い
う
も
の
が
あ
る
（
４０４
）。
こ
の
著
作
で
は
「
日
本
人
の
任
務
」
と
い
う
も
の
が
説
か
れ

て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
端
的
に
表
す
と
、「
真
を
極
め
、
美
を
極
め
、
善
を
極

め
て
、
よ
く
円
満
幸
福
の
域
に
到
達
せ
ん
と
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
真
を

極
め
る
と
い
う
の
は
、
世
界
の
智
識
の
究
明
、
即
ち
、
学
術
研
究
の
た
め
の
設
備

と
資
金
の
拡
充
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
善
を
極
め
る
と
い
う
の
は
、
正
義
を
為

す
こ
と
、
ま
た
正
義
を
為
せ
る
よ
う
に
他
国
と
平
等
な
立
場
を
保
つ
た
め
軍
備
拡

張
を
進
め
、
そ
れ
を
支
え
る
資
金
を
得
る
た
め
に
産
業
育
成
も
行
う
こ
と
を
意
味

す
る
。
そ
し
て
、
美
を
極
め
る
と
い
う
の
は
、
工
芸
、
建
築
、
音
楽
、
彫
刻
、
絵

画
な
ど
に
お
い
て
、
自
国
の
特
質
を
以
て
世
界
と
競
争
出
来
る
も
の
に
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
志
賀
重
昂
も
「
国
粋
」
は
「
美
術
的
の
観
念
に
存
在
す
」
と
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
し
、
高
橋
も
、
美
術
品
は
「『
我
が
国
人
種
歴
史
、
数
千
年
来
の
涵

養
』
に
よ
る
『
国
家
固
有
の
価
値
』
を
集
約
的
に
表
現
し
て
い
る
」
も
の
と
位
置

付
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
４０５
）。
細
か
く
見
る
と
、
美
術
の
如
何
な
る
点
に
価
値
を
見

出
す
か
、
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ
内
で
も
各
々
相
違
は
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
彼
ら

が
そ
の
よ
う
に
伝
統
美
術
を
評
価
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
本
節
の
最
初
で
見
た
手

紙
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
天
心
も
、
講
義
や
支
援
を
頼
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。

色
川
は
、
同
時
代
の
知
識
人
に
比
べ
、
天
心
は
西
洋
人
に
対
し
劣
等
感
を
持
っ

て
い
な
い
と
い
う
特
色
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
４０６
）。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
天
心
の

場
合
、
幼
少
期
か
ら
英
語
が
流
暢
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
や
、
外
国
で
も
理
解
者

や
支
援
者
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
ど
は
よ
く
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ
が
、
自
国
の
特
質
を
肯
定
す
る
理
論
の
中
に
美
術
を
取

り
込
ん
で
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
恐
ら
く
、
天
心
の
劣
等
感
の
無
さ
は
、
彼
が

美
術
を
軸
に
活
動
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
雪
嶺
の
『
真
善
美
日
本
人
』
の
中
で
は
、
学
術
も
軍
備
も
、
拡
充
資
金
の

必
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
学
術
も
軍
備
も
、
西
洋
か
ら
技
術
や
文

物
を
買
い
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分
野
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
、
即
ち
、

現
状
で
は
西
洋
よ
り
も
劣
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
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し
か
し
美
術
に
関
し
て
は
、
そ
う
い
っ
た
資
金
的
な
問
題
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
現
実
的
に
は
、
伝
統
美
術
の
保
護
・
育
成
に
も
資
金
や
政
策
が
必
要
で
あ
ろ

う
が
、
恐
ら
く
、
美
術
に
関
し
て
は
、
国
内
に
既
存
の
も
の
で
十
分
に
西
洋
と
渡

り
合
え
る
と
い
う
前
提
で
あ
る
か
ら
、
資
金
的
な
問
題
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の

で
あ
ろ
う
。
雪
嶺
の
言
説
だ
け
か
ら
結
論
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
当
時
、

美
術
と
い
う
分
野
に
関
し
て
は
、
他
の
分
野
に
比
べ
て
、
西
洋
に
対
す
る
劣
等
感

が
弱
ま
り
や
す
い
風
潮
が
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

天
心
と
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ
と
の
繋
が
り
を
明
確
に
示
す
史
料
は
少
な
い
。
し

か
し
、
同
時
代
人
の
中
で
の
天
心
の
位
置
づ
け
を
探
る
上
で
は
、
英
語
に
精
通
し

た
国
際
人
と
し
て
の
面
ば
か
り
で
な
く
、
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ
の
言
説
と
の
比
較

分
析
も
、
こ
れ
か
ら
一
層
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

終
わ
り
に

『
東
洋
の
覚
醒
』
の
原
稿
ノ
ー
ト
の
表
紙
に
は
、「A

sia
isone.

」
の
原
型
と
思

し
き
「W

e
are

one.

」
と
い
う
ペ
ン
書
き
が
あ
る
そ
う
で
あ
る
（
４０７
）。
天
心
が
そ
れ

を
記
し
て
か
ら
百
有
余
年
が
経
っ
た
。「
一
つ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
一
定
の
形
に

し
たEU

は
、
加
盟
国
の
経
済
問
題
や
難
民
受
け
入
れ
問
題
な
ど
が
浮
上
す
る
中

で
イ
ギ
リ
ス
の
離
脱
が
決
定
し
、
そ
の
結
果
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
独
立
問
題
が
再
燃
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
長
ら
く
続
い
て
き
た
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

独
立
問
題
に
よ
る
対
立
が
一
層
深
ま
り
、
中
東
で
は
内
戦
な
ど
が
続
き
、
ア
メ
リ

カ
は
人
種
差
別
や
格
差
拡
大
の
問
題
を
抱
え
、
一
地
域
圏
は
元
よ
り
、
一
国
内
で

さ
え
一
つ
で
あ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
浮
上
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
帰
属
意

識
の
共
有
は
団
結
を
生
む
が
、
過
度
の
そ
れ
は
排
他
性
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。

英
語
を
得
意
と
す
る
国
際
人
で
あ
り
な
が
ら
、
時
と
し
て
西
洋
を
非
難
し
東
洋
へ

共
感
し
、
し
か
し
自
国
第
一
と
も
解
釈
出
来
る
姿
勢
も
帯
び
た
天
心
の
在
り
方
は
、

今
日
の
我
々
に
置
き
換
え
て
他
人
事
で
は
な
い
。

ま
た
、
天
心
の
言
説
が
歴
史
の
中
で
辿
っ
て
き
た
位
置
づ
け
は
、
部
分
的
な
言

説
の
切
り
取
り
や
恣
意
的
な
史
料
解
釈
が
如
何
に
危
う
い
結
果
を
も
た
ら
す
か
を

我
々
に
教
え
て
く
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
美
術
、
思
想
、
文
学
な
ど
の
分
野

で
扱
わ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
天
心
に
つ
い
て
、
日
本
史
の
分
野
か
ら
再
検
証
す

る
の
は
無
意
味
で
は
な
い
と
思
う
。

天
心
が
、
美
の
使
徒
と
し
て
生
き
、
美
の
世
界
に
理
想
を
求
め
た
こ
と
は
確
か

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
理
由
に
、
天
心
の
思
想
か
ら
政
治
性
を
読

み
取
る
こ
と
を
否
定
す
る
の
は
、
か
つ
て
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
す
こ
と
に
繋
が

り
か
ね
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
美
術
に
せ
よ
、
文
学
に
せ
よ
、
理
想
的
世

界
を
描
く
こ
と
が
可
能
な
分
野
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
治
も
ま
た
、
あ
る
種
の
理

想
を
人
々
に
語
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
時
が
あ
る
。
そ
う
い
う
時
に
、
両
者
は
密
接

不
可
分
な
も
の
と
し
て
結
び
つ
い
て
機
能
し
得
る
。

天
心
の
思
想
を
、
政
治
的
な
利
用
の
為
に
脚
色
し
て
理
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
ま
た
、
天
心
の
汚
名
を
そ
そ
ぐ
為
に
、
天
心
の
思
想
を
美
術
の
み
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
と
限
定
し
て
理
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
ど
ち
ら
の
思
想
と
し
て
も

読
み
解
け
る
多
面
性
、「
理
想
」
に
内
在
す
る
危
う
さ
と
向
き
合
う
た
め
に
、
多

様
な
研
究
分
野
か
ら
分
析
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

筆
者
の
力
が
及
ば
ず
、
既
存
の
研
究
を
越
え
た
生
産
的
意
義
は
も
た
ら
せ
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
先
行
研
究
で
見
落
と
さ
れ
た
点
を
幾
つ
か
は
明
ら
か
に
出

来
た
か
と
思
う
の
で
、
後
続
の
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（
１
）
堀
岡
弥
寿
子
著
『
岡
倉
天
心
と
の
出
会
い
』
近
代
文
芸
社
、
二
〇
〇
〇
年
、

150



六
八
頁
。

（
２
）
堀
岡
弥
寿
子
著
『
岡
倉
天
心
考
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
、
一
一
一

頁
。

（
３
）
金
子
敏
也
著
『
宗
教
と
し
て
の
芸
術

岡
倉
天
心
と
明
治
近
代
化
の
光
と

影
』
つ
な
ん
出
版
、
二
〇
〇
七
年
、
二
一
〇
頁
。

（
４
）
森
田
義
之
著
「
エ
ピ
ロ
ー
グ

現
代
の
岡
倉
天
心
像
」（
森
田
義
之
、
小

泉
晋
弥
編
『
岡
倉
天
心
と
五
浦
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
八
年
、
三

三
二
〜
三
三
三
頁
）。

（
５
）
竹
内
好
著
「
岡
倉
天
心

ア
ジ
ア
観
に
立
つ
文
明
批
判
」（
朝
日
ジ
ャ
ー

ナ
ル
編
集
部
編
『
日
本
の
思
想
家
』
第
一
巻
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
二
年

﹇
同
年
中
、
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
て
掲
載
﹈、
二
八
六
頁
）。

（
６
）
岡
倉
登
志
著
『
曾
祖
父
覚
三

岡
倉
天
心
の
実
像
』
宮
帯
出
版
社
、
二
〇

一
三
年
、
一
八
頁
。

（
７
）
「
年
譜
」『
岡
倉
天
心
全
集
』
別
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
、
三
七
七
頁
。

（
８
）
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
、
一
六
九
頁
。

（
９
）
木
下
長
宏
著
『
岡
倉
天
心

物
二
観
ズ
レ
バ
竟
ニ
吾
無
シ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
一
〇
〜
一
二
頁
。

（
１０
）
同
右
、
一
三
頁
〜
一
五
頁
。

（
１１
）
西
川
武
臣
著
「
開
港
場
横
浜
と
岡
倉
天
心
」（『
大
倉
山
論
集
』
第
六
〇
輯
、

二
〇
一
四
年
、
三
〇
〜
三
四
頁
）。

（
１２
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
一
六
〜
一
七
頁
、
二
一
〜
二
二
頁
。

（
１３
）
森
田
義
之
著
「
プ
ロ
ロ
ー
グ

岡
倉
天
心
小
伝

五
浦
以
前
」（
森
田
義

之
、
小
泉
晋
弥
編
『
岡
倉
天
心
と
五
浦
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
八

年
、
三
〜
四
頁
）。

（
１４
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
一
〜
八
頁
。

（
１５
）
横
浜
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
研
究
会
編
『
横
浜
開
港
と
宣
教
師
た
ち
』
有
隣

堂
、
二
〇
〇
八
年
、
七
〇
〜
七
二
頁
。

（
１６
）
同
右
、
七
五
〜
七
六
頁
。

（
１７
）
同
右
、
七
八
頁
。

（
１８
）
同
右
、
三
四
頁
。

（
１９
）
清
見
陸
郎
著
『
岡
倉
天
心
』
平
凡
社
、
一
九
三
四
年
、
六
頁
。

（
２０
）
岡
倉
一
雄
著
『
父
岡
倉
天
心
』（『
父
天
心
』
聖
文
閣
、
一
九
三
九
年
を
復

刻
）
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
、
一
一
頁
。

（
２１
）
宮
川
寅
雄
著
『
岡
倉
天
心
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
六
年
、
一
六
〜

一
七
頁
。

（
２２
）
金
子
、
前
掲
註
（
三
）、
五
四
頁
。

（
２３
）
岡
倉
登
志
、
前
掲
註
（
六
）、
二
二
〜
二
三
頁
。

（
２４
）
森
田
、
前
掲
註
（
一
三
）、
四
頁
。

（
２５
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
別
巻
、
三
七
八
頁
。

（
２６
）
小
泉
晋
弥
著
「
岡
倉
天
心
と
異
文
化
交
流
・
研
究
ノ
ー
ト
」（『
大
倉
山
論

集
』
第
六
〇
輯
、
二
〇
一
四
年
、
一
一
〜
一
二
頁
）。

（
２７
）
金
子
、
前
掲
註
（
三
）、
五
三
頁
。
及
び
、「
岡
倉
天
心
略
年
譜
」（
森
田

義
之
、
小
泉
晋
弥
編
『
岡
倉
天
心
と
五
浦
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九

八
年
、
三
四
〇
頁
）。

（
２８
）
岡
倉
登
志
、
前
掲
註
（
六
）、
二
二
〜
二
三
頁
。

（
２９
）
岡
倉
登
志
著
「
岡
倉
天
心
（
覚
三
）
と
仏
教

平
和
思
想
と
し
て
の
宗

教
・
思
想
」（『LO

T
U
S

』
第
二
六
号
、
二
〇
〇
六
年
、
三
〜
四
頁
）。

（
３０
）
岡
倉
登
志
、
前
掲
註
（
六
）、
三
六
八
〜
三
六
九
頁
。

（
３１
）
高
田
早
苗
述
、
薄
田
定
敬
編
『
半
峰
昔
ば
な
し
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
二
七
年
を
復
刻
）、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
三
年
、
四
九
頁
。
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（
３２
）
岡
倉
一
雄
、
前
掲
註
（
二
〇
）、
一
六
一
〜
一
六
三
頁
。

（
３３
）
森
田
、
前
掲
註
（
一
三
）、
六
頁
。

（
３４
）
岡
倉
一
雄
、
前
掲
註
（
二
〇
）、
二
四
〜
二
五
頁
。

（
３５
）
森
田
、
前
掲
註
（
一
三
）、
七
頁
。

（
３６
）
竹
内
、
前
掲
註
（
五
）、
二
九
四
〜
二
九
六
頁
。

（
３７
）
森
田
、
前
掲
註
（
一
三
）、
七
〜
一
一
頁
。

（
３８
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
九
四
頁
。

（
３９
）
「
岡
倉
天
心
略
年
譜
」（
森
田
義
之
、
小
泉
晋
弥
編
『
岡
倉
天
心
と
五
浦
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
八
年
、
三
四
一
頁
）。

（
４０
）
森
田
、
前
掲
註
（
一
三
）、
一
五
頁
。

（
４１
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
一
七
九
頁
。

（
４２
）
岡
倉
登
志
著
「
岡
倉
天
心
と
万
国
博
覧
会
（
一
八
九
三
〜
一
九
〇
四
）」

（
岡
倉
登
志
、
岡
本
佳
子
、
宮
瀧
公
二
著
『
岡
倉
天
心

思
想
と
行
動
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
、
三
三
〜
三
四
頁
）。

（
４３
）
竹
内
、
前
掲
註
（
五
）、
二
九
六
頁
。

（
４４
）
同
右
、
二
九
三
頁
。

（
４５
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
一
七
八
頁
。

（
４６
）
森
田
、
前
掲
註
（
一
三
）、
二
一
〜
二
二
頁
。

（
４７
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
二
二
九
〜
二
三
〇
頁
。

（
４８
）
清
水
恵
美
子
著
「
岡
倉
覚
三
と
イ
ン
ド

転
回
点
と
し
て
の
渡
印
」（『
茨

城
大
学
人
文
科
学
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
一
一
年
、
一
四
〜
一
五
頁
）。

（
４９
）K
akuzo

O
kakura,

T
he

Ideals
of

the
E

ast,U
SA
:
Stone

Bridge
Press,2007

（
５０
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
二
三
七
頁
。

（
５１
）
宮
川
、
前
掲
註
（
二
一
）、
一
八
九
頁
。

（
５２
）
岡
倉
一
雄
、
前
掲
註
（
二
〇
）、
一
六
七
頁
。

（
５３
）
同
右
、
一
六
七
〜
一
六
八
頁
。

（
５４
）
岡
倉
登
志
、
前
掲
註
（
六
）、
二
〇
八
頁
。

（
５５
）
岡
倉
一
雄
著
『
岡
倉
天
心
を
め
ぐ
る
人
々
』（『
父
天
心
を
繞
る
人
々
』
文

川
堂
、
一
九
四
三
年
を
復
刻
）
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
八
年
、
一
六

九
頁
。

（
５６
）
岡
倉
登
志
、
前
掲
註
（
六
）、
二
〇
八
頁
。

（
５７
）
岡
倉
一
雄
、
前
掲
註
（
二
〇
）、
一
六
七
頁
。

（
５８
）
ソ
ー
ン
ト
ン
不
破
直
子
著
「
岡
倉
天
心
小
伝
」（
岡
倉
天
心
著
、
ソ
ー
ン

ト
ン
不
破
直
子
訳
『
茶
の
本
』
春
風
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
七
二
頁
）。
及

び
、
金
子
、
前
掲
註
（
三
）、
一
六
三
頁
。

（
５９
）
清
水
重
敦
著
『
建
築
保
存
概
念
の
生
成
史
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇

一
三
年
、
一
四
二
頁
。

（
６０
）
森
田
、
前
掲
註
（
一
三
）、
一
三
頁
。

（
６１
）
吉
田
千
鶴
子
著
「
岡
倉
天
心
と
久
保
田
鼎

久
保
田
家
資
料
を
中
心
に
」

（『
五
浦
論
叢
』
第
十
号
、
二
〇
〇
三
年
、
一
二
五
〜
一
二
六
頁
）
及
び
、
木

下
、
前
掲
註
（
九
）、
一
八
一
〜
一
八
二
頁
。

（
６２
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
二
）、
一
一
二
頁
。

（
６３
）
岡
倉
一
雄
、
前
掲
註
（
二
〇
）、
一
六
七
頁
。

（
６４
）
下
村
英
時
編
『
天
心
と
そ
の
書
簡
』
日
研
出
版
、
一
九
六
四
年
、
一
一
二

頁
。

（
６５
）
稲
賀
繁
美
著
「
ベ
ン
ガ
ル
知
識
人
た
ち
と
の
交
流
」（『
別
冊
太
陽

岡
倉

天
心

近
代
美
術
の
師
』
平
凡
社
、
二
〇
一
三
年
、
二
九
頁
）。

（
６６
）
堀
岡
弥
寿
子
著
『
岡
倉
天
心

ア
ジ
ア
文
化
宣
揚
の
先
駆
者
』
吉
川
弘
文

館
、
一
九
七
四
年
、
一
五
八
〜
一
六
〇
頁
。
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（
６７
）
前
掲
註
（
六
四
）、
一
一
一
頁
。

（
６８
）
森
本
達
雄
著
「
タ
ゴ
ー
ル
と
岡
倉
天
心
」（『
タ
ゴ
ー
ル
著
作
集

別
巻
』

第
三
文
明
社
、
一
九
九
三
年
、
一
八
九
〜
一
九
〇
頁
）。

（
６９
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
六
六
）、
一
四
九
〜
一
五
〇
頁
。

（
７０
）
同
右
、
一
六
二
頁
。

（
７１
）
ス
ワ
ー
ミ
ー
・
メ
ー
ダ
サ
ー
ナ
ン
ダ
著
『
イ
ン
ド
と
日
本
の
関
係
交
流
の

先
駆
者

ス
ワ
ー
ミ
ー
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
と
岡
倉
天
心
』
日
本
ヴ

ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
協
会
、
二
〇
一
四
年
、
一
八
〜
一
九
頁
。

（
７２
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
六
六
）、
一
六
三
頁
。

（
７３
）
同
右
、
一
五
九
頁
、
一
六
七
頁
。

（
７４
）
森
本
、
前
掲
註
（
六
八
）、
一
九
三
〜
一
九
四
頁
。

（
７５
）
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
著
、
宮
本
正
清
、
波
多
野
茂
弥
ら
訳
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ

ン
全
集

第
三
一
巻

日
記
�
』
一
九
八
二
年
、
み
す
ず
書
房
、
一
四
八
〜

一
四
九
頁
。

（
７６
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
六
六
）、
一
五
九
頁
〜
一
六
〇
頁
。

（
７７
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
、
一
五
一
頁
。

（
７８
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
二
）、
一
〇
四
〜
一
一
〇
頁
。

（
７９
）
岡
本
佳
子
著
「
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
と
岡
倉
覚
三
（
天
心
）

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
」（『
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』
別
冊
十
七
号
、

二
〇
〇
八
年
、
五
一
頁
）。

（
８０
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
一
）、
五
四
〜
五
六
頁
。

（
８１
）
堀
岡
、
木
下
が
そ
れ
ぞ
れ
、
原
稿
ノ
ー
ト
を
添
削
し
て
い
る
筆
跡
と
ニ
ヴ

ェ
デ
ィ
タ
の
筆
跡
を
比
較
し
、
彼
女
の
筆
跡
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

ま
た
、
木
下
に
拠
れ
ば
、
天
心
の
も
の
で
も
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
の
も
の
で
も
な

い
筆
蹟
の
部
分
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
誰
か
が
天
心
の
言
葉
を
口
述
筆
記
し
た

時
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。（
堀
岡
、
前
掲
註
（
六
六
）、
一
七
三
頁
。
木
下
、

前
掲
註
（
九
）、
二
四
七
頁
。）

（
８２
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
二
）、
一
一
四
頁
。

（
８３
）
丹
羽
京
子
著
「
タ
ゴ
ー
ル
と
日
本
」（『
タ
ゴ
ー
ル
著
作
集

別
巻
』
第
三

文
明
社
、
一
九
九
三
年
、
三
六
一
頁
）。

（
８４
）
森
本
、
前
掲
註
（
六
八
）、
二
〇
〇
頁
。
及
び
、
我
妻
和
男
著
「
タ
ゴ
ー

ル
総
年
譜
」（『
タ
ゴ
ー
ル
著
作
集

別
巻
』
第
三
文
明
社
、
一
九
九
三
年
、

八
〇
三
〜
八
〇
四
頁
）。

（
８５
）
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
講
演
、
高
良
と
み
訳
「
東
洋
文
化
と
日

本
の
使
命
」（『
タ
ゴ
ー
ル
著
作
集

第
八
巻
』
第
三
文
明
社
、
一
九
八
一
年
、

四
八
九
〜
四
九
一
頁
）。

（
８６
）
丹
羽
、
前
掲
註
（
八
三
）、
三
六
一
頁
。

（
８７
）
岡
本
、
前
掲
註
（
七
九
）、
四
九
頁
。

（
８８
）
同
右
、
五
一
頁
。

（
８９
）
岡
倉
古
志
郎
著
『
祖
父

岡
倉
天
心
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
九

年
、
一
一
〇
〜
一
一
一
頁
。

（
９０
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
六
六
）、
一
七
〇
頁
。

（
９１
）
ス
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
著
、
山
口
静
一
訳
「
岡
倉
覚
三

あ
る

回
想
」（T

he
V

isva-B
haratiQ

uarterly,V
ol.II,PartII,A

ug.1936

に
て

初
出
）（
橋
川
文
三
編
『
岡
倉
天
心

人
と
思
想
』
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
、

三
一
〜
三
三
頁
）。

（
９２
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
二
）、
七
五
頁
。

（
９３
）
同
右
、
一
一
五
頁
。

（
９４
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
二
五
九
〜
二
六
一
頁
。

（
９５
）
金
子
、
前
掲
註
（
三
）、
二
三
八
頁
。
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（
９６
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
六
六
）、
一
八
九
頁
。

（
９７
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
二
）、
一
二
八
頁
。

（
９８
）
岡
倉
天
心
著
、
夏
野
広
訳
『
英
文
収
録

日
本
の
覚
醒
』
講
談
社
、
二
〇

一
四
年
。

（
９９
）
金
子
、
前
掲
註
（
三
）、
二
五
三
〜
二
五
四
頁
。

（
１００
）
岡
倉
一
雄
、
前
掲
註
（
二
〇
）、
一
九
九
頁
。

（
１０１
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
二
六
三
頁
。

（
１０２
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
二
）、
一
二
八
頁
。

（
１０３
）
前
掲
註
（
九
一
）、
三
五
〜
三
六
頁

（
１０４
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
二
）、
九
九
頁
。

（
１０５
）
同
右
、
八
一
頁
。

（
１０６
）
同
右
。

（
１０７
）Surendranath

T
agore,“K

akuzo
O
kakura”,in

T
he

V
isva-B

harati

Q
uarterly,V

ol.X
X
V
,N
o.3
and
4,7

th
A
ug.1960,p.54

（T
he

V
isva-

B
harati

Q
uarterly,V

ol.II,Part
II,A

ug.1936
に
て
初
出
の
も
の
を
再

版
）

（
１０８
）
金
子
、
前
掲
註
（
三
）、
二
五
四
頁
。

（
１０９
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
、
二
六
〜
二
七
頁
。

（
１１０
）
前
掲
註
（
六
四
）、
一
二
六
頁
。

（
１１１
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
、
一
六
六
〜
一
六
七
頁
。

（
１１２
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
二
六
四
〜
二
六
五
頁
。

（
１１３
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
、
一
六
三
頁
。

（
１１４
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
二
六
五
頁
。

（
１１５
）
岡
倉
一
雄
、
前
掲
註
（
二
〇
）、
二
〇
五
頁
。

（
１１６
）
岡
倉
登
志
著
『
世
界
史
の
中
の
日
本

岡
倉
天
心
と
そ
の
時
代
』
明
石
書

店
、
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
二
〜
二
〇
四
頁
。

（
１１７
）
岡
本
佳
子
著
「
日
露
戦
争
期
英
米
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
見
る
岡
倉
覚
三
一

行
『
日
本
美
術
院
欧
米
展
新
聞
記
事
切
抜
帖
』
に
つ
い
て
」（『
ア
ジ
ア
文

化
研
究
』
三
一
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、
八
二
〜
八
三
頁
）。

（
１１８
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
、
一
六
三
頁
。

（
１１９
）
岡
本
、
前
掲
註
（
一
一
七
）、
八
二
頁
。

（
１２０
）
岡
本
佳
子
著
「
岡
倉
覚
三
と
日
露
戦
争

文
化
の
政
治
的
問
題
の
場
」

（『LO
T
U
S

』
二
六
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
一
六
〜
一
七
頁
）。

（
１２１
）
岡
本
、
前
掲
註
（
一
一
七
）、
八
三
〜
八
四
頁
、
及
び
、
岡
本
、
前
掲
註

（
一
二
〇
）、
一
八
〜
二
一
頁
。

（
１２２
）
塩
崎
智
『
日
露
戦
争

も
う
一
つ
の
戦
い

ア
メ
リ
カ
世
論
を
動
か
し
た

五
人
の
英
語
名
人
』
祥
伝
社
、
二
〇
〇
六
年
、
五
六
〜
五
八
頁
。

（
１２３
）
竹
内
、
前
掲
註
（
五
）、
二
九
三
頁
。

（
１２４
）
「
国
華
」『
国
華
』
第
一
号
、
国
華
社
、
一
八
八
九
年
、
一
〜
四
頁
。

（
１２５
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
、
一
六
九
頁
。

（
１２６
）
横
山
大
観
、
六
角
紫
水
、
斎
藤
隆
三
、
織
田
正
信
、
岡
倉
古
志
郎
、
橋
本

政
徳
「
第
二
回
『
岡
倉
天
心
先
生
を
語
る
』
座
談
会
」
一
九
四
三
年
十
月
十

三
日
、（『
五
浦
論
叢
』
第
七
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
一
頁
）。

（
１２７
）
岡
本
、
前
掲
註
（
一
一
七
）、
八
二
頁
。

（
１２８
）
前
掲
註
（
一
二
六
）、
三
五
頁
。

（
１２９
）
塩
崎
智
著
「『
日
本
の
覚
醒
』
を
め
ぐ
る
金
子
堅
太
郎
と
岡
倉
天
心
」

（『
日
本
大
学
精
神
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
四
集
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
三

〜
四
頁
）。

（
１３０
）
塩
崎
、
前
掲
註
（
一
二
二
）、
八
二
〜
九
〇
頁
。

（
１３１
）
岡
本
、
前
掲
註
（
一
一
七
）、
八
四
〜
八
五
頁
。
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（
１３２
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
、
一
七
六
頁
。

（
１３３
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
、
一
七
五
頁
。

（
１３４
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
二
）、
一
二
八
頁
。

（
１３５
）
塩
崎
、
前
掲
註
（
一
二
二
）、
一
一
六
〜
一
一
七
頁
。

（
１３６
）
『
対
訳
ニ
ッ
ポ
ン
双
書

茶
の
本

T
he
Book

ofT
ea

』IBC

パ
ブ
リ
ッ

シ
ン
グ
、
二
〇
〇
八
年
。

（
１３７
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
一
）、
九
六
頁
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
平
凡
社
版
の
岡
倉
天
心
全
集
や
ソ
ー
ン
ト
ン
不
破
直

子
の
研
究
を
含
む
多
く
の
『
茶
の
本
』
に
関
す
る
本
が
、
出
版
社
と
し
て
フ

ォ
ッ
ク
ス
・
ダ
フ
ィ
ー
ル
ド
社
し
か
挙
げ
て
い
な
い
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
ア
ー
カ
イ
ブ
を
見
る
と
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
図
書
館
所
蔵
で
、
著

作
権
は
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ダ
フ
ィ
ー
ル
ド
社
所
有
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、G.

P.

パ
ッ
ト
ナ
ム
ズ
・
サ
ン
ズ
社
が
出
版
し
て
い
る
一
九
〇
六
年
版
の
『
茶

の
本
』
を
確
認
出
来
る
。（K

akuzo
O
kakura,T

he
book

oftea,London,
N
ew
Y
ork
:G.P.Putnam

’ssons,1906

）

（https://archive.org/details/bookoftea
00
okakrich

）（
最
終
閲
覧

日：

二
〇
一
七
年
九
月
一
二
日
）

（
１３８
）
岡
本
佳
子
著
「
ベ
ン
ガ
ル
の
民
族
主
義
と
天
心
岡
倉
覚
三
」（
岡
倉
登
志
、

岡
本
佳
子
、
宮
瀧
交
二
著
『
岡
倉
天
心

思
想
と
行
動
』
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
一
三
年
、
一
三
五
頁
）。

尚
、
こ
こ
で
岡
本
は
『
武
士
道
』
の
初
版
を
一
八
九
九
年
と
し
て
い
る
が
、

草
原
克
豪
に
拠
れ
ば
、「
著
者
の
序
文
は
一
八
九
九
年
十
二
月
に
書
か
れ
て

い
る
が
、
出
版
さ
れ
た
の
は
一
九
〇
〇
年
で
あ
る
」。（
草
原
克
豪
著
『
新
渡

戸
稲
造

一
八
六
二
―
一
九
三
三
』
藤
原
書
店
、
二
〇
一
二
年
、
一
七
四

頁
。）

（
１３９
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
二
）、
一
三
七
頁
。

（
１４０
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
二
八
〇
〜
二
八
一
頁
。

（
１４１
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
、
四
四
八
頁
。

（
１４２
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
、
一
六
八
頁
。

（
１４３
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
、
一
七
三
頁
。

（
１４４
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
、
一
八
〇
頁
。

（
１４５
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
、
一
八
三
頁
。

（
１４６
）
ソ
ー
ン
ト
ン
不
破
直
子
著
「
岡
倉
天
心
の
『
茶
の
本
』
と
当
時
の
ア
メ
リ

カ
文
壇
」（『
比
較
文
学
』
第
二
五
巻
、
一
九
八
二
年
、
四
〇
〜
四
二
頁
）。

（
１４７
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
二
）、
一
九
七
頁
。
及
び
、
木
下
長
宏
著
「
解
題
」

（『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
、
四
九
四
〜
五
〇
四

頁
）。

（
１４８
）
「
岡
倉
天
心
略
年
譜
」（
森
田
義
之
、
小
泉
晋
弥
編
『
岡
倉
天
心
と
五
浦
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
八
年
、
三
四
三
頁
）。

（
１４９
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
二
）、
一
一
一
頁
〜
一
五
一
頁
。

（
１５０
）

T
he

T
im

es
Literary

Supplem
ent,Friday,February

13,1903,Lon-
don,p.51

（
１５１
）

Ibid.,M
arch

6,1903,pp.73-74

（
１５２
）

Ibid.,February
10,1905,p.52

（
１５３
）

Ibid.,D
ecem

ber29,1905,p.472
（
１５４
）
色
川
大
吉
著
「
解
説
」（
前
掲
註
（
九
八
）、
一
一
九
頁
）。

（
１５５
）
宮
川
、
前
掲
註
（
二
一
）、
二
〇
〇
頁
。

（
１５６
）

T
he

T
im

es
Literary

Supplem
ent,

Friday,June
3,1904,London,

pp.174-175

（
１５７
）

Ibid.,A
ugust19,1904,p.260

and
Septem

ber2,1904,p.272
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（
１５８
）

Ibid.,D
ecem

ber30,1904,p.426
（
１５９
）

Ibid.,A
ugust19,1904,p.260

（
１６０
）

Ibid.,Septem
ber2,1904,pp.266-267

（
１６１
）

Ibid.,D
ecem

ber30,1904,p.425
and
p.428

（
１６２
）

Ibid.,Septem
ber9,1904,p.275

（
１６３
）

Ibid.,January
20,1905,p.24

（
１６４
）

Ibid.,February
3,1905,pp.36-37

（
１６５
）

Ibid.,D
ecem

ber29,1905,p.470

（
１６６
）

Ibid.,M
arch

17,1905,p.92
and
D
ecem

ber29,1905,p.472

（
１６７
）
清
水
恵
美
子
に
拠
れ
ば
、
天
心
も
由
三
郎
もT

he
Japanese

Spirit

を

「
大
和
心
」
も
し
く
は
「
や
ま
と
心
」
と
訳
し
て
い
た
よ
う
な
の
で
、
こ
こ

で
の
邦
題
は
そ
れ
に
倣
っ
た
。（
清
水
恵
美
子
著
「
岡
倉
覚
三
の
英
文
著
作

―
明
治
維
新
観
を
中
心
と
し
て
」『
五
浦
論
叢
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
四
年
、

五
頁
、
一
四
頁
。）

（
１６８
）

T
he

T
im

esLiterary
Supplem

ent,Friday,A
pril21,1905,p.128

（
１６９
）

Ibid.,A
pril21,1905,p.132

（
１７０
）

Ibid.,D
ecem

ber29,1905,p.472

（
１７１
）

Ibid.,June
2,1905,p.180

（
１７２
）

Ibid.,June
9,1905,p.183

（
１７３
）

Ibid.,D
ecem

ber29,1905,p.470

（
１７４
）

Ibid.,June
30,1905,p.212

and
D
ecem

ber29,1905,p.470

（
１７５
）

Ibid.,O
ctober6,1905,pp.321-322,and

p.332

（
１７６
）

Ibid.,D
ecem

ber29,1905,p.470
and
p.472

（
１７７
）

Ibid.,O
ctober27,1905,pp.353-354,and

p.363

（
１７８
）

Ibid.,D
ecem

ber29,1905,p.470

（
１７９
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
、
一
六
九
頁
。

（
１８０
）
「
刊
行
者
の
序
文
」（
岡
倉
天
心
著
、
橋
川
文
三
訳
「
日
本
の
覚
醒
」『
岡

倉
天
心
全
集
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
、
一
七
五
〜
一
七
六
頁
）。

（
１８１
）
同
右
、
一
七
六
頁
。

（
１８２
）

T
he

T
im

es
Literary

Supplem
ent,Friday,A

ugust24,1906,London,
p.289

（
１８３
）

Ibid.,D
ecem

ber14,1906,p.415

（
１８４
）

Ibid.,February
3,1905,p.36,A

pril21,1905,p.128,and
O
ctober6,

1905,p.321

（
１８５
）
ジ
ョ
ン
・
フ
ェ
ザ
ー
著
、
箕
輪
成
男
訳
、『
イ
ギ
リ
ス
出
版
史
』
玉
川
大

学
出
版
部
、
一
九
九
一
年
、
二
一
五
頁
、
二
一
七
頁
。

（
１８６
）
同
右
、
三
一
三
〜
三
一
四
頁

（
１８７
）
ソ
ー
ン
ト
ン
不
破
直
子
、
前
掲
註
（
一
四
六
）、
四
五
〜
四
六
頁
。

（
１８８
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
二
）、
一
一
五
〜
一
二
八
頁
。

（
１８９
）
同
右
、
一
四
五
〜
一
四
六
頁
。

（
１９０
）
同
右
、
一
二
九
〜
一
三
六
頁
。

（
１９１
）
堀
岡
は
「
ザ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ブ
・
リ
テ
ラ
チ
ュ
ア
（T

he
A

cadem
y

of
Literature,

London,February,25,1905

）」
と
し
て
い
る
が
、
ソ
ー

ン
ト
ン
不
破
直
子
の
論
文
（「
岡
倉
天
心
『
日
本
の
目
覚
め
』
の
英
米
に
お

け
る
受
容
」『
比
較
文
学
』
第
二
六
巻
、
一
九
八
三
年
、
三
七
頁
）
か
ら
す

る
と
、
正
し
く
は
「
ザ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ア
ン
ド
・
リ
テ
ラ
チ
ュ
ア
（T

he

A
cadem

y
and

Literature,London,Feb.25,1905

）」
だ
と
思
わ
れ
る
為
、

本
論
文
で
は
こ
ち
ら
に
統
一
し
た
。

（
１９２
）
塩
崎
、
前
掲
註
（
一
二
九
）、
九
〜
一
〇
頁
。
塩
崎
は
手
紙
の
英
語
原
文

も
載
せ
て
い
る
が
、
同
氏
の
邦
訳
の
方
を
引
用
し
た
。
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（
１９３
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
二
）、
一
三
八
〜
一
四
四
頁
。

（
１９４
）
塩
崎
、
前
掲
註
（
一
二
二
）、
六
五
〜
六
六
頁
。

（
１９５
）
ザ
・
ア
リ
ー
ナ
の
邦
訳
の
一
部
抜
粋
を
載
せ
る
に
際
し
、
堀
岡
は
ザ
・
ア

リ
ー
ナ
の
発
行
を
カ
ナ
ダ
と
し
て
い
る
が
（
堀
岡
、
前
掲
註
（
二
）、
一
三

一
頁
）、
こ
れ
は
本
来
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ト
レ
ン
ト
ン

（T
renton

）
で
あ
る
と
こ
ろ
を
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
（T

oronto

）
と
間

違
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
ザ
・
ア
リ
ー
ナ
は
現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
参
照
出
来
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
発
行
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
ト
レ
ン
ト
ン
及
び
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ボ
ス
ト
ン
で
あ
る
（T

he

A
rena,V

ol.33,January
to
June,1905,T

renton,N
.J.and

Boston,
M
ass.

）（https
://archive.org/details/A

renaM
agazine-V

olum
e

33

）（
最
終
閲
覧
日：

二
〇
一
七
年
九
月
七
日
）。
ソ
ー
ン
ト
ン
不
破
直
子
の

論
文
な
ど
を
見
て
も
、
ザ
・
ア
リ
ー
ナ
の
発
行
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ト

レ
ン
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。（
ソ
ー
ン
ト
ン
不
破
直
子
著
「
岡
倉
天
心
『
日

本
の
目
覚
め
』
の
英
米
に
お
け
る
受
容
」『
比
較
文
学
』
第
二
六
巻
、
一
九

八
三
年
、
三
七
頁
）
カ
ナ
ダ
発
行
の
も
の
も
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ひ
と
え
に

筆
者
の
調
査
不
足
で
あ
る
為
、
お
許
し
願
い
た
い
。

（
１９６
）
塩
崎
、
前
掲
註
（
一
二
二
）、
七
八
頁
、
一
二
一
頁
。

（
１９７
）
出
口
保
夫
著
『
イ
ギ
リ
ス
文
芸
出
版
史
』
研
究
社
、
一
九
八
六
年
、
一
八

六
頁
。

（
１９８
）
ソ
ー
ン
ト
ン
不
破
直
子
著
「
岡
倉
天
心
『
日
本
の
目
覚
め
』
の
英
米
に
お

け
る
受
容
」（『
比
較
文
学
』
第
二
六
巻
、
一
九
八
三
年
、
三
〇
〜
三
五
頁
）。

（
１９９
）
山
崎
新
珖
著
『
日
露
戦
争
期
の
米
国
に
お
け
る
広
報
活
動

岡
倉
天
心
と

金
子
堅
太
郎
』（
同
志
社
大
学
大
学
院
ア
メ
リ
カ
研
究
科
修
士
論
文
）
山
崎

書
林
、
二
〇
〇
一
年
、
三
三
〜
三
四
頁
。

（
２００
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
二
）、
一
四
四
頁
。

（
２０１
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
一
）、
七
八
頁
。

（
２０２
）
進
藤
栄
一
著
「
岡
倉
天
心
と
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」（『
環
』
三
五
号
、
藤
原

書
店
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
、
一
六
六
〜
一
六
七
頁
）。

（
２０３
）
手
紙
の
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

拝
啓

拙
著
泰
東
理
想
論
翻
訳
の
儀
ニ
就
テ
ハ

同
書
は
十
余
年
前

印
度
旅
行
中
匆
々
起
草
セ
シ
モ
ノ
に
て

十
分
校
正
ヲ
経
ス
し
て
上
木
候
モ

ノ
ニ
有
之
（
表
題
の
小
生
姓
名
迄
ニ
モ
誤
植
有
之
候
）
不
本
意
の
箇
所
不
少

御
座
候
ニ
付

再
版
の
際
改
訂
致
度
考
ニ
候

是
迄
他
ニ
モ
翻
訳
申
込
の
向
き
有
之
候
へ
共

一
切
御
断
り
候
次
第
ニ
有
之

候
間

右
御
印
行
御
見
合
ヒ
下
度

此
度
御
原
稿
相
添
御
回
答
迄

匆
々

五
月
十
七
日

岡
倉
覚
三

小
池
素
康
殿

再
伸

講
義
録
御
掲
載
の
際
ニ
は
重
ね
て
御
交
渉
の
儀
御
免
し
ヒ
下
度
候

（
前
掲
註
（
六
四
）、
四
五
五
〜
四
五
六
頁
。）

（
２０４
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
二
三
八
〜
二
四
〇
頁
。

（
２０５
）
同
右
、
二
三
八
頁
。

（
２０６
）
六
角
紫
水
著
「
岡
倉
天
心
先
生
の
想
出
」（『
美
之
国
』
第
一
二
巻
三
号
、

美
之
国
社
、
一
九
三
六
年
、
五
〇
頁
）。

（
２０７
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
二
四
〇
頁
。

（
２０８
）
前
掲
註
（
二
〇
六
）、
五
〇
頁
。

（
２０９
）
金
子
、
前
掲
註
（
三
）、
四
〇
一
〜
四
〇
二
頁
。
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（
２１０
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
二
）、
一
五
四
頁
。

（
２１１
）
金
子
、
前
掲
註
（
三
）、
四
〇
二
頁
。

（
２１２
）
同
右
、
四
五
四
頁
。

（
２１３
）
色
川
大
吉
著
「
東
洋
の
告
知
者
岡
倉
天
心
」（『
日
本
の
名
著
三
九

岡
倉

天
心
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
〇
年
に
て
初
出
）（『
色
川
大
吉
著
作
集

五

人
と
思
想
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
六
年
、
三
頁
）。

（
２１４
）
竹
内
、
前
掲
註
（
五
）、
二
八
七
〜
二
八
八
頁
。

（
２１５
）
浅
野
晃
著
『
樗
牛
と
天
心
』
潮
文
閣
、
一
九
四
三
年
、
一
五
七
頁
、
二
八

八
頁
。

（
２１６
）
浅
野
晃
著
『
岡
倉
天
心
』
明
徳
出
版
、
一
九
五
八
年
、
一
四
頁
。

引
用
部
分
は
「
岡
倉
天
心
と
私
」
と
題
さ
れ
た
節
に
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
節

と
ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
、『
剣
と
美
―
私
の
岡
倉
天
心
』（
浅
野
晃
著
、
日
本
教

文
社
、
一
九
七
二
年
）
に
「『
東
洋
の
理
想
』
と
私
」
と
い
う
題
で
収
録
さ

れ
て
お
り
、
そ
ち
ら
で
の
引
用
箇
所
に
該
当
す
る
部
分
で
は
、『
ア
ジ
ア
の

め
ざ
め
』
で
な
く
『
東
洋
の
覚
醒
』
と
い
う
邦
題
で
記
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
聖
文
閣
版
『
岡
倉
天
心
全
集
』（
浅
野
晃
・
岡
倉
一
雄
著
、
第

二
巻
、
一
九
三
九
年
）
で
は
、
浅
野
訳
で
『
東
洋
の
覚
醒
』
と
い
う
邦
題
が

書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
木
下
に
拠
れ
ば
、
浅
野
がT

he
A

w
akening

ofthe

E
ast

と
題
し
て
一
九
四
〇
年
に
聖
文
閣
か
ら
出
し
た
解
説
・
注
釈
本
が
、
今

日
ま
で
『
東
洋
の
覚
醒
』
の
英
語
原
文
が
活
字
化
さ
れ
た
唯
一
の
も
の
で
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。（
木
下
長
宏
著
「
解
題
」『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
一
巻
、

平
凡
社
、
四
八
〇
〜
四
八
四
頁
。）

（
２１７
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
二
四
九
頁
、
二
六
三
頁
。

（
２１８
）
同
右
、
二
四
七
〜
二
四
九
頁
。

（
２１９
）
浅
野
、
前
掲
註
（
二
一
五
）、
一
八
〇
頁
。

（
２２０
）
岡
倉
古
志
郎
、
前
掲
註
（
八
九
）、
一
二
頁
。

（
２２１
）
浅
野
晃
著
『
岡
倉
天
心
論
攷
』
思
潮
社
、
一
九
三
九
年
、
三
六
五
〜
三
六

六
頁
（「
跋
」
一
〜
二
頁
）。

（
２２２
）
浅
野
晃
著
『
岡
倉
天
心
論
攷
』
永
田
書
房
、
一
九
八
九
年
、
二
六
七
頁
。

（
２２３
）
清
見
、
前
掲
註
（
一
九
）、
一
六
一
頁
。

（
２２４
）
同
右
、
二
六
〇
頁
。

（
２２５
）
同
右
、
一
五
七
頁
。

（
２２６
）
岡
倉
一
雄
、
前
掲
註
（
二
〇
）、
一
六
九
頁
。

（
２２７
）
清
見
、
前
掲
註
（
一
九
）、
一
九
三
頁
。

（
２２８
）
同
右
、
二
〇
六
頁
。

（
２２９
）
同
右
、
一
六
五
頁
。

（
２３０
）
同
右
、「
自
序
」
三
頁
。

（
２３１
）
同
右
、
二
六
〇
頁
。

（
２３２
）
岡
倉
一
雄
、
前
掲
註
（
二
〇
）、
一
八
五
頁
。

（
２３３
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
二
）、
一
一
四
頁
。

（
２３４
）
森
田
、
前
掲
註
（
一
三
）、
二
四
頁
。

（
２３５
）

T
he

T
im

es
Literary

Supplem
ent,Friday,February

10,1905,Lon-
don,p.52

（
２３６
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
別
巻
、
四
二
四
頁
。

（
２３７
）
ソ
ー
ン
ト
ン
不
破
直
子
、
前
掲
註
（
一
九
八
）、
二
九
頁
。

（
２３８
）
松
村
正
義
著
『
ポ
ー
ツ
マ
ス
へ
の
道

黄
禍
論
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
末
松
謙

澄
』
原
書
房
、
一
九
八
七
年
、
三
一
六
頁
。

（
２３９
）
浅
野
、
前
掲
註
（
二
二
二
）、
九
二
頁
。

（
２４０
）
同
右
、
一
〇
六
頁
。

（
２４１
）
同
右
、
一
六
八
頁
。
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（
２４２
）
金
子
、
前
掲
註
（
三
）、
二
三
九
〜
二
四
〇
頁
。

（
２４３
）
英
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

M
R.CH

A
IRM
A
N
,LA
D
EIS
A
N
D
GEN

T
LEM

EN
,

―
―In

thanking
you
forthe

honor
you
have

conferred
on
m
e
in
inviting

m
e
to
ad-

dressyou
on
the

“M
odern

Problem
s
in
Painting,”Icannotbutac-

know
ledge

that
I
approach

you
w
ith
great

trepidation.
It
is

barely
a
half-century

ago
that

w
e
children

ofJapan
w
ere
adm
it-

ted
into

the
com
ity
of
nations

at
the
gracious

instance
of
your

first
Em
bassy

under
Com

m
odore

Perry.
Since

that
tim
e
the

nam
e
of
A
m
erica

has
been

for
us
associated

w
ith
the
best

of
W
estern

culture.W
e
have

been
so
accustom

ed
to
sitatyour

feet
and

listen
w
hile

you
discoursed

that
it
seem

s
strange,indeed,

thatone
should

everstand
and
face

yourlearned
audience.

（O
kakura

K
akuzo,“M

odern
Problem

s
in
Painting”,in

C
ongress

of

A
rtsand

Science
,V
ol.3,1906,Boston

and
N
ew
Y
ork,p.663

）

（
２４４
）
平
凡
社
版
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
二
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
絵
画
に
お

け
る
近
代
の
問
題
」
全
文
邦
訳
を
基
準
に
言
う
と
、
全
五
十
一
段
落
中
、
三

十
四
段
落
目
冒
頭
「
近
代
精
神
は
〜
」
か
ら
三
十
七
段
落
目
終
わ
り
ま
で
、

四
十
二
段
落
目
冒
頭
「
戦
争
の
〜
」
か
ら
四
十
三
段
落
目
終
わ
り
ま
で
、
四

十
八
段
落
目
「
保
守
派
の
人
々
は
〜
」
か
ら
五
十
段
落
目
五
文
目
の
「
無
傷

の
ま
ま
残
っ
て
い
る
の
で
す
」
ま
で
、
同
段
落
七
文
目
「
現
在
進
行
中
の
戦

争
〜
」
か
ら
五
十
段
落
目
終
わ
り
ま
で
が
、
清
見
が
『
岡
倉
天
心
』
内
で
紹

介
し
て
い
る
講
演
内
容
で
あ
る
。

（
２４５
）
同
様
に
平
凡
社
版
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
二
巻
基
準
で
言
う
と
、
浅
野
が

『
岡
倉
天
心
論
攷
』
内
で
引
用
し
て
い
る
の
は
、
三
十
七
段
落
目
の
冒
頭
か

ら
終
わ
り
ま
で
（
た
だ
し
七
文
目
と
八
文
目
の
内
容
が
勝
手
に
編
集
さ
れ
て

い
る
。
清
見
「
こ
ん
な
状
態
の
下
に
あ
つ
て
は
、
お
座
な
り
の
お
世
辞
で
も

い
ふ
か
、
ど
ぎ
つ
い
皮
肉
で
も
浴
び
せ
か
け
る
か
し
て
、
芸
術
は
そ
つ
ぽ
を

向
い
て
し
ま
ひ
ま
す
。
何
に
し
て
も
真
の
芸
術
は
泣
く
の
で
す
」
↓
浅
野

「
こ
の
や
う
な
状
態
の
下
で
は
、
真
の
芸
術
は
泣
く
だ
ら
う
」）、
四
十
二
段

落
目
五
文
目
の
「
西
欧
世
界
に
お
い
て
真
に
誠
実
な
芸
術
愛
好
家
は
〜
」
か

ら
、
九
文
目
の
「
至
上
命
令
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
」
ま
で
、
四
八
段
落
目

三
文
目
の
「
わ
れ
わ
れ
は
西
洋
の
方
式
を
〜
」
か
ら
四
九
段
落
目
五
文
目
の

「
無
傷
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
」
ま
で
（
た
だ
し
四
八
段
落
目
九
文
目
、
四

九
段
落
目
二
文
目
が
欠
落
。
い
ず
れ
も
清
見
の
方
は
欠
落
せ
ず
載
せ
て
い

る
）、
そ
し
て
五
十
段
落
目
七
文
目
か
ら
段
落
終
わ
り
ま
で
で
あ
る
。

（
２４６
）
浅
野
、
前
掲
註
（
二
二
二
）、
一
七
二
頁
。

（
２４７
）
清
見
、
前
掲
註
（
一
九
）、
一
九
〇
頁
。

（
２４８
）
同
右
、
三
一
三
頁
。

（
２４９
）
英
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

Perhaps
itm
ay
have

seem
ed
to
you
thatIhave

painted
in
too

dark
a
color

the
m
odern

problem
s
ofart.T

here
is
a
brighter

side
ofthe

question.W
estern

society
itself

is
aw
akening

to
a
better

understanding
ofthe

problem
.T
he
suspense

of
art-activities

at
the
present

m
om
ent
has
aroused

the
anxious

inquiry
ofserious

thinkers
into

the
cause

ofthe
universaldecadence.It

is
tim
e,in-
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deed,thatw
e
should

begin
to

w
ork

forthe
true

adjustm
entofso-

ciety
to

art.Ishallbe
only

too
gratefulifm

y
w
ords

have
been

of
service

in
draw

ing
your

attention
to

the
grave

nature
ofthe

situ-
ation

in
the

East.In
the

nam
e
ofhum

anity,Icallon
the

brother-
hood

of
artists

and
art-lovers

to
a

solution
of

these
w
orld-w

ide
problem

s.

（O
kakura

K
akuzo,“M

odern
Problem

s
in

Painting”,in
C

ongress
of

A
rtsand

Science,V
ol.3,1906,Boston

and
N
ew

Y
ork,pp.677-678

）

（
２５０
）
木
下
長
宏
著
「
解
題
」『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
二
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八

〇
年
、
五
〇
三
〜
五
〇
四
頁
。

こ
こ
で
の
木
下
の
解
説
に
拠
れ
ば
、
同
じ
く
一
九
二
二
年
に
出
版
さ
れ
た

『
天
心
先
生
欧
文
著
書
抄
訳
』
に
、
そ
の
日
本
美
術
院
版
『
天
心
全
集
』
の

英
文
に
拠
っ
た
福
原
麟
太
郎
訳
の
『
日
本
の
見
地
よ
り
観
た
る
現
代
美
術
』

が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
清
見
が
載
せ
て
い
る
邦
訳
と
福
原

麟
太
郎
訳
を
見
比
べ
る
と
か
な
り
文
体
が
異
な
る
の
で
、
少
な
く
と
も
清
見

は
『
天
心
全
集
』
の
英
文
の
方
を
参
照
し
て
自
分
で
邦
訳
し
た
の
だ
と
思
わ

れ
る
。

（
２５１
）
英
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

T
his

essay
is

a
confession

―
―hence

an
appeal;

an
appeal,

therefore
a
protest.A

nd
protestsare

aptto
be

w
earisom

e.Itcon-
cernsitselfchiefly

w
ith

the
problem

ofm
odern

artasseen
from

a
Japanese

pointofview
.T

he
situation

is
notw

ithouthum
or,ifw

e

consider
that

the
present

difficulties
of

Japanese
painting

are
partly

due
to

your
H
aving

introduced
us

to
the

lights
and

shad-
ow

s
of

a
m
odern

nationalexistence.It
m
ay

be
that

retribution
hasovertaken

you,in
being

asked
to

lend
yourears

to
m
y
incom

-
petent

presentation
of

the
very

problem
s

of
w
hich

you
your-

selves
are

the
rem

ote
and

innocent
cause.I

trust,how
ever,that

the
FarEastern

pointofview
m
ay

notbe
altogether

devoid
ofin-

terestto
you.

（T
he

InternationalQ
uarterly,V

ol.X
I,A

priland
July,1905,N

ew
Y
ork,

pp.197-214

）

（https://babel.hathitrust.org/cgi/pt?id=hvd.32044092645340;view
=1up

;seq=9

）（
最
終
閲
覧
日：

二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
二
日
）

（
２５２
）
清
見
、
前
掲
註
（
一
九
）、
三
一
三
頁
。

（
２５３
）
出
口
、
前
掲
註
（
一
九
七
）、
九
八
頁
。

（
２５４
）
「Forew

ord

」『
天
心
全
集
』
乙
、
日
本
美
術
院
、
一
九
二
二
年
、
二
頁
。

（
２５５
）

T
he

Q
uarterly

R
eview

,V
ol.203,July

and
O
ctober,1905,London

（https://archive.org/details/quarterlyreview
09m

urrgoog

）（
最

終
閲
覧
日：

二
〇
一
七
年
一
〇
月
三
一
日
）

（
２５６
）
浅
野
、
前
掲
註
（
二
二
二
）、
二
〇
〇
頁
。

（
２５７
）
塩
崎
智
著
「
岡
倉
天
心
没
後
一
〇
〇
年
に
思
う
」（『
青
淵
』
七
七
九
号
、

二
〇
一
四
年
二
月
、
一
九
頁
）。

（
２５８
）
塩
崎
、
前
掲
註
（
一
二
九
）、
二
〜
二
二
頁
。

（
２５９
）
同
右
、
二
頁
。
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（
２６０
）
塩
田
力
蔵
著
「
金
子
伯
と
岡
倉
天
心
」（
塔
影
社
編
『
国
画
』
二
巻
八
号
、

一
九
四
二
年
、
三
四
頁
）。

（
２６１
）
塩
崎
、
前
掲
註
（
一
二
九
）、
四
頁
。

（
２６２
）
同
右
、
十
一
頁
。

（
２６３
）
同
右
、
十
一
〜
十
四
頁
。

（
２６４
）
清
見
、
前
掲
註
（
一
九
）、
一
九
五
〜
一
九
六
頁
。

（
２６５
）
岡
本
、
前
掲
註
（
一
一
七
）、
九
〇
頁
の
資
料
に
基
づ
く
筆
者
の
訳
。

（
２６６
）
岡
本
、
前
掲
註
（
一
一
七
）、
八
二
頁
、
及
び
八
八
頁
の
註
一
八
。

（
２６７
）
保
田
與
重
郎
著
「
明
治
の
精
神

二
人
の
世
界
人
」（﹇『
文
芸
』
一
九
三

七
年
二
月
一
日
に
て
初
出
﹈
橋
川
文
三
編
『
岡
倉
天
心

人
と
思
想
』
平
凡

社
、
一
九
八
二
年
、
一
四
五
頁
）。

（
２６８
）
浅
野
、
前
掲
註
（
二
二
一
）、
三
六
七
頁
（「
跋
」
三
頁
）。

（
２６９
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
二
）、
七
五
頁
。

（
２７０
）
岡
倉
一
雄
、
前
掲
註
（
二
〇
）、
一
七
六
頁
。

（
２７１
）
岡
倉
一
雄
、
前
掲
註
（
二
〇
）、
一
六
七
頁
。

（
２７２
）
浅
野
晃
著
『
日
本
精
神
史
論
攷
』
文
明
社
、
一
九
四
一
年
、
一
六
七
〜
一

六
九
頁
。

（
２７３
）
同
右
、
一
七
一
〜
一
七
三
頁
。

（
２７４
）
岡
倉
天
心
著
、
桶
谷
秀
昭
訳
「
東
洋
の
覚
醒
」『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
一

巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
、
一
四
四
頁
。

（
２７５
）
同
右
、
一
六
〇
〜
一
六
一
頁
。

（
２７６
）
岡
本
佳
子
著
「
近
代
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
己
認
識
の
問
題

岡
倉
覚
三
を

中
心
に
」（
飛
田
良
文
、M

.W
.

ス
テ
ィ
ー
ル
ほ
か
編
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る

異
文
化
交
流
』
明
治
書
院
、
二
〇
〇
四
年
、
二
四
〇
〜
二
四
一
頁
）。

（
２７７
）
塩
出
浩
之
著
『
岡
倉
天
心
と
大
川
周
明
「
ア
ジ
ア
」
を
考
え
た
知
識
人

た
ち
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
三
二
頁
。

（
２７８
）
前
掲
註
（
二
〇
六
）、
五
〇
頁
。

（
２７９
）
前
掲
註
（
九
一
）、
三
五
〜
三
六
頁
。

（
２８０
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
二
四
八
〜
二
五
五
頁
。

（
２８１
）
金
子
、
前
掲
註
（
三
）、
二
一
五
〜
二
一
七
頁
。

（
２８２
）
横
山
大
観
著
『
大
観
自
叙
伝
』
中
央
美
術
社
、
一
九
二
六
年
、
三
七
頁
。

（
２８３
）
岡
倉
古
志
郎
、
前
掲
註
（
八
九
）、
九
八
〜
一
一
七
頁
。

（
２８４
）
岡
倉
一
雄
、
前
掲
註
（
二
〇
）、
一
八
一
頁
。

（
２８５
）
外
川
昌
彦
著
「
英
領
イ
ン
ド
に
お
け
る
岡
倉
天
心
の
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
訪
問
に

つ
い
て

ス
ワ
ー
ミ
ー
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
と
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・

タ
ゴ
ー
ル
と
の
交
流
か
ら
」（『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
』
九
二

号
、
二
〇
一
六
年
九
月
、
一
八
六
頁
）。

（
２８６
）
ス
ガ
タ
・
ボ
ー
ス
記
念
講
演
原
稿
、
緑
川
眞
知
子
、
福
田
武
史
ら
訳
「
美

と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

イ
ン
ド
・
日
本
の
生
き
生
き
と
し
た
交
流
の
歴
史
」

二
〇
一
六
年
六
月
四
日
開
催
（『
文
学
・
語
学
』
第
二
一
八
号
、
二
〇
一
七

年
、
一
〇
〜
一
一
頁
）。

（
２８７
）
金
子
、
前
掲
註
（
三
）、
二
一
一
〜
二
一
八
頁
。

金
子
は
、
天
心
が
渡
印
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
の
就
職
を
考
え
て
い
た
理
由
と

し
て
、
次
の
メ
モ
を
挙
げ
て
い
る
。

E

・R

（
ロ
ビ
ン
ソ
ン
）〔
山
越
注：

当
時
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
長
〕
は
本

日
、
岡
倉
氏
と
会
見
し
、
当
美
術
館
に
お
け
る
日
本
絵
画
に
関
す
る
彼
の
仕

事
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。（
中
略
）
彼
は
イ
ン
ド
滞
在
中
、
ビ
ゲ
ロ
ウ
博

士
に
対
し
て
、
当
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
作
業
に
従
事
す
る
た
め
ア
メ

リ
カ
に
渡
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
場
合
に
は
二
千
ド
ル
が
報
酬
と
し
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て
適
当
な
額
と
考
え
ら
れ
る
旨
書
き
送
っ
た
と
述
べ
た
。（
後
略
）

（
石
橋
智
慧
訳
「
岡
倉
氏
と
の
会
見
」“M

em
orandum

.
A
pril11,

1904”
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
二
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
、
二
一
三
〜
二
一
四

頁
。）

（
２８８
）
前
掲
註
（
九
一
）、
三
一
頁
。

（
２８９
）
清
見
陸
郎
著
『
先
覚
者
岡
倉
天
心
』
ア
ト
リ
エ
社
、
一
九
四
二
年
、
一
〇

八
頁
。

（
２９０
）
浅
野
、
前
掲
註
（
二
七
二
）、
一
六
七
〜
一
六
八
頁
。

浅
野
は
、
該
当
の
ペ
ー
ジ
で

第
二
章
「
日
本
の
原
始
芸
術
」、
第
三
章
「
儒
教
―
―
北
方
支
那
」、
第
四
章

「
老
荘
と
道
教
―
―
南
方
支
那
」
お
よ
び
第
六
章
「
飛
鳥
時
代
」
以
下
第
十

四
章
「
明
治
時
代
」
ま
で
の
諸
章
は
、
恐
ら
く
、
彼
〔
山
越
注：

ス
レ
ン
ド

ラ
ナ
ー
ト
〕
の
言
ふ
や
う
に
、
日
本
に
於
い
て
の
述
作
で
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
第
五
章
「
仏
教
と
印
度
芸
術
」
の
と
こ
ろ
は
、
少
く
と
も
印

度
に
於
い
て
大
い
に
加
筆
訂
正
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
そ
し
て
、

第
一
章
「
理
想
の
領
域
」
と
、
最
後
の
第�

十�

六�

章�

「
通
景
」
と
は
、
大
体
に

於
い
て
印
度
に
於
い
て
書
か
れ
た
も
の
と
、
私
は
考
へ
た
い
。

と
書
い
て
い
る
の
だ
が
、『
東
洋
の
理
想
』
は
、
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
の
序
文
を

除
く
と
、
十
五
章
構
成
で
あ
り
、
十
六
章
は
な
い
。
各
章
の
英
題
と
浅
野
の

邦
訳
題
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
結
果
、
こ
の
「
第
十
六
章
」
は
誤
字
で
あ
る
と

思
わ
れ
た
為
、
本
論
で
は
「
一
五
章
」
と
書
き
換
え
た
。
尚
、
傍
点
は
筆
者

が
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
２９１
）
堀
岡
、
前
掲
註
（
一
）、
七
〇
頁
。

（
２９２
）
金
子
、
前
掲
註
（
三
）、
二
一
七
〜
二
一
八
頁
。

（
２９３
）
浅
野
、
前
掲
註
（
二
七
二
）、
一
七
〇
頁
。

（
２９４
）
外
川
、
前
掲
註
（
二
八
五
）、
一
九
〇
〜
一
九
一
頁
。

（
２９５
）
浅
野
晃
著
『
米
英
思
想
批
判
』
旺
文
社
、
一
九
四
三
年
、
二
一
九
〜
二
二

〇
頁
。

（
２９６
）
前
掲
「
東
洋
の
覚
醒
」『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
一
巻
、
一
三
八
〜
一
三
九

頁
。

（
２９７
）
前
掲
註
（
九
八
）、
一
八
三
頁
の
英
文
に
基
づ
く
筆
者
の
訳
。

（
２９８
）
同
右
、
一
八
〇
頁
に
基
づ
く
筆
者
の
訳
。

（
２９９
）
同
右
、
一
七
六
頁
に
基
づ
く
筆
者
の
訳
。

（
３００
）
塩
崎
、
前
掲
註
（
一
二
九
）、
五
〜
八
頁
。

（
３０１
）
川
嶌
一
穂
著
「
天
心
岡
倉
覚
三
の
思
想
形
成

福
井
人
と
し
て
の
岡
倉
と

橋
本
左
内
」（『LO

T
U
S

』
第
二
三
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
一
三
頁
）。

（
３０２
）
前
掲
「
東
洋
の
覚
醒
」『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
一
巻
、
一
六
六
頁
。

（
３０３
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
、
一
四
八
頁
。

（
３０４
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
二
三
三
頁
。

（
３０５
）
岡
倉
登
志
著
「
岡
倉
覚
三
（
天
心
）
と
英
文
学
」『
大
東
文
化
大
学

英

米
文
学
論
叢
』
第
三
六
号
、
大
東
文
化
大
学
英
文
学
会
、
二
〇
〇
五
年
、
九

九
〜
一
〇
三
頁
。

（
３０６
）
前
掲
「
東
洋
の
覚
醒
」『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
一
巻
、
一
六
五
頁
。

（
３０７
）
同
右
、
一
六
六
頁
。

（
３０８
）
同
右
。

（
３０９
）
同
右
、
一
六
〇
頁
。

（
３１０
）
同
右
、
一
六
五
頁
。

（
３１１
）
同
右
、
一
三
六
頁
。
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（
３１２
）
前
掲
註
（
九
八
）、
一
二
六
〜
一
二
七
頁
に
基
づ
く
筆
者
の
訳
。

（
３１３
）
前
掲
註
（
一
三
六
）、
二
一
頁
に
基
づ
く
筆
者
の
訳
。

（
３１４
）
進
藤
、
前
掲
註
（
二
〇
二
）、
一
六
七
頁
。

（
３１５
）
橋
川
文
三
著
『
日
本
浪
曼
派
批
判
序
説
』
未
来
社
、
一
九
六
〇
年
、
七
〜

八
頁
。

（
３１６
）
竹
内
、
前
掲
註
（
五
）、
二
九
一
頁
。

（
３１７
）
宮
川
、
前
掲
註
（
二
一
）、
五
〜
六
頁
。

（
３１８
）
同
右
、
一
八
三
頁
。

（
３１９
）
同
右
、
一
九
四
頁
。

（
３２０
）
同
右
、
二
〇
一
〜
二
〇
二
頁
。

（
３２１
）
橋
川
文
三
著
「
あ
と
が
き
」（
橋
川
文
三
編
『
岡
倉
天
心

人
と
思
想
』

平
凡
社
、
一
九
八
二
年
、
二
六
五
頁
）。

（
３２２
）
竹
内
、
前
掲
註
（
五
）、
二
九
〇
〜
二
九
一
、
二
九
七
〜
二
九
九
頁
。

（
３２３
）
橋
川
文
三
著
「
岡
倉
天
心
の
面
影
」（
日
本
政
治
学
会
編
『
近
代
日
本
の

国
家
像
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
に
て
初
出
）（『
橋
川
文
三
著
作
集
』
第

三
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
五
年
、
一
六
七
〜
一
七
五
頁
）。

（
３２４
）
色
川
、
前
掲
註
（
二
一
三
）、
三
〜
五
九
頁
。

色
川
は
、
こ
れ
を
書
い
た
の
は
平
凡
社
版
の
『
岡
倉
天
心
全
集
』
も
堀
岡
の

著
書
も
出
て
い
な
か
っ
た
頃
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
自

身
で
述
べ
て
い
る
。（「
著
者
に
よ
る
解
題
・
解
説
」
同
著
四
七
六
〜
四
七
七

頁
）

（
３２５
）
進
藤
、
前
掲
註
（
二
〇
二
）、
一
六
八
頁
。

（
３２６
）
丸
山
正
男
著
「
諭
吉
・
天
心
・
鑑
三
」（『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
五
一
、

「
福
沢
諭
吉
・
内
村
鑑
三
・
岡
倉
天
心
集
」
解
説
、
筑
摩
書
房
、
一
九
五
八

年
に
て
初
出
）（
橋
川
文
三
編
『
岡
倉
天
心

人
と
思
想
』
平
凡
社
、
一
九

八
二
年
、
一
六
一
、
一
七
〇
〜
一
七
五
頁
）。

（
３２７
）
進
藤
、
前
掲
註
（
二
〇
二
）、
一
六
九
頁
。

（
３２８
）
孫
歌
著
「
岡
倉
天
心
を
媒
介
に
し
て
」（『
環
』
三
五
号
、
藤
原
書
店
、
二

〇
〇
八
年
一
〇
月
、
一
七
八
〜
一
八
八
頁
）。

（
３２９
）
徐
興
慶
著
『
東
ア
ジ
ア
の
覚
醒

近
代
日
中
知
識
人
の
自
他
認
識
』
研
文

出
版
、
二
〇
一
四
年
、
一
七
六
〜
一
九
五
頁
。

（
３３０
）
小
熊
英
二
著
「
虚
妄
の
『
ア
ジ
ア
』
岡
倉
天
心
に
お
け
る
『
ア
ジ
ア
』

像
の
変
遷
」（『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
八
巻
三
号
、
一
九
九
七
年
に
て
初

出
）（『
ア
ウ
ト
テ
イ
ク
ス

小
熊
英
二
論
文
集
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
五
年
、
二
七
〜
二
九
頁
）。

（
３３１
）
塩
崎
智
著
「
日
露
戦
争
と
明
治
人
の
米
国
内
広
報
外
交
」（『
青
淵
』
六
九

一
号
、
二
〇
〇
六
年
、
一
四
〜
一
七
頁
）。

（
３３２
）
岡
倉
古
志
郎
、
前
掲
註
（
八
九
）、
三
〜
五
頁
。

（
３３３
）
橋
川
、
前
掲
註
（
三
一
五
）、
九
三
〜
一
〇
〇
頁
。

（
３３４
）
英
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

First,over
allw

as
the
M
ikado.T

hat
sacred

conception
is
the

thought--inheritance
ofJapan

from
her
very

beginning.M
ythol-

ogy
has
consecrated

it,history
has
endeared

it,and
poetry

has
idealized

it.Buddhism
has
enriched

itw
ith
thatreverence

w
hich

India
pays

to
the

“Protector
ofthe

Law
,”
and

Confucianism
has

confirm
ed
it
w
ith
the
loyalty

w
hich

China
offers

to
the

“Son
of

H
eaven.”T

he
M
ikado

m
ay
cease

to
govern,buthe

alw
aysreigns.

H
e
exists

notby
divine

right,butby
divine

law

、
―a

factofm
an

and
nature.H

e
isalw

aysthere,like
ourbeloved

m
ountain

ofFuji,
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w
hich

stands
eternally

in
silent

beauty,or
like
the
glorious

sea
w
hich

foreverw
ashesourshore.

（
前
掲
註
（
九
八
）、
二
二
二
頁
。）

（
３３５
）
前
掲
「
東
洋
の
覚
醒
」『
岡
倉
天
心
全
集

第
一
巻
』
一
四
九
〜
一
五
〇

頁
。

（
３３６
）
竹
内
、
前
掲
註
（
五
）、
二
八
八
頁
。

（
３３７
）
孫
、
前
掲
註
（
三
二
八
）、
一
八
二
頁
。

（
３３８
）
同
右
、
一
七
九
〜
一
八
〇
頁
。

（
３３９
）
前
掲
註
（
九
八
）、
一
五
一
頁
に
基
づ
く
筆
者
の
訳
。

（
３４０
）
色
川
、
前
掲
註
（
二
一
三
）、
二
七
頁
。

（
３４１
）
前
掲
註
（
一
三
六
）、
二
一
頁
。

（
３４２
）
同
右
、
一
六
三
頁
に
基
づ
く
筆
者
の
訳
。

（
３４３
）
同
右
、
一
七
三
頁
に
基
づ
く
筆
者
の
訳
。

（
３４４
）
金
子
、
前
掲
註
（
三
）、
四
五
四
頁
。

（
３４５
）
同
右
、
四
五
五
頁
。

（
３４６
）
保
田
與
重
郎
著
『
保
田
與
重
郎
全
集
』
第
五
巻
、
講
談
社
、
一
九
八
六
年
、

三
九
九
頁
（『
新
日
本
』
小
山
書
店
、
一
九
三
八
年
二
月
号
に
て
初
出
）

（
３４７
）
金
子
、
前
掲
註
（
三
）、
四
五
五
〜
四
五
七
頁
。

（
３４８
）
前
掲
註
（
三
四
六
）、
三
九
七
〜
三
九
八
頁
。

（
３４９
）
橋
川
、
前
掲
註
（
三
一
五
）、
八
七
頁
。

（
３５０
）
橋
川
、
前
掲
註
（
三
一
五
）、
八
八
頁
。

（
３５１
）
橋
川
、
前
掲
註
（
三
一
五
）、
九
三
頁
。

（
３５２
）
橋
川
、
前
掲
註
（
三
一
五
）、
九
九
〜
一
〇
〇
頁
。

（
３５３
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
二
八
六
〜
二
八
九
頁
。

（
３５４
）
岡
倉
天
心
著
、
齋
藤
美
洲
訳
「
日
本
の
目
覺
め
」『
明
治
文
学
全
集
三
八

岡
倉
天
心
集
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
、
九
八
頁
。

（
３５５
）
前
掲
註
（
九
八
）、
一
九
三
〜
一
九
四
頁
。

（
３５６
）
問
題
の
一
節
は
、
平
凡
社
版
の
岡
倉
天
心
全
集
に
お
け
る
橋
川
に
よ
る
邦

訳
で
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

十
九
世
紀
の
初
め
に
体
系
化
さ
れ
た
神
道
は
、
祖
先
崇
拝
の
宗
教
―
―
つ

ま
り
神
々
の
時
代
か
ら
伝
え
ら
れ
た
原
始
の
純
粋
崇
拝
と
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
日
本
人
種
に
祖
先
の
理
想
、
単
純
と
正
直
、
ミ
カ
ド
の
人
柄

に
あ
ら
わ
れ
た
祖
先
以
来
の
支
配
へ
の
服
従
、
い
か
な
る
外
人
征
服
者
も
そ

の
足
を
と
ど
め
た
こ
と
の
な
い
、
聖
別
さ
れ
神
聖
な
岸
辺
を
も
つ
祖
宗
の
土

地
へ
の
献
身
を
教
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
岡
倉
天
心
著
、
橋
川
文
三
訳
「
日
本
の
覚
醒
」『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
一
巻
、

平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
、
二
〇
七
頁
）

ま
た
、
講
談
社
学
術
文
庫
で
出
さ
れ
て
い
る
夏
野
広
氏
の
邦
訳
で
は
、
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

十
九
世
紀
は
じ
め
に
体
系
化
さ
れ
た
神
道
は
、
神
代
か
ら
つ
た
わ
っ
た
原

始
の
純
粋
性
を
尊
ぶ
、
祖
先
崇
拝
の
宗
教
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
民
族
の

古
来
の
理
想
で
あ
る
、
簡
素
誠
実
の
精
神
を
ま
も
る
こ
と
を
教
え
、
天
皇
の

統
治
に
し
た
が
い
、
い
ま
だ
か
つ
て
外
敵
に
侵
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
、
神
聖

な
、
神
国
日
本
の
た
め
献
身
す
る
こ
と
を
教
え
る
。

（
前
掲
註
（
九
八
）、
五
〇
頁
）

（
３５７
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
二
四
二
〜
二
四
三
頁
。

（
３５８
）
新
渡
戸
稲
造
著
、
樋
口
謙
一
郎
、
国
分
舞
訳
『
対
訳
ニ
ッ
ポ
ン
双
書

武
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士
道

BU
SH
ID
O
:
T
he
SoulofJapan

』IBC

パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二

〇
〇
八
年
、
四
三
頁
。

（
３５９
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
二
四
二
〜
二
四
三
頁
。

以
下
は
、
天
心
が
書
い
た
と
さ
れ
る
『
国
華
』
第
一
号
に
お
け
る
「『
国

華
』
発
刊
ノ
辞
」
と
、
九
鬼
が
書
い
た
「
国
華
ノ
発
兌
ニ
就
イ
テ
」
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
注
目
す
べ
き
と
思
わ
れ
た
点
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
文
に

は
句
読
点
が
な
く
、
ま
た
段
落
の
冒
頭
も
一
段
下
げ
ら
れ
て
い
な
い
為
、
筆

者
が
適
宜
補
っ
た
。
ま
た
、
特
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
、

傍
線
を
引
い
た
。

国
華

夫
レ
美
術
ハ
国
ノ
精
華
ナ
リ
。
国
民
ノ
尊
敬
、
欽
慕
、
愛
重
、
企
望
ス
ル

所
ノ
意
象
、
観
念
、
渾
化
凝
結
シ
テ
形
相
ヲ
成
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
故
ニ
其

気
骨
、
品
格
ヲ
観
テ
以
テ
文
化
ノ
程
度
ヲ
判
断
ス
ヘ
ク
其
神
韻
趣
味
ニ
由
テ

以
テ
国
民
ノ
風
采
ヲ
卜
知
ス
ヘ
シ
。（
中
略
）
近
世
ニ
至
ル
マ
テ
墨
林
ノ
百

花
錦
ノ
如
シ
。
梅
花
ノ
清
痩
、
牡
丹
ノ
富
麗
燦
爛
、
相
映
発
シ
テ
、
而
シ
テ

千
年
ノ
史
乗
ヲ
芳
艶
ナ
ラ
シ
メ
タ
リ
。
是
レ
実
ニ
歴
朝
仁
聖
洪
恩
ノ
余
沢
ニ

シ
テ
、
而
シ
テ
我
カ
先
民
ノ
精
ヲ
抽
キ
華
ヲ
萃
メ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。（
中

略
）
今
ヤ
明
治
ノ
昭
代
ニ
シ
テ
千
歳
一
遇
ノ
佳
期
ナ
リ
。
此
期
ニ
乗
シ
遍
ク

標
範
ヲ
古
今
ニ
取
リ
、
広
ク
智
識
ヲ
東
西
ニ
求
メ
、
上
ハ
以
テ
中
興
ノ
懿
業

ヲ
頌
讃
シ
、
下
ハ
以
テ
高
雅
優
美
ノ
風
尚
ヲ
誘
掖
シ
、
工
業
経
済
ノ
道
ヲ
開

致
セ
ス
ン
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
茲
ニ
国
華
ヲ
発
行
シ
、
聊
カ
美
術
ニ
関
ス
ル

奨
励
、
保
存
、
監
督
、
教
育
等
ニ
就
テ
意
見
ヲ
吐
露
シ
、
絵
画
、
彫
刻
、
建

築
及
諸
般
ノ
美
術
、
工
芸
ニ
就
テ
保
持
開
達
ノ
方
針
ヲ
指
示
シ
、
国
民
ト
共

ニ
邦
国
ノ
精
華
ヲ
発
揮
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
。（
第
二
段
落
省
略
）

（
第
三
段
落
前
略
）
抑
本
邦
絵
画
ノ
題
旨
ニ
シ
テ
発
達
ノ
遅
鈍
ナ
リ
シ
モ
ノ

ヲ
挙
ク
レ
ハ
、
歴
史
画
ハ
其
一
ナ
リ
。
蓋
シ
其
原
因
ヲ
繹
ヌ
ル
ニ
、
一
ハ
封

建
制
成
テ
群
雄
割
拠
シ
国
家
的
観
念
ヲ
喚
起
ス
ル
ノ
地
ナ
ク
、
一
ハ
環
海
孤

島
外
交
ノ
刺
激
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
少
ナ
キ
カ
為
メ
ニ
、
国
体
ノ
思
想
煥
発
セ
ス
、

其
他
文
学
独
リ
上
流
ニ
行
ハ
レ
テ
教
育
普
洽
セ
ス
、
仏
教
三
界
ノ
流
転
ヲ
説

テ
仮
影
幻
像
ノ
内
ニ
住
シ
タ
ル
カ
如
キ
ハ
、
皆
其
進
歩
ヲ
阻
碍
シ
タ
ル
モ
ノ

ナ
リ
。（
中
略
）
惟
フ
ニ
国
体
ノ
観
念
ハ
未
タ
嘗
テ
今
日
ノ
如
ク
鞏
固
ナ
ル

コ
ト
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
。
而
シ
テ
我
カ
先
民
ノ
忠
誠
ヲ

皇
室
ニ
尽
シ
身
命
ヲ

国
家
ニ
致
シ
タ
ル
英
雄
、
豪
傑
、
志
士
、
仁
人
ノ
事
蹟
ハ
、
国
民
一
般
ノ
志

望
ヲ
繋
ク
所
ニ
シ
テ
、
彼
神
風
海
ヲ
翻
シ
胡
元
ヲ
南
洋
ニ
殲
シ
タ
ル
画
図
ノ

如
キ
ハ
、
三
軍
ノ
英
気
ヲ
鼓
舞
シ
、
億
兆
ノ
愛
国
心
ヲ
振
作
ス
ル
所
以
ニ
非

サ
ル
ナ
シ
。
絵
画
ノ
将
来
ヲ
思
フ
ニ
、
仏
像
ハ
壮
麗
ノ
旧
ニ
復
ス
ル
能
ハ
サ

ル
ヘ
シ
ト
雖
モ
、
歴
史
画
ハ
国
体
思
想
ノ
発
達
ニ
随
テ
益
振
興
ス
ヘ
キ
モ
ノ

ナ
リ
。（
中
略
）
而
シ
テ
解
剖
骨
格
ハ
普
通
ノ
定
型
遠
近
高
低
ハ
自
然
ノ
大

理
ナ
リ
。
之
ヲ
応
用
ス
ル
モ
決
シ
テ
日
本
絵
画
ノ
特
質
ヲ
害
ス
ル
ノ
理
ナ
シ
。

何
ソ
必
ス
シ
モ
故
人
ノ
軌
轍
ヲ
踏
ミ
、
死
法
ヲ
因
襲
シ
テ
、
以
テ
純
正
ノ
国

家
精
華
ヲ
保
ツ
ト
セ
ン
ヤ
。
明
治
ノ
画
家
ハ
奮
励
揮

我
邦
ノ
特
質
ニ
基
キ

テ
進
歩
ス
ル
ニ
躊
躇
ス
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
。

（
第
四
段
落
前
略
）
密
ニ
聞
ク

宮
城
正
門
ノ
外
ニ
本
邦
中
世
以
来
歴
史
上

ニ
著
大
ノ
関
係
ヲ
有
ス
ル
名
臣
ノ
銅
像
、
若
ク
ハ
国
体
ヲ
代
表
ス
ヘ
キ
想
像

的
人
物
ノ
銅
像
ヲ
装
置
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
。（
後
略
）

（
第
五
段
落
省
略
）

（
第
六
段
落
省
略
）

眼
ヲ
転
シ
テ
美
術
的
学
業
ノ
景
象
ヲ
観
察
セ
ヨ
。
東
洋
美
術
史
ハ
猶
ホ
未
タ

精
確
ナ
ラ
ス
。
誰
カ
能
ク
史
筆
ヲ
執
テ
本
邦
ノ
上
古
韓
漢
及
中
亜
細
亜
諸
邦
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ト
交
通
来
往
シ
テ
得
タ
ル
所
ノ
美
術
的
性
質
ノ
包
合
ヲ
分
析
シ
、
其
来
歴
沿

革
ヲ
詳
叙
ス
ル
モ
ノ
ソ
。（
後
略
）

（
第
八
段
落
前
略
）
将
来
ノ
美
術
ハ
国
民
ノ
美
術
ナ
リ
。
国
華
ハ
国
民
ヲ
シ

テ
自
国
ノ
美
術
ヲ
守
護
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
唱
道
シ
テ
止
マ
サ
ラ
ン
ト
ス
。（
後

略
）

（「
国
華
」『
国
華
』
第
一
号
、
国
華
社
、
一
八
八
九
年
、
一
〜
四
頁
）

国
華
ノ
発
兌
ニ
就
テ

九
鬼
隆
一

巧
妙
ノ
素
質
ハ
往
往
人
種
ノ
血
性
ニ
出
ツ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
、
他
人
ノ
求
メ
テ

得
ヘ
ク
強
テ
能
ク
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
所
多
シ
。
我
日
本
人
種
ハ
古
来
巧
妙
ノ
天

性
ア
リ
、
万
象
ヲ
転
化
シ
テ
絵
画
彫
刻
中
ノ
別
天
地
ニ
住
セ
シ
メ
、
異
邦
ノ

文
芸
ヲ
利
用
シ
テ
更
ニ
自
己
ノ
様
式
ヲ
開
キ
、
変
幻
自
在
ニ
シ
テ
本
体
ノ
趣

致
ヲ
失
ハ
ス
、
蓋
シ
風
土
ノ
和
順
ナ
ル
山
水
ノ
秀
霊
ナ
ル
其
気
ノ
磅
礴
ス
ル

所
発
シ
テ
、
以
テ
人
士
優
雅
ノ
思
藻
ト
ナ
リ
秀
麗
ノ
才
芸
ト
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ

テ
、
代
代
ノ
名
工
鉅
匠
ノ
製
作
毎
ニ
其
ノ
社
会
ノ
気
運
ニ
伴
ヒ
テ
各
其
超
凡

異
常
ノ
特
能
ア
ル
ヲ
観
ル
ヘ
キ
ナ
リ
。
況
ヤ
歴
世
二
千
余
年
皇
恩
ノ
優
渥
ナ

ル
悠
遠
ニ
文
芸
ヲ
奨
励
シ
、
長
久
持
続
シ
テ
間
断
ナ
ク
高
尚
優
美
ノ
域
ニ
進

マ
シ
メ
タ
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
、
我
万
世
一
系
ノ
国
体
ニ
伴
随
シ
テ
実
ニ
万
邦
其

比
ヲ
見
サ
ル
ナ
リ
。（
中
略
）
天
下
ノ
工
手
ハ
其
業
ヲ
廃
ス
ル
ニ
非
ス
ン
ハ
、

則
チ
已
ム
ヲ
得
ス
シ
テ
外
国
ノ
需
要
ヲ
空
望
シ
、
其
心
ニ
反
戻
ス
ル
奇
怪
醜

悪
ノ
物
品
ヲ
作
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
豈
千
歳
ノ
遺
憾
ラ
ス
ヤ
、
豈
聖
世
ノ
欠

典
ナ
ラ
ス
ヤ
。（
後
略
）

（
九
鬼
隆
一
「
国
華
発
兌
ニ
就
テ
」『
国
華
』
第
一
号
、
国
華
社
、
一
八
八
九

年
、
四
〜
五
頁
）

（
３６０
）
岡
倉
天
心
著
「『
国
華
』
発
刊
ノ
辞
」『
岡
倉
天
心
全
集

第
三
巻
』
平
凡

社
、
一
九
七
九
年
、
四
二
〜
四
八
頁
。

（
３６１
）
木
下
、
前
掲
註
（
九
）、
九
六
〜
九
七
頁
。

木
下
は
、
九
鬼
が
「『
歴
世
』
と
書
い
て
、
以
下
を
空
白
に
し
改
行
し
て

「
皇
恩
ノ
優
渥
ナ
ル
」
と
続
け
」
て
い
る
と
い
う
の
だ
が
、
こ
の
『
国
華
』

第
一
号
に
お
け
る
九
鬼
と
天
心
の
文
章
を
実
際
に
見
る
と
、
天
心
が
「
皇

室
」
と
「
宮
城
」
に
対
し
闕
字
を
行
っ
て
い
る
の
は
確
認
出
来
た
が
、
九
鬼

の
「
歴
世
二
千
余
年
皇
恩
ノ
優
渥
ナ
ル
」
の
部
分
に
お
い
て
は
、
闕
字
・
平

出
・
台
頭
の
い
ず
れ
も
確
認
出
来
な
か
っ
た
。
史
料
の
相
違
の
原
因
が
不
明

で
あ
る
為
、
文
章
上
の
作
法
的
な
問
題
を
論
ず
る
の
は
、
本
論
文
で
は
保
留

と
し
た
い
と
思
う
。

（
３６２
）
福
田
久
道
訳
「
日
本
の
覺
醒
」
岡
倉
一
雄
著
『
岡
倉
天
心
全
集

第
三

巻
』
聖
文
閣
、
一
九
三
九
年
、
五
〇
〜
五
一
頁
。

（
３６３
）
長
谷
川
如
是
閑
著
「
あ
る
心
の
自
叙
伝
」（「
朝
日
評
論
」
朝
日
新
聞
社
、

一
九
四
八
年
四
月
号
〜
一
九
四
九
年
九
月
号
ま
で
十
八
回
に
渡
り
連
載
）

（『
世
界
教
養
全
集
』
二
十
八
巻
、
平
凡
社
、
一
九
六
三
年
、
三
〇
八
頁
）。

（
３６４
）
中
野
目
徹
著
『
明
治
の
青
年
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

政
教
社
・
日
本
新
聞

社
の
群
像
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
、
四
二
〜
四
五
頁
。

（
３６５
）
三
宅
雪
嶺
著
「
余
輩
国
粋
主
義
を
唱
道
す
る

豈
に
偶
然
な
ら
ん
や
」

（﹇『
日
本
人
』
第
二
十
五
号
、
政
教
社
、
一
八
八
九
年
五
月
一
八
日
﹈、『
日

本
の
名
著

三
七

陸
羯
南
・
三
宅
雪
嶺
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
、

四
四
六
〜
四
四
八
頁
）。

（
３６６
）
中
野
目
徹
著
『
書
生
と
官
員
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
、
一
〇
〜
一
一

頁
。

（
３６７
）
小
畑
嘉
丈
著
「
三
宅
雪
嶺
の
『
未
来
性
』
―
『
国
粋
』
の
不
使
用
を
手
が
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か
り
と
し
て
」（『
東
京
電
機
大
学
総
合
文
化
研
究
』
第
八
号
、
二
〇
一
〇
年
、

一
三
八
〜
一
三
九
頁
）。

（
３６８
）
中
野
目
、
前
掲
註
（
三
六
六
）、
一
〇
九
頁
。

（
３６９
）
中
野
目
、
前
掲
註
（
三
六
四
）、
四
五
頁
。

（
３７０
）
中
野
目
、
前
掲
註
（
三
六
六
）、
一
〇
九
〜
一
一
〇
頁
。

（
３７１
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
、
七
五
〜
七
七
頁
。

（
３７２
）
同
右
、
一
〇
五
頁
。

（
３７３
）
同
右
、
一
一
六
〜
一
一
七
頁
。

（
３７４
）
同
右
、
五
六
頁
、
四
一
五
頁
。

（
３７５
）
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
三
巻
、
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
、
四
六
九
頁
。

（
３７６
）
同
右
、
四
七
〇
頁
。

（
３７７
）
同
右
、
五
九
〜
六
三
頁
。

（
３７８
）
岡
倉
古
志
郎
、
河
北
倫
明
、
木
下
順
二
、
橋
川
文
三
対
談
「
渾
沌
の
詩
精

神

岡
倉
天
心
と
そ
の
時
代
」（
岡
倉
古
志
郎
、
前
掲
註
（
八
九
）、
二
二
九

〜
二
三
〇
頁
）。（『
月
刊
百
科
』
六
、
一
八
九
号
、
一
九
七
八
年
に
て
初

出
。）

（
３７９
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
三
巻
、
四
七
一
頁
。

（
３８０
）
同
右
、
九
四
〜
九
六
頁
。

（
３８１
）
同
右
、
四
七
一
頁
。

（
３８２
）
同
右
、
四
八
〇
頁
。

（
３８３
）
同
右
、
四
七
二
頁
。

（
３８４
）
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
七
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
、
四
八
〇
頁
。

（
３８５
）
同
右
。

（
３８６
）
前
掲
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
三
巻
、
四
七
二
頁
。

（
３８７
）
中
川
未
来
著
『
明
治
日
本
の
国
粋
主
義
思
想
と
ア
ジ
ア
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
六
年
、
一
三
五
頁
。

（
３８８
）
宮
川
寅
雄
著
「
岡
倉
覚
三
と
高
橋
健
三
」『
国
華
』
八
三
五
号
、
国
華
社
、

一
九
六
一
年
一
〇
月
、
四
三
七
頁
。

（
３８９
）
宮
川
、
前
掲
註
（
三
八
八
）、
四
三
六
頁
。

（
３９０
）
岡
倉
一
雄
、
前
掲
註
（
二
〇
）、
六
一
〜
六
二
頁
。

（
３９１
）
内
藤
虎
次
郎
著
「
高
橋
健
三
君
伝
」（
川
那
辺
貞
太
郎
編
『
自
恃
言
行

録
』
川
那
辺
貞
太
郎
、
一
八
九
九
年
、
五
八
頁
）。

尚
、
読
点
は
原
文
に
は
な
く
、
筆
者
が
適
宜
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
３９２
）
「
目
録
」
川
那
辺
貞
太
郎
編
『
自
恃
言
行
録
』
川
那
辺
貞
太
郎
、
一
八
九

九
年
、
一
〜
五
頁
。

（
３９３
）
宮
川
、
前
掲
註
（
三
八
八
）、
四
三
八
頁
。

（
３９４
）
中
川
、
前
掲
註
（
三
八
七
）、
一
三
四
〜
一
三
五
頁
。

（
３９５
）
中
川
、
前
掲
註
（
三
八
七
）、
一
六
二
〜
一
六
三
頁
。

（
３９６
）
「
東
亜
同
盟
の
準
備
」
は
以
下
の
通
り
。

既
に
今
日
の
立
国
論
の
時
期
た
る
を
論
じ
、
而
し
て
立
国
の
実
を
挙
ぐ

る
は
東
亜
の
同
盟
を
必
要
と
し
其
諸
国
を
し
て
斯
邦
と
共
に
独
立
の
実
を

成
さ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
論
及
し
た
り
、
所
謂
東
亜
同
盟
先
づ
指
を

我
と
支
那
朝
鮮
に
屈
す
、
此
三
国
や
文
字
相
通
じ
、
史
蹟
相
関
し
、
人
種

相
類
し
、
其
欧
米
に
対
す
る
形
勢
の
利
害
、
亦
輔
車
唇
歯
、
脈
絡
の
絶
つ

べ
か
ら
ざ
る
あ
り
、
条
理
を
以
て
之
を
論
ず
る
に
、
宜
し
く
其
従
約
夙
に

成
り
て
卒
然
の
首
尾
相
応
ず
る
が
若
く
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
而

る
に
其
実
際
に
於
け
る
や
則
ち
動
も
す
れ
ば
事
情
の
全
く
相
反
す
る
を
見
、

睚
眦
反
唇
の
恨
、
結
で
解
け
ざ
る
も
の
あ
り
、
か
の
両
国
に
説
く
に
此
等

の
条
理
を
以
て
す
る
も
、
褒
と
し
て
充
耳
の
如
く
嘗
て
意
を
留
む
る
こ
と
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を
為
さ
ざ
る
が
若
し
、
其
故
何
ぞ
や
、
感
情
の
相
投
合
せ
ざ
る
、
各
々
其

心
を
晦
ま
し
て
条
理
の
湮
没
に
終
る
に
非
ず
や
、
何
を
か
感
情
の
相
投
合

せ
ず
と
い
ふ
、
支
那
の
我
を
視
る
や
、
素
よ
り
眇
然
た
る
海
陬
の
小
島
と

謂
ひ
、
自
大
独
尊
、
又
其
開
化
の
舊
く
し
て
我
の
資
て
以
て
益
を
受
け
し

所
な
る
を
以
て
、
後
進
少
弱
と
し
て
之
を
遇
せ
ん
と
す
、
我
が
今
日
文
明

の
淵
源
、
由
来
深
遠
に
し
て
そ
の
中
世
以
後
、
支
那
に
類
す
る
所
あ
る
も
、

其
国
家
の
性
格
特
質
を
成
す
所
以
に
至
て
は
、
固
よ
り
独
り
自
ら
存
立
し

て
、
彼
と
全
く
相
関
ら
ざ
る
者
あ
り
、
其
始
め
彼
に
資
る
所
も
、
自
か
ら

国
情
に
融
化
し
て
倫
理
美
術
、
有
形
無
形
の
事
皆
更
に
特
色
を
出
し
て
、

金
声
し
て
之
を
玉
振
し
、
人
智
の
発
達
、
能
力
の
秀
絶
彼
と
同
日
の
談
に

あ
ら
ざ
る
を
致
し
、
加
ふ
る
に
地
理
の
自
然
、
東
亜
の
要
枢
に
拠
り
、
一

挙
一
動
、
大
勢
の
軽
重
係
る
所
、
国
土
の
褊
小
を
以
て
之
を
軽
易
す
べ
き

に
あ
ら
ざ
る
は
少
し
も
省
察
を
加
へ
ず
、
朝
鮮
に
至
て
は
其
の
毎
々
支
那

に
隷
属
せ
ら
れ
て
、
中
朝
と
し
て
彼
を
崇
ぶ
を
以
て
、
其
我
を
視
る
の
情
、

又
大
に
支
那
の
習
に
染
み
、
而
し
て
所
謂
壬
辰
の
役
後
、
我
を
恨
む
の
念

今
に
絶
た
ず
、
歳
月
積
累
、
か
の
念
を
し
て
消
磨
せ
し
む
る
に
足
ら
ず
し

て
、
交
渉
の
事
態
或
は
其
敵
愾
を
長
じ
、
交
際
の
敦
睦
容
易
に
致
す
べ
か

ら
ざ
る
が
若
し
、
但
だ
其
故
特
に
感
情
の
自
恣
に
出
で
条
理
の
根
拠
あ
る

に
あ
ら
ず
、
条
理
に
出
る
者
は
、
之
を
説
く
に
又
条
理
を
以
て
す
べ
し
と

雖
も
、
感
情
の
自
恣
は
之
を
如
何
と
も
す
る
こ
と
な
し
、
故
に
両
国
に
説

く
に
形
勢
の
利
害
、
百
年
の
長
策
を
以
て
し
、
以
て
従
約
同
盟
の
事
を
促

す
も
聴
従
実
行
は
殆
ど
期
す
べ
か
ら
ず
、
之
を
要
す
る
に
爼
豆
の
間
、
礼

義
の
説
以
て
東
亜
の
為
め
に
大
計
を
企
画
す
る
は
、
望
む
べ
か
ら
ざ
る
の

事
、
況
や
徳
を
以
て
之
を
懐
柔
す
る
を
や
、
其
小
な
る
者
は
忸
れ
て
服
せ

ず
、
其
大
な
る
者
は
以
て
己
れ
に
諛
ふ
と
為
さ
ん
、
之
を
為
す
こ
と
如
何
、

実
力
を
示
す
に
在
る
の
み

夫
れ
我
の
実
力
を
示
し
、
国
家
の
威
権
を
立
つ
れ
ば
大
者
に
は
以
て
其

軽
易
す
べ
か
ら
ざ
る
の
信
用
を
起
さ
し
め
、
小
者
に
は
以
て
其
力
争
す
べ

か
ら
ざ
る
の
畏
敬
を
生
ぜ
し
む
、
威
信
一
た
び
立
て
、
而
る
後
貿
易
な
り
、

通
運
な
り
、
諸
他
国
防
の
要
務
に
於
い
て
三
国
相
通
じ
て
同
盟
締
約
す
る

の
利
を
説
か
ば
、
是
に
於
て
か
言
庶
く
は
聴
か
る
べ
く
、
計
庶
く
は
行
は

る
べ
し
、
今
回
朝
鮮
防
穀
事
件
の
若
き
は
実
力
を
示
し
威
信
を
立
る
に
於

て
一
好
例
と
し
て
看
る
こ
と
を
得
べ
し
、
朝
鮮
の
之
が
為
め
に
頗
る
畏
縮

の
情
を
起
し
、
支
那
の
之
が
為
に
頗
る
侮
る
べ
か
ら
ざ
る
の
念
を
発
し
て

共
に
提
携
し
、
緩
急
相
頼
る
べ
き
を
意
ふ
者
蓋
し
或
は
是
よ
り
し
て
殷
な

ら
ん
、
則
ち
防
穀
事
件
、
其
大
体
に
関
係
あ
る
と
重
大
な
り
と
謂
ふ
べ
き

歟
抑
同
盟
従
約
の
談
未
だ
発
せ
る
に
あ
ら
ず
、
防
穀
事
件
は
僅
か
に
其
以

て
談
を
発
す
べ
き
の
緒
た
る
の
み
、
若
し
此
機
を
利
し
て
益
其
図
を
進
む

る
こ
と
を
為
さ
ず
、
事
の
難
を
憚
り
、
力
を
出
す
を
避
け
、
優
柔
不
断
、

復
前
日
の
如
く
な
ら
ば
、
一
着
の
功
徒
労
に
帰
し
て
、
其
関
係
の
散
漫
、

依
然
と
し
て
改
ま
ら
じ
、
国
運
の
前
途
に
蒿
目
し
て
興
衰
両
つ
な
が
ら
意

に
経
ざ
れ
ば
已
む
、
苟
く
も
然
ら
ず
ば
、
防
穀
事
件
を
第
一
着
と
し
て
飜

然
図
を
改
め
、
其
大
な
る
者
に
対
す
る
も
断
然
と
し
て
強
硬
の
手
段
を
取

り
、
其
容
る
べ
き
も
の
快
く
容
れ
て
疑
は
ず
、
而
し
て
其
執
る
べ
き
所
は

固
く
執
て
下
ら
ず
、
寛
厳
並
び
行
ひ
、
恩
威
並
び
施
し
、
自
ら
地
歩
を
占

め
て
、
而
し
て
衡
を
隣
邦
に
連
ね
、
暁
喩
す
る
に
東
亜
諸
邦
立
国
の
大
義
、

共
同
の
敵
、
共
同
の
患
あ
る
を
以
て
し
て
、
其
を
し
て
懐
に
釈
然
と
し
て

敢
て
遺
忘
せ
ざ
ら
し
め
、
従
前
相
疾
の
感
、
洒
然
と
し
て
一
洗
せ
ん
こ
と

を
期
す
、
今
後
の
務
、
此
よ
り
喫
緊
急
切
な
り
と
す
る
は
な
き
な
り
、
防
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穀
事
件
の
成
果
美
と
雖
も
継
ぐ
の
謀
善
か
ら
ざ
れ
ば
、
一
片
零
砕
の
珠
、

以
て
大
観
を
厳
る
に
足
ら
ず
、
蓋
し
大
方
針
の
立
た
ざ
る
、
一
部
一
時
の

成
功
、
随
て
成
せ
ば
随
て
廃
す
、
篤
く
思
を
致
さ
ざ
る
べ
け
ん
や

大
方
針
の
立
つ
、
国
家
威
信
の
発
揚
、
其
責
独
り
政
府
に
在
ら
ず
、

野
の
士
と
雖
も
亦
之
あ
り
、
顧
ふ
に
野
の
之
を
望
む
や
久
し
、
政
府
の
一

た
び
方
針
を
此
に
取
ら
ば
、
翕
然
と
し
て
響
応
せ
ざ
る
を
患
へ
ず
、
所
謂

立
国
論
の
時
期
斯
に
其
の
実
効
を
見
、
対
外
の
維
新
、
斯
に
其
全
功
を
奏

せ
ん
而
し
て
防
穀
事
件
誰
か
東
亜
同
盟
の
階
梯
な
ら
ず
と
言
ふ
や

（『
大
阪
朝
日
新
聞
』、
一
八
九
三
年
六
月
十
六
日
第
一
面
。）

（
３９７
）
中
川
、
前
掲
註
（
三
八
七
）、
一
六
三
頁
。

（
３９８
）
中
川
、
前
掲
註
（
三
八
七
）、
一
六
四
頁
。

（
３９９
）
中
川
、
前
掲
註
（
三
八
七
）、
一
六
四
〜
一
六
六
頁
。

（
４００
）
中
川
、
前
掲
註
（
三
八
七
）、
一
六
七
頁
。

（
４０１
）
志
賀
重
昂
著
「
南
洋
時
事
」『
志
賀
重
昂
全
集
』
第
三
巻
、
志
賀
重
昂
全

集
刊
行
会
、
一
九
二
七
年
。

（
４０２
）
色
川
、
前
掲
註
（
二
一
三
）、
二
〇
頁
。

（
４０３
）
色
川
、
前
掲
註
（
二
一
三
）、
二
〇
〜
二
二
頁
。

（
４０４
）
三
宅
雪
嶺
著
「
真
善
美
日
本
人
」（
政
教
社
、
一
八
九
一
年
）『
日
本
の
名

著
三
七

陸
羯
南

三
宅
雪
嶺
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
、
二
八
四
〜

三
二
四
頁
。

（
４０５
）
中
川
、
前
掲
註
（
三
八
七
）、
一
四
八
頁
。

（
４０６
）
岡
倉
古
志
郎
、
色
川
大
吉
対
談
「
人
間
天
心
の
肖
像
」
岡
倉
古
志
郎
、
前

掲
註
（
八
九
）、
二
〇
九
頁
。（『
日
本
の
名
著
三
九

岡
倉
天
心
』、
中
央
公

論
社
、
一
九
七
〇
年
、
付
録
に
て
初
出
）。

（
４０７
）
齋
藤
隆
三
著
『
岡
倉
天
心
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
、
一
四
六
頁
。

齋
藤
は
、「W
e
are
one.

」
が
『
東
洋
の
覚
醒
』
の
書
名
の
試
案
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
を
示
し
て
お
り
、
色
川
も
そ
れ
に
賛
同
し
て
い
る
。

（
色
川
、
前
掲
註
（
二
一
三
）、
三
八
頁
）
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